















































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ






　春の気候がいい時期に全校生徒総出で行われるお祭り、いわゆる学園祭が例年と変わらぬ賑にぎわいを見せていた。これは学園都市全体のお祭りでもあり、いつもは移動も大変なほどの広さを誇ほこるキャンパスが、大勢の人出で溢あふれかえる。

　僕は、リュシアン・オービニュ。この学園都市に来て、もうすぐ一年になる。ここ、ドリスタン王国の隣りん国ごくであり友好国のモンフォール王国の出身だ。

　父に願ってようやくこの学園に入学して、初年度からいきなり大変な目にあったりもしたけれど、それなりに充じゆう実じつした学園生活を送ることができた。気の置けない友人たちにも恵めぐまれ、まずまずの成績で一年目を過ごせたと思う。そして年度末、学生たちの一年の成果の集大成とも言えるのがこの学園祭なのだ。

　Ⅸ、Ⅹクラスは、例えるなら大学院生程度に相当するが、その学生の研究発表会となると諸外国からも見学者が来るほどだ。また、学生たちの対たい抗こう戦イベントには大勢の市民などが応おう援えんに詰つめかける一番人気の催もよおしだった。この学園祭は、学校行事の枠わくを飛び越こえて今やドリスタン王国の一大イベントとなっているようである。

　ちなみに僕はというと、今年は裏方での参加だった。希望していた魔ま法ほう科のトーナメント戦には基本的にⅠクラスは出場できないからだ。Ⅰクラスといえば、授業でも座学と合同授業の時の上級による実技の見学、手伝いなどがほとんどだ。実力があれば推すい薦せんで参加も可能であるが、あれだけ噂うわさになった合宿での活かつ躍やくも、その現場を直接見た生徒たちの証言が曖あい昧まいだったことから、評価に値しないと判断された。もっとも、あんなパニックの中で冷静に状じよう況きようを観察していた人もいなかっただろう。

　僕としては、魔法陣じんの研究成果として満足がいく結果が出ていたし、それら評価に不満はなかった。魔法科関係も来年度は順調にⅡに上がれそうだし、そうなれば実戦形式の訓練もボチボチ始められるだろう。Ⅰクラスの座学も、個人的には面おも白しろかったしね。

　本当の所、武術科の方では参加資格もあったのだけど、はっきり言って僕の出る幕などないと思う。なにしろ上位ランカーの学生の腕うでの太さといったらスゴイの一言なのだ。それこそ僕の胴どう回まわりと同じぐらいあるのではないかと恐おそろしくなる。魔力がモノをいうこの世界では確かに筋肉だけがすべてではないが、はっきり言ってあの人達には魔力だってある。すでに冒ぼう険けん者として活躍しているような、そんな猛も者さたちが出場する大会に、護身術を齧かじっただけの新入生などお呼びではないだろう。無差別級のほかにジュニアの部のようなものもあるらしいが、すでに興味がなかったのであまり知らない。

　そんな経けい緯いで、いわゆる実行委員のようなものに立候補したわけだが、その際、いささか強ごう引いんにエドガーを巻き込んだ。回復魔法の熟練度、つまりレベル上げの為ためにも、彼とともに救護テントへの配置を希望したのである。

　魔法科の中でも回復魔は生徒数も少なく、思いのほかエドガーは重ちよう宝ほうされた。これは単位の取得にも繫つながり、熟練度の上げにくい回復魔法には最適な場所だった。最初はブツブツ文句を言っていたエドガーだったが、もともと得意属性の魔法である。驚おどろくほどバンバン熟練度が上がって、周りはもちろん本人も目を丸くすることになった。

　僕はというと、回復魔法ではなく錬れん金きん薬やく担当である。対抗戦にも参加予定のエドガーとは違ちがって、裏方専属である。表おもて舞ぶ台たいに立たなくったって立派な大会の参加者だよね。

　少し暑いくらいの気候の中、熱気に包まれる会場がエキサイティングするに従って、救護テントもまた負けず劣おとらず戦場のような喧けん騒そうだった。

　学園祭も中ちゆう盤ばんに差し掛かかり、救護テントではそろそろ回復魔法担当の生徒たちが魔力切れを訴うつたえ始めた。その中でもエドガーは割と奮ふん闘とうしている方だと思う。いかんせん魔力操作が拙つたなくロスも多かったが、それでもなんとか治ち療りようを続けているのだ。

　事前に用意されていた薬も、上質なものはすでに品切れを起こしていた。薬と言ってもそれこそピンキリで、魔法錬金を必要としない塗ぬり薬や飲み薬は安価で知識さえあれば誰だれでも作れるが、魔力による錬金は知識、技術以外に豊富な魔力が必要である。

　事前に用意されていた薬のほとんどは前者に当たり、もちろんそれだって大いに役立つわけだが、残念ながら回復魔法の代わりにはならない。救護テントにいる上位クラスの生徒たちは、今やてんてこ舞まいで薬を量産することに専念し始めた。上級生は準備期間にはあまり参加しないので、上質な薬が足りなかった。救護テントの隣となりに設置されたドーム型の仮設錬金室では、今や錬金に使われる器具同士が当たる硬かたい音と、水が沸ふつ騰とうするようなコポコポという音だけが響ひびいていた。

　僕以外は十代後半の生徒が多く、まるで林のような人ひと垣がきに埋うもれるようにして調合していたので、とにかく暑い。何とか自分の居場所をキープしつつ、ひたすら錬金を続けていると、ふと後方から声を掛けられた。

「君は、薬を作るのも速いね。しかも、ほとんど上級じゃないか」

　振ふり向くと、そこには教員のユアンが立っていた。いわゆる保健の先生だが、学園一年目にしてこれほど頻ひん繁ぱんにお世話になった生徒は僕以外いないだろう。……ほんと、自じ慢まんすることじゃないけどね。

「それどころか結構……ん？　これは特級かな、驚いたな」

　とにかく忙いそがしかったので、会え釈しやくだけ返して引き続き薬作りを再開した。僕は、足元に置いた木箱に出来上がった薬を次々と並べてゆく。すると、それを覗のぞき込んでいたユアンが、やがて唸うなるように呟つぶやいた。

「……いや、これは待てよ？　え、これ、君！　ちょ、ちょっとリュシアン君」

　あまりに素すっ頓とん狂きような声を上げるのでさすがに顔を上げると、ユアン先生がかなり興奮したように一つの瓶びんを掲かかげ持っていた。何事かと思ったがそれを見て納得した。

　僕にとっても稀まれに見る完成品、いわゆる『竜りゆうの眼』が入った薬瓶だったのだ。どういった加減か、瓶の真ん中に竜の瞳ひとみの光こう彩さいのような筋が現れることからそう呼ばれる。特級のさらに上の完成度、すなわち神話級と言われるもので、それは腕うで利ききの薬やく剤ざい師しでもほとんど偶ぐう然ぜんでしかできない代しろ物ものらしい。

　実際、僕も狙ねらって作ったわけではない。これだけ大量の薬を作ったのは初めてだが、これだけ作れば偶然の産物の一つや二つ出来るだろうと、そのくらいに考えていた。それでもただの傷薬、たとえものすごい上物が出来たとしても、それはやっぱり傷薬以外の何物でもないのだ。そんなわけで、僕の反応はユアン先生の期待したものではなかったようだ。

「ずいぶん落ち着いていますが、これは特級どころではなく、竜の……ッ」

「もちろんわかってますけれど、でもこれって傷薬ですよ」

　あっけらかんと答える僕に、プルプル震ふるえる手で薬瓶を握にぎりしめたユアン先生は、酸素不足の鯉こいのように口をパクパクさせていた。傷薬でも、やはりそれは貴重な代物らしい。なにしろ魔法に換かん算さんすると、その効き目は最上位のエクストラヒールに匹ひつ敵てきする回復力になる。欠損部位の修復こそできないが、現在ある回復魔法としては最上のものだ。

「で、その……これは、どうするのですか？」

　努つとめて冷静な声でようやく口を開いたユアン先生は、なんとか平静さを保ちつつも、残念ながら背中の翼つばさはひどく忙せわしなくバサバサと羽ばたいていた。

　……やめて、薬品に羽毛が入っちゃうから。

「上級以上が出来たら、いくつかは貰もらってもいいって言われたので」

　原料を提供しているのは学園だが、それはおそらく生徒にとっても会心の出来だろうし、研究のためにも一つ二つは持って帰ってもいいらしい。ボランティア活動のご褒ほう美びといってもいいだろう。僕の場合、特級はわりとちょこちょこ出来たので、それはすべて提供し、この見慣れない完成品のみ貰っていこうかと思っていたのだ。

　それを聞いて、そっと薬瓶を箱に戻もどしたユアン先生の翼は、まるでしょげた犬のしっぽのように萎しおれて見えた。

「そうですね、もし……、もう一つ出来たらユアン先生に譲ゆずりますよ」

　僕にとってもそうそう出来る代物でもなかったが、あまりにションボリしてしまったユアン先生にそう約束した。どこまで行っても傷薬、傷を治す以外の効果はないと思うのだけど、専門の研究者にとっては一つでもたくさんの研究材料が必要なのだろう。それはもう迷惑なレベルで羽根が舞うほどの大喜びであった。

[image: ]

　そのほかの面々はどうしているかというと、アリスは武ぶ闘とう部門、ニーナは魔法、武術両方の対戦イベントにエントリーしたらしい。エドガーも武闘部門には出られなかったが、魔法部門にはなんとか滑すべり込んだようだ。全員とても張り切ってるが、くれぐれも僕の担当する部門のお世話になるような怪け我がをしないように気を付けてね。

　そして結果はというと、ニーナは武闘部門の無差別級本戦へと進出し、アリスは残念ながら強い上級生と当たってしまい予選敗退だった。どうやら、二人ともジュニアの部には出なかったようである。ニーナも魔法の方は予選落ちだったようだし、現げん役えき冒険者も混在する無差別級はどの部門もそう甘くないということだ。エドガーも得意の攻こう撃げき魔法でいい線までいったが、それでも午前中には救護テントのボランティア活動に戻っていた。

　結果だけ見れば散々ではあるが、年長のニーナでさえまだ十三才……十四才になったかな、とにかくまだまだこれからなのだ。もちろん僕も含ふくめてね。

　やがて薬を作り続けている僕の耳に、対戦部門ごとの表ひよう彰しよう式しきなどのアナウンスが流れてきて、学園都市を賑わせたお祭りが終わりを告げるのだった。








第一章　帰き郷きよう






　一大イベントである学園祭が終わると、学校内は一気に空気が抜ぬけたような雰ふん囲い気きになる。ほとんどの科で昇しよう級きゆうを決める試験も終わっているし、あとは残りの授業の消化のみとなるからだ。しかも、夏の二か月以上に及およぶ長い休みの前とあって、それこそ浮うき足あし立だっている生徒も少なくないのである。

「あー、……帰りたくない」

　ここでも気の抜けた声で愚ぐ痴ちっている生徒が一人。机に頰ほお杖づえをついた行ぎよう儀ぎの悪い恰かつ好こうで、腰こしをかけた椅い子すの後ろ脚あしを上げたり降ろしたり、ギコギコ鳴らしているのはエドガーだ。これでモンフォール王国の王子様なんだから、世の立派な王子様たちに謝ってほしいものだ。

椅子が滑ったら間ま違ちがいなく顎あごを強打するからね、と僕が注意しても「ふーん」と真ま面じ目めに取り合わない。

「帰りたくないって、モンフォールに？」

　僕の隣となりに座るニーナも駄だ々だっ子のようなエドガーに苦笑しつつ、眺ながめていた教科書を閉じて聞き返す。彼女はこの学園都市を擁ようするドリスタン王国の王女である。学園内では身分は不問だが、親愛の情も込め愛あい称しようとして姫ひめ様さまと呼ばれることが多い。

　ニーナと僕は、たったいま魔ま法ほう研究科魔法陣じんの授業が終わりこれから昼休みである。いつもなら中庭に移動するところだが、エドガーはこうしてわざわざ教室にまで押しかけてきてすっかりネガティブモードだった。

「……というか、王おう宮きゆうにだよ」

「あら、そうなの？」

　意外そうにニーナは、大きな瞳ひとみを何度も瞬しばたたいた。たぶん、ニーナにとって里帰りは嬉うれしいことなのだろう、憂ゆう鬱うつそうなエドガーを不思議そうに見ている。

「あ、やっぱりまだこんな所にいた。なによ、今日はここでお昼にするの？」

　そうこうしている間に、いつまでたっても中庭に降りてこないことに痺しびれを切らしたのか、アリスまでが教室にやって来た。陽の匂においのする彼女は、ふわふわポニーテールの活発な少女だ。何かと言っては、僕に対戦を申し込もうとする困ったところがあるが、見かけは小こ柄がらで可か憐れんな少女である。どうやら今日はここでお昼になりそうだ。

　僕はカバンに教科書などを仕し舞まいながら、お弁当を広げ始めたアリスやニーナ達の様子を眺めていた。

　──エドガーは母親であるイザベラ妃ことをどういう風に聞いているのだろうか？　気にはなったが、さすがにその辺の事情をズケズケと聞く勇気はない。すると、いきなり彼の矛ほこ先さきがこちらに向いた。

「リュシアンは？　王都には来るのか」

「え、なんで？　行かないよ。普ふ通つうに家に帰るよ」

　当然、迷うことなくバッサリと断った僕に、エドガーはがっくりと頭こうべを垂れた。

「なんでだよぉ、お前が一いつ緒しよなら、まだ気が楽なのに」

　いやいや、余計にややこしいことになるからね、やめたほうがいいよ。

　やはり、エドガーは母親のしていることを知らないのだ。帰りたくないのは単純に父親、すなわち王様が苦手なのだろう。……まあ、僕もだけど。

　今となってはエドガーに母親がしていたことは知らせずに済めばと考えている。ちょっと素直じゃなかったり、悪びれたところはあるけれど基本的に根が善良な人間だ。無用な罪悪感など感じて欲しくない。そしてもう一つ、彼女の罪が暴かれ、いざ贖あがなわれるその時エドガーが僕に対してどのような感情を抱いだくのか不安がないと言えば噓うそになる。彼女が断罪されるとすれば、そこに僕の存在が無関係では有りえないのだから。

　同級生として接していたせいか、いまさら兄様などと照れくさくて呼べないけれど、エドガーは血の繫つながった大切な兄弟であり、年や立場などが近しい仲間、友人として、すでにかけがえのない存在になっていた。

　和気あいあいと談笑しつつ、昼食を食べている彼らに気付かれないように、僕はこっそりとため息を吐つくのだった。




　短い春が終わり、季節はやがて夏の訪れを迎むかえた。

　生徒たちは長い夏休みを使って帰郷の途とに就つく。僕もまた、海を越こえてモンフォール王国への旅だ。一緒にくっついてきたエドガーは、そこからさらに二週間の馬車の旅である。帰りのことを考えると、故郷に滞たい在ざいできるのは僕が三週間、エドガーは二週間ほどだろう。エドガーが回り道をしてでも僕についてきたのは、王都へ帰りたくないという最後の抵てい抗こうだったのだろう。現金なもので、僕の実家に滞在する許可が下りると、少し機き嫌げんが直ったようである。

　ニーナやアリスは二人そろってドリスタンの王都への数日間の旅だ。彼女たちは実家が近い分、どうやら夏休みの旅行を計画しているらしい。まあ、僕たちにとっては帰省そのものが立派な旅行だからね。

　モンフォール王国とドリスタン王国は実のところ地続きで移動できるが、地形の関係で場所によっては船を使った方が早く着く。僕の実家、オービニュ伯はく爵しやく領には船旅が近道だった。例にもれず、僕たちも船旅である。

「わあっ、海だ、海！　俺、船って初めてなんだよ」

「エドガー、あんまりのり出したら危ないよ」

　どんどん離はなれていく岸を眺めて、エドガーは船ふな縁べりから身体からだを伸のばすようにして顔を突つき出している。僕のため息交じりのお小言など、どこ吹ふく風だ。いつものようにどっちが年上かわからないようなやり取りをしながら、僕たちはこうして約丸一日半の船の旅へと出航したのである。

「ちょ、ちょっとチョビ、あんまりモゾモゾ動かないで」

　小一時間程経たった頃ころ、船に乗ってからというものずっと落ち着きなく身体をゆすっていたチョビを、さすがに気になって頭から降ろした。

「どうした？」

「チョビがさっきから落ち着かないんだよ。この首輪が嫌いやなんだと思うんだけどね」

　船に乗る際、やっぱり着けられてしまった首輪。ある程度、従じゆう魔まの行動を制限させる働きがあり、僕の手首には同じ文様の書かれたブレスレットがはめられている。これは限定的な契けい約やく魔法のようなもので、従魔を使って悪さができないようになっている。

　この船に乗っている限り、チョビの魔法やスキルは使ってはならない。使えないというより、使えば罰ばつ金きんや刑けい罰ばつの対象になるという感じである。要は、この魔物の責任は自分が取りますよ、的なものだ。

　王都に入るときも、こんなの着けられたっけ。あのときもチョビが落ち着かなくて困った。町や都市に入る場合、その町などの取り決めによっては、このような契約道具を着けるのを義務付けられているのだ。学園では基本的には制約はなかったけれど、やはり乗り物となると逃にげ場はないし、いざというとき対処できる人材もいないからだろう。

「そっか、嫌だよな。こんなん着けられて」

　エドガーは、僕の手に乗るチョビの顎をゾリゾリと撫なでる。

「そもそも、この人混みも理由の一つだろうけどね」

「そういや苦手だったよな、こういうザワザワした所」

　やがて甲かん板ぱんから船室が並ぶフロアへと降りてきた。僕たちは学生だが、お付きの護衛が詰つめる部屋の隣となりにそれぞれ個室を取っていた。望むと望まざるに拘かかわらず、それなりの身の上には、それ相応の危険もまた、背中合わせなのである。

「荷物整理したら、船の中を見て回ろうぜ」

　すぐ来いよと言って、エドガーは部屋に入っていった。

　僕はというと、船に乗ってからずっとテンションの高いエドガーにあてられっぱなしだった。というか、たぶんチョビが落ち着かないことも原因の一つだろうけれど、なぜか気分が塞ふさいで仕方がなかったのだ。




　──油断した。

　舌打ちしたい衝しよう動どうに駆かられながら、僕は、いかんせん力が抜けそうになる身体を支えるために、突っ張ぱるようにしてテーブルに手を突いた。

　普通の学園生活を、いささかのトラブルこそあれ平へい穏おんに過ごしてきて、すっかり忘れていた事実。なぜ、忘れていた？　なぜ、注意を怠おこたった？

「……っごほ！」

　国に帰るということは、こういうことだった。

　運ばれてきた飲み物を、なんの気なしに口にした。その瞬しゆん間かん、口の中が火傷やけどしたかのような刺し激げきに襲おそわれた。とっさにテーブルにあった手しゆ巾きんで口を覆おおい、すべて吐き出した。

　身体を支える肘ひじがガクッと力を失い、思わず膝ひざをつく。

　どこからともなくゾラが現れ、逃げていくボーイをさっと一いち瞥べつしたが、すぐに僕の方へ駆け寄って来た。

「大だい丈じよう夫ぶ……、追って」

　一瞬だけ躊ちゆう躇ちよした様子だったが、すぐに頷うなずくと集まった野や次じ馬うまの人ひと垣がきをかき分けるようにして走っていった。

　僕は、ほっと息を吐いて椅子に座りなおした。大丈夫、ほとんど飲んでない。……魔法、キュアで効くかな。いや、今は巻物を持ってないか。薬の一つでもポケットに入れておくべきだったな。毒消しは全部の毒を消すわけじゃないけど、たしか特級ならよほど特別な呪じゆ術じゆつでもなければ、だいたい中和できるはずだ。

　持ってるのに……カバン、部屋に置いてきた。

　すると頭上のチョビが、シュバッと信じられないスピードで転がるように床ゆかを走っていった。移動するチョビに驚おどろいた乗客が「わっ」「きゃっ」とか言いながら足を上げて避よける中、あっという間に姿を消した。ぼんやりとそれを確認しつつ、僕は先ほどまで一緒だったエドガーのことを考えた。

　少し休みたいと言って、別行動をとったのはほんの数分前だ。元気のいい彼は、船の中を探検すると言って張り切っていた。なぜか気分が塞いでいた僕も、こうして気持ちのいい風があたる甲板のベンチシートに腰かけているうちに何となく落ち着いてきた──、そんなふと気を抜いた最中の出来事だった。

　甲板にはそれなりの人が居て、その中には同じ学園の生徒もちらほら見えた。彼らとも談笑を交わし、すっかり安全な学校にいるときのような気分でいた。我ながら平和ボケしていたものだ。ある意味、この件は解決していた気になっていたのだ。

　すると再び、「わっ、また」「なんだっ、これ」と周囲が騒ざわめいたあと、僕の目の前にはカバンを銜くわえたチョビが現れた。

　いつかのようにチョビがカバンを持ってきてくれたのだ。どうやって部屋に入ったのかと不思議だったが、その後ろからエドガー付きの護衛が走ってくるのが見えたので、おそらく開けてもらったのだろう。

「チョビ……ナイスだ」

　カバンから特級判定の毒消しを取ると、一気に飲み干した。もともと毒はほとんど飲んでいないし、なんとかうまく効いてくれたようである。焼けるような喉のどの痛みと、みぞおちの重い感じが噓のように消えていた。

「大丈夫かね？　君」

「平気です、ちょっと船ふな酔よいを……今、薬を飲みましたので」

　人のよさそうな紳しん士しが声をかけてきたので、慌あわてて身体を起こして適当にごまかした。僕はそのままカバンとチョビをひったくるように抱かかえ込み、人波を避けてすぐ後ろの船室への階段を駆け下りた。

　その際、ついてこようとしたエドガーの護衛を、いささか厳きびしい声で制止した。自分も驚くほどの冷たい声で、彼らは凍こおり付いたようにその場に直立して立ち止まった。陛下が直々にエドガーに付けた護衛で、もちろん関係ないとは思いたかったけれど、そのときの僕には彼らを思いやるだけの余よ裕ゆうがなかったのだ。




　部屋に飛び込んで、ランプもつけずにベッドの脇わきにずるずると座り込む。薄うす暗ぐらい船室の中で膝を抱えて、大きなため息とともに額を膝に押し込む。

「……びっくりした。まいった、まだ諦あきらめてないのか」

　茶化した台詞せりふに反して、その声は驚くほど沈しずんでいた。

　思っていた以上にショックだったらしい。学校生活の中でエドガーと親しくなり、彼のことを知れば知るほど、その母親の凶きよう行こうは何かの間ま違ちがいだったのではないかという、馬ば鹿かげた願望のようなものがあった。

　けれど彼女の妄もう執しゆうは、もはや初めの目的からさえも歪ゆがんでいるのかもしれない。すでに引き返すことのできない泥どろ沼ぬまの中で、唯ゆい一いつの希望であった息子とも引き離され、正せい妃ひになるどころか幽ゆう閉へいのような扱あつかいを甘受する己を憐あわれみ、膨らみ続ける憎しみはまっすぐ僕に向けられているのだろう。

　そして彼女に地位と力がある限り、それに動かされる人々はいるのだ。

「ほんと、勘かん弁べんしてよ……」

　そうしてどのくらい経たった頃だろうか、しばらくするとゾラが戻もどっていた。いつの間にそこにいたのか、彼は僕のすぐ横に片かた膝ひざをついていた。

「……さっきの誰だれかわかった？」

　そう聞くと、ゾラは申し訳なさそうに顔を伏ふせて「申し訳ありません」と沈んだ声で答えた。逃げたボーイは、あの後すぐに甲板から海に飛び込んだのだという。ゾラも後を追おうと船縁に足をかけたらしいけれど、周りの人々に羽は交がい絞じめにされて止められてしまったというのだ。一いつ般ぱん人を蹴け散ちらすわけにいかず、やむなく後を追うのを断念したのだと、事のあらましを語った。

　いやいや何てことしようとしてるの？　こんな大おお海うな原ばらに飛び込むとか、ただの自殺行こう為いだから絶対やめてね。果たしてそのボーイは、どうなったんだろう？　仲間が近くにいて船で拾ってもらったりしたのだろうか……。もちろん同情する気も、ましてや心配する必要もないけれど、気分のいいものではなかった。

「リュシアン様？」

「なんでもない……もういいよ。報告、ありがとう」

　僕が答えたそのとき、軽いノックとともに扉とびらのノブがカチリと音を立てて回った。今まで目の前にいたゾラは、音もたてずにさっと姿を消した。

「リュシアン？　なんだよ明かりもつけないで、なにしてんだ」

　エドガーが覗のぞき込むようにして扉から顔を出して、ベッドの脇で座り込んでいる僕を確認すると、ズカズカと部屋に入って来てテーブルのランプのつまみを捻ひねった。この世界の明かりは、魔ま石せきによる疑ぎ似じ魔力を使った電気のようなものと、普通に油を使った火のランプとがある。ここは特等客室なので、高価な魔石ランプが置いてあった。

　エドガーの様子を見るに、先ほどの騒ぎの詳しよう細さいは聞かされてないようだが、甲板で寛くつろいでいたはずの僕が、早々に部屋に引き返したことを知って様子を見に来たのだろう。

「……ちょっと、船酔いをしてね」

　とっさにさっきと同じ言い訳をした。おそらく、どこかでゾラが眉まゆを顰ひそめているに違いないが、わざわざエドガーに知らせるつもりはなかった。

　どちらにしても、事の次第は王様に報告されるだろう。かろうじて立場が守られていたイザベラ妃に、果たしてどのような采さい配はいが振られるのか考えただけで気が重くなる。

　よりにもよってエドガーが帰郷するってときに、何をやってるんだよ。

　今までイザベラに憎しみは覚えても、こうして腹立たしい思いを抱いだいたのは初めてのことだった。

「大丈夫かよ、なんか顔色悪いぞ」

　知らず知らずに怖こわい顔になっていた僕に、エドガーは心なしか怯ひるんだようにこちらを窺うかがってきた。心配させてはいけないと、吊つり上がった眉はそのままで「大丈夫」と口の端はだけを持ちあげて笑ったが、却かえってエドガーを引かせてしまった。

　精せい一いつ杯ぱいの笑顔だったのに、失礼な。

「本当に大丈夫だから、お昼でも食べておいでよ」

　苦笑しつつ立ち上がろうとしてベッドに手をつくと、エドガーが無言のまま手を差し出したので、僕は、遠えん慮りよなくその手に摑つかまった。一瞬にして引き上げられて、勢い余って完全に浮ういてから、その後ストンと床に足を着いた。

「……具合が悪いお前を置いていけるかよ、魔法って船酔いに効かないのか？」

「どうかな？　怪け我がでもないし、たぶんキュアも違うし……、薬の万ばん能のう薬やくとかがいいんじゃないの」

　言っておくけど、さすがに万能薬は持ってないよ。あれは材料が普ふ通つうじゃないからね。それこそ船酔いに使ったら怒おこられるレベルだよ。本当に船酔いなら、普通にハーブがいいと思うけど。

「とにかく、大丈夫だから！　僕も、もう少し回復したら食堂にいくよ」

　食い下がるエドガーをなんとか宥なだめすかして部屋から押し出した。そのままくるっと反転して背中で扉を閉めると、ふうっと息をついた。

「ねえ、ゾラ」

　しぃんと一気に静まり返った船室に、僕の独り言のような声がぽつりと響ひびく。

「……はい」

　姿は見せなかったが、ワンテンポ遅おくれて返事が返ってきた。こんな狭せまい部屋の中のどこに隠かくれているのか、辺りを見回したがどこにいるかわからない。おそらくスキルの類たぐいだろうと思われるけれど、本当に忍にん者じやのようである。

「前から気になっていたんだけど、エドガーには隠おん密みつって付いてないの？」

　探すのを諦めて、僕はコップと巻物を一つ取り出した。その巻物に描かれていたのは、例の瓢ひよう簞たん型の魔ま法ほう陣じんだ。ホントに便利だよね、このオリジナル魔法陣。今の僕は、たぶん誰から受け取ったとしても、その飲み物を疑わずにはいられない。

　もっとも、こんなことの為ためにこれを作ったわけじゃなかったんだけどさ。僕は、苦笑しつつ魔法陣を発動させた。コップには透すき通った水がなみなみと注がれていく。

「……隠密は、公おおやけには存在しない人材で構成されており、本来は国王陛下と王太子殿でん下かのお傍そばにのみ侍はべります。他の王族の方々に、隠密が付くことはありません」

「え……、じゃあ、僕は？」

「リュシアン様の場合、暗殺の恐おそれがあったため国王が特別の計らいで隠密の一人だった私をこちらに派は遣けんしたのです」

　なるほど、はじめからイレギュラーだったんだ。しかも現在は僕の専属になっているのだから、スタイルは隠密だけど、ゾラは護衛って扱いなのかもね。

「申し訳ありません、私が付いておりながら」

「いや、あれは仕方がないよ。いちいち毒見してもらうわけにいかないしね」

　これからは私が、と言いかけたゾラにもちろん全力で断ってから、ちゃんと気を付けるからと納得させた。だいたいそれは隠密の仕事じゃないし。

「さて、と！」

　一気に水を飲み干して、僕はぐんっと背せ伸のびをした。

　前にも言ったけど、はっきりいって知ったこっちゃないんだよね。相手が邪じや魔まに思うのは勝手だけど、それに従ってやる謂いわれもないし、誰かの利益のために自分が犠ぎ牲せいになるなんて真まっ平ぴらだし。

　正直なところ、彼女の境きよう遇ぐうに同情もできないし、悪いけれど理解する気もない。今となってはイザベラ妃の断罪を躊躇ためらう理由はただ一つ、エドガーのことだけなのだ。もうすでに、彼女のしていることはエドガーの為などではない。むしろエドガーの地位さえも、いたずらに危あやぶむ要素にしかならないのだ。

「……どうしたものかな」

　僕の独り言に、今度は静けさだけが答えた。




「船酔い治ってよかったな」

　船を下りて、僕達は港町の朝市を見て歩いていた。ここはモンフォール王国の中でもかなり大きい港町の一つだ。外国との貿易も盛んで、ひときわ大きな商業ギルドが、ドーンと町の玄げん関かん口に門を構えていた。

「そんなの下りちゃえば治るよ」

「それもそうか。お前、昨日から何も食ってないんだから、ここで何か食えよ」

　確かに食しよく欲よくをそそる食べ物の匂においがあちこちから漂ただよっている。お祭りの屋台のような、簡易的な店構えの軽食を扱うお店がたくさん軒のきを並べていた。

　結局、船に乗っている間は船酔いということにして食事を一切取らなかった。大事をとって、水も自ら魔法で出したものしか口にしてない。

　あの時、たくさんの目もく撃げき者によってボーイが海に落ちたのを確認したが、厨ちゆう房ぼうでは誰もいなくなっていないということで騒さわぎになった。彼は、この船の関係者ではなかったということだ。糸を引いていた人物に匿かくまわれたか、あるいは海に落ちてそのまま……。

　とにかく犯人も捕つかまらず、証しよう拠こもない。実際には、あれが本当に僕を狙ねらったもので、イザベラ妃の手の者だったかどうかさえ分からずじまいだった。

「どうした？　まだ気持ち悪いか？」

「ううん、何でもないよ。せっかくだから、何か食べよう」

　それにしても、朝市なのにすごいボリュームの骨付き肉とかが積み上げられていたりして、見ているだけで胃がもたれてくる。普通にお粥かゆが食べたいよ。

　エドガーは、丸い饅まん頭じゆう生地のようなものに削そいだ肉をどっさり挟はさんだものを選んだ。いいんだけど、なんで野菜も一いつ緒しよに挟まないのか。しゃきしゃきレタスが懐なつかしい。僕は、同じ店の肉と野菜が入ったスープのようなものを選んだ。

「そんなんで足りるか？　昨日も食べてないのに」

「だからだよ、いきなりガッツリは無理。それに朝はいつもこれくらいだし」

　だから小さいん……だ、と言いかけたエドガーの口に、店員から受け取った肉をこれでもかと挟んだ饅頭を遠慮なく突つっ込んだ。もがもが慌あわてふためくのを尻しり目めに、自分の分のスープも店員から受け取って、さっさと空いてる席に座った。

　いくつかの店が、一つの広場に共同でテーブルや椅い子すを出して、どこにでも座っていいというスタイルのようだ。饅頭を銜くわえたまま、エドガーは鉄てつ瓶びんにたっぷり入ったお茶を、二つのコップと一緒に持ってきた。どうやらお茶はセルフサービスのようである。なんだかデパートのフードコートのようで懐かしい。

　ほいっ、と手て渡わたししてくるお茶を、僕は何とも言えない気持ちで受け取った。あまり質の良くないお茶独特の、濁にごった緑の液体がコップの中で微かすかに揺ゆれていた。

　──まだ、心がザワついている証拠だ。

　学園にいたときは揺るぎない信しん頼らいを傾かたむけていたエドガーに、一いつ瞬しゆんでも躊躇いのようなものを感じてしまった自分が許せなくなる。ふと目が合うと、大きな肉入り饅頭をあっという間に平らげたエドガーが、そのお茶をなんの頓とん着ちやくもなく呷あおった。その目が「はよ喰くえ」と言っているようで、思わず苦笑した僕はスープに匙さじを突っ込んだ。




「結構、うまかったな。肉がちょい硬かたかったけど」

　文句を言いつつも、肉饅頭をもう一つ追加でぺろりと平らげたエドガーは、満足げにお腹を撫なでていた。僕もスープを完食し、もちろんお茶も残さず飲んだ。

　食後の腹ごなしで、今はぶらぶら軒を並べる店など眺ながめながら歩いている。オービニュ伯はく爵しやく領までは、商業ギルドで手配した貸し切り馬車での旅になる。それら準備や、軽食などをここで買い揃そろえて、お昼過ぎに出発しようということになった。

　そして順調な馬車旅を数日経へて、僕達はようやくオービニュ伯爵領へ入った。懐かしい街並みを眺めながら、ゆっくりと丘おかの上の屋や敷しきへと向かっていく。ここまで来ると、この数日の間なんとなくナーバスだった気分が、不思議と浮ふ上じようしてきた。

「見えてきた、ほらあそこ」

「おお、でっけえ庭園が見える。つか、森かよ！　かっこいいな、探検したい」

　周りを森と薬草園で囲まれた屋敷を指さすと、エドガーは今にも馬車から飛び出しそうな勢いではしゃいだ。それを言ったら、王おう宮きゆうにもすごい庭があった気がするけど、その向こうの山まで含ふくめて庭園だと思ってる？　いや、あれ正しよう真しん正しよう銘めいの森だからね。奥はとんでもない魔ま境きようだから。だめだよ、探検したら。

「まあでも、入ったら怒られそうだけどな」

「……うん、怒られた」

　そこは素直に認めるしかない。ぼそりと答える僕に、エドガーは驚おどろいたように振ふり向いてキラリと目を光らせた。やるな、とジェスチャーを送ってくる無む邪じや気きさに、こういうところは王子様といえど普通の男の子なんだなと思う。くれぐれも真似しないでね……。

　シンメトリーの庭先を、真ん中の噴ふん水すいを回って玄げん関かん先に馬車を寄せると、エドガーの姿を確認して、出で迎むかえた両親が恭うやうやしく深く頭を下げた。恐きよう縮しゆくしたエドガーは、非公式に寄っただけだし、友人の家に遊びに来ただけだからそのつもりで対応してくれと頼たのんだ。それを快こころよく受け入れて、両親は改めて僕の方へと向き直った。

「リュク、お帰りなさい」

　頰ほおにキスを寄よ越こし、母がぎゅっと抱だきしめてきた。一年も会えなかったせいで、いつにもまして過か剰じような反応なのかと思ったけれど、続いた父の台詞せりふでそうではないとわかった。

「無事で何よりだった」

　どうやらすでに船での出来事を知っているようだった。おそらくゾラが、魔ま石せきでの通信を使って知らせたのだろう。陛下はともかくウチにまで知らせるなんて、迂う闊かつにも口止めするのを忘れてたな。間ま違ちがいなく、後で呼び出し確定だ。

「それにしても、リュク……」

「は、はい、父様」

　え？　今すぐ、さっそくなの!?　エドガーに聞かせたくないんだけど。

「なんだか……、背が縮んでないか？」

　身構えていただけに、思わず言葉を失った。言い訳を用意して開いた口が、そのまま閉じることなく固まってしまった。ある意味、どんな言葉よりショックだった。周りとの成長の差をあえて考えないようにしていた僕に、父親はざっくりとメスを入れたのだ。

「ちゃんと伸びたよ！　……ちょびっとだけど。言っておきますが、エドガーがおかしいんですからね」

　おそらく父は、隣となりに立つエドガーとの身長差に驚いたのだろう。何しろ二年前、父もエドガーに会っているのだ。例の謁えつ見けんの間へと続く、あの廊ろう下かで。

　その時からしたら、確かにエドガーは順調に成長し、平均よりかなり体格がよくなっている。アリスに指し摘てきされたあの日から、しっかり鍛きたえてるしね。それに、遺伝的なものもあるのだと思う。陛下はかなり大おお柄がらな方だし、あのイザベラ妃にしても、すごい高いところから見下ろされた記き憶おくがあるのでかなりの長身だろう。

　もっとも僕だって同じ血を半分とはいえ引いてるはずだが、なぜだろう生母が小さかったんだろうか？　どちらにしろ、九才にしてはかなり小さい自覚はある……あるけれど。

　できれば触ふれて欲しくなかったよ。

　挨あい拶さつを終えると、さっそく屋敷や庭園を探検したそうなエドガーを宥めすかすようにして客間へ案内することにした。しばらく歩いていると、いつになく黙だまってついてくるエドガーにちょっと違い和わ感かんを覚えた。

「どうかしたの、やっぱり疲つかれた？」

「……リュクって呼ばれてるんだ」

　なんだかわからない質問に、思わず振り向いた僕は「……は？」と首を傾かしげた。そこには何かを期待したようなエドガーの瞳がキラキラと輝かがやいている。

「まあ……そうだね、父と母だけだけど」

　なんだか嫌いやな予感がしつつも、僕は律りち儀ぎにそう答えた。

「ふーん、……じゃあさ」

「え？　やだよ」

「なんでだよっ？　ってか、まだ何も言ってないだろ」

　やっぱりろくなことじゃなかった。そんなの顔を見れば嫌でもわかるよ、自分も愛あい称しようで呼びたいとかそういうことでしょ？　ダメだからね。

「だって、もし学校で呼ばれたらなんか恥はずかしいし。……エドガー、使い分けなんかできないでしょう」

「恥ずかしいって、……え？　お前が」

「なにそれ、どういう顔？」

　ポカンとして意外そうに聞き返すエドガーに、僕だって納得いかない。なにかおかしなことを言っただろうか。

「あ、いやすまん。だって、なんていうかさ、お前がそういう子供っぽいことを言うのが意外っていうか……」

　咄とつ嗟さに言い返そうとした僕の後ろで、誰だれかが可笑おかしそうに噴ふき出した。驚いて振り向くと、そこには階段を降りてきた長ちよう兄けいのファビオが立っていた。

「に、兄様？　いつからそこに」

「いやすまない、立ち聞きするつもりはなかったんだけどね」

　綻ほころびそうになる顔を引き締しめて、ファビオ兄様はエドガーに身体からだを向けて「大変失礼をいたしました」と、改めて頭を下げた。

「あ、待っ……お待ちください。俺はただ、友人に招待されて遊びに来たに過ぎません。そのように扱あつかってください」

　恭しいその態度に、エドガーは泡あわを食ったように慌てて手を振った。ファビオ兄様は、少しだけ驚いた顔をして、けれどどこか納得したように微笑ほほえみを浮うかべた。

「では改めまして、リュシアンの兄でファビオです」

「エ、エドガーです、初めまして。兄から話を聞いて、お会いしたいと思ってました」

　握あく手しゆを求めるファビオに、どこか緊きん張ちようしたような面おも持もちでエドガーが答えた。察するに憧あこがれの兄である王太子様が、かつてファビオ兄様のことを仲のいい友人として話してエドガーに聞かせていたのだろう。兄に対する憧どう憬けいを重ね合わせ、ちょっと舞まい上がっているようにも見える。

「……へぇ、ちゃんと礼れい儀ぎ正しくもできるんだね」

「ちょ……っ！　リュシアン、余計なことをっ」

　いつもはその辺のガキンチョと変わんないのに、と茶化すように暴ばく露ろしかけるのをエドガーが慌てふためいて僕の口を両手で押さえ込んだ。取り繕つくろったって、たぶん直すぐに馬ば脚きやくを現すことになると思うけどね。なにしろファビオ兄様は察しがいいし、エドガーは隠かくし事が下手へたときている。

　僕達がジタバタと暴れているのを、兄様はどこか嬉うれしそうに見つめていた。

「いかにもエルマンの弟だね……、いや、すまない。エドガー様、どうかリュシアンをこれからもよろしく頼みます」

　ファビオ兄様は笑ったことを詫わびて、改めて軽く頭を下げた。友人の王太子の名をどこか誇ほこらしげに呼んだファビオ兄様に、エドガーも嬉しそうだった。

「もちろんです、任せてください」

　むしろ面めん倒どう見てるのは僕のような気もするけれど、ファビオ兄様が言っているのはそういうことではないだろう。もしかしたら、父から先日の騒そう動どうを聞かされているのかもしれない。

「なあなあ、お前って家では兄様って呼んでるんだ。じゃ、俺のこと……」

　──絶対言うと思った。

　当然ながら、速そつ攻こうでダメ出ししたことは言うまでもない。

「兄様ーっ、チョビ！」

　応接間の前まで来ると、今度は突とつ然ぜん後方から弾はずんだ可愛い声が聞こえてきた。振り向いた途と端たん、軽い足音と共にぴょんっと妹のマノンが飛び込んできた。不意打ちだったので、不覚にも足を取られて「わっ！」と声を上げて転びそうになった。すぐ隣にいたエドガーが僕ら二人を受け止めてくれなかったら、今いま頃ごろタンコブを作っていたところだ。

　というか、なんかマノン大きくなってる？　ちょっと舌足らずだった喋しやべり方も、今ではちゃんと滑かつ舌ぜつがよくはきはきとしている。

「すまん、リュシアン。止められなかった」

　その後ろから、次じ兄けいのロドルクが慌てて駆かけ寄ってきた。ロドルク兄様も、夏の休きゆう暇かで王都の学校から帰っていたようだ。

「ううん、大だい丈じよう夫ぶ。ごめん、エドガーもありがとう」

　僕に一通り甘えてとりあえず満足したのか、マノンの興味はすぐに頭上のチョビへと移ったようだ。にっこりと笑った妹に、あっという間にチョビがむしり取られた。

「……！」

　軽く腕うでを伸ばしただけの妹の手には、頭上に居たはずのチョビが鎮ちん座ざしている。ちょっと待って、マノンってば背せ伸のびすらしなかったよね？

　それを見ていたロドルクとエドガーは、呆ぼう然ぜんと顔を上げた僕に向かって、まるで「ドンマイ」とでも言いたげな顔をしていた。




　エドガーは家族のように迎むかえられ、とても満足そうに数日間を過ごしていた。さすがに森は案内できなかったが、裏の薬草園に招待すると興味深そうに見学していた。王宮にもあると思うけど、どうやら母親のイザベラに現場に入ることを禁じられていたらしい。薬草学はもちろん学んだようだが、それら薬草はキチンと処理され乾かん燥そうしたものしか見たことがなかったというのだ。そういえば学園でも薬草学は取ってなかったし、こういう薬草園に入ったのは初めての経験だったのだろう。加えて回復魔ま法ほうはもちろん、回復手段の重要性を身に染みて感じていたせいもあり、とても興味を持ったようである。

　そして庭を散策中にロランにも会った。エドガーはロランと会うなりシャキッと姿勢を正して直立不動となった。なにやら彼から醸かもし出される雰ふん囲い気きに、ただならぬものを感じたのかもしれない。

「御お目にかかれて光栄です、エドガー殿でん下か」

「あっ、……うん」

　見み惚とれるほどの身のこなしで礼を執とるロランに、エドガーは思わず間ま抜ぬけな返答を返した。なぜかロランには礼を取るなと言っても通じないような気がして、あえて口に出さなかったようだ。うん、僕もそう思うよ。

　紹しよう介かいの際に、兄の剣けん術じゆつ指南の先生で僕もたまに教わっていたことを話すと、俄が然ぜん興味を持ったようだ。エドガーの無茶ぶりで、ほんの数時間だけではあったが、ロランの指導を受けることになった。

「あの人、すごいな！　リュシアンが武術が得意な理由がわかったぜ」

　その帰り道、エドガーは興奮冷めやらぬ様子でそう言った。いやいや、ほとんど直接指導されたことないし、それに武術が得意ってことないからね。ともあれ、屋や敷しきに戻もどってからもエドガーは興奮状態で一日の出来事を食しよく卓たくで披ひ露ろうした。久しぶりに家族全員が集まった夕食は、エドガーも加わってそれは賑にぎやかになった。

「ここは、居い心地ごこちがいいな」

　客室に戻る廊下で、エドガーは一いつ瞬しゆんだけ真ま面じ目めな顔でそう呟つぶやいた。驚おどろいて見上げると、どこか困ったように苦笑して「余計に帰りたくなくなるよ」と冗じよう談だんめいた口調で誤ご魔ま化かすように笑った。そして僕が何か言うより早く、口を開いた。

「おやすみ、リュシアン」

　屈くつ託たくした表情のまま、エドガーは畳たたみかけるようにそう言って部屋の扉とびらを閉めた。




　前日の様子が少し気になったが、朝になるとエドガーはいつもの調子を取り戻していた。今日は、いよいよ王都へ旅立つ日だ。

「さすがに、帰らないわけにはいかないよな」

「当たり前でしょ、ほら早く乗って。はい、コレ途と中ちゆうで食べてね」

　いまだに往おう生じよう際ぎわの悪いことを言って、馬車に乗るのをぐずるエドガーに、僕はお気に入りの甘いお菓か子しを持たせてご機き嫌げんを取る。

「おっ、ありがとな。そうそう、父上に何か伝言があれば伝えるぜ」

「ないよ、別に」

　だいたい逐ちく一いち連れん絡らくがいってて、覗のぞき見されてるようなものなのに今いま更さらなにを話すことがあるものか。迷うことなくズバッと一刀両断した僕に、さすがのエドガーも苦笑を禁じ得ない様子だった。

「お前って、俺より父上に容よう赦しやないよな」

　そう言って苦笑したエドガーは、王都への長い旅路に出発した。だんだん小さくなっていく馬車の後ろ姿を見送りながら、高くなっていく陽の光に思わず目を細める。たった数週間の別れでも、なんとなく寂さびしくなるものらしい。夏の休暇は始まったばかりなのに、何故か秋の郷きよう愁しゆうに似た気分になった。

　けれど、そんなアンニュイな気分は翌日には吹ふき飛ぶことになる。なぜなら、静けさを取り戻したオービニュ家を、新たな珍ちん客きやくが訪れたのだから。




　豪ごう華かな二頭立ての馬車が、突とつ如じよ玄げん関かん先につけられた。むろん、田舎いなかとはいえ伯はく爵しやく家なのでそれなりの馬車が横付けされることはままあるが、それにしても白馬の二頭立てとなれば滅めつ多たにない。来客を告げる執しつ事じに呼ばれて玄関までやって来た僕は、豪華な馬車から降りてきた二人に呆然となった。今からどこの夜会に出かけるの？　と聞きたくなるような装いで、ニーナとアリスは裾すその長いドレスを捌さばきながら、玄関先のホールへと降り立ったのだった。

　それから約一時間後──。二人は普ふ段だん着ぎに着き替がえて、どこか居た堪たまれない様子で応接間のソファーに腰こしを掛かけていた。

「か、勘かん違ちがいしないでね。あれはそう教わって、仕方なく……」

　どうやら父親であるドリスタン国王に、友人として訪ねるにしても、最低限の礼れい儀ぎを以もつて向かわねば失礼になる、とかなんとか言ってとっておきのドレスを用意してくれたらしい。仮にも王族が他国の伯爵家を訪ねるのだから、これくらいの装いはごく普ふ通つうだと太たい鼓こ判ばんを押したのだ。

　なにかな、この世界の王様ってみんなこうなの？　子供にはた迷めい惑わくな悪戯いたずらをして楽しむのが流行してるの？

　なんだかドリスタンの王様には会いたくない。……疲つかれそうだから。

　確かに格式を重んじる家はあるかもだけど、少なくともうちは田舎伯爵だし、そんな恰かつ好こうしてる人なんて晩ばん餐さん会でしか見たことないからね。事の真相を明かされたニーナは、プルプルと震ふるえつつ「あんのチョビヒゲめ」と小さく呟いた。うんうん、言いたくなる気持ちわかるよ。なんだか変な親近感がわいて、僕は頷うなずいていた。

「でもまさか、あの恰好でここまで来たわけじゃないでしょ？」
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　町中ならともかく、ここまでの道すがらあの馬車で来たとしたら、盗とう賊ぞくたちの恰好の獲え物ものだろう。

「もちろんよ、そこまで世間知らずじゃないわ。ちゃんと普通に信用のおける冒ぼう険けん者に護衛を頼たのんで、目立たないようにこの町まで来たのよ。そこであの馬車を借りて、持ってきたドレスに着替えたのよ」

　思い出したように「そういえば」と、ニーナが苛いら立だった表情に変わる。

「ここの商業ギルドってどうなってるの？　失礼極きわまりない人がいたのよ」

　あ、それってもしかして……。

「爪つま楊よう枝じみたいな、ひょろっとした人？」

「そうそう、顔色の悪い人！　人を品定めするようにじろじろ見た挙句、乞こ食じきならよそでやれ、ですって」

　あったまきちゃう！　とニーナとアリスはひどくご立腹だ。まあ、確かにね。相手が誰だれであれ、お客様にあの態度はないよね。ニーナたちが怒おこるのも無理はない。

　セザールさん、だったかな。ぜんぜん反省してなかったんだね。

　彼女たちは、確かに動きやすいようにと軽装だったろうし、数週間の旅で薄うす汚よごれていたかもしれない。それでも、その立ち居い振ふる舞いや、行き届いた手入れが必要となる長い髪かみを見て、何も感じないのだろうか？

　結局、ギルドマスターを呼んでもらう事態となり、その後の対処をしてもらったようだけど、セザールさん今度こそクビかな。身み支じ度たくをして姿を現したニーナ達に、彼は文字通り腰こしを抜ぬかしたらしいけど、本当に懲こりない人っているんだね。

　もっとも、あの恰好で出てきたら誰でもびっくりするかもだけど……、ね。

　そして、彼女たちは僕の両親と対面した。

「初めまして、お父様、お母様。ニーナ・リュド・ドリスタンです」

　スカートをまるでドレスのようにつまんで、ニーナは小さくお辞じ儀ぎをした。それでも、お姫ひめ様さまとしてはひどく簡素な挨あい拶さつだ。最初に大失敗した彼女は、下手へたに畏かしこまるのをやめにしたようだった。確かにあのまま対面したなら、面めん倒どうくさい感じになっていただろう。

　それにしても、お父様お母様ってなに？　いささか呆あきれたようにニーナを見たが、アリスも同じように思ったようで、一瞬どうするべきかと迷ったようである。

「は、初めまして、アリス・エキューデです。あの、お世話になります」

　結局は、普通に自己紹介をしたようだ。

「あらあら、可愛らしいお嬢じようさんたちだこと。リュクったら隅すみに置けないわね、たった一年でこんなに可愛いガールフレンドを、二人も連れてくるなんて」

「ちょっ……！　ちがっ、違うよ。彼女たちは、仲の良いクラスメイトで」

　正確にはクラスメイトとも違うが、まあ似たようなものだ。おそらく母のあれは社交辞令のようなものだけど、茶化されるこっちの身にもなってほしい。

「どうやら学園生活を満まん喫きつしているようで安心した」

　そんなやり取りを見ていた父までもが、なんだか含ふくみのある台詞せりふである。咄とつ嗟さに言い返したくなったが、ふいに温かい父の手が僕の肩かたに乗せられ、思わず口を噤つぐんだ。

　そして目を合わせて、改めて口を開く。

「学校はすごく楽しいよ。彼女たちを含め、いい友人たちにも恵めぐまれて、もちろん学ぶことも多いし、充じゆう実じつした毎日です」

　僕の本心からの答えに、父は嬉うれしそうに頷いてポンポンと肩を叩たたいた。

　エドガーに続いて、ドリスタン王女の訪問に仰ぎよう天てんした両親だったが、思った以上に気さくな姫様に一安心したようだ。その後の夕食も和なごやかな雰囲気のもと、家族の紹介などを嬉しそうに受けたニーナは、美味おいしい料理に舌した鼓つづみを打っていた。アリスも、少し窮きゆう屈くつそうな顔をしていたものの、さすがはいいところのお嬢じよう様さまらしく、食事作法も行ぎよう儀ぎ作法もそれなりにこなしていた。

　客間は二人用の部屋を一つ用意した。彼女たちがそう望んだからだ。いつの間にこんなに仲良くなったのか、おそらくは旅行中互たがいに交流を深めあったのだろう。

「足りないものがあったら、声を掛けてね。そうだ、今日は急だったからお風ふ呂ろを用意してないけど、明日は用意するね」

　部屋には、朝の手入れ用にと水を張った桶おけが用意されていた。貴族の屋敷とはいえ、そう毎日お風呂を用意したりはしないのだ。

「お風呂もいいけど、あの魔ま法ほうをお願いできないかしら」

　ニーナは、あっけらかんとそう答えた。何のことかわからなかったが、彼女の期待のこもった目を見て、すぐに生活魔法のことだろうと察しがついた。

「え、なになに？　魔法ってなんのこと」

　そこでアリスが即そく座ざに反応する。ニーナがキャンプでのことを話すと、案の定、アリスは抜け駆がけだと言って頰ほおを膨ふくらませた。当然、私も！　となってしまう。

「ええ、待ってよ。お風呂の方がいいでしょ、せっかく家にいるんだし」

　あの魔法は巻物を三本も使うのだ。魔法陣じんの一枚化は成功したが、ウオッシャーのオリジナル魔法陣はまだ完成してない。正直、魔法陣改変の法則は基本的に一いつ緒しよなので、組み立てて完成させてしまえば、後は僕のスキル任せである。けれど、出来るまでが面めん倒どう臭くさい。重ちよう複ふくしている文もん言ごんを捜さがし出して一つずつ重ねて、呪じゆ文もんが破は綻たんしないように配列を変えて……、といったチマチマとした作業の連続である。

「あら、そんなこと言って。自分はさっさと使ったわね」

　──ぎくっ！

　後ろ手にドアの取っ手を握にぎり、隙すきあらば部屋を出ようとする僕に、ニーナは巻き取るようにして素早く腕を組んだ。身長差のせいで、その姿勢は自然と前かがみになり覆おおいかぶさるような形になってしまう。間近に迫せまったニーナに、じりじりと後あと退ずさりついには扉にビタッと張り付いた。だから顔が近いってば！

　動どう揺ようする僕に構わず、彼女はチョビが鎮ちん座ざする頭、というか髪に顔を近づけた。

「ちょっ……姫様、何してんの？」

　後ろで様子を窺うかがっていたアリスが、さすがに素すっ頓とん狂きような声を上げる。いまや完全にニーナの身体からだに視界を奪うばわれ、何が起こっているのか感かん触しよくでしかわからない。ただ、ドン詰づまりに追おい詰められ、なんだか情けない状態だということは確かだ。

「ニ、ニーナ、離はなし……」

「ほら、見なさい。この香かおり！　間違いないわ、自分だけずるいっ」

　ようやく抗こう議ぎしようとした僕の台詞に、ニーナの声が重なった。

　は、はいー？　またこの子は、なんでいちいち人の匂においを確認するの。

　しかも、コレどんな絵え面づらだよ。女の子に羽は交がい絞じめに押さえ込まれて、ひたすら匂い嗅かがれるって……そして、アリスにも勧すすめるのやめてっ！

　まあ結局、押し切られてニーナとアリスにウオッシャーをする羽目になった。もちろん特製の石せつ鹼けん付きで。その際、興味を示したアリスに石鹼をいくつか渡わたした。ちょっとずつ改良しているので、試供品というやつだ。

　さらに二人には、最近お試しで作ったシャンプーも手渡した。これは、ニーナが前に渡した石鹼を髪にも使っていると聞いてビックリしたためだ。ウオッシャーでの丸洗いならまだしも、石鹼を髪に使うなんてとんでもないからね。

「やっぱりね、そのサラサラヘアーはおかしいと思ったのよ」

　ニーナとアリスは、髪の感触を確かめるために僕をもみくちゃにしてきたが、断っておくけれど隠かくしていたわけじゃないよ。シャンプーは最近使い始めただけで、この髪質はもともとなのだ。それはともかく、たぶん面おも白しろがっているだけの彼女たちは、チョビも巻き込んで散々じゃれついて来た。無む邪じや気きというかなんというか、僕だって男なんだからちょっとは遠えん慮りよして欲しい。

　気を取り直して、僕はテーブルにもう一つの瓶びんを取り出した。シャンプーを渡すなら、ついでだからとリンスも提供することにしたのだ。

「シャンプーの後に使うの？　それぞれ用よう途とが違うのね」

　正直な話、まだまだ人前に出すには程遠いものではあるけれど、実験台になってくれるというなら、この際とことん使ってもらおうではないか。

「いい香りね。こっちはちょっと柑かん橘きつ系の匂いかしら」

「ホント、いい香りね」

　リンスとしてはまだまだだけど、アロマテラピーとしても有効だから、それはそれで有用かもしれない。柑橘系の匂いは爽さわやかで気分もいいし。

「シャンプーは洗い流してね。こっちのリンスは、水で溶といてから毛先から浸ひたすだけ、洗い流さなくてもいいよ。柑橘の匂いは残るけど、光毒性はないから大だい丈じよう夫ぶ」

　その後も、彼女たちにせがまれて日用品などの話をした。便利さを求め、前世の記き憶おくを頼たよりに試行錯さく誤ごしている物作りに、彼女たちが興味を示したのだ。僕にしたところで、専門家ではないし、それらは素人しろうとの範はん囲いを越こえない。でも、いろいろ試すのは面白いし、なによりこちらの錬れん金きんや魔法技術を交えることで似たようなものが出来たりする。そんな成功、失敗談もまた彼女たちは面白がって聞いた。

　それが切っ掛けで、翌日からは、僕が工こう房ぼうとして使っている薬草園の小屋に入いり浸びたりになってしまった。田舎いなか町で何もないところで退たい屈くつするかと思ったが、そんな物作り体験教室をニーナたちは思いのほか楽しんだようである。

　そしてもう一つ、教室といえば彼女たちの強い希望でお菓か子し作りもした。前々から僕が持っていく菓子に興きよう味み津しん々しんだったのだ。もちろん簡単なものくらいしか作れないので、せいぜいがクッキーとかマフィンくらいだったが、それでも新しん鮮せんで楽しんでもらえたらしく、あっという間に日にちは過ぎていくのだった。




　ニーナたちが滞たい在ざいして数日が経った、ある日の夜。

　僕が寝しん室しつに入ると、暗がりの中に片かた膝ひざをついた格好でゾラが控ひかえていた。月明かりにぼんやり浮うかび上がる黒装しよう束ぞくに、思わず声を上げそうになる。

　気配もなく、いきなり現れるのはやめて。ちょっと口から心臓が出そうになったからね。

「……もしかして、イザベラ妃ひのこと？」

　思い当たるのはそのことだけだった。この数日間の賑にぎやかな日々が噓うそのように、一いつ瞬しゆんにして現実に引き戻もどされた。

「はい、それと……エドガー殿でん下かのことです」

　憂ゆう鬱うつな気分でベッドに腰こしかけて、部屋の明かりをつけながら、何気なくゾラの報告を聞いて……ふと、首を傾かしげた。

「エドガーが、どうかしたの？」

　ゾラはすぐには答えず、順を追って話し始める。

「陛下は、イザベラ妃に永えい蟄ちつ居きよを命じられました」

　今回の毒殺未み遂すいを受けて、国王は二の妃きさきイザベラを処しよ罰ばつするべく動いた。とはいえ、貿易国であり友好国でもある彼女の母国との兼かね合いや、各国王家などへ嫁とついだ彼女の姉妹の力関係、またエドガー王子を推おす有力貴族が擁よう護ごしたこともあり、極きよつ刑けいということにはならなかった。実行犯が不明、または死亡しており、彼女が手を下したという確固たる証しよう拠こがないことも理由の一つだ。

　地方離り宮きゆうへの永蟄居──。

　要は、王おう宮きゆうからの永久追放だ。離宮から一歩たりとも外へ出てはならないし、エドガー王子との面会も、彼女の方から申し出ることはならない。事実上の牢ろう獄ごくである。

　有力貴族や、他国の王族などへのパイプを切り離し、これ以上彼女の陰いん謀ぼうが実行されないような手段を取ったのだ。彼女のような人間にとって、ある意味では極刑より厳きびしい処分かもしれない。

　また今回のことで、国王の怒いかりがどれほどのものか知った貴族たちの中には、彼女から離れていく者は少なからずいたし、利益を望むだけの諸外国も同様だろう。あとは彼女の母国であるクレイセンクール王国がどう出るかだが、少なくとも力関係では太た刀ち打うちできないので事を荒あら立だてないだろうと予測された。

　エドガー王子を推す派は閥ばつはかなりの力を失ったが、もちろん彼への直接の処罰や、継けい承しよう権剝はく奪だつなどは一切なかった。その辺は、僕の願いを国王がちゃんと聞き入れてくれている形になっていた。

　正直なところ、あまり過激な刑が下されることがなくてよかった。心情的なものは別にして、僕としても国内で争いが起こるような事態は避さけたい。彼女が生きている限りは、おそらく完全に憂うれいが断たれたわけではないだろう。たとえ彼女が直接動かなくても、周りは勝手に動くものだからだ。王位継承権を持つ王子の、その母親である限り。

「イザベラ妃のことはわかったよ。それで、エドガーがなに？」

「……エドガー殿下は、王宮に戻られてすぐに陛下にお会いになりました」

　僕に促うながされて、ゾラは再び口を開いた。床ゆかを睨にらみつけるようにして、一度も顔を上げることなく、心なしか囁ささやくような低い声で。

　え、なに？　なんだか嫌いやな予感がヒシヒシとするんだけど。

「殿下は……その、継承権を放ほう棄きしたいと、そう申し上げたようです」

「ッ？　はあっ？」

　やっぱりだよ！　あの単たん細さい胞ぼうときたら、何を勝手に突つっ走ってんだ。なんだか様子がおかしいと思っていたら、案の定、ロクなこと考えてなかった。

「本来、未成年の王族に放棄の権利はありませんが、母親が罪人としてすでに放ほう逐ちくされていることもあり……、」

「ダメに決まってるでしょ！　それで、陛下はなんて言ってるの？」

　それは受け入れられる可能性があるということだ。ゾラの言葉を遮さえぎって立ち上がり、僕は俯うつむいたまま跪ひざまずくゾラを見下ろす形になる。

「……陛下は、まだお答えになっておりません」
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　時は少し遡り──、エドガーは、馬車で王都への道を急いでいた。

　もっとも逸はやる心とは裏腹に、気分は重くなる一方だったのだけれど……。

　それでもエドガーは行かねばならなかった。ほぼ確信となりつつある、ある疑ぎ惑わくを確かめるために。

　リュシアン・オービニュ。エドガーにとっては学友であり、血の繫つながった弟だ。夏の休きゆう暇かの数日間を彼の実家で過ごし、先日別れたばかりだった。彼はれっきとした王族だが、公おおやけには伯はく爵しやく家の息子むすこということになっている。どうやら、ややこしい事情があるらしい。

　どちらにしても、王家に振ふり回されている犠ぎ牲せい者の一人ということだ。エドガーは共感するように大きなため息を吐ついた。

　エドガーのように面と向かって反目することはないが、王家に対し、いたって淡たん々たんとそっけない態度を取っているのも、彼のいささかうんざりした心情を如によ実じつに表しているといえた。それでも、エドガーにも父親にも間違いなく愛情を向けていたし、受け取る側もまた然しかりである。

　オービニュ領を出てすでに数日が経たち、辺り一帯はゴツゴツとした岩場が目立つようになってきた。ここからは、見通しの良い砂さ漠ばく地帯が延々と続く。エドガーは、オアシスの町で時々休きゆう憩けいして馬を交こう換かんしながら、かなりの強行軍で突き進んでいた。

「俺もいい加減、耳を塞ふさいでいるわけにはいかないからな」

　いつまでも何も知らないままではいられないのだ。ほとんど景色が変わらない退屈な長旅に辟へき易えきとしながらも、エドガーは王都でなすべきことをゆっくりと考えるべく、馬車に揺ゆられながら目をつぶった。

　何度も馬を替え、護衛冒ぼう険けん者も町ごとで交代させたエドガーは、その甲か斐いもあって一週間ほどで王都へ到とう着ちやくした。すでに深夜に近かったが、父親である国王に面会を願うとあっさりと許可が下りた。

　まもなくエドガーは、王の私室に呼ばれた。すぐに人ひと払ばらいを命じたので部屋には二人きりである。しばらくは沈ちん黙もくが続いたが、先に口を開いたのはエドガーだった。

　その内容は、国王にとって予想だにしなかったことであった。

「な、なんと申したのじゃ？　王位継承権を放棄すると、そう言ったのか」

　二人の前に置かれたティーカップには白い湯気が立ち上っており、それに手を掛かけようとしていた父親はその形のままで固まった。それに頷うなずいたエドガーは、この旅の間ずっと悶もん々もんと降り積もった鬱うつ屈くつした気持ちをぶちまけた。

「これ以上の愚ぐ行こうを、母に重ねさせるわけにはいかないんだ。だって……、これは俺のせいだから、俺がこの地位にある限りあの人は変わらないから」

　ここに来た時点では、エドガーにまだ確信はなかった。けれど、父親である国王が真夜中の面会に応こたえてくれた事実と、宮きゆう殿でんに到着した際に受けた報告で、おおよその状じよう況きようを察することができた。

「イザベラのことは聞いておるか？」

　しっかりと目を合わせ、エドガーは頷いた。

「……命が救われたことは、心から安あん堵どしたよ。でも同時に、このままではいけないとも思った。だからやっぱり決意は変えない」

「決意……？」

「母の処罰のことがなくとも、継承権のことは申し出るつもりだった」

　この帰き郷きようの際、リュシアンの身に何か重大な出来事が起こったのは、エドガーもなんとなく気がついていた。折を見て、護衛を問いただしたが言葉を濁にごすばかりで教えてもらえなかったし、もちろん本人はなにも言わなかった。

「どこまで……、知っているのじゃ？」

　探るように聞いてくる父親に、エドガーは苦笑しつつ首を振った。

　正しよう真しん正しよう銘めい、正確なことは知らないのだ。なぜなら、誰だれの口からも本当のことは語られなかったのだから。

　すべては、幼い頃から耳にしてきた噂うわさ話ばなしなどから推理した憶おく測そくである。

　なにしろ後こう宮きゆうの女によ官かんたちは、おしなべておしゃべりだ。嫌でもいろいろなことが耳に入ってくる。はじめは意味が分からなくても、知識がついてくるに従いだんだんと理解できるようになる。それでも当初は、それらすべては外のこと、自分とは関わりのない他所よその出来事だと耳を塞いでいた。

　陰いん謀ぼう渦うず巻まく後宮にあって、エドガーに決定的な影えい響きようを与あたえた人物がいた。

　王太子のエルマンである。後宮で退たい屈くつに過ごすエドガーにとっては、まさに救世主のような存在だった。快活で聡そう明めいな兄を、エドガーはとても慕したっていた。厳しいばかりの母親と、女官たちのくだらない噂話にうんざりしていたエドガーは、外での出来事を運んでくるエルマンをいつも心待ちにしていた。もちろんエルマンは弟の支えであろうと努力したし、弟が外へ興味を持つように仕向けていた。心無い噂うわさに流されないように、下手へたな甘かん言げんに惑まどわされないように、……そして母親の毒に侵されないように。

　エドガーはエルマンの望むように王宮を離はなれ、そして件くだんの弟に出会うことになった。

　幼い頃から母親によって敵だと耳打ちされ、女官が散々噂の種にしていた弟は、初対面からして大人びた印象だった。思いやりがあり、理知的で誰に対しても穏おだやかで、そして優ゆう秀しゆうだった。

　噂を鵜う吞のみにしていたら、確かに自分の地位を脅おびやかす存在にしか見えなかっただろう。あまつさえ、その才能を妬ねたみすらしたかもしれない。

　けれど彼は、エドガーを友人として慕い、ひたむきな信しん頼らいを傾かたむけてきた。家族とのつながりがひどく希き薄はくな王家という特とく殊しゆな環かん境きようの中で、出会ってほんの数年足らずの弟は、エドガーにとって一番近しい家族というカテゴリーにすんなり嵌はまった。

　そうなると、今まで考えないようにしていた女官たちのたわいもない噂話が、まるでバラバラだったパズルのピースが嵌るように鮮せん明めいに思い出された。そのほとんどは憶測や、勝手な想像だろう。けれど、噂になるにはそれなりの出所があり、火のないところに煙けむりが立たないのも事実だ。女官たちや、城内で囁かれた数々の噂話。子守歌のように聞かされた母親の恨うらみ言ごと。そして時折口ごもる、兄の気き遣づかい交じりの助言……すべてのピースが嵌ったとき、恐おそろしい現実がエドガーを襲おそった。

　きわめつきは今回の船での一件だ。

　もちろん護衛も、当の本人も決して語らなかったが、そこには観衆という目があり、どこからでも情報は入ってくる。

　──もう、考えるまでもないだろう。

　エドガーは罪悪感に苛さいなまれていた。むろん賢けん明めいな弟は、何を的まと外はずれなことを言っているのだと呆あきれかえるかもしれない。でも三の妃の不幸から始まる一連の事件は、エドガーとは無関係ではありえないのだ。異常なまでのイザベラの妄もう執しゆうも、貴族たちの利権も、すべてはエドガーの王位継承権ありきなのだから。

「今すぐには結論を出せぬ」

　それが父親である王の言葉だった。

　即そく座ざに決定が下されるとは思ってなかったので、エドガーは食い下がることなくその話を打ち切ったが、もう心は決まっていた。

　もとより王位を継つぐのは兄エルマンであり、エドガーはそれを支える騎き士しになろうと幼い頃から決めていた。あいにく武術の才能がないらしく、実際には夢に見たような騎士にはなれないかもしれないが、それでもこれから仲間たちと学園で培つちかっていくものは、十分に兄の手助けとなる力をつけてくれると思った。

　そしてエドガーは優秀な弟に、王族として兄を支える一員になってくれたらと願わずにはいられなかった。そこに至るのに障害になるのであれば、身を引くのは自分でありイザベラの方だろう。

　賽さいは投げられた。イザベラは罪を償つぐない、エドガーは結果を受け入れるのみだ。

　もはや王都に用はないとばかりに、母親に会っていけという父の言葉にきっぱり首を振ったエドガーは、早々に旅の準備を整えて翌日の昼過ぎには王宮を後にした。

　当初の予定では、王都で数日間を過ごし、学園まで最短距離の陸路で帰るつもりだった。けれど思いのほか時間に余よ裕ゆうが出来てしまったので、往路と同じ道のりを引き返そうと決めたのだ。

　エドガーは、来た道を再び引き返す形でオービニュ領へと馬車を向けた。
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　いよいよ学園に戻もどる日がやって来た。

　正直、僕は不ふ機き嫌げんだった。もちろん夏の休暇は楽しかった。思いがけず訪ねてきたニーナやアリスのおかげで、賑にぎやかで充じゆう実じつした日々を送れた。こうして学園へ彼女たちと共に旅ができることに何の不満もない。

　問題なのは、急きゆう遽きよ同行することになった人物だ。

　ここ数日、散々やきもきとさせられた張本人のエドガーが、何事もなかったかのようにあっけらかんと現れたのだ。はじめは呆あつ気けにとられたが、あまりにも心配し過ぎたせいかだんだん腹が立ってきた。

　情報が筒つつ抜ぬけになっているとは思いもよらず、僕がその件を問いただすとエドガーは驚おどろいたが、考えを改めるつもりはないらしい。なんだかんだと意見がかみ合わず、結局のところゴタゴタしたまま出発になってしまった。

「それを言うなら、お前だって何も言わなかったじゃないか」

　エドガーは、お互たがい様だと言って譲ゆずらない。

　そんなわけで、なんだか非常に空気が重かった。同席したニーナとアリスは、困こん惑わくするばかりでたまったものではなかった。

「どちらの気持ちもわからないでもないけど、……でもリュシアンが話せなかったのは仕方がないんじゃないかしら」

　ニーナはどちらにも一定の理解を示して小さく首を振った。

　同行者にニーナとアリスがいたことは、こうなると緩かん衝しよう材ざいにはちょうど良かったのかもしれない。冷静なつもりでも、当事者である僕はやっぱり客観的ではないからだ。

　成り行きもあったが、彼女たちにはかいつまんで事情を話すことにした。

　移動中の馬車という、内密な話をするのには絶好のシチュエーションで、こうして僕たちは額を突つき合わせることになった。

「……こんな話、私なんかが聞いてもいいのかな」

　会話が進んでいくと、ちょっと尻しり込ごみしたようにアリスがぼやく。

　なにしろ友人であり、本当は兄であるエドガーの母親に、物心がつく前から命を狙ねらわれていたというハードな話だ。ニーナもそこまでの事情は知らなかったようで、ちょっとショックを受けている。

　実際にはすべてを話したわけではないので、アリスは虫食いでしか事実を知らない。けれどニーナは、もともと僕がモンフォール王国三の妃きさきの息子だと知っているので、今回のことでほぼ正確に事態を把は握あくしたようだ。

「気の毒だけどアリス、もう聞いちゃったから後あと戻もどりはできないわよ。ちなみにリュシアンの隠おん密みつがすべて聞いてるし、これからは発言に気を付けたほうがいいわね」

「こ、怖こわいこと言わないでよ。……聞かなきゃよかったわ」

　もちろんこれはニーナの軽口だろう。事情を説明するエドガーの口調が、どんどん悲観的になって、今にも「俺のせいだから」とでも言いだしそうな雰ふん囲い気きになったからだ。ニーナが口を挟はさまなければ、たまらず僕が立ち上がっていたかもしれない。

「言っとくけどね、エドガー」

　一呼吸おいて、言い聞かせるように口を開く。

「継けい承しよう権放ほう棄きなんてさせる気ないからね。もちろんエルマン様のご無事は信じているけど、お世よ継つぎが行方ゆくえ不明で不安定なこんなときに、王族がゴタゴタしてどうするのさ」

　兄のことを出されて一いつ瞬しゆん戸と惑まどったようだが、エドガーは頑かたくなだった。

「俺に継承権がある限り、お前は狙われるだろ……」

　確かに今回下されたイザベラへの処しよ罰ばつで大部分の貴族は離れたが、まだ彼女によって動かせる貴族もいる。そして、それはエドガーが王位に就つくことで得られるだろう利権が大前提となるのだ。

「というか、もし王位継承権を返上できるなら、エドガーより僕でしょ？　僕が、継承権を持ってなければ……」

「だめだ、母はおそらく納得しない」

　本当のところ僕もそれはわかっていた。それこそどちらに継承権があろうがなかろうが、そんなことは関係ないのかもしれない。

　もしかしたら僕が生きている限り、エドガー、そしてイザベラ妃ひが生きている限り、完全には解決できないのかもしれない。イザベラ妃は改心しないだろうし、憎にくしみはいや増していくばかりだろう。

　堂々巡めぐりの話し合いが、今日も決けつ裂れつした。せめて学園に着くまでに、何としてもエドガーの気持ちを変えないとならない。

　国王の冠かんむりを戴いただくあの父親が、はやまったことをしでかさないうちにね。








第二章　迷い込んだ迷めい宮きゆう






　その日は港町に到とう着ちやくしているはずだったが、あいにくの悪天候のせいで馬車のスピードが出せず日が暮れてしまった。おそらくもうすぐだとは思うが、なにしろ辺りはすでに真っ暗である。無理に進んで、道を見失うことにでもなれば大変なので、それ以上進むのを断念して野宿の準備となった。

「明日の船に間に合うかしら？」

「早朝ここを出れば、たぶん午後の船には乗れると思うよ」

　僕はニーナと二人、火をおこして簡易の竈かまどをこしらえた。御ぎよ者しやを始め、護衛などの大人たちはいたけれどあえて手を出さないで欲しいと願い出たのだ。学園では常に「自分のことは自分で」がモットーだし、むやみに今の状態を知られたくなかったからだ。いろいろ報告されるのも面めん倒どうだしね。

「エドガー、お水」

「なんだよ、自分で出せるだろ？」

　ヤカンを差し出すと、エドガーはちょっと面倒くさそうに振ふり向いた。

「巻物もったいない」

「……ったく」

　アリスと一いつ緒しよにテントを担当していたエドガーは、いかにもしぶしぶといった感じで竈までやってきた。

「なによ、まだ喧けん嘩かしてるの？」

　超ちよう絶ぜつギクシャクしている僕たちに、重いテントを軽々と運んでいたアリスは、呆れたようにため息を吐ついた。続いて、足場を固定するめちゃくちゃ大きな木き槌づちを、いとも簡単に振り上げてその辺をあっという間に均ならしている。……男らしい。

「喧嘩はしてないよ、ただの意見の食い違ちがい」

　いささか言い訳がましかったが、僕だって正直なところ感情を持て余していた。確かにこちらも悪かったし反省もしている。でも理り詰づめで納得できないことはある。生産性がなくても折れたくないときだってあるのだ。

「リュシアンがこんなに意固地になるところをはじめて見たわ」

「そうよね、いつもすぐ引いちゃうのに」

　ニーナの呟つぶやきに、アリスが答えた。二人は次の準備に取り掛かかるために、調理道具をカバンから次々と出していた。すでに何度もキャンプ合宿を経験しているので、彼女たちはさすがに手て際ぎわが良い。

　僕も、水を注いで貰もらった大おお鍋なべをさっそく竈へとセットして、夕食の準備に取り掛かることにした。エドガーには、お茶用のヤカンや、洗い物用の桶おけにもたっぷりと水を用意してもらう。なんだかんだとブツブツと文句を言っていたが、一応は素直に従ってくれているようだ。怒おこっているというよりバツが悪くて、僕にどんな態度を取ったらいいかわからない様子といったところか。

「ありがとう、エドガー。それくらいでいいよ」

「お、おう」

　どちらにしても、これで僕たち二人の仲がおかしくなるのは本ほん末まつ転てん倒とうだし、適当なところで手打ちにするしかない。まあ、エドガーを説得するのは諦あきらめてないけどね。

　その日の夕食は、鳥肉のダシで作ったスープがメインだった。肉の下処理や、スープの具材などは実家で仕込んで来た。今回に限らず、フリーバッグ魔法のカバンを手に入れてからは、事前に材料や下処理したものを常備するようにしていた。時間短縮にもなるし、なによりいざというときにも助かる。

　屋根のあるテーブルに、湯気の立ち上る料理が並べられた。スープの他には、ご飯を握にぎり固めたものと、野菜を塩漬づけしたものを用意する。即すなわち、おにぎりと香こうの物ものだ。やはり外で食べるならこれが一番である。海の苔りと梅うめ干ぼしがないのは残念だが。

　こうして、みんなで火を囲んでの食事タイムとなった。護衛のみなさんたちも、勝手に食事をしたりお酒を飲んだりしているようだ。

「そういえば、リュシアンって来年Ⅴに上がる教科ある？」

「薬草学が上がると思ったけど、なんで？」

　ニーナの問いかけに、匙さじでスープをすくいながら顔を上げると、おにぎりを頰ほお張ばったアリスが「私も大たい剣けんがⅤに上がるわ」と横から口を挟んだ。それなら、とばかりにニーナが「エドガーは？」と続いて聞いたので、ぱりぱりと漬つけ物ものを食べていたエドガーは、んーっと考えるように首を傾かしげた。

「いや、スキップはしたけど、俺は攻こう撃げき魔まⅣが最高だな」

　それを聞いて、ニーナは両手を合わせてにっこりと笑う。

「攻撃魔なのね、それならⅣでもギリギリ大だい丈じよう夫ぶ」

　そんなニーナの様子に、アリスはなにかに勘かん付づいたらしく、同じように手を叩たたいて嬉うれしそうに笑った。

「そうか、このメンバーなら全員大丈夫なのね、あと一人足りないけど」

「リュシアンたちは二年目だから本来なら対象ではないけれど、Ⅴ以上、もしくは攻撃系科目でⅣ以上が一個でもあれば参加できるわ」

　僕とエドガーは訳が分からず顔を見合わせた。事情に明るくない新入生二人の様子に、上級生二人はどこか満足そうに笑って、もったいぶった口調で種明かしをした。

「特定の条件が揃そろえば、自由研修にダンジョン実習が選べるのよ」

　各教科の授業や研究の他に、一年を通しての自由研修がある。これは、普ふ段だんとかく交流の少ない教科とも自由に組んで、何か一つの課題を成すという目的から始まったものだ。もちろん参加するもしないも自由だが、それなりの結果を出せば、自分が持っている全教科の単位が個々の成果によりに追加されるのだ。

　もともとはレポート提出が主だったのだが、ここ数年の流行はダンジョン攻こう略りやくらしい。とはいえ、そこは学園の授業の一いつ環かんであるため、制限はある。

　自由研修を行う最低限の条件は、自分の受け持つ全教科がⅡ以上、さらに一つでもⅤ以上があればとりあえずは申しん請せい可能というものだ。さっきもニーナが言っていたように、攻撃系の科目ならⅣクラスでも可能だ。そして初めて挑ちよう戦せんする者は、一度でも経験のある者をリーダーに置く、という条件がある。

　ちなみに、ここで挑戦できるダンジョンは踏とう破は済みのものだ。どこにどんなモンスターがいて、どんな道筋を辿たどればいいか詳しよう細さいに記された地図がある、いわゆるダンジョンボス討とう伐ばつ済みのものである。確かにお宝はないが、それでもモンスターはいるし、そこで手に入るものはダンジョン産の貴重品には変わりない。

「狩かり尽つくされたダンジョンってわけか」

　ワクワクと膨ふくらんでいた期待が急速にしぼんだのか、エドガーはどこか気の抜ぬけた声を出した。僕も、ちょっとがっかりした。

「エドガー、舐なめてたら酷ひどい目にあうわよ。なにしろダンジョン実習を受ける前には、念書を書かされるんだから」

「……念書？」

　肩かたを落とす僕たちに、ニーナが釘くぎを刺さすように人差し指を立てた。ずいっと迫せまって来る彼女に、思わず身体からだを反そらしてしまう。

「そう、怪け我がをしたり死んでも文句は言いませんってね」

　思わず、全員が息を吞のんだ。……ニーナ、その顔コワいよ。

「まあ、そうは言っても踏破済みのダンジョン実習では、それほど大怪我したり死んだりってことはないんだけどね」

「……ではってことは、そうじゃない実習もあるってこと？」

　思わず聞き返すとニーナがにやりと笑った。

「あら、鋭するどいわね」

　魔ま法ほう科、武術科のどちらか、どの分野でも構わないが、一つでもⅦ以上があって教養科を修しゆう了りようしていれば、未踏破の最新ダンジョンへの挑戦ができるらしい。ただし、条件として必ず冒ぼう険けん者ギルドに登録しなければならないらしい。要するに、すべての責任は自らが負うということである。

　どの教科もⅧからⅩに上がっていくのは容易ではないらしく、この自由研修は大いに役立つとのことだった。この学園でのⅩ評価の卒業資格は、それだけのことをする価値があるということなのだろう。

　もっとも未踏破のダンジョンから受け取れる恩おん恵けいは、それを抜きにしても十分に実入りがあるので、危険を冒おかしてでも挑戦する者は後を絶たないということだった。

「いつかは挑戦したいわね、未踏破ダンジョン」

　そう話すニーナは、なんだか狩人かりゆうどの顔になっていた。あれだよね、ニーナってわりとワイルドだよね。

　話を聞いていたアリスやエドガーはちょっと引き気味になっている。行方ゆくえ不明者や死傷者が数名出ているという話を聞けば、誰だれだってちょっとは腰こしが引けるものだ。脳筋ぎみのアリスでさえそうなのに、意外にも一番怖こわいもの知らずなのは、お姫ひめ様さまだったようである。

　来年度の展望を話しつつ夕食を済ませた僕たちは、それぞれ寝ねるまでの時間を好きに過ごしていた。

　エドガーは剣の手入れ、僕は洗い物を済ませた食器の類たぐいを片付けていた。そこへニーナとアリスがやって来て、船に乗る前に埃ほこりを落としたいからと例の魔法をねだりに来た。いわゆる簡易シャワー魔法、ウオッシャーである。

　今回は野外だし、その申し出も予想はしていたので、僕はあらかじめ用意してきた石せつ鹼けん付きで、快こころよく女の子たちのお願いを聞いてあげることにした。ついでに自分もさっさと魔法で旅の汚よごれを落とし、さらにもう一式ウオッシャーセットを持って、エドガーのところへ向かった。

「エドガーもやってあげるよ」

「生活魔法だっけ？　別にいいよ、明日には船に乗るんだから」

　確かに僕たちが宿しゆく泊はくする船室エリアには、共同とはいえシャワー室がある。エドガーはそれで充じゆう分ぶんだと言って断ったのだ。

「髪かみの毛ごわごわだよ、昨日今日と雨に降られたでしょう？」

　そう言いながら、僕はもう一枚の巻物を取り出して、大きい木き樽だるに水をたっぷりと注いだ。さすがに護衛の人たちにまで行き渡わたらないので、彼らにはこの水で汗あせや埃を流してもらうことにしたのだ。飲み水用の魔法で出した水なので少々贅ぜい沢たくともいえるけれど、雨に濡ぬれて汚れた身体をそのままにするのは良くない。余談だけど、水の攻撃魔法でも水は出る。でも、あれは攻撃仕様なので樽や桶を破は壊かいしてしまうし、たぶん飲み水には適していない。試す人はあんまりいないかもしれないけれど。

「ん？　なんだよこの粉。だからリュシアン、俺はいいって……わっ？」

　つべこべうるさいエドガーに、僕は無理やり石鹼の粉を握らせてウオッシャーを発動した。なんだかわからないうちに身体の隅すみ々ずみを薄うすい膜まくのような水流に撫なでまわされて、エドガーは奇き妙みような悲鳴を上げてのたうち回った。慣れるまではくすぐったいんだよね、コレ。

「……はあ、はあ。い、いきなりなにすんだ！」

　散々転げまわったエドガーは、まるでバネ仕じ掛かけのように立ち上がって抗こう議ぎしたが、その頃ころには、僕はすでに食後のおやつとして持ってきたお菓か子しを用意して、ニーナたちとまったりお茶を飲んでいた。

「エドガーも一緒にどうぞ」

　出鼻をくじかれて不満の勢いが削そがれたのか、エドガーは僕が淹いれたお茶をぶんどり、ヤケクソのように焼き菓子を鷲わし摑づかみして口へ放り込んだ。

　前にも言ったけど、身体を洗うのはなにも身だしなみのことだけではない。船に風土病を持ち込むわけにはいかないのである。

　この後は、護衛の人達に加わって僕たちも順番に火の番をすることになる。魔物避よけに調合した薬を撒まいて、竈かまどに薪まきを多めにくべて準備を整えた。その横には、夜間にくべる薪を堆うずたかく積んである。

「そろそろ順番を決めて、寝たほうがいいわね」

　お茶を飲み終えた頃、ニーナが上級生らしく就しゆう寝しんを促うながした。あまり夜よ更ふかしして、明日寝ね坊ぼうしたらそれこそ船に乗り遅おくれてしまう。

　ニーナたちが木き桶おけに溜ためた水でお茶の後片付けをしている間、僕とエドガーは折おり畳たたみ式のテーブルや余分な椅い子すを片付けていた。

「……ん？　あれって、なんだろう」

「なんだ、どれ？」

　そのとき僕は、後方の岩場で何かが動いた気がして振ふり向いた。それにつられるように、エドガーも岩場の方へと視線を送る。

　破れた黒いビニール袋ぶくろのような……、いや、なんかあれに似てる。なんだっけ、あの中ちゆう華か料理に入ってる黒い、きくらげだっけ？

　大人の手の平を広げたくらいの……、質感がきくらげみたいな、そんなのが岩の隙すき間まに挟はさまるようにしてくっついているのだ。

「……きくらげって、岩に生えたっけ？」

「きくらげってなんだよ？」

　独り言のような問いかけに、エドガーが首をひねっている。この世界にきくらげはなかったかな？　僕はとっさに説明しようとして、すぐに諦あきらめた。現物があるならともかく、特に味もなくビラビラしたあの物体を説明するのは難しいと感じたからだ。簡潔に言うならキノコだが、その説明ではたぶん混乱するだけだ。もし、あれがきくらげだとしたら見せたほうが早いかも、と思って僕は岩場の方へ歩いていった。

「ちょっ……こら、リュシアン。無む闇やみに近づくなよ」

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫、さっき護衛の人がちゃんと見回りしてたし」

　少なくともこの辺りに不ふ審しんな人ひと影かげやモンスターはいないはずだ。それにキノコだと思っていた僕には、それほどの警けい戒かい心はなかった。

　──岩いわ陰かげに近づいてはならぬ。

　声が聞こえた気がして振り向いた。

　そこには止めに入ろうとしたエドガーが、いきなり振り向いた僕につられたように後ろを振り向いている。

「……なんなんだよ？」

　もちろんそこには何もなくて、エドガーは不満そうに僕に視線を戻もどす。

「いや、あれ？　近づくなって……」

「だから、無闇に近づくなって、俺が」

　どこか記き憶おくの奥底で、危険を促す信号のようなものが点てん滅めつしていた。

「そうじゃなくて……あれぇ？」

　さっきの言葉をどこかで聞いたような気がして、落ち着かない気持ちになった。早くここから離はなれたほうがいいような、そんな急せかされるような焦しよう燥そう感。

　でも、同時にこの黒い物体にも惹ひかれるのだ。

　それはまた別のなにかに突つき動かされているような感覚だった。この正体を確かめないと、たぶんずっと落ち着かない。

　そして、好こう奇き心しんがほんのちょっと勝った。

　岩の隙間に張り付くきくらげのようなそれに、僕はそっと触ふれてみた。

「……なんか、あったかい？」

　うっすらと短い毛が生えており、なんというかビロードのような感かん触しよくだった。

「大だい丈じよう夫ぶかよ、あんまり変な物に触さわるなよ」

「なんか、これって体温かな？　手触りも……っ痛？」

　きくらげ風のそれを触りながらエドガーを振り向いた僕は、急に指先に走ったチクッとした痛みに驚おどろいて手を引っ込めた。

「なんだ、どうした？」

「……きくらげっぽいのに、嚙かまれた」

「だから、きくらげってなんだよ。てか、きくらげって嚙むのかよ」

「嚙まないよっ、きくらげは」

「いや、嚙まれたって言ったのお前だろ」

「きくらげは嚙まないけど、このきくらげっぽいのに……って、そんなことはどうでもいいんだよ！　そんなことより」

　キリがないので、話題を切り上げる。

　指の傷は小さく二つ、ぷくっと丸く血が盛り上がってきている。僕は改めて、その黒い物体を観察した。相変わらず岩にくっついていたが、上部の丸い突とつ起きのようなものが、くるっと振り向くように回った。二つのビーズのような青い目が、一いつ瞬しゆん見えた。

　岩の隙間から全体図が見えそう、と思った瞬間、それはブワッと身体を広げてこちらに飛んで来た。

「うわっ？」

「リュシアン！」

　思わず仰のけ反ぞった僕を受け止める形で、エドガーもバランスを崩くずした。そのまま斜ななめに倒たおれ込み、岩場に足を取られて向こう側へつんのめった。僕なんかは逆さまでエドガーに支えられているみっともない格好である。そして身動きが取れなくなったのを狙ねらいすましたように、また黒い飛来物がムササビのように飛んできた。

　ひたっとしがみついたのは僕の胸むな元もと。あっという間もなく、しゅるっと襟えり元もとから侵しん入にゆうされて姿が見えなくなる。なんでだよ!?

「い、痛っ！……服っ、服の中に！　ってか、肩かたっ！　嚙んでるっ」

「うわっ、こらっ、暴れるな。取ってやるから……、って、動くなって」

　大おお騒さわぎである。

　なにしろ僕は逆さまだし、エドガーはそんな僕を抱かかえたまま岩場に挟まれている。しかもチョビが何を勘かん違ちがいしたのか、きくらげに対たい抗こうするように自分も襟首から侵入しようと頑がん張ばっていた。

「いたたっ？　こらチョビ、チョビは無理！　そこ、入るとこじゃないから。つっ、角が痛い、刺ささってるからっ！　エドガー、チョビ取って」

「お、おう、待ってろ」

　すぐさまエドガーの手に捕つかまったチョビは、どこか不満そうに手足をバタバタさせて抗議している。どちらにしても上に乗っかっている僕がどかないと、エドガーが動けないので何とかして起き上がろうと奮ふん闘とうする。その間も、いまだにその服の中、肩かた口ぐちにはアレが嚙かみついたままだ。

「ちょっと、二人してなに騒いでんのよ。そろそろ寝なさいって、さっきから言って……あら？」

　その時、ニーナとアリスが岩場を覗のぞき込んできた。

　なんというか、それは情けない格好だったに違ちがいない。暴れるチョビを頭上に抱えたエドガーの上に、服を脱ぬぎかけた僕が足を放り出すようにして重なって、しかも岩の間に挟まっていたのである。

「なにこれ、どういう構図？」

　呆あきれたようなニーナの声と、いきなり岩場がぐらりと揺ゆれたのはほぼ同時だった。

「わっ！　え、なに地じ震しん？」

　けれど、揺れたと感じたのは僕たちだけだった。なぜなら、僕のその声に反応したのは、ここにいた三人だけだったからだ。少し離れたところにいる護衛も、こちらを見てはいるが特に動きはない。それに、たぶん近くにいるだろうゾラも姿を現さない。

　それは、まさに一瞬だった。

　ガクンッ！　と床ゆかが抜ぬけるようにして、足元の空間が消えた。

　なにを言う暇ひまも、対処する隙すきもなかった。実際、揺れたと感じてから、落ちる！　と思うまでは、ほとんど刹せつ那なのことだった。

「っ、……っ！」

　急速に闇やみに落ちる視界に、一瞬だけゾラの必死な顔が映った。無意識に伸のばした手に、彼の指先がほんのちょっとだけ触れた。




「あいたた……、一体どうなって」

　ずいぶん落ちた気がするが、それほどの衝しよう撃げきは受けなかった。気が付いたときには、情けないことに仰あお向むけの格好で寝ね転ころがっていたのだ。

　そこで、ふと心配になった。もし、落下に耐たえられたのが無属性身体強化のせいだとすると、他のみんなは？　無事なのか？

　慌あわてて起き上がると、それまで腹のあたりに乗っていたものが、ころりと足の方へと転がってきた。さらさらとした長い髪の感触に、とっさにニーナかなと思ったけれど、俯うつむけた顔はこちらから見えなかった。完全に膝ひざ枕まくらのような形で、ちょうど顎あごの下に添そえられた白い手が、僕の膝の辺りに乗っている。

「ニーナ？　……大丈、夫？」

　──あれ？

　薄うす暗ぐらくてすぐには気が付かなかった。でも、その名を呼んでから違い和わ感かんを感じた。ニーナより、かなり小さな身体……髪も、かなり長い。

　それに、なにより……！

「なんで裸はだかーっ!?」

「……暗いわね。それにしても何を騒いでいるの？　リュシアン、誰だれが裸ですって？」

　今度こそ間ま違ちがいなくニーナだ。薄暗い空間をキョロキョロしながら、少し向こうから歩いてきた。途と中ちゆうで、アリスに気が付いたのか声をかけて、その近くにいたエドガーの頭をぺしっと叩たたいて起こしている。

「え、じゃあ……だ、誰なの？　この子」

　ニーナを遠目に見ながら、再び視線を自分の膝元へ戻す。くるぶしまで届きそうな長い髪でほとんど身体は隠れていたが、俯うつむき加か減げんの横顔はどう見ても女の子だ。

　この暗さではあまりはっきりしないけど、たぶん知らない子だ。

　改めて全体を見み渡わたして、その子が裸だったと思い出した。わたわたと腰こしのカバンから毛布を取り出して彼女の上に広げた。うん、これでとにかく目のやり場に困ることはない。寝る準備をする前でよかったよ。ここがどこかはともかく、何も持たずに放り出されるところだった。

　その頃ころになると、ようやく遠目でも僕の様子が普ふ通つうではないことがわかったのか、ニーナが足元に注意しながら駆かけ寄ってきた。

「………誰？」

「僕が聞きたいよ。気がついたら、僕の上に乗っかってたんだ」

　ニーナとアリスの眼がちょっと据すわっている。言っとくけど、僕が脱がしたわけじゃないからね。そんな目で見るのはやめてください。

　すると、いつもは大人しく頭に乗っているチョビが、ソワソワと落ち着きなく身体を動かしていた。

「どうしたの？　チョビ」

　こんなことは、余計なものを身体に着けられた時以来だ。

　ぴょんと頭から下りたチョビは、肩を伝って足まで移動すると、なぜか少女の身体を押し始めた。膝の上にしな垂れ掛かかるように身体を預けている少女に、チョビはざらざらの頭を押し付けて、ぐいぐいと押しのけようとしているのだ。

「ちょ、ちょっとチョビ？　だめだよ、何してるの？」

　止めようとしたが、間に合わなかった。少女の頭は押されるままに地面に、ゴチンと大きな音を立てて落ちた。

「わあっ、なんてことするんだチョビ！」

　少女を押しのけて、まるでここは自分の場所、と言わんばかりにその膝の上で満足げに身体を丸めようとしたチョビだったが、すぐに僕が立ち上がったために、結局、少女と同じ運命を辿たどった。

　ひっくり返ったチョビは、丸まった格好のままコロコロと転がり、ニーナの靴くつ先にコツンと当たって止まった。ムスッとして、腹を見せた状態で微び動どうだにしない。

　あれだね、子供が道みち端ばたで駄だ々だをこねて寝転がる感じだ。この少女になぜか対抗心を持っている様子だが、今まで誰にもこんな反応はしたことがないので訳がわからない。

　さすがに地面を転がった時は目で追ったが、だけどそこは悪いことは悪いと𠮟しかるため、あえてすぐに視線を外し、僕は少女を抱だき起こしていた。

　ニーナは苦笑しつつも、チョビを掬すくい上げるようにして両手に乗せた。すぐにでも戻もどって来るかと思ったが、ニーナの手の平に顔を押し付け、拗ねモード続行中だ。

　謎なぞのチョビの行動はともかく、抱き起こした少女のほうはというと、俯いたままで打ち付けた頭を手で押さえていた。

　かなり大きな音がしたからね、無理もない。

「大丈夫だった？　うちのチョビがごめんね」

　少女には何が起こったか知る由もないだろうけど、従じゆう魔まのしたことは主人の責任。ここはしっかり謝っておくべきだろう。頭を押さえていた少女は、ようやく僕の声に気が付いたように顔を上げた。

　真っ黒の髪に、真っ黒の眼。なんだか、ちょっと懐なつかしい容姿だね。実際、ここまで漆しつ黒こくと言える髪は、日本人にもなかなかいなかったけれど。

　それに目、でかっ！　肌はだは透すき通るように白く、鼻筋は通って、ふっくらした唇くちびるが薄うすく紅を引いたように赤い。顔つきは、どちらかというと北ほく欧おう系というか、はっきりとした顔立ちだ。まんま日本人の色しき彩さいなのに、どこかちぐはぐな印象である。

　ついガン見してしまったが、同様に少女の方も僕を食い入るように見ていた。そして、何かに気が付いたように、ぱあっと花が開くように笑った。

「うわ……、かわっ」

　いい。と思わず口に出した僕を、誰が責められよう。なぜなら、全員がもれなく釘くぎづけになったからだ。……あ、チョビ以外ね。
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　予想外の珍ちん客きやくはあったが、ともかく最優先事じ項こうは、ここがどこか確認することだった。少女に、どうしてこんなところに？　と聞きたくても、僕たち自身がまずどこにいるのかわからないのだから。

　あれ？　そういえば、あの黒い物体はどこへ？

　僕に嚙かみついていたはずの、あの黒いビラビラした謎の物体を、辺りを見回して探してみたがどこにもいなかった。ふと、少女を見る。

　──いや、ないない。

　自分の思考に、呆れたように首を振ふった。だいたいあの物体が生き物だとして、あの時こちらを向いた目のようなものは確かに青かった。この子は黒目じゃないか。

　四人の中で一番身体の小さなアリスの服を、裾すそを調節する形で少女に着せた。いくら何でも、裸で放置はできなかったからだ。そして、一通り身なりを整えさせてから、改めて僕は少女に質問した。

「ねえ、君はもともとここにいたの？」

　なにしろ、服を着せても何をしても、彼女は一言も喋しやべらなかったのだ。ただひたすらじっと、僕を見つめていた。

　ぺたんと地べたに座っている少女にあわせて、僕が身体を屈かがめて目を合わせると、嬉うれしそうにニコッと笑った。可愛い……じゃなくて、困った。

「落ちてきたはずなのに、なぜか天てん井じようがあるし訳がわからないわね」

「あの岩場から落ちたとして、ここはまだモンフォールよね？」

　ニーナとアリスは顔を見合わせて、エドガーを見た。これでもモンフォールの王子なのだ、自国のことなんだからちょっとくらいは知っているだろう、的な眼だ。

「え？　う、うーん……そうだな、このあたりの地下に洞どう窟くつみたいな場所があるなんて聞いたことがないけどな」

「そうだね、僕も知らないし」

　地元のエドガーと僕が首を傾かしげるので、ニーナは落らく胆たんしたように「完全に迷子ね」と音ねを上げて、アリスは改めて辺りを見回していた。

「なんだか、アレみたいよね」

「あれ？」

　僕が聞き返すと、アリスはうんと頷うなずいて人差し指を立てた。

「ダンジョン。この間、話してたじゃないの」

　なるほど、ダンジョンか。

　とはいえ先ほどもエドガーが言ったように、この辺にはダンジョンはおろか洞窟の一つもないはずである。ただ、さっきから気になっていることがある。空間全体に漂ただよう、この魔ま力りよくの流れ。たぶん、間違いなく魔物がいる。

「……調べてみる？」

「え、出来るの、そんな事」

　僕がそう言うと、ニーナはちょっと驚おどろいた顔で聞き返した。余談だが、ニーナの手の中にいるチョビが、そろそろ落ち着きなく僕の方を気にしていた。

「うん、マッピングのスキルの魔ま法ほう陣じんなら覚えているから」

　マッピング、これはレベルによっては鑑かん定ていよりもレアなスキルだ。

　しかも、高レベルの魔法陣は禁書として保管されている。未踏とう破はダンジョンのマップもそうだが、詳しよう細さいな世界地図も、各国の王族、貴族の垂すい涎ぜんのものだからだ。

　僕は、例の王都図書館でコレを知り得た。

　王の証印を持っていた僕は、よっぽどの国家機密レベルが詰まった書庫以外は自由に出入りできたため、これら禁書も閲えつ覧らんできたのだ。

　もっとも禁書として保管されているが、現実にはこれだけを手に入れたところで、ほとんどの者にはどうすることもできないし、紙くず以上の物にはならない。

　実のところ、このマッピングというスキルを持っていること自体は、たいして珍めずらしくはない。ただスキルレベルを上げるのに熟練度ではなくアイテム（魔石など）を必要とするらしく、ほとんどの者が簡単なマッピングしかできないのが現実なのだ。

　ダンジョンなどでも、かなり浅い階層しか解かい析せきできず、深層部になると高レベルの冒ぼう険けん者の手書きに頼たよることになってしまう。また魔法陣作成も、そのマッピングが上位になればなるほど高レベルの写生が必要となり、これもまた容易ではない。

　禁書に残されていたものも、過去に存在した神話級の使い手によって起こされた魔法陣を、後の研究者が忠実に模したものだった。

　おそらく今の世界には、高レベルなマッピングを使える者も、魔法陣を起こせるだけの写生レベルを持つ者もいないだろう。

　そこで僕の念写の出番である。

　ご存知のとおり、スキルレベル無視で巻物を製作できる。僕は、まずは初級のマッピングの魔法陣を描こうとして、記き憶おくの中にある魔法陣を頭に思い浮うかべながら、白紙の巻物をカバンから取り出そうとした。

「お、おいっ、リュシアン！　そ、それ？」

　その時、エドガーがいきなり上ずった声を上げた。でも、その視線は僕ではなく、その前方を見ているようだった。しかもニーナもアリスも、同じように驚いたように同じ方を見ていたのだ。

「なにを見て……？　え、えぇっ!?」

　その光景は、何年か前にも遭そう遇ぐうした事象だった。

　そう、目の前にいま思い描えがいた魔法陣が浮かんでいるのである。

　これってどういうこと？　また以前のようにすぐ消えちゃう、とか？

　僕は、そっと魔法陣に触ふれようとした。けれど、その手は魔法陣を突つき抜ぬけ、発動もしなければ、なんの手ごたえもなかった。

「触さわれ、ない……？」

　でも、魔法陣は消えてない。以前とは違ちがって、いつまでも宙に浮いているのだ。

　それなら……と、僕は恐おそる恐る口を開く。

「マッピング」

　すると、ぷちんと弾はじけるように陣がほどけて、やがて消えた。

　……あれ、なにも起こらない？

　消えたのは発動したからではないのか？　釈しやく然ぜんとしないまま、すぐにカバンに手を突っ込こんで巻物を取り出した。

　ニーナやエドガー、アリスはいつの間にか僕の周りに集合していた。そんな中、チョビもいつの間にかちゃっかり僕の頭の上に戻っていた。けれど、そのくりくりの黒い目は、僕の傍かたわらに座り込んだままの謎の少女に釘くぎ付づけだった。

　まったく、なにがそんなに気に入らないのか。巻物をいくつか取り出しながら、そんなチョビの不可解な行動に首を捻ひねるしかなかった。

　僕は未使用の巻物を広げると、いつものようにその紙面に魔力を流し、一いつ瞬しゆんで魔法陣を描かき上げた。属性魔法は、巻物に描かれた属性の色がそのまま魔法陣の色として展開するが、スキル系の魔法陣はすべて墨すみ色に定着する。ちなみに展開する際は、白く輝かがやくだけで色はない。

「なによ、結局巻物使うの？　さっきのは一体……」

「……ごめん、僕にもまだわからないんだ」

　ニーナの問いかけに、僕は曖あい昧まいに首を振った。なにしろ、こっちが聞きたいくらいだったからだ。こっちにきて早々、ツッコミどころ満まん載さいすぎる事象が次々と起こり、正直なところ処理が追いつかないのだ。

「巻物なしで魔法陣を展開できた理由は、とりあえず置いておくとして……さっきのあれは、普ふ通つうレベルのマッピングだったんだ」

　ダンジョンによっては数階分の解析が可能だし、平地なら一キロ圏けん内ないの地図が作成できるはずだ。なのに魔法陣は反応したが、なんの手ごたえも感じない。

　とはいえ通常の魔法発動ではなかったので、万一にも失敗したという可能性はある。だから、こうしていつものように巻物を製作して、普通にスキルを発動してみようと、こう考えた訳である。

　その説明に納得したのか、円えん陣じんを組むように僕を取り囲んだニーナ達は、固かた唾ずを吞のむようにしてスキルの発動を待っている。

　巻物によるスキルを発動した。今度こそ、間違いなく。いつものように。

「…………」

　巻物は燃え尽き、魔法陣がバンッと展開した。見上げる僕の顔を、魔法発動による光が照らし、やがて消えてゆく。うーん？　やっぱり、手ごたえがない。

「何も、起きないわね。マッピングってあれよね、使ったことないけど、周辺の地図が書けるっていう便利スキルだっけ？」

　何が起こっているかわからない様子のアリスが、ニーナに質問した。

「ええ、レベルによっては地下を含ふくめて、それこそ国一つ分くらいの地図が書けた猛も者さもいたらしいけど、そんなのは伝説でしょうね。普通は、そうね……自分を中心とした周辺程度くらいしか書けないんじゃないかしら」

　思い出しつつ説明しながら、ニーナは顎あごの下に人差し指を当てて「あっ、そうそう」と付け加えた。

「思い出したわ！　その場にいても、書けないことがあるそうよ」

「そうなんだ、なんでだろう？」

　少なくとも巻物じゃなかったから不発だった、というわけではなさそうである。

　吞のん気きに聞き返した僕はもちろん、聞いた本人のアリス、そして成り行きを見守っていたエドガーは、そのあとのニーナの言葉に仲良く絶句することになる。

「それはね、自分の……、あるいは使用したマッピングレベルよりも、さらにずっと高位の場所にいる時よ」




「要するに、上位のマッピングならいいんだね」

　単純にマッピングスキルのレベルが足りなかった、とそういうことだ。

　今ここがとんでもない場所かもしれない、ということにはあえて触れなかった。なぜならマッピングが成功すれば嫌いやでもわかることだから。

　今度は、初めから巻物を使わずに魔法陣を展開した。

　スキルは属性という概がい念ねんがなく、魔法陣もそれほど大きくないのが特とく徴ちようだ。ただ、なぜかスキルの呪じゆ文もん解読は難しいと言われており、魔法陣もそれほど多くは研究されていない。けれど鑑定やマッピングは、不可欠なスキルのため解明され、こうして魔法陣が多数残されている。皮肉なことだが、あらゆる駆かけ引き、争い、疑ぎ心しん暗あん鬼き、それらは時として開発や技術の母となるのである。

　先ほどよりちょっと上のマッピング、とはいえ魔法陣にすれば三枚で展開されるランクのものを発動させてみた。数秒で空中に描かれたそれは、三枚目が完成すると殊こと更さら大きく光って、やがては解けていった。洞窟のような暗がりの中で、その光はかなり眩まぶしく、そのおかげで図らずも少しだけ周りの様子が分かった。

　ここはかなりの広さがあり、その角コーナーに当たる四方向にどこかへ続く道が見えた。いずれにしてもぐるりと岩がん壁ぺきに囲まれた場所だというのは確かなようだ。

「反応なし……？　これでも、ダメって。この魔法陣はそれこそ中級くらいのダンジョンならかなり奥地まで見えるはずなんだけど」

　誰だれかが息を吞のんだのがわかった。なにしろ僕の魔法陣が本当に発動していて、それでもスキル効果を発揮しないのなら、この場所がそれ以上の場所ということになるのだ。

「こうなったら……、ちょっとみんな下がってて。この魔法陣、かなりの範はん囲いで展開されるから」

　まあ、べつに触さわったところで何の害もないはずだけどね。

　僕は、なんだかヤケクソの気分になった。ちまちま段階を踏ふんでレベルを上げていくのは面めん倒どうだし、理由はわからないけど巻物も必要ないとなれば、これはもう大は小を兼かねるというやつだ。知っている一番上のマッピングを使ってやろうと考えた。

　魔法陣を思い出すように静かに目を瞑つぶる。

　さすがにかなりの情報量だ。頭に描くだけでも一苦労である。案の定、光の筆の動きもいつもより鈍にぶい。そ、それに魔力の消費量がヤバイ。

　合計七枚、並列と直列が合わさった特とく殊しゆな形だった。一筆描きではなく、光の束が四方八方から枝分かれしながら伸のび、魔法陣を結んで行った。ほんの数秒、僕が描く魔法陣としてはそれでもかなり時間がかかった方かもしれない。描き終えると、トドメとばかりに魔力をごっそり持っていかれた。

「マッピング」

　静かに唱えると、その息に触れたように魔法陣が順にたなびき、そして一瞬後、弾けるように雲うん散さん霧む消しようした。

「あっ、来た」

　慌あわてて紙とペンを取り出し、まるで自動書記のようにすらすらと手を動かした。そんな僕の手元を、全員が食い入るように覗のぞき込んでいる。

　地図が書き進められていくに従って、みんなの顔色が悪くなっていく。

　無理もない、僕だってさっさとペンから手を離はなしたい。

　まるで蟻ありの巣のように網あみ目め状の複雑な形状の迷路。一つの階層だけでも恐ろしいくらいに広く、いたるところに階段があり、行き止まりなどの嵌はめ罠わなも多そうだ。

　いい加減手がつりそうになりながら、それでもなんとか細かい道のりを書き進めていったが、ふと恐ろしいことに気が付いた。まだ頭にはびっしりと地図が広がっていたが、僕は思わずペンを止めた。

「……ここ、未踏とう破はダンジョンだ。最深部の」




　どうしてそんなところに？　たぶん全員がそう聞きたかっただろう。そして同時に、誰一人答えられないのもわかっていた。

　異様な静けさの中、僕は引き続きペンを進めた。

　どちらにしても打開策を見つけるためには、ここがどこかしっかり知る必要がある。網の目に延びる通路の先に小さな小部屋を書き込み、トラップ部屋には注意の印、宝箱と思おぼしき場所には宝箱マークを追加していく。

　宝箱と思しき、というのはそこに魔ま力りよく反応があることを示す。それは魔道具だったり、魔装備だったり、運が悪ければモンスターがいる場合もある。

　それにしても、と僕は思った。

　どうやってここに来たのだろう？　一番の疑問はそれだ。なにしろ僕達は、さっきまで確かにモンフォールの大きな港町近くの街道沿いにいたはずなのだ。そんなところに未踏破ダンジョンがあるなど聞いたことがない。

　未発見ということも考えられたが、仮にこの最深部まで落下してきたとしたら、いくらなんでも生きてはいなかっただろう。

「コレ、なんて書いてあるんだ？」

　エドガーが、地図の枠わく外、上隅すみに書かれたミミズが這はったような文字を差した。

「それね、頭に文字は浮うかぶんだけど読めないんだ」

　ニーナ達も興味深そうに覗き込むが、僕は思案気に頭を傾かたむけた。

　正確には読めないんだけど、なぜか意味はわかる。この感覚、以前にもどこかであったと思うんだけど……いつのことだったか。

　少なくとも知っている言語ではなかった。この世界の言語はほぼ統一されていて、よほどの田舎いなかか島国にでも行かない限り、方言こそあれ言葉は通じるのだ。また共通語以外も、流りゆう暢ちようとは言えないがそこそこ理解している。それなのに、この言語はまったく見たことがなかったのだ。強しいて言うなら、なんとなく呪文言語に似ているかもしれない。

　ともかく意味は、ムーア─諸島、海かい蝕しよく洞どう・九十九階だ。

　聞いたことないね、案の定。

「問題なのは、ここが百一階層あるダンジョンの九十九階、いまだ未踏破の未知なる場所ってことだよ。六十八階までは足あし跡あとがあり、そこからこの九十九階までは誰も立ち入ったことはない。いま僕たちが、なぜかいきなりここに現れるまで、ね」

　そう説明しても、みんなはしばらくポカンとしていた。まあ、気持ちはわかるよ。さっき僕も、放心しかけたからね。

「な、なにそれ？　ここがダンジョンで、どこですって？」

　もちろんニーナだって本当はわかっているだろう。何度、聞き返したとしても答えは変わらない。ここは、未踏破ダンジョン百階越ごえの、しかもボス部屋手前の階層だ。

　今いるところはこの階層のおよそ中央、いわゆる戦せん闘とう除外地域と言われる場所だ。どういう仕組みかわからないが、ダンジョンにはなぜかそういう休きゆう憩けい所のような空白地帯が存在するのだ。

　ダンジョンによっては、ワンフロア全部が空白地帯というところもあり、そういう場所には商人や職人が入り込み、出で稼かせぎの商売をしていることもあると聞いたことがある。

「とりあえず、ここは安全ってことよね」

　ずっと強こわ張ばった顔をしていたアリスは、こわごわと周りを見回してホッとして息をついていた。もちろんここを出れば、モンスターはわんさかいるだろう。考えたくもないが、状じよう況きようはいっそ清すが々すがしいほどピンチだ。

　ゲームに例えるなら、始めの村を出たばかりの勇者が、ラストダンジョンのボス手前に放り出されたようなものだ。はっきりいって詰つんでいる。

「でも、このダンジョンはワープポイントがあるみたい」

　ワープポイントとは、転移装置のようなものだ。

　ダンジョンの発生は、実のところはっきりしないのだが通説はある。モンスターの巣穴を利用した先人たちの宝ほう物もつ庫こだという説と、もう一つは自然によるもの。そして、その二つが複合したもの、だ。

　前者の場合と、複合タイプのみワープポイントが存在する。その装置も研究がされているが、詳くわしい仕組みはまだわかっていないらしい。機能はたった一つ、一方通行で決まった場所へと転移するのだ。大方はダンジョン入り口や、その付近であるとされている。

「……この近くにあるの？」

　どこか不安げなニーナの問いかけに「残念ながら」と前置きして首を振ふる。

「次の階層のボスと思われる魔力マーク手前と、その先の階段を下りた最終階層の小部屋に一つずつだね」

　まるっと二階層くらいは進まなくてはならない計算だ。

　地上の魔ま境きよう程度なら赤子の手を捻ひねるように攻こう略りやくする冒ぼう険けん者たちさえ、立ち入ったこともないような、こんなとんでない迷宮をである。

　細かく枝分かれしたややこしいマップを見て、その困難な道筋を想像したのか、ニーナやエドガー、アリスの表情は固い。

　ダンジョンは成長する。先人が宝物庫として利用したダンジョンも、自然発生したダンジョンも、どちらも放っておくとどんどん階層を増やし、フロアーも広がって大きくなる。そうなると、住み着くモンスターのレベルも上がり、超ちよう難度のダンジョンが完成するのだ。

　ラスボスはそのダンジョンの親のような存在で、その魔物が死ぬと、次の魔物が住み着くまでダンジョンは活性を止める。いわゆる踏破済みダンジョンとなる。

　先人の秘宝は、大当たりの時もあれば、大したものではないこともある。なぜなら、先人たちはダンジョンに宝を隠かくしたつもりはなく、ただ保管していただけということも少なくないからだ。そこからダンジョンが成長し、とんでもないものになろうとも、宝は成長することはないということだ。

　とはいえ、ダンジョンの主ぬしになるモンスターは希少種が多く、そのモンスター自体が宝と言ってもよいし、住み着いたモンスターが持ち込んだ貴重品はもちろん、武器や防具を装備するモンスターなどが伝説級の遺物を所持していることさえある。さらにダンジョンとして生成された場所にしか発生しない植物、鉱物、水などはダンジョン産の貴重品として扱あつかわれるのだ。

　ダンジョンのウンチクはともかく、僕達にとって救いは、ここがワープポイントの存在するダンジョンだったということだ。どこに出るかはともかく、こんなところにいるよりはずっとマシだろう。それにボス部屋の手前にワープが存在するため、少なくともボスとは戦わずに済むのだ。

　もちろん、そこへ到とう達たつするのも容易とはいえないし、今まで見たこともない強力なモンスターに遭そう遇ぐうするだろう。

　さて、どうしたものか……。

「それにしてもすごいな、そのスキル。マッピングだっけ、便利すぎる」

　僕がネガティブな未来図に溜ため息いきをついていると、エドガーは書き上げた緻ち密みつなマップをしげしげと見て感心していた。

「でも、こんな燃費の悪いスキル、そうそう使えないけどね」

「なんだよ、消費魔力が多いのか？」

　多いなんてものじゃない。苦笑して、くるくる回していたペンを置いた。

「ごっそり持っていかれて、びっくりしたよ。この場所が魔力に満ちているせいか、普ふ段だんよりも魔力回復は早いけど、そうじゃなきゃ目を回していたかもね」

　ダンジョンが巨きよ大だいすぎて地上までは視みえないけど、しっかり三十階層くらいまでは解析できた。マップに起こすのは大変すぎてやらないけど。

「さて、進むにしても……こっちが先かな」

　僕はそこへきて、今まで保留にしてきた問題を解決すべく、傍かたわらでじっとこちらを見ている少女に視線を戻もどした。

　鑑かん定ていの巻物は、チョビに一度だけ使ったことがある。このスキルは、基本的に公共の施し設せつで使われることが多い。

　警備隊、主おもに門番、また国境などの入国審しん査さを行う部署、そして教会、学校、商業ギルド、冒険者ギルドなど、主に素す性じようを調べたり能力値の判断だったりと、その活用は様々だ。スキル持ちの人材が確保できない時は、もちろん巻物である。性能が高くなればなるほど、入手も困難になり価格も跳はね上がるので、ほとんどの施設では基本料金を設定し、鑑定料を徴ちよう収しゆうするようだ。

「鑑定」

　どちらにしても今の僕は巻物いらないけどね。

　少女を前に、僕は魔法陣を展開させた。二枚の縦じゆう列れつ魔法陣、チョビを鑑定した時よりも少し上の魔法陣である。




　魔族

　吸血コウモリ　ＬＶ１（幼生）

　性別　不明




　やっぱり魔族か……てか、コウモリ!?　いや、幼女だよね？

　えっ、人じゃないの？　というか性別不明ってどういうこと？

　僕にだけ見えるステータスボード。他のみんなには、まるで宙を睨にらみつけて一人ツッコミしているように見えるだろう。エドガーなどは興きよう味み津しん々しんで僕の見ている辺りを、しげしげと覗のぞき込んでいる。そんなことしても、他の人には見えないからね。

　外野には構わずに、ステータスを読み進める。

　幼生の頃ころはコウモリの姿で過ごし、成長して魔力が充じゆう実じつすると、進化の過程によっては人型に変化できるようになる。けれど、人種ではない──。

　やっぱりこの子はコウモリってこと？　でも、幼生って書いてあるのに人型だよね。混乱しつつも、僕はその先を読む。

　特とく徴ちようとして吸血により魔力の供給が出来る。

　全体の個体数は多いが、一いつ生しよう涯がい、同じ主人にしか従属できないので、基本的には短命でコウモリの姿で一生を終える者も少なくない。

　人型になることにより特とく殊しゆな能力を発揮する──。

　なるほど、ほとんどが普ふ通つうのコウモリとして終始するってことか。ちらっと少女を見て、僕はなんだか悪い予感、というか面めん倒どう臭くさい予感がしてきた。

「なになに、どうしたの？　この子の正体わかったの」

「コウモリだって」

　アリスのワクワクした問いかけに、僕は極きわめて簡潔に答えた。

　当然ながらアリスはプクっと頰ほおを膨ふくらませた。どう見ても人にしか見えない少女に対してコウモリなんていい加減な返答をしたのだから無理もない。邪じや魔ましちゃだめだよ、と窘たしなめるニーナも、僕が冗じよう談だんを言っていると思っているようだ。

　いやいや、本当の事しか言ってなんだけど。

　でも、うん。もうわかってるよ、この先は読まなくてもたぶん、あれだよ。

　──リュシアンの従じゆう魔ま。

　やっぱりか！　契けい約やくした覚えないんだけど。

　そこで「あ！」と思い当たった。吸血による魔力の供給……、あれか。ここに落ちてくる前に嚙かまれたね、きくらげっぽい生き物に。なんてこった。

　補足。マスター持ちに限り、幼生でも人型になれる個体もいる。ただし魔力が減ると、コウモリに戻る。

　結果的に、人の姿はしていてもコウモリなんだね。

　あと、ステータス数値みたいなものが少し表示された。平常時、すなわち普通のコウモリのときは大した力はないが、人型になると数値が跳ね上がる。要するに吸血によりパワーアップする、みたいなスタイルがこの魔物の特徴なんだね。

　喋しやべらないのは、なるほどコウモリだからなのだろうか？　人型なら、教えれば喋るようになったりするのだろうか。とりあえず今は、この子の知性がどの程度なのかをのんびり調べている余よ裕ゆうはない。

　正体がわかっただけで良しとしよう。少なくとも、刺し客かくや不ふ審しん者ではないことは確認できたのだ。──結論、普通に魔物でした。

　そして新たに従魔になりました。またしても押しかけです。なんなの、こっちの契約ってこんな強ごう引いんな感じなのばっかなの？

　だけど、これでチョビの不可解の行動の謎なぞが理解できた。

　たぶんやきもちだったのだろう。相手が同じ従魔だということで、対たい抗こう心が生まれたのかもしれない。実際、ニーナやアリスと仲良くしていてもチョビは我関せずである。むしろ、ニーナには懐なついている感じさえある。

　もしかして、新入りに僕を独ひとり占じめされたとでも思ったのだろうか。

　あの時は、彼女（？）が従魔になってることに気が付いてなかったので、チョビを邪じや険けんにしてしまったが、ちょっと悪いことしちゃったね。

　なんとなくまだ拗すねてる感じだし、頭に乗ったっきりそれこそ石のように動いてない。ごめんね、チョビ。

　願わくば、従魔同士、仲良くしてほしいけどね。

　さて、この子にも真ま名なはあるけど、やっぱり呼んじゃダメなんだろうな。また名前決めなきゃいけないのか。困ったな、もう思い浮うかばないよ。悪いけど保留だね、今は悠ゆう長ちように悩なやんでいる時じゃないからね。

「とりあえずこの子の正体は分かったし、詳しいことは落ち着いたら話すよ。それであとはここからどう脱だつ出しゆつするか、だけど」

　忘れたふりをしたって、現状は変わらない。新たな従魔を構っていた三人が、急に冷や水を浴びせられたように固まってしまった。

「僕に、考えがあるんだけど」

　まあ、考えっていうか、やけくそっていうか。はっきり言って、作戦でさえない。

「あえて言うなら強きよう行こう突とつ破ぱだ。先頭には僕、そしてニーナとアリスを挟はさんで後ろにエドガー、そんで一気に駆かけ抜ぬける」

　案の定、それを聞いた仲間たちは期待に顔を輝かがやかせた直後、えっと驚おどろいて戸と惑まどったように顔を見合わせた。彼女たちが口を開く前に、僕は矢や継つぎ早ばやに説明を始める。

　エドガーには、風の結界魔法で全員を守って欲しいと頼たのんだ。この魔法は、妹のマノンの魔法の練習の際、散々付き合ったので呪じゆ文もんはばっちりである。エドガーなら属性も魔力も申し分ないのですぐに使えるようになるだろう。熟練度による補正がない分、ちょっと不安だけど何もないよりはマシだ。

「エンカウントしても、ニーナ達は手を出さないで。とにかく結界の外には出ないように注意して」

「ちょ……、ちょっと待って。リュシアンが一人で先頭を受け持つってこと？　そんなのダメよ、私たちも」

　言葉を切ると、ニーナが慌あわてて割って入った。

　そう言われるのはもちろん想定済みである。僕はきっぱりと首を振ふった。

「ごめん、正直に言うと足手まといになる」

　あまりにもはっきりと断られて、ニーナは思わずぐっと口を噤つぐむ。私もっ、と続こうとしていたアリスも、中ちゆう途と半はん端ぱに口を開けたまま固まった。

「というか、連れん携けいが出来る状態じゃないんだよ。おそらく相手は格上……それも、馬ば鹿かげた差のある相手だと思う。普通に考えたら、敵かないっこない相手なんだ。だからまともに向かい合ったら、たぶん……」

　一いつ瞬しゆんで屠ほふられるだろう、と。

　対たい峙じすることが、すでに危ないんだと正直に言うしかなかった。

　もちろん、ニーナ達だって舐なめていたわけではないが、実際にマッピングした僕は、その危険性をまさに肌はだで感じていた。

　そこで思いついたのがチョビの無差別薙なぎ払はらい大作戦。プラス、僕の手加減なしのネタ魔ま法ほう陣じんによる攻撃魔法だ。ここではなぜか巻物を使わなくてもいいし、魔力の回復も馬鹿みたいに速い。なので僕が今までに仕入れたネタのようなトンデモ魔法と、チョビの無差別魔法でブルドーザーのように進んでいこうと、こういう作戦なのだ。

　もはや作戦と呼ぶのもおこがましいほどの力押しだ。

　でも、これしか手がない。普通に渡わたり合った時点で、敗北が決まる。相手がどんな攻撃をしてきたにしろ、こちらは一発ＫＯ間ま違ちがいなしなのだから。

　目が合う前に薙ぎ払う。相手を確認するまでもなく、襲おそい掛かかられる前に先手必勝、オーバーキル上等でいくしかない。もしかしたら相手は、チョビよりも、そしてチートを駆く使しした僕よりも強い可能性さえある。そうなったら、それこそもう諦あきらめるよりない。

　もとよりそういう一か八かの賭かけだった。

　全員あっけにとられる中、僕は心の中で盛大なため息をついた。

　魔力はともかく、気力が続くかな……。




　結局、他に手がない以上、僕の提案した問答無用ゴリ押し殲せん滅めつ大作戦が、やむなく全員一致で決定した。僕たちは、入念な準備をして空白地帯を出ることにした。

　とにかくここからはノンストップである。マッピングのおかげで、迷路のような道も巧こう妙みような罠わな部屋にも惑まどわされることなく、下り階段を目指してひたすら進んでいった。

　チョビには振しん動どう系の重力魔法と、爆ばく発はつ系魔法攻撃を禁止した。ここは洞どう窟くつのようなダンジョンなのだ。そんな無茶をして天てん井じようが落ちでもしたら一大事である。僕も、衝しよう撃げきが入るような攻撃には注意を払いながら、チョビと一いつ緒しよになって全体魔法を惜おしみなく披ひ露ろうすることにした。

　火と土と風の特殊複合魔法、メテオトルネード。

　巨きよ大だいな魔法陣が岩いわ肌はだを照らすと、逆巻く炎ほのおが砂すな粒つぶをたっぷり孕はらんで暴れまわり、屯たむろっていた数十匹ぴきものモンスターを舐め取るように巻き込んだ。あっという間に竜たつ巻まきの形をした灼しやく熱ねつがすべてを焼やき払い、黒い塵じん芥かいとドロップ品をまき散らす。

　ここは回かい避ひ不可能のトラップルーム。いわゆるモンスターを全ぜん滅めつさせないと先に進めない仕様の部屋である。できれば避さけたかったが、地図のどこを通っても必ず一回は遭そう遇ぐうするようになっているのだ。

　次々湧わいてくるモンスターは、吸い寄せられるように侵しん入にゆう者の周りにわらわらと近寄ってくるので、片かたっ端ぱしからオーバーキルの魔法で薙ぎ払っていく。なにしろ打ち漏もらしでもしたら、その時点でジ・エンドだ。出し惜しみをしている余裕はなかった。

　思いつく限りの魔法陣を展開し、手当たり次第に発動した。確かに僕は、魔力量が多いし魔法レベルを無視して上級魔法を行使できる。でも、やはりトンデモ魔法は必要とする魔力量も尋じん常じようではなかった。

　ぎゅんっ！　と魔力量が激減して、次の瞬間にはみるみる急速に回復して、またぎゅんっと魔力を奪うばわれる。これを断続的に繰くり返すので、まるで船に乗っているような、或あるいはエレベーターに乗ってるような、そんな浮ふ遊ゆう感がのべつまくなし襲ってくる。

　ちょっと、いや……かなり酔よってきた。

　それでも先に進むしか手はない。僕は、自分のことでいっぱいいっぱいで、そのとき後方で何が起こっていたのか知る由はなかった。
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　これからモンスターハウスに入るとリュシアンに注意を促うながされたので、ニーナたち三人は異様な緊きん張ちように包まれた。唯一、平気そうにしているのはニーナに手を引かれたコウモリ少女だけである。空白地帯を出て数分、すでに何度もエンカウントして、どれだけの屍しかばねを越こえてきたかわからない。モンスターハウスは、即すなわち罠なのだ。密室に閉じ込められて、わんさと出しゆつ没ぼつする敵をすべて倒たおすまで出ることができない。細い迷路で、不意打ちによる各個撃げき破はという優位が成り立たないのだ。ここから始まる乱戦を覚かく悟ごした後方組、ニーナ、アリス、エドガーは、いざとなれば援えん護ご、参戦すべくそれぞれの武器を構えた。

　けれど、緊張のまま突とつ入にゆうしてすぐ、彼女たちは起こる事象をただ呆ぼう然ぜんと眺ながめるだけに終始することになる。

　無数の魔法陣があたりを照らし、次の瞬間には炎や雷かみなりがビカビカ光っては、魔ま物ものたちが紙切れのように吹ふっ飛び、時に断だん末まつ魔まのような雄お叫たけびが響ひびき渡る。

　いつもは「可愛い」担当のチョビも、めちゃくちゃ張り切っていた。なにしろ、いつもはスキルを使うとだいたい怒おこられるのに、今回に限っては手加減なしで吹っ飛ばしても褒ほめられてしまうのだ。それにさっき𠮟しかられた面めん目もく躍やく如じよ、いいところをたっぷり見せないと！　と、思ったかどうかはわからないが、伝説の魔ま獣じゆうベヒーモスが容よう赦しやない火か炎えん攻撃と、氷結攻撃を繰り出していた。

「あはは……、なにこれ。ひどいね」

　もう笑うしかない。ニーナとアリスは、預かったコウモリの少女の手を引いてひたすら遅おくれないようにと、先頭を行く少年の背中を追うのに必死である。最さい後こう尾びのエドガーは、笑ったような引きつったような表情で思わずポツリと呟つぶやいた。

「チョビとリュシアンを敵に回すって、ホント命知らずだよな……」

　自分の母親がどういう人物を敵に回しているのか、本当の意味で知った瞬間である。もちろん今回の無む双そうはいろんなイレギュラーが重なってはいるが、それでも本来、くだらない王位争いなんかで命を落としていいような玉ではないと、エドガーは改めて思ったのだった。

　進んでいく道筋には、黒くろ焦こげの魔物が累るい々るいと転がっていた。

　はっきり言ってこの魔物たちからすれば、出会いがしらの事故に遭遇したようなものだろう。ちょっと同情しつつも、アリスはふと思いついたように、前を歩くニーナの袖そでを引っ張った。

「ねえねえ、姫ひめ様さま。ちょっと協力してよ」

「どうしたの？」

　相変わらず、前方ではビカビカと閃せん光こうがいななき、魔物の集団が一瞬にして氷結し、次の刹せつ那なには灼しやく熱ねつの炎に踊り狂い、竜巻に弄もてあそばれるというフルコースの歓かん迎げいを受けている。そんな中、列の真ん中を陣じん取どるアリスは、すぐ前のニーナに短く耳打ちをしていた。

　身を屈かがめてそれを聞いたニーナは何度か頷うなずき、やがて形の良いその唇くちびるの端を、面おも白しろいことを聞いたようにニッと引き上げた。二人は顔を見合わせて、意見の一いつ致ちを確認すると、ぐっと親指を立てる。

「姫様は大物をお願い。私、ちっさいの担当する」

「了りよう解かい。でも遅れないでね、リュシアンの邪じや魔まになっちゃうわ」

「大だい丈じよう夫ぶ、そんなヘマしないから。エドガーも、ちゃんと守ってよ」

「お前ら……何やってんだよ、𠮟られても知らないからな」

　ひたすら魔物を蹴け散ちらす先頭の一人と一いつ匹ぴきの後ろで、女子たちは何やらごそごそと忙しそうである。もちろん戦せん闘とうの邪魔にならないように細心の注意を払って。後ろを守るエドガーにちょっとだけ、コウモリの少女を預かってもらってはいるが。

「その時は一緒に怒られてね、エドガー」

「なんでだよっ、やだよ。あいつ、怒るとしつこいんだぜ」

　どうやらここ数日のギクシャクが、わりとトラウマになっているらしい。エドガーはぶつぶつ文句を言いながらも、うっかり彼女たちが援えん護ご魔法の庇ひ護ごから外れないようにと、注意深く結界を張りながら最さい後こう尾びを守っていた。
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　果たしてどれぐらい進んだだろう、ようやく下り階段を見つけた。例の、ボスらしき魔ま力りよく反応のある階層へいくものだ。

　もちろん、その魔力反応はボスモンスターではなく宝物や装備なのかもしれない。ただ示されている魔力量や存在する位置から考えるに、その可能性が高いということだ。

　興味は尽つきないが、今回はそれを確認するつもりはなかった。

　下手へたに扉とびらを開けて、万一部屋に閉じ込められたあげくボスを倒さないと云うん々ぬん、などということにでもなったら目も当てられない。

　僕達の目的は、あくまで部屋の前にある転移装置なのだ。

「大丈夫かよ、リュシアン？」

「うぷっ……だ、大丈夫。あとちょっと」

　ボス（仮）部屋までの一直線、石像っぽいやたら頑がん丈じようなモンスターが並んでいて、それを退しりぞけるのにかなり苦労した。あれかな、ゴーレムってやつ？　単調な物理攻撃しかしてこなかったので危機的状じよう況きようにはならなかったが、とにかく硬かたい奴やつだった。きっと効率的な倒し方があるんだろうけど、強ごう引いんに魔法で押し切ったので非効率に過ぎた。

　うう、魔力ヤバイ。それと何がきついって、魔力の増減に酔うのが辛つらい。荒あら波なみに浮うかぶ小こ舟ぶねのごとく、上下左右に揺ゆすぶられているようなものなのだ。

　やがて大きな扉の手前までくると、先ほどまでしつこく襲ってきた石像が姿を消した。たぶんこの辺りは空白地点なのだろう。そして、そこには薄うす闇やみにぼんやりと浮かび上がる魔法陣があった。

　──転移装置だ。

　着いた……、僕は思わず座り込んでしまった。

「き、気持ち悪……、酔った」

「おい、本当に大丈夫かよ。ほら、つかまれ！　少し休めと言いたいが……」

　手を差し出したエドガーは、そう言って僕を起こした。わかってるよ、こんなところでグズグズしてるわけにはいかない。情けなく笑っている膝ひざを𠮟しつ咤たして、僕はなんとかすぐに立ち上がった。

　横でごちゃごちゃやっていたニーナとアリスも、僕が倒れ込んだのに驚おどろいて駆かけ寄ろうとしていたが、その直後、何かに驚いたように足を止めた。

「リュシアン！　ねえ、この子ちょっと様子が」

　ニーナの声に、全員の視線が集まる。

　チチ、チ……。

　それはコウモリの少女の異変だった。急に上を向き、まるで頭のてっぺんから出すような声を出したのだ。赤く小さな唇が、数回パクパクと空気を吐はくように動く。やがて宙を見ていた少女は、くるっと踵きびすを返し僕の方へ歩いて来た。

「……アン、リュ……ン聞こえ、か……チチ」

　そして、驚いたことに今度は急に男の人のような声を出したのだ。

　──え？　この声って、まさか。

「エ、エルマン様？　えっ、本当に？」

　思わず船ふな酔よい（……ぽい）も忘れて、僕は少女に詰つめ寄った。

「な……で、こっちに、大丈……なのか、たくディリィは……てっ…ん」

　電波の悪いトランシーバーのように聞き取りにくい声が、ブツブツと途と切ぎれながら少女の口から聞こえる。合間に時々、チチッと高い小鳥のような音が混じるのは、この少女の声だろうか？

「エルマン様……？　もしもし」

　問いかけてみるが一方通行のようだ。向こうの声は聞こえるのに、こちらの声は聞こえてないようである。ただ僕達がどこにいるのか理解しているようにも思えた。

「なに、この声どういうことだ？　兄上なのか、おいっ」

「ちょ……こら。エドガー、乱暴にしないで」

　兄のエルマンの声に気が付いて、いきなりエドガーが横から割って入ってきて、少女の肩かたを引き寄せるように摑つかんだ。

「チチ……モリはちゃ……届いて、いや……よりも早く、そこ出」

「あ、兄上ッ！」

　エドガーの問いかけも空むなしく、声はそこでいきなり途切れた。

　少女はピタッと口を閉じ、いきなりクタクタと座り込む。慌あわてて僕が支えると、すぐに顔を上げて何度かゆっくりと瞬まばたきした。すると、驚いたことに見ている傍そばから瞳ひとみが黒から薄うすい青へ一いつ瞬しゆんで変化したのである。

　そして──。

「えっ、わっ？」

　ポンッといきなり視界を奪われた次の瞬間、目の前に現れたのはひらりと舞った黒い物体。とっさに手のひらで掬すくうと、それは例のきくらげ状のものだった。もぞもぞと動くそれを改めてみると、ビロード状の胴どう体たいに、薄い皮ひ膜まくのような羽が生えている。

　ああ、本当にコウモリだ。最初に僕に嚙かみついた子に間違いないね。

　岩に張り付いていたり、目にもとまらぬ速さで飛びかかってきたり、服の中に潜もぐり込んで来たりと、まともに姿を見ることができなかったがここでようやく確認できた。

　魔力を使い過ぎて目を回しているコウモリに、エドガーは諦あきらめ悪く話しかけているが、もうエルマン様の声が届くことはないだろう。このコウモリの事を何か言っていたようだし、この子をエルマン様が寄よ越こしたのは間ま違ちがいなさそうだ。

　鑑かん定ていで確認したステータスにも、人型になると特とく殊しゆな能力がどうのという件くだりがあったから、いずれこの子の能力で通信できるということなのかもしれない。どちらにしても、もともと幼生では人型にはなれないとあるし、通信が切れたのも、もしかしたら単にこの子の力が足りなかっただけかもしれない。

　ここへ来て、このダンジョンの正体がおぼろげながらわかった気がする。いや、もちろん名めい称しようはマップにある通りなんだろうけど、そうではなく、ここが僕たちのいた世界とは違ちがう場所かもしれないという可能性である。

　僕は、エルマン様がどこか違う世界、異界に存在しているのを知っている。なのに、先ほどの通信では、その存在をすごく近くに感じた。そしてエルマン様もそれを感じて動どう揺ようしているようだった。

　……あれ？　エルマン様といえば、誰だれか知らない名前を口にしていたよね。

　ディリィって、誰のこと？
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　魔ま法ほう陣じんがぼんやりと闇やみを照らす空白地帯の物もの陰かげに、二つの影かげがあった。

　その影が見つめる先、そこには年若い少年少女がワイワイとさんざめいていた。その足元には、大きな魔法陣。その中の一人が、大きな地図のようなものを広げて辺りを確認していた。ふと、少年がこちら側を窺うかがうように振ふり向いた。

　しばらく探るようにじっと見つめていたが、すぐに視線を地図へと戻もどした。もしかしたら魔力を探知したのかもしれないが、そこここに転がる遺物や魔力を含ふくんだ道具だとでも考えたのか、それ以上はこちらに注意を払はらうことはなかった。

　やがて、少年少女たちが順に魔法陣に飛び込んでいった。思わず影の一つが、たまらず足を踏ふみ出しそうになったが、すぐに思い直したように再び身を潜ひそめる。

　気配が動いたのに気が付いたのか、先ほどの少年がこちらを振り向いたが、すぐに気を取り直したように皆みなに続いて魔法陣に飛び込んだ。彼らの状況からして、おそらく脱だつ出しゆつを最優先にしたのだろう。

　あたりは一気に温度を下げたようにシンと静まり返った。

　ほどなくしてコツコツと硬い靴くつ音おとと、獣けものの蹄ひづめのような足音が、静せい謐ひつな空間にゆっくりと響ひびいた。例の二つの影は、揃そろって魔法陣に向かって歩いて行き、ぼんやりと辺りを照らすその光によって、人と、獣、その姿を闇に浮かび上がらせた。

「私の可愛いぼうや、……あんなに大きくなって」

　艶つややかな銀ぎん髪ぱつを背に流した碧みどり色の優し気げな瞳ひとみをした女と、輝かがやく鱗うろこを身に纏まとわせ、馬のような蹄を持つ不思議な獣の姿がそこにはあった。

「さて、私たちも脱出しないとね」

　長い銀髪を手で押さえつつ魔法陣を覗のぞき込む女性を、すらっとした馬のような四し肢しを持つ獣は、なにか言いたげな顔でじいっと見上げる。

「わっ、わかってるわよ。今回の事は私が悪かったわ。だってしょうがないじゃない、会いたかったんですもの……可愛いあの子に」

　まるで人間のように、その獣が深い溜ため息いきをつく。

「怒おこってないよ、ボクは。怒ってるのは、彼でしょ」

「……やっぱり怒ってるかしら？」

　無情にも、獣がこくりと頷く。

「彼だって、会いたいのを堪こらえてるんだ。こんなことになるかも、だからね」

「わかってるわよ、そんなにいじめないでよ」

　女性の年の頃ころは二十代前半くらい。細身で色白、瞳は透すき通るような碧。少しとがった耳を持ち、艶やかな銀髪を背に流している。身体からだのラインそのままの長衣には深いスリットが入っており、長くしなやかな足が時折見え隠かくれしていた。

　そして傍かたわらの獣は、二本の細長い角を持ち、シルエットは馬のようではあるが、その背は一面びっしりと鱗で覆おおわれている。たてがみは金色で、頭はまるで竜りゆう種である。

「キミの懇こん願がんに負けたボクも悪いけどね。あの時、慌てて後を追って飛び込んだはいいけど、あの子が大暴れしてくれなかったら、今いま頃ごろは魔ま物ものの餌えさだったよ」

「だから反省してるわよ、ほんとうよ！　でも、彼になんて言い訳したら」

「言い訳なんかせず素直にゲロッちゃったら？」

「……あなた本当に神しん獣じゆう？　最近、本当に口が悪いわよ。というか、また勝手に界渡わたりをしたわね」

　──ぎくっ！

　それまでどこか余よ裕ゆう顔だった獣は、にわかに慌てふためいた。

「ボ、ボクは視察で回ってるんだ。断じて遊びに行ってる訳じゃないよ」

「どうだか……、変な影えい響きようばっかり受けてくるんだから」

　女性はちょっと溜りゆう飲いんを下げたのか、ようやく帰る決意を固めたようだ。

「ところであの子たち、ちゃんと元の場所へ帰れたかしら？」

「大だい丈じよう夫ぶでしょ、無意識だけどあの子は最初から自分の力で渡って来たからね」

　魔法陣を使っただけでは普ふ通つうはここのスタート地点へ戻ってしまう。でも、彼らなら望む場所へ帰っているだろう、と神獣と称しようされた獣は断言した。

「確かにそうね、あれは貴方の力じゃなかったもの」

「うん、ボクが作った歪ゆがみに影響されたとはいえ、あの人数を渡したんだから、やっぱりあの子はすごいよ。神獣のボクだってもっと制限あるからね」

　そして、思い出したように付け足した。

「そういえば、あの子たちを追って来ようとした人、誰だったんだろうね」

　おそらく、ゾラの事である。けれど、これ以上不確定要素を侵しん入にゆうさせたくなかった彼女たちは、咄とつ嗟さに彼の邪じや魔まをして自らが飛び込んだのだ。

　たぶんその直後、歪みは解消されてゾラは巻き込まれなかっただろう。

「さあ、怒られに帰ろうか」

「……憂ゆう鬱うつだわ」

　女性とその獣は、観念したように魔法陣へと次々に飛び込んだ。

　にわかに静まり返った暗くら闇やみは、まるで最初から誰もいなかったように、ただほのかに光る魔法陣だけがぽっかりと浮うかび上がっていた。








第三章　ダンジョン準備編






　数日後、僕達は船旅を経へて無事に学校へ着いた。

　港町へ続く街道近くの岩場で姿を消してちょうど二時間後、血ち眼まなこになって付近を捜そう索さくしていた護衛やゾラによって発見された。まさに姿を消した、その場所で。

　あちらでのことは、あまり覚えてないと説明した。

　説明をしても信じてもらえないような出来事だし、下手へたをすると王様やこの地を領地とする貴族を巻き込む大おお騒そう動どうになるかもしれない。それにその場所をいくら調べたところで十中八九なにも出てこないだろう。いまだ状じよう況きようを完全に把は握あくしていない僕も、それだけは確信していた。

　それに、ゾラの報告。

　僕達が岩いわ陰かげの歪ゆがみに吸い込まれた後、ゾラは慌あわてて後を追おうとしたらしいが、背後から強く押されて地面に投げ出されたという。その時、振ふり向きざまに不ふ審しんな人物を見たと証言した。はっきりとは確認できなかったらしいけれど、髪かみの長い女性と、見たこともない獣けものの姿だったということだ。

　それを聞いて、僕はエルマン様が漏もらした名前を思い出した。

　──ディリィ……って人かな？

　ともかく、あの大冒ぼう険けんは四人の秘密になった。

　内ない緒しよにしなくてはならない理由はないが、さっきも言ったように信じがたい話だし、無理に信じて欲しいわけでもない。第一に一番混乱して戸と惑まどっているのは僕達自身なのだ、これ以上の余計な騒動は勘かん弁べんして欲しかった。

　そんな曖あい昧まいな落着に、当然ゾラは納得していない様子だったが、僕達の疲ひ労ろうを慮おもんぱかってかそれ以上詮せん索さくすることはなかった。

　もちろん隠おん密みつを通して王都や実家には連れん絡らくが行くだろう。だが結局のところ、要約するとたったの二時間、姿が見えなかっただけなのだ。事実、消えるところを目もく撃げきしなかった者は、岩の隙すき間まに落ちて姿が見えなくなったという証言にも疑ぎ心しん暗あん鬼きであった。

　なにより僕達は、何事もなかったように戻ってきた。不可思議な神かみ隠かくしではなく、ただの迷子くらいの認識の者もいたかもしれない。

　本人たちにさえ謎なぞ多きこの失しつ踪そう事件、今いま頃ごろゾラは王様にどう報告しようかと頭を悩なやませているに違ちがいないが、取りあえずは解決ということだろう。

　それから数日が経たった今、僕達はようやく日常へ戻って来たのだと実感することができたのだった。




　僕は、寮りようの部屋で一人唸うなっていた。

　先日、押しかけ従じゆう魔まとなった吸血コウモリの命名。それが苦く悩のうの正体である。

　チョビにしたところで、小さいからチョビにした。そんなネーミングセンスしか持ち合わせていないというのに、またもやこんな難題が飛び込んできたのだ。

「うーん……、うーん」

　机に置いた籠かごに収まっている真っ黒なコウモリを前にして、すでに僕はかれこれ三十分ぐらい頭を悩ませているのだ。

「やっぱり女の子っぽい名前かな？」

　性別不明とあったが、人型になった姿はどう見ても女の子だった。

　女の子の名前かぁ、余計に悩む。それに、コウモリにポチとかタマはないよね。

　黒いから、クロ？　いやいや、チョビだって黒いよ。……って、なんかウチの従魔、みんな真っ黒だね。それになんだろう、モフモフ系にはまったく縁えんがない。チョビはゴリゴリだし、この子は超ちよう嚙かみつくし。

　そんな時、ドアがノックされた。

「入っていいかーっ？」

　ノックと共に部屋に入って来たエドガーに、僕は呆あきれたように振り向いた。

「……エドガー、入ってから聞いたら意味ないよ」

「固いこと言うなよ。なんだよ、まだ悩んでるのか？」

　寮の部屋は、教養科のⅢまでは四人部屋、Ⅳからは二人部屋か、または希望者は一人部屋となる。今年からⅣクラスの僕は親の希望もあって、一人部屋の方へ越こしてきたばかりだった。どうやら隠密を抱かかえる事情も加味されて許可されたようだ。ちなみにエドガーは今年Ⅲなので、引き続き四人部屋である。

　そのこともあって、こうしてちょこちょこ潜もぐり込んでくるのだ。もっともエドガーは四人部屋も悪くないと思っているらしく、それはそれで楽しんでいるようだ。

　新たに従魔となったコウモリは、羽を畳たたむと拳こぶしくらいの大きさである。草木で編んだ小さな籠の中に、大人しくちょこんと座っている。エドガーが覗き込むと、小さな青い瞳ひとみがパチパチと瞬まばたきしてそちらを向いた。

「こいつ、普ふ段だんは青い目なんだな」

「みたいだね。どうやら魔ま力りよくが充じゆう実じつすると……というか、お腹がいっぱいになると黒くなるみたいだよ」

「お腹いっぱいってなんだよ、また嚙かまれたのか？」

「……チョビと一いつ緒しよに野菜を与あたえたりしたんだけど、食べないんだよね」

　それで、血を与えるしかなくなってしまう。

　この子のごはん、まさか吸血のみとか言わないよね？　コウモリを前に、僕は頰ほお杖づえをついて深い溜息をつく。吸血されるといっても大した量ではないけれど、魔力供給の為ためならまだしも、食事までその方法でしか摂せつ取しゆできないとか困るよね。

　ちなみに魔力を与えてみたが、あの時のように人型にならなかった。単純に魔力の量が足りないのか、あの時の方が特とく殊しゆだったのか。

　コンコン。

　再び来客を知らせるドアを叩たたく音がした。

「ん？　誰だれだよ……今ってまだ休きゆう暇か中だろ、このフロアーって人いないよな」

　エドガーの問いかけに、僕も怪け訝げんに思って頷うなずく。

　今はまだ休暇中だ、ぼちぼち生徒たちは学園に戻もどっては来ているが、個室エリアのこのフロアーの住人はまだ誰も帰ってないはずだった。

「はぁーい、差し入れ持ってきたわよ」

「ッ！　……あだっっ!?」

　扉とびらを開けようとノブに手を掛かけたエドガーは、勢いよく開いた扉に激げき突とつした。訳が分からないうちに顔面を強打されて、よろよろと後あと退ずさって尻しりもちをつく。

「あら、何かにぶつかった？」

「このっ、ぶつかった？　じゃねぇよ、危ないだろうが！　了りよう解かいもなく開けるな」

　それ、エドガーはひとの事言えないよね。

　呆れたように突つっ込みながらも、扉の向こうから現れた珍ちん客きやくに驚おどろかされた。

「ちょっ？　……ニーナ、ここ男子寮だよ」

　そう、来訪者の正体はニーナとアリスだったのだ。たっぷりのフルーツを入れたバスケットを両手に抱かかえて、部屋の入口から手を振ふっている。アリスの方はちょっと腰こしが引けているのか、ニーナの後ろから遠えん慮りよがちに覗のぞき込んでいた。

「いいのよ、まだ寮生もほとんど戻ってないし、ここのフロアーにリュシアンしかいないことは確認済みよ。現に、ここまで誰にも会わなかったわ」

「いいわけあるかっ！　帰れよ」

　ぶつけた鼻を押さえつつ、エドガーはひどくご立腹だ。

「あら、まだ名前悩んでるの？　これ差し入れよ、ここに置くわね」

「無視すんなよ！」

　エドガーの制止もするりと躱かわして、ニーナは部屋の真ん中にあるテーブルに手て土産みやげのバスケットを置いた。僕が、いまだにコウモリを前に机に向かっているのに気が付いて、ニーナはすぐに傍そばに寄ってきた。アリスもそそくさとニーナについてくる。

　エドガーは不ふ貞て腐くされたように扉を閉めて、テーブルに置かれたバスケットに手を突っ込むと、適当に摑つかんだフルーツを八つ当たりのように丸齧かじりしている。

「なかなかピンとこなくてさ。いい案ないかな」

　あとで談話室に移動すればいいかと考えて、僕を悩ませている最大の問題を彼女たちに相談することにした。

「そうねぇ、でもやっぱりリュシアンが考えないとダメじゃないかしら」

「私も従魔なんて持ったことないし……」

　なにかヒントはないものかと思ったのだが、ニーナとアリスはすぐに首を振ってそう答えた。そうだよね、自分で決めないと意味がないかもね。

「ねぇ、あんまり悩んでも煮に詰つまっちゃうだけだし、お茶にしましょうよ」

「さっき外出して果物買って来たんだ、食べようよ」

　要するに彼女たちは、おやつのお茶を僕にねだりに来たわけだ。でも、確かにちょっと気分転てん換かんしたほうがいいかもしれない。

　先日の帰省の際に、実家の庭師のクリフにたくさんハーブを持たされていたので、こっちに着いてからいくつかブレンドしてある。缶かんに移しておいたそれら茶葉と、ティーカップが並ぶ棚たなからセット一式を取り出して、さっそくテーブルへ持ってきた。綺き麗れいに整えられたティーセットと豊富な茶葉に、女子二人が感かん嘆たんの声を上げる。

「お茶の種類がいっぱい。さすがリュシアンね！」

　ニーナのヨイショに苦笑しつつ、僕はフリーバッグから一枚の巻物を取り出した。例の簡略化した水を出す魔ま法ほう陣じんだ。

「あれ、リュシアン巻物使うの？」

　瓢ひよう簞たんの形をした魔法陣が展開して、金属製のポットいっぱいに水が注がれた。それをコンロの火にかけながら、アリスの問いかけに顔を上げる。

「戻ってきたら、巻物なしの発動は出来なくなってた」

　というか、元の状態に戻ったのだろう。理由はわからないが、いくつもの特別な条件が重なったなどの特殊な状態だったのだろう。

　ティーポットに茶葉を入れてお湯が沸わくのを待っていると、ニーナとアリスは何かを期待するようにじぃーっと僕を見つめていた。その横では、相変わらずエドガーがむしゃむしゃと果物を食べている。

「あ、はいはい。夕食にひびかない程度にしてね」

　再びフリーバッグに手を入れ、焼き菓が子しがたっぷりと入った丸い缶を取り出した。実家で大量に焼いていたのを彼女たちはちゃっかり目撃していたので確信犯である。

　差し入れのフルーツもいくつか切り分けて、さらに新作のプリンも追加してテーブルに並べた。これは昔ながらのプリンというやつだ。蒸して作るやつね、めちゃ簡単。

「わぁ、美味おいしそう。ここに来ればお菓子があると思ったのよ」

「なんだ、たかりに来たのかよ」

「あら、ちゃんとフルーツ持参で来たでしょ」

　さっきからエドガーがバクバク食べているやつだ。指を指されたエドガーは、ふーんと素知らぬ風でそっぽを向いた。

　その様子を苦笑しつつ眺ながめて、僕は全員分のカップにお茶を注いだ。思い思いに椅い子すに座ったところで、バスケットの中の果物を覗き込む。名前や姿は微び妙みように違うが、バナナや林りん檎ご、オレンジ、葡ぶ萄どうに桃もも。結構、豊富な品しな揃ぞろえである。先ほど切ったのは林檎である。

　桃やメロンが好きだったが、残念ながらメロンはなさそうである。やっぱりこちらでも高級食材なのだろうか？　ぼんやり考えながら、何気なく桃を手に取る。少し大きめではあるが、確かに匂においも桃だった。

「……それにね、相談もあったのよ」

　お茶に口をつけて、ちょっとだけ気おくれしたようにニーナが言った。アリスも横でうんうん頷いているので二人で相談したかったのだろう。さっきまで突っかかっていたエドガーも、その言葉に「あっ……」と何かを思いついたように顔を上げた。

「なに、エドガーも知ってるの？」

　桃は切って食べたほうがいいかなとか考えながら、僕はニーナの相談とやらに興味をひかれてそちらを向く。

　すると、ビュッと何かが目の前を横切って、桃を持つ手に微かすかな重みが加わった。次に見た時、桃が真っ黒で思わず手を離はなすところだったが、すぐにその正体に気が付いた。

「えっ？　……な、なにを」

　さっきまで籠の中にいたコウモリだった。両手をいっぱいに広げて、大きな桃に張り付くようにしてしがみついていたのだ。

　薄うすい羽の先についている鍵かぎ爪づめでしっかりと桃にしがみつき、コウモリはくるっと首を巡めぐらせて僕を振り向いた。青いビーズみたいな瞳が、くるくるっと瞬きするように何かを窺うかがっている。

「ああ、食べてもいい？　ってことかな」

　僕が「いいよ」と頷くと、無表情なはずのコウモリの顔に満面の笑みが浮うかんだ気がして、すぐに小さな口を精せい一いつ杯ぱい開いて桃にかぷっとかぶりついた。血のように水分だけ吸うのかと思ったら、結構ふつうに啄ついばんでいる。よっぽど美味しいのか、ほとんど頭を桃の中に突っ込んで食べ進んでいった。

「なんだ、主食は血ってわけじゃないのか」

「少なくとも、食事が吸血のみってわけじゃなさそうだね」

　エドガーに答えながら、僕は心の底から安心した。おそらく魔力供給には吸血が必須なんだろうけど、これで食事に悩なやまされることはなさそうだ。あとは桃以外も食べられるかどうかを試していけばいい。

　そういえば元の世界のコウモリも、フルーツを食べる種類がいたような気がする。そうか、なんとなく見た目でフルーツ＝コウモリと繫つながらなかったな。

「そうか、桃か……」

　思わず呟つぶやいた僕の目の前に、ニーナが両手を差し出した。なんだろうと思ったが、期待のこもった目で桃にしがみ付くコウモリを見ていたので、手に持っていた桃をコウモリごとそっと手て渡わたした。ニーナの手の上で必死になって桃にかぶりついているコウモリを、アリスやエドガーたちも一緒に覗き込んでいる。

「ペシュ……、ペシュってどうかな？」

　昔食べた桃を使ったケーキの名前を思い浮かべ、その名が口をついて出た。フランス菓子のお店だったから、フランス語かな？

　響ひびきも可愛いし、いいんじゃないかと思った。他のフルーツも食べるかもしれないけど、脇わき目めも振らず真っ先に飛びついて来たほどだ。きっと大好きなんだろう。

「へぇ、いいんじゃない？　ね、どうかなペシュ」

　ニーナは桃を抱えたまま、首を傾かしげるようにコウモリに問いかけた。それまで一心不乱に食べていたコウモリは、頭を上げて「あれ？　誰」とニーナを見上げてから、慌あわてて僕の方へ飛んで来た。

「ああん、なんで行っちゃうのーっ」

「うわっ！　ちょ、待って」

　制止も空むなしく、ピチャッ！　と、桃の果か汁じゆうでベタベタになった手足を広げて僕の顔に張り付いた。慌てる僕を他所よそに、そのままよじよじと上へ登っていったが、なぜかすぐにスゴスゴと降りてきた。

　あ、チョビと目が合っちゃったかな？

「ほら、こっちにおいで」

　手を広げると、またもやピチョッと果汁をまき散らして着地した。

「ペシュ、お前の名前はペシュだよ」

　改めて命名すると、コウモリは青い瞳ひとみをくりくりさせた。表情はわかりにくいが、どうやら気に入ったようである。前ぜん肢しでもある羽をパタパタと嬉うれしそうに動かしている。

　──か、果汁が……。

「ほら、リュシアン使って」

　アリスがポットのお湯でハンカチを濡ぬらしてくれたようだ。その横には、先ほどの恰かつ好こうのままで桃を持ったニーナが待機している。

「ありがとう、アリス。ほらペシュ、もっと食べておいで」

　お礼を言ってハンカチを受け取り、ペシュをニーナの方へと移した。ちょっとこちらを気にしつつも、ペシュは再び桃を食べ始めた。

「そういえば、この子って人型にならないの？」

　ニーナとアリスは飽あきもせずペシュの食事風景に釘くぎ付づけである。動物がなにか食べてる姿って、なんか可愛いよね。

「みたいだね、僕も吸血で人型になるのかと思ったけど、そうでもないみたい」

　受け取ったハンカチで顔と手を拭ふきながら、ようやく落ち着いて椅子に腰かけた。すこし冷めてしまったお茶に口をつける。

「あの場所がどこだったかはともかく、僕の魔法陣と同じで、なにか影えい響きようを受けていたのかもしれないね。だけど成体になれば、いずれは人型に変化出来るようになると思うよ」

「そっか……、でもこの姿も可愛いよね」

「うん、可愛い。私も、従じゆう魔まが欲しくなっちゃった」

　女の子の可愛いはよくわからない。いや、もちろんペシュは可愛いけど、一いつ般ぱん論としてコウモリってどちらかというと嫌きらわれてるような印象があったから。

「それで、ニーナ。さっき言いかけてたことってなに？　ほら、相談がどうのって」

　その問いかけに、ニーナが少しだけバツの悪い顔をした。

「……さっき町に行ったって言ったでしょ。あれね、実はちょっと冒ぼう険けん者ギルドに行っていたのよ」

　お腹いっぱい食べたペシュが、ニーナの持つ桃からこちらへ飛んできた。それを先程のハンカチで受け止め、果汁だらけの身体からだを丁てい寧ねいに拭いてあげると、ペシュはそのままぴょんと肩かたに飛び移って、首に掛かかる髪かみの合間に隠かくれるようにして身を丸めた。どうやら、ペシュの定位置はそこと決めたようである。

　僕は、ニーナの話を促うながすように「それで？」と吞のん気きにクッキーをつまむ。

「それで……ね。ほら、例のダンジョンの戦利品をね、ギルドに……」

　ゴトリと、おもむろにテーブルに載のせたのは、僕の腕うでほどはありそうな、何か巨きよ大だいな魔物のツノだった。小さなポーチから、手品のようににょっきり出てきた。

「んっ？　そっ、ごほっ、ぐッ」

　驚いて喉のどを詰つまらせた僕は、待ち構えていたようなエドガーが差し出したお茶を、慌てて摑つかんで一気に飲み干した。三人とも、僕の反応はある程度予想していたようだった。

　エドガーは「やれやれ」と頭をかいているし、ニーナとアリスは𠮟しかられる前の子供のように上うわ目め遣づかいで僕を見ている。

　そうか、エドガーは最さい後こう尾びだったから知ってるってわけね。

「……戦利品って、あの時の？」

　手拭いで口元を拭きながらそう聞くと、ニーナが神しん妙みように頷うなずく。それを見て、続けて口を開こうとしたら、いきなりアリスが割り込んできた。

「私がっ……、姫ひめ様さまに頼たのんだのよ。だって、お宝がゴロゴロしてたんですもの」

　つい、商人の血が……。

　と、最後の方はもしょもしょ口の中で呟いていた。

「ううん、私だって了りよう解かいしたんだから一いつ緒しよよ。それにアリスが言わなくたって……」

　しゅんっとアリスが俯うつむいたところで、ニーナがそれを庇かばうように言葉を重ねた。僕が何を言う隙すきも無く、やがて二人は競うように身を乗り出して説明を始めた。

「ま、待って、待って！　落ち着いて」

　だんだん支し離り滅めつ裂れつになってきた説明に、たまらず待ったをかけた。

「どっちが悪いとかはいいよ、別に怒おこってないし」

「……怒ってないの？」

　というか、むしろなんで僕が怒っていると思ったの？　勢いを失ったニーナに不思議そうに凝ぎよう視しされて、僕は首を傾かしげるしかない。

「だって、リュシアンが戦っているのに、後ろで戦利品を拾ってたのよ？」

「うん？」

　確かに、隊列を乱されたり戦せん闘とうの邪じや魔まになるようなら困るけど、別にそうじゃなかったよね？　それにドロップ品は正当な報ほう酬しゆうなんだし、構わないのでは？

　というか、あんな生か死かというストレスの中、そんなことしてたなんてビックリを通り越こして、感心してるんだけど？

　どうやら僕一人を戦わせて、自分たちが吞気にお宝を拾っていたことに、ちょっと罪悪感があったらしい。なるほど、それで申し訳なさそうだったのか。

　戦闘の件なら、手を出すなと頼んだのは他でもない僕なんだし、ぜんぜん気にすることないのに。そんなことを気にしてたのか。

「それで？　なに、換かん金きんでもしたの」

　ニーナは、魔獣のツノっぽいそれの横に、他のお宝がたっぷり入ったポーチ型のフリーバッグを置いて、小さく首を振ふった。

「それが……」

　彼女の話をまとめるとこうである。

　ギルドへ行ったのは、もともと換金が目的ではなく、どのくらいの価値があるものなのか鑑かん定ていをしてもらおうと思ったらしい。あとで僕には報告するつもりだったが、ちょっとした好こう奇き心だったのだと告白した。

「ごめんなさい、リュシアン」

「いやいや、なんで謝るの？　そんなの自由にすればいいと思うよ」

　ぺこりと頭を下げたニーナにこちらの方が焦あせってしまう。もともと報告の義務だってないし、それこそ鑑定だろうと換金だろうと好きにすればいいと思うんだけど。

「あら、ダメよ。これはリュシアンの戦利品よ。私たちは、ただ落ちているのを拾っただけだもの、所有権はないわ」

「そんな固く考えなくてもいいよ、僕は拾うつもりなかったし」

　そんなニーナと僕のやり取りに、アリスが小さなため息をつく。

「リュシアンは、この品々がどれだけの物かわかってないかもだけど……、そんなふうに軽々しく扱あつかうわけにはいかないのよ」

　冒険者ギルドでは、危あやうく大おお騒さわぎになりかけたというのだ。

　この魔物のツノのような大物をいきなり出したりはしなかったようだが、小ぶりの魔石や動物型モンスターの皮などを鑑定してもらって、どんな使い道があるかアドバイスを貰もらおうと思っていたらしい。

　ところが、あれよあれよという間にギルドマスターの部屋に案内されて、入手経路など根ね掘ほり葉は掘ほり聞かれたというのだ。すぐに窓口から個室に移ったため、ほとんどの冒険者に情報がもれなかったのが不幸中の幸いだったかもしれない。

　そこでニーナが自分の身分を明かして、なんとかその場を煙けむに巻まいて撤てつ退たいしたというのが事のあらましらしい。どんな貴重な品々も、一国の姫様が持っているとなれば、それなりの説得力はある。おかげで下手へたな騒さわぎにはならなかったというわけだ。

「なるほどねぇ。でも、鑑定なら僕に頼めばよかったのに」

　滑なめらかなツノを、手のひらで撫なでてみる。なにか大きな魔物のツノっぽいけれど、自分で倒たおしたはずなのにまったく覚えがない。チョビが倒したかもしれないしね。

　ちらっと僕を見て、ニーナとアリスは「だって……」とモジモジしている。まあ、怒られると思ってたみたいだから無理もないか。

　苦笑しつつ、ツノを持ち上げようとした。

「おっ、重いっ？」

「気を付けて、それ結構重いから。とりあえずバッグにしまうわ、邪魔だし」

　僕は両手で摑んだのだが、それでもすぐには持ち上がらなった。どうやら無属性の常時発動パツシブ魔法だけでは持ち上がらないくらいの重さだったようだ。すると横からニーナがひょいっと取り上げ、片手で軽々とポーチ型のフリーバッグに放り込んだ。思わず呆あつ気けに取られてその様子を眺ながめたが、決してニーナに力で負けたからではない。なにしろ、相手はスキル持ちだしね。見ていたのは、彼女のフリーバッグだ。

「そのポシェット……容量、結構あるよね？」

「学園の入学祝いに、お父様に貰ったのよ。いわゆる一般の材料で作れる品では、かなり上等の類たぐいらしいわ」

　当然、フリーバッグにもランクがある。

　ほとんどは裏地の布によってそれは決まる。材料を魔ま法ほう錬れん成せいする腕にも影響されるが、まずはその材料がなければ話にならないのだ。ほとんどは昆こん虫ちゆう型の魔物の薄うす羽ばだが、一般的に使われているのは、わりとどこにでもいる砂さ漠ばく蟻ありの女王蟻の羽根。それも年数を重ねた個体がいいとされ、ピンからキリまである。

　僕が持っているのは、下げの中ちゆうくらいの容量だ。それでもフリーバッグ自体が高級品でレアなものなので、誰だれでも持てるという代しろ物ものではない。僕にしたところで母のおさがりを貰ったに過ぎない。

　ちなみにニーナの持っている物は、どうやら中の下くらいのようだ。女王蟻の羽根で作れるものでは、ほぼ最高位のものだろう。

「リュシアンのバッグ、どのくらい入る？　ここにある戦利品、全部入るかしら」

「どれだけあるか知らないけど、たぶん無理だと思うよ。というか、僕に全部渡わたすことないからね」

　すぐにでも品物を渡そうとしているニーナに、ちょっと戸と惑まどいつつ首を振った。

　彼女たちは、困ったように顔を見合わせている。

「……俺も、所有権はリュシアンにあると思うぜ」

　それまで傍ぼう観かんしていたエドガーまでもが、そんなことを言いだした。拾った分の手数料としていくつか分ければいいんじゃないの？　と妥だ協きよう案まで出してくる。アリスに至っては、もとよりおねだりするつもりだったらしく、うんうんと嬉しそうに頷いた。

　僕としては中身よりポーチに興味があったが、彼女たちは戦利品の行方ゆくえをうやむやにする気がないらしく、僕の判断を待っているようだった。

「わかったよ。じゃあ、こうしよう」

　物は考えようだ。今年度、ダンジョン実習を選せん択たくする僕たちには、これらは大いに役立つだろう。

「みんなの装備や武器の強化を、ひとまず優先するっていうのはどう？　とりあえず僕のバッグに全部入らないから、ニーナのポーチに保管してもらうことになるけど」

　新学期、どちらにしても装備はかなり新調しなければならない。なにしろ、ピカピカの新入生だった僕たちは、学園指定の簡易的な防具しか持ってなかったのだ。せっかく戦利品があるのだから、それをみんなで使おうと提案したのである。

「……そういうことなら、わかったわ」

　ようやくニーナは納得してくれたようだ。アリスやエドガーも、ちょっとホッとしたような顔をしている。さて、そうとなれば少しは品物を確認しておきたい。

　ギルドを騒がせたであろう品々がどっさり入ったポーチを戦せん々せん恐きよう々きようと眺めた。

　回収した戦利品は、大きく分けて三つ。

　魔物の部位、または本体。これは、鎧よろいや武器の材料になったり、生しよう薬やくとして錬金・調合の材料にもなる。

　鉱石、宝石。魔物の体内で稀まれに生成される、魔石。装備の魔力付加や、いろいろな魔道具の材料にもなる。そして何より金策になる。

　ドロップ品、すなわち魔物が使っていた武具、武器、アクセサリーなどの魔法道具。これらは、基本的にそのまま装備品として使える。稀に貴重な代物があったりもするが、呪のろわれていることがあるので注意が必要だ。

　とまあ、小物などを中心にシートの上に並べていく。

　あまり大きい物やグロイ物をここで広げるわけにはいかないので、とりわけ武器やアクセサリー、材料になりそうな小物などを並べた。一度に全部を鑑定はできないので、ここに出した物だけでも試してみようということになったのだ。

「あれ？」

「どうしたの、リュシアン」

　シートに置かれた、七色の薄うすい布のようなものが目に留まった。

「こ、これ？　もしかして……」

　思わずそれを手に取っていた。すぐに指を滑すべらせて、折りたたんだ状態のものをゆっくりと広げてみる。ハリがあり、かといって硬かたくなく、すべらかな肌はだ触ざわり。透すけるほど薄いのに、驚おどろくほど強きよう靭じんで簡単に破れない。

　そして、この色しき彩さい。すべて書物にあった特とく徴ちよう通りだ。

　僕はすぐに巻物を取り出して、鑑定の魔法陣じんを展開させた。

「やっぱり、これキラーアントの薄羽だ」

「羽？　図ず鑑かんでしか見たことないけど、キラーアントは羽なんかないぞ」

　僕の歓かん喜きの声に、エドガーは不思議そうに首を傾げた。ニーナはそのやり取りに「そういえば」と呟つぶやいた。

「エドガーの言う通り普ふ通つうはないけれど、ごく稀に『羽つき』と呼ばれるのがいると聞いたことがあるわ」

　キラーアントは地下型ダンジョンにしか出現しない。階層に関係なく現れるので、とかく雑魚ざこモンスター扱いされることが多いが、団体行動を取り、際限なく仲間を呼ぶことから、浅い階層では強敵、深い部分では面めん倒どう臭くさい敵として有名である。

　そしてダンジョンの深層部で稀に発見されるのが、希少種の羽つきだ。一説にはオスだとされているが、詳くわしいことはわかっていない。

　フリーバッグの素材としては、この薄羽が最高級とされている。

　よく使われるフリーバッグの裏地は、砂漠蟻のレア種、女王蟻の羽だ。それをキラーアントの羽を使うことで、さらに上位の収納力を持つものが出来るのだ。

　キラーアントの「羽つき」は巣穴の奥にいることが多く、生息域と言われているダンジョンの深層部にさえ滅めつ多たに現れることがない。出会うことも奇き跡せきだが、なによりその頑がん丈じような身体からだと逃にげ足の速さ、おまけに反はん撃げき時の攻こう撃げき力が凄すさまじいらしく、倒すことが困難な難敵なのだという。

　これを拾ったアリスの談では、本体はぺちゃんこで回収できなかったらしい。

　あ、チョビだね。

　おそらく逃げる間も反撃する間もなく、そして頑丈な身体も空むなしく一いつ瞬しゆんでプレスされてしまったのだろう。恐るべし重力攻撃。振しん動どう系以外は使っていいって言っちゃったしね、まあ普通にドロップ品を拾いに行く時はこれも禁止しよう。どちらにしても、絶対に食らいたくない魔法の一つである。

「ちょうどよかったじゃない、それでフリーバッグ作りなさいよ」

　シートに広げられる分を出し終えたニーナは、ポーチをテーブルに戻もどしつつ、僕にそう提案した。

「いいの？　貴重なアイテムだよ、これ」

「いいも悪いも好きに使えばいいのよ、リュシアンはね。それに、前にフリーバッグを自作したいって言っていたじゃないの」

　そうは言っても、これを練習用に使うわけにいかないよね。少なくとも、初めての縫ほう製せいで使うような材料ではない。練習は練習として、これはちゃんとした職人に頼たのんだ方がいいかもしれない。

　そのまま使えそうな魔法道具はともかく、素材類や手直しが必要なものは、加工や縫製、彫ちよう金きん、鍛か冶じが必要になる。信しん頼らいのおける職人探しも急務となるだろう。

　一時間ほどかけていくつか鑑かん定ていしてみたが、下級の鑑定スキルでは名前すら出てこない物がざっと半分くらいあった。本格的にやるには巻物が足りない。

　どちらにしても、ここにニーナ達をいつまでも置いておくわけにもいかず、適当なところでお開きにしようということになった。改めてどこか落ち着ける場所を確保する必要があるだろう。そして、何をするにもお金はいるし、できれば換かん金きんできそうなものをきちんと捌さばけるルートも然しかりである。

「ねぇ、パパに相談してみる？」

　広げていた品物を種類別に分けながら片付けていると、やがてアリスがそんなことを提案してきた。そういえばアリスは商人の娘むすめだったな、と思い出した。




　翌日、休きゆう暇かも残り僅わずかとなったその日、僕達は街に繰くり出した。

　アリスの家に赴おもむくためだ。

　と言っても、本当の屋や敷しきはドリスタンの城下町にある。この学園都市内には、いわゆる別べつ邸ていがあるのだ。今回初めて知ったことだが、アリスは寮りよう生せいではなくこの別邸から通ってきているという。里帰りの際は、城下町のお屋敷の方に帰ったのである。

　現在は休暇中なので本来は学園に通わなくてもよいのだが、ニーナや僕達に会いたくて足繁しげく通っているというわけだった。

「いつもならパパは城下町の方にいるんだけど、ちょうど仕事でこっちにいるのよ」

　アリスの父親は、幅はば広ひろく商売をしていた。宿屋、飲食店、学生向けから本格的な冒ぼう険けん者向けの武具、装備一式、また魔法道具を扱あつかう店。そのほかにも貿易、通信（郵便みたいなもの）など、その事業は多た岐きにわたる。おそらくドリスタン王国の中でも指折りの大だい富ふ豪ごうだろう。

　アリスは一番末の娘で、上に二人の兄と、五人の姉がいる。上の姉三人はすでに嫁とついでおり、あとの二人の姉は、一人は商業ギルドの役員、もう一人は冒険者ギルドで秘書をしているとのことだ。

　また下の兄は、学園に在ざい籍せき中だという。今年十六才で教養科Ⅵ。順調にいけば、今年度で教養科を卒業できるとのことだ。

　そこで言葉を切ったアリスを、僕達は不思議そうに顧かえりみた。

　……ん？　あれ、そういえば上の兄は。

「上のバカ兄貴は、俺は冒険者になるんだーって、家を飛び出しちゃってね」

　アリスは、どこか茶化した口調でそう続けた。

　それまでは父親に従順な、後あと継つぎとして優ゆう秀しゆうな息子だったらしい。それが学園に在籍中のある日、突とつ然ぜんフラッといなくなってしまったのだ。失しつ踪そうの数年前に教養科Ⅵは終えているので中退扱いではなく、最終学歴は教養科修しゆう了りようとなる。

　実のところ、教養科を終えた年にも一ひと悶もん着ちやくあったのだという。帰ってこいという父と、まだ在学したいという兄で揉もめたというのだ。アリスはその頃ころ、まだ学園に在籍してなかったので、兄が何をやっていたのかは知らないが、今はもうどこにいるのか、それどころか生きているのかすらわからず、父親も諦あきらめているらしい。

「へえ、じゃ後継ぎは次男ってことか」

「そうかもね、でもパパもまだ元気だし、あまりうるさく言うのはやめたみたい」

　長男にそっぽ向かれたのが何気にショックだったらしいわ、とちょっと気の毒そうに苦笑した。

「いいのよ、いざとなったら私が優秀なお婿むこさんを貰もらえば済むことだしね」

　あっけらかんとそう言って、アリスはにっこり笑った。本当にそう思っているのか、先頭を歩くアリスの表情には一欠けらの屈くつ託たくもない。

　本当にアリスは逞たくましいよね、今回の戦利品だって彼女が動かなきゃ手に入らなかった訳だし。かく言う僕も、思いがけずフリーバッグの材料を手に入れることができた。あんな命いのち懸がけの場面で、アイテム拾っちゃうんだから本当に肝きもが据すわってるよ。

　しばらく歩いていると、街の商業ギルドからほど近い場所に建つ、ひときわ大きな屋敷を仰あおいでアリスが振ふり向いた。

「着いたわよ、ここが私の家」

　……なるほど、うちの城下町の別邸より大きいね。

　僕は、思わず口を開けて屋敷を見上げてしまった。下手へたな貴族なんかよりお金持ちって言うのは、紛まぎれもなく本当なんだろう。大方の貴族って、お金の使い方おかしいからね。見栄を優先して身代を潰つぶすってよくあるし。

　立派な鉄の門をくぐって、僕達はこうして初めてアリスの家を訪れたのである。




　　　　＊




　──エキューデ商会。

　ドリスタン王国の住民なら、まさに知らぬものはないほどの大手である。そして、それを一代で築き上げたのはパトリック・エキューデという男だった。年ねん齢れいは五十をとうに越こえているはずだが、若々しく品の良い紳しん士しだ。柔和な顔つきのせいで優やさ男おとこに見えるが、その泰たい然ぜんと凪なぐ瞳ひとみの奥には、成功者特有の油断のならない貫かん禄ろくがある。

　いつもは分単位で仕事を熟こなしている彼が、まだ日の高いうちに応接室でのんびりお茶など飲んでいるのは、娘との約束があったからだ。友人を連れてくるということだが、どうやら珍めずらしいダンジョン産の宝を見て欲しいとのことである。

「まあ相手も子供だというし、たいして期待はしていないが」

　それでも時間を作ったのは、そっけないほど自立心旺おう盛せいな末娘が、珍しくお願いなどをしてきたからである。

　やがて玄げん関かんのほうが賑にぎやかになり、執しつ事じが来客を告げた。

　簡単に挨あい拶さつを終え、それぞれ自己紹介をしてさっそく本題に入った。パトリックの予想を裏切って、彼らが提出した品々は質の良いダンジョン産の宝だった。信用を得るためか、かなりランクの高い鉱石と、ドロップ品の魔道具を出してきたようだ。

「職人の件はわかりました。信用のおける店をいくつか紹しよう介かいしましょう。では、こちらの品々を確認させてもらってもよろしいですか？」

　娘のアリスは、何故かそれらの出所をはっきりと言わなかった。パトリックとしては、せめて品質を確認しないと安心して加工などの職人に紹介できないと考えたのだ。

　すると中央に座っていた少年が、王女であるニーナに目で合図を送った。彼女はそれに小さく頷うなずいて、自分のポーチの中身を順番にテーブルに並べ始めた。最初に紹介を受けたパトリックは、彼が伯はく爵しやく家の子息であることを知っている。そして彼ら内の主導権を握っていることも察しがついた。けれど、始めはそれが不思議でならなかった。なぜなら彼はまだ、十にも満たないであろう幼い子供だったからだ。

「それではリュシアン様、こちらの方を確認させて頂きますね」

　それでもパトリックは、ポーカーフェイスでそれら疑問を一ミリも表情に出すことはなく、小さな子供である彼に対して恭うやうやしく接していた。このグループが、彼をボスと仰いでいるならそれに合わせるだけである。

　上着の内ポケットからルーペを取り出し、パトリックはテーブルに置かれたうちの一つの鉱石を取り上げた。ニーナが次々と並べる品々に、いたって平静に対応していた彼だったが、じつは内心ではかなりの衝しよう撃げきをうけていたのだ。出るわ出るわ、目を剝むくような代しろ物ものがポンポンと飛び出してきたのだ。けれど、その中からパトリックが取り上げた鉱石は、とくに何の変へん哲てつもない黒く煤すすけた石だった。

「こ、これは……？」

　パトリックは、思わず顔を上げた。

　その視線は一度娘のアリスを経由して、リーダーと思おぼしき少年へ向けられた。パトリックの視線に、アリスがいささかの動どう揺ようも見せず首を傾かしげたことで、すぐさま仕し掛かけ人はその少年だと気が付いたのである。パトリックには多少の鑑定の能力があり、引き寄せられるようにその石を手に取ってしまったのだ。

　案の定、少年はパトリックの驚きよう愕がくを理解している様子だった。

　彼の事は、娘のアリスから聞いたに過ぎない。すごく武術の腕うでが立つといった説明だったが、初めてその姿を見た時はとてもそうは思えなかった。華きや奢しやで物静かな少年、そんな印象だった。けれど今、目の前にしている彼はすでにその印象を変えていた。

「これが何か、わかっていますか？」

「はい、パトリックさんが思っている通りのものです」

　試されている、そう感じた。

　姿は子供だが、その居ずまいはまるで老成した大人のようだった。賢かしこい子供にありがちな驕おごった様子は一切なく、幼い顔に似合わぬ、理性を備えた人並み外れた知性を感じた。

　パトリックは観念したように、首を振った。

「申し訳ないが、これの正体を私は知り得ないでしょう。なぜなら私の鑑定では、これを見み極きわめるのは不可能だからです」

　それを聞いて、少年は一つ頷いた。

「この鉱石はヒヒイロカネです。これを鑑定するには、超ちよう級クラスの魔ま法ほう陣じんを必要としました。貴方あなたの言う通りです」

　パトリックは思わず立ち上がりそうになった。確かに、なにか予感があってこの鉱石を手に取ったが、まさかそれが伝説級の鉱石だとは夢にも思わなかったのだ。王女のニーナを始めとして、他の少年少女も驚おどろきを隠かくせないようだ。その様子からして、このことを知っていたのは彼だけだったようだ。

　そしてパトリックがこのことに気が付かなければ、彼は何事もなかったようにシレッとこの鉱石を仕し舞まっていただろう。

　ヒヒイロカネ、三百年ほど前に忽こつ然ぜんと姿を消した幻まぼろしの鉱石。

　もともとダンジョンでしか採さい掘くつされず、それも八十階層を超える地下型ダンジョンでしか確認されたことがない。性能は抜ばつ群ぐんで、武器はもちろん魔法道具を作る際にも重ちよう宝ほうされたが、その採掘される場所の特異性から、安定した供給は見込めず当時から超レアな鉱石であった。

　今となっては、その頃作られた刀や、既き存そんの魔法道具に加工された物しかなく、鉱石としてはおそらく何百年ぶりのお目見えだろう。もし採掘場を見つけたともなれば、それこそ戦争でも起きかねない代物である。

　これがその通りの代物なら、それこそこの一つでとんでもない財産になる。或あるいはパトリックがその誘ゆう惑わくに負けて、これをただの鉄鉱石だと告げたとしても、彼はもしかしたら何も言わずそれを受け入れたかもしれない。

　しかし、同時にそれはこの少年との取引の終しゆう了りようを意味した。大国きっての大商会の男は、当然ながらそんな間ま違ちがいは犯おかさなかった。

「わかりました、リュシアン様。貴方様の名に誓って、これらが疚やましい品物でないと断言されるなら、私は出来る限り協力しましょう」

　パトリックはそう言うと、まるで大人を相手にするように握あく手しゆを求めた。
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　最終的には、ミスリルの鉱石、白金鉱石、金鉱石、モンスターの角、皮、肉など。数量に余よ裕ゆうのあるものから、いくつかを換かん金きんしてもらった。

　ヒヒイロカネなどの市場に迂う闊かつに流せないものは、取りあえずお蔵入りだ。それでもかなり買い取ってくれたので、僕達は十分すぎるほどの軍資金を手に入れた。

　明らかにダンジョン産の物は、まだ僕たちが市場に回すわけにはいかないので、買取はこれからもパトリックさんが担当してくれるということだ。不在の時も、その都つ度ど代理を立ててくれるらしい。そのうちダンジョンの攻こう略りやくを始めれば、普ふ通つうに商業ギルドや冒ぼう険けん者ギルドで換金できるようにもなるので、今はパトリックさんに甘えるしかない。

　僕達は屋や敷しきを後にして、再び街へ出てきた。

　パトリックさんが紹介してくれた職人に会いに行くためだ。なんでもエキューデ商会が展開している、防具、武器、アクセサリー、薬、魔法道具など、なんでも揃そろう総合施し設せつがあるという。イメージとしてはデパートみたいなところだろうか。

　前にキャンプの準備で来た、いわゆる学生ご用よう達たしのリーズナブルなお店とは違ちがって、おそらく値段の丸が一個二個多い感じのお店ばかりである。そこにはエキューデ商会お抱かかえの職人たちも数多く店を出していた。

「まずは、フリーバッグの縫ほう製せいを頼たのめるところへ行ったら？」

　ニーナがそう言ってくれたので、大通り沿いの大きな建物へと入った。総合施設とは言っても、一つの建物内にすべてが揃っているわけではない。いくつかの建物が寄り添そうように立ち並び、中央の一番大きな建物に、そこから集められた商品が並んでいるという仕組みだ。そこで商品を見て、気に入ったらそれを買うもよし、その作者にオーダーメイドするのも自由である。

　僕は、バッグなどの革製品が並んでいる区画へ向かった。

「カバンをお探しですか？」

　すぐに、職人風の少女が声をかけてきた。十七、八くらいだろうか。男の子のような短い髪かみに、油が染みついた革のエプロンをしている。どうやら販はん売ばいは、主おもに弟で子しなどが担になうようである。

「あ、いえ。パトリックさんの紹介で参りました」

　カバンを扱あつかう職人は数人いるが、パトリックさんが紹介してくれたのはジョゼットという、女職人だった。僕達が持ち込む素材のことを事前に了りよう解かいし、それらを安心して任せられる人物とのことだった。




「あら、貴方たちが？」

　お弟子さんに案内してもらった工こう房ぼうには、親方であるジョゼットさんと他の数人の弟子たちがいた。彼女はひどく大おお柄がらで、それこそ僕は山でも見上げるような気分だった。冒険者の屈くつ強きような戦士と並んでも引けは取らないかもしれない。

　ただ、そこかしこに並ぶ商品は、繊せん細さいの一言だった。ひと縫ぬいひと縫いが丁てい寧ねいで、歪ゆがみの一つもなく、おまけにデザインも多た彩さいである。可愛いものもあれば、機能性を重視したスマートなものもある。

　ちなみに、彼女はカバンだけでなく、革や布製の鎧よろい、ローブ、マントなどの防具も、依い頼らいがあればだいたい熟こなしてしまうという凄すご腕うでである。

「初めまして、リュシアン・オービニュです。フリーバッグの縫製をお願いに来ました」

「こちらこそよろしく、ジョゼットよ。話は会長から聞いているわ。でも、フリーバッグは魔力錬れん金きんが必要なので、材料の錬金加工は他所よそで済ませてもらわないと困るわよ」

　そう、ジョゼットは縫製の腕は一流だが、魔力をほとんど持っていなかった。獣じゆう人じんと人間のハーフだそうだ。魔力を授かる魔法因子は劣れつ勢せい遺伝子らしく、獣人やドワーフなど魔力を持たない種族とのハーフは、例外はあるが、ほぼ確実に魔力を失うことになる。その昔、人間やエルフの営む国では、獣人との婚こん姻いんを禁止していたこともあるほどだ。

「大だい丈じよう夫ぶです、事前に魔力が必要な錬金は済ませてきました」

　キラーアントの羽はもちろんのこと、バッグの表に使う革の加工も済ませてきた。ダンジョンで倒たおした小型の竜りゆう種ツノドラゴンの革。翼つばさを持たないトカゲのような姿で長いツノが特とく徴ちようである。色も深い赤茶でマットな風合いがシブく、革の厚みも丁度良かった。それを調合で作った鞣なめし剤ざいで、きちんと処理してきたのだ。

「あら、見事な手しゆ腕わんね。これを貴方が？」

「はい、金具とかはお任せして大丈夫ですか」

　構想としては、ヒップバッグのようなものを作ってもらおうと考えていた。チョークバッグのようなブラブラするのは邪じや魔まになるし、ナイフを扱うにしろ巻物を使うにしろ、後ろならそれほど邪魔にならない。

　ましてやフリーバッグは、念じたものを摑つかみだせるという便利な機能を持つので、ごそごそ目視で探す必要がなく後ろでも不便はないだろう。

「なるほどね、いいわ。これだけの材料だもの、腕が鳴るわね」

　ジョゼットさんは僕の説明を聞き、すぐに大まかな完成図を紙に描いた。あとは使用者である僕の腰こし回まわり、身長などを測って、さらにデータを書き込んでいった。どうやら、ついでにベルトも新調してくれるらしい。

　ニーナも気に入ったマントがあったらしく、それを買い取ってサイズの調整を頼んだ。アリスやエドガーは、防具を金属にするか革にするかまだ決めかねているらしい。

　加えて、いくつかの毛皮と、羊に似た魔ま獣じゆうの毛束を見み繕つくろってジョゼットさんに預けた。どんな装備もアンダーには布地が必要になるし、僕のローブ系防具には必ひつ須すだしね。糸を紡つむいだり、毛皮の処理などは、やはり専門家に任せた方が間違いがない。

「ほう、これもまた信じられないような素材ね。いや、いいよ。むしろ、こっちがいい勉強をさせてもらってるようなものだし、詮せん索さくはしないわ」

　彼女にケモ耳はなかったが、フサフサのしっぽがあった。まるでキツネのような大きなしっぽが、機き嫌げん良さそうに左右にふさふさと揺ゆれていた。

「そうね、全部合わせて一週間ほどちょうだい」

　そうして縫製職人への依頼を済ますと、僕達は学園へと戻もどった。

　鍛か冶じ職人も紹しよう介かいされてはいたのだが、なにしろアリスとエドガーは、まだ装備の方針が決まっていない。それに既き製せい品以外は、材料を錬金や加工しなければならないのだが、錬金加工を確実にできるのが今のところ僕だけなのだ。

　よって、人数分の鎧を作るだけの材料が単純に足りないのも理由の一つである。

「授業数は厳きびしいけど、私も錬金を取ろうかしら」

　談話室でこれからの事を相談していると、ぽつりとニーナが呟つぶやいた。

　実のところ、錬金を取っているのはエドガーだけである。しかも鉱石のみだ。

　僕にしても書物による独学がメインで、学園での授業は取ってはいなかった。ただ、母親が錬れん金きん術を得意としていたので家には材料や器具が揃っていたし、緻ち密みつな計算や微び細さいな数字の暗記が得意なこともあって錬金には向いていた。

　鉱石、金属、素材の錬金加工を始め、皮の処理に必要な鞣し剤の調合など、ほとんど僕が一人でやっていたので、ニーナやアリスは手伝いたいと考えたようだ。

　ちなみにエドガーは、自分で使う金属は自分でやると言って、いくつかの鉱石や金属片を預かっていた。

　この頃ころになると、すでに学園には寮りよう生せいがほとんど戻っており、談話室も普ふ段だんの賑にぎわいを取り戻していた。休暇中は錬金道具や、調合道具などを学園の許可を得て借りていたが、授業が始まれば学科を取っている生徒が優先となる。ニーナの言うように、この先の事を考えると錬金関係の学科を取るのも悪くないかもしれない。

　もともと、興味はあったしね。
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　長い休みが終わり、ついに新しい学年が始まった。

　学園二年目に突とつ入にゆうしたその日、ようやくゾラからの報告が来た。例のエドガーの王位継けい承しよう権のことだ。

　結論として、エドガーの意見は通らず、王様の権限で却きやつ下かしたそうだ。ゾラは何も言わなかったが、どうやらエドガーを推おす派は閥ばつの反発もいくらかはあったらしい。

　その報告に、もちろんエドガーは納得しなかった。ゾラに食って掛かかろうとしたのを、僕が間に立ってなんとか宥なだめたのである。

「ちゃんとイザベラ妃ひは裁かれている。今回は、それで満足してよ」

「……なんで当事者のお前に諭さとされないといけないんだよ、逆だろ？　普通」

　エドガーは悔くやしし気げに、けれど諦あきらめたように項うな垂だれた。

　おそらくわかっているのだろう、今回のこの決定はひとえにエドガーを守るための決定であると。今回の事で、エドガーとイザベラ妃は後ろ盾だての半分を失った。そして幽ゆう閉へいされたイザベラ妃は、罪人としての烙らく印いんを押おされたのである。この状態で、エドガーが権力を失えば近く王おう宮きゆうを追われることになるだろう。

「俺は……、まだ何もできない子供なんだな」

　聞こえるか聞こえないかの声で、エドガーは自じ嘲ちようするように呟いた。少し心配だったけれど、しばらく背中を向けていた彼が、突とつ然ぜん振ふり向いて「俺もお前を見習って独り立ちを目指すぜ！」などと言いだしたのには驚おどろいた。なんでそんな斜ななめ上に復活するのか、僕はちょっとだけ王都に居る王様に同情するのだった。
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「てっ、てめぇっ！　そ、そそれ、どっ……」

　新学期が始まり、教室に入った僕はさっそくダリルに指さされていた。

　連れている従じゆう魔まが、ちゃっかり増えていたからである。

　でもね、召しよう喚かん魔は取らないよ。だって、チョビは通常戦せん闘とうには向いてないし、ペシュは基本的には普通のコウモリだからね。というか、この吸血コウモリという種類もこちらでは珍めずらしいらしい。下位とはいえ、魔族だからだろうか。

　それにしても、ダリルの大声にチョビはぎりぎりと僕の頭を締しめつけてくるし、ペシュは首の後ろの髪の中に隠かくれてしまった。ダリルってほんと従魔の受け悪いよね。まあ、チョビの場合は自じ業ごう自じ得とくなんだけど。

　今日は錬金術の、いわゆるお試し教室に来ていた。

　年度初めは、恒こう例れいになっている学科巡めぐりが可能なので、僕も新入生に混じって錬金術の体験授業を受けにきたのである。もちろん、今年は上位クラスもいくつかあるので指導上級生としての役割もある。
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　ちなみに錬金術には、鉱石、宝石、調合がある。

　鉱石、宝石の錬金も、過程として調合、合成は必須だ。調合は、金属や皮、魔石を加工する際に使われる薬やく剤ざいなどの調合を指している。

　薬草学の、いわゆる薬の調合は魔力がいらないものもあるが、こちらの調合はほとんど魔力が必須となる。どうりでダリルがいるはずだ。本当に、魔力に拘こだわり持ってるよね。

「……召喚したのか？」

　長い沈ちん黙もくのあと、ダリルは絞しぼり出すように聞いてきた。僕は、孫そん悟ご空くうの輪っか状態のチョビを宥なだめるように顎あごの下を撫なでつつ、小さく首を傾かしげた。

「うーん、僕の場合は召喚じゃないんだよね。こう、出会ってなんとなく？」

　本当のところは、強ごう引いんな押しかけ状態だったけど、どっちもエルマン殿でん下かの差し金っぽいので、通常の従魔を得る方法とは異なるだろう。

「なんだよ、それ？　わけわかんねー、ふざけてんなよ。……くそっ、どこで見つけたか教えろ！」

「……モンフォールだよ」

　場所は関係ないと思うんだ。それでもダリルは納得しないだろうから正直に答えた。

「モンフォール！　確か魔法で有名な国だな。なるほど、そうか」

　いやいや、変な納得しないでね。

　今にもモンフォールに突つっ走っていきそうなダリルに、僕は慌あわてて他の手段を提案することにした。

「召喚の儀ぎ式しきはしたの？　そっちの方が確実だと思うよ」

「そっ、それ、は……う、うるせぇっ！　てめぇに指図される謂いわれはねえっ！」

　また……、すぐに手が出るんだから、もう。

　あっという間に襟えり首くびを摑まれ、僕はぶらぶらと釣つり上げられる。

「やめなさい、ダリル！　学期末の召喚で失敗したからといって、リュシアンに当たるんじゃないわよ」

　背後から現れたニーナが、ダリルの腕うでに情けなくぶら下がっている僕を、両腋わきの下を掬すくい上げるようにして抱だき上げた。そのまま「大丈夫？」と、気き遣づかいながら、ゆっくりと床ゆかに降ろしてくれる。

　みんなして人の事をひょいひょい持ち上げるのはやめてください……。

　ニーナにお礼を言いつつも、僕はひっそりと心の中で呟いた。

　周りはそれこそ成長期真っ盛り、数か月会わないとびっくりするくらい変わっている。ダリルに至っては、もともと体格に恵めぐまれて大きかった身体からだは、今や大人と変わらないくらいの逞たくましさである。

　確か、今年十六だっけ？

　あっちも規格外な成長ぶりだけど、ある意味では僕も規格外の成長かもしれない。もちろん嬉うれしくない規格外だけどね。

「ニーナ遅おそかったね、他の授業と重なっちゃった？」

「ええ、やっぱり錬金を二つ入れたのはきつかったわ。仕方がないから、魔法科の休講を申しん請せいしてきたの」

　ニーナはもともとたくさんの科を取っていたので、合同授業の多い新学期は特に重ちよう複ふくしまくる。そこで、あまり得意ではない攻こう撃げき魔や、勉強のために取っていた回復魔を休講する手続きをしてきたようだ。薬草学を新たに取ったエドガーも、今日はそちらに行っているし、アリスもいくつか休講手続きに行っているようだ。

「てめぇ、コラッ！　無視するんじゃねぇよ。モンフォールのどの辺だ？　そこに狩かり場ばがあるのか」

　どうやら話は終わってなかったらしい。

　僕は、困ってニーナと顔を見合わせた。なぜなら、モンフォールに行ったところで、間ま違ちがいなく従魔は見つからないからだ。

「狩場なら、学園の傍そばにもあるでしょう？　レベル的にも丁度いいと思うわよ」

　ニーナは、僕が従魔を得た手段が普ふ通つうでないことを知っていたので、いかにも必死な形ぎよう相そうのダリルを、いささか気の毒に思ったらしい。珍しくまともなアドバイスをした。

「てめぇに聞いてねぇよ、黙だまってろっ！　おい、どうなんだ」

　ダリルはそんな彼女の気遣いを蹴け散ちらして、さらに僕に詰つめ寄った。

　こらこらっ！　ニーナが切れちゃうから、やめて。

　ニーッコリと、不ふ穏おんな微笑ほほえみを湛たたえつつギュッと拳こぶしを握にぎったニーナを、僕はなんとか押しとどめて慌てて口を開いた。

「僕の場合は、ちょっと特とく殊しゆだったんだよ。だから、悪いけどモンフォールの狩場は知らないんだ」

　それを聞いて、明らかにダリルのテンションが下がった。

　何かを言おうとして、すぐに思い直したようにチッと舌打ちをして、興味を失ったように背を向けた。乱暴に椅い子すを引いてドカッと不ふ機き嫌げんそうに座ると、もう用はないとばかりにこちらには見向きもしなかった。

　それにしても……。

　僕にはいささかの違い和わ感かんがあった。

　鑑かん定ていこそしてないけれど、ダリルはおそらく人より豊富な魔力があるし、素そ行こうの悪さがなければ、魔法関係の実力はかなり上のクラスでも遜そん色しよくない。どうして召喚だけ出来ないのだろうか？

　召喚にも、態度の悪さとか関係あるのかな？

「もういいわよ、いきましょうリュシアン」

　落らく胆たんして項垂れてしまったダリルを尻しり目めに、僕はニーナに引っ張られて空いている席についた。先ほどの話からすると、ダリルはまたもや魔法科召喚魔を留年したようだ。従魔を手に入れられなかったという、その一点で。

　毎年、召喚魔Ⅲ以下の生徒の希望者に、召喚の儀式は行われる。それこそ、学園は万ばん全ぜんを期して召喚の準備をさせているので、よほどのことが無い限り召喚は成功するのだ。というか、召喚の儀式を行うにも試験があって、実のところそれが一番の難関である。

　豊富な魔力量に、それを遺い憾かんなく発揮できる魔力操作の技術、万一幻げん獣じゆうを呼んでも養うだけの覚かく悟ごと責任が要求されるのだ。

　さらに、それら難関を超こえて召喚が成功しても、手に入れた召喚獣のレベルによってはそこで脱だつ落らくする者もいる。召喚した魔獣に納得いかず、才能がないと感じた者が自ら去ることも少なくないらしい。

　従魔を得るもう一つの手段が、捕とらえた魔獣を契けい約やくで従えること。これは、相手が強いほど、または知能が高いほど難しいとされている。

　要はこの二つの方法で、ダリルは従魔を得られなかったという事だ。

　学園が過保護なほど手取り足取り、万全を尽つくしているにも拘かかわらず召喚できないとなると、やはり捕つかまえたうえでの直接契約しか手がないだろう。狩場は、先ほどニーナも言ったように結界のすぐ外、学園が所有する試練の森である。奥地へ向かっていくほど強力な魔獣が狩れるらしい。

　思いつめたように下を向いているダリルに、僕は少し嫌いやな予感がした。




　広大な土地を有する学園のすそ野から、正面に扇おうぎ状に広がるようにして巨きよ大だいな都市があった。その周りをぐるりと囲むように、うっそうとした森が広く横たわり、都市の左右からそれぞれ森を横断するように街道がある。たくさんのダンジョンを有する砂さ漠ばくへの道と、ドリスタンの王都へと続く道だ。

　そして学園の裏には、試練の森がある。

　遥はるか昔、古代竜りゆうが生息していたという霊れい峰ほうの麓ふもとにつながるその森は、奥へ行けば行くほど険しく、そして高ランクの魔獣と遭そう遇ぐうする可能性があった。もちろん霊峰の麓から先は、学園の所有地ではなく国有地なので、普通に冒ぼう険けん者たちが狩りや素材集めなどに入ってくる。

　学校の行事は、もっぱら学園寄りの森の浅いところで行われた。

　Ⅸ、Ⅹレベルの学生になると、ほとんどは自身も冒険者なのでギルドにクエストを出して仲間を集つどい、奥深いところまで素材などを集めに行くことがあるらしい。危険だが、得るものも大きい森なのだ。

　そして、この森には従魔にできる魔獣が数多く生息していた。

　基本的には、従魔を得るには召喚が手っ取り早い。何しろ請こわれて召喚されてくるのだから、ある程度は双そう方ほうの相性がいいことが多く、従魔契けい約やくの成功率はかなり高い。

　それに比べると、無理やり捕らえて従魔契約をする方法は、なかなか難しいとされた。単純に力で負かされると従魔になるタイプもいるが、知能が高い魔獣にはそれが通用しなかったりもするのだ。そうかと思えば、知らない間に懐なつかれて従魔になる魔獣もいたりして、こうすれば必ず従魔になるという決まりがないのが、難しいとされる所以ゆえんである。




　早朝、濃のう霧むが立ち込める森の入口。土と緑の濃のう厚こうな匂においを孕はらんだ空気は、たっぷりと水分を含んでまるで霧きりの粒つぶが見えるようだった。

　湿しめった地面に落ちた枯かれ葉はを踏ふみしめながら、一人の少年が歩いてきた。

　どこか落ち着きなくきょろきょろと辺りを見回し、肩かたから掛かけた大きく膨ふくらんだカバンをまるでしがみ付くように抱かかえ持ち、一歩一歩慎しん重ちような足取りで進んでくる。

　カバンからは武器のような長なが物ものが一本飛び出し、その大きく膨らんだ様子から見ても、どうやらフリーバッグではない。

「やっぱりね、来ると思った」

　枯葉を踏みながら、僕は彼の前にゆっくりと歩み出た。

　いきなり行く手を阻はばまれた少年は面おも白しろいほど飛び上がった。危あやうく転びそうになりながらも、なんとか踏みとどまって、驚おどろいたように口をパクパクさせている。

「てっ、……てめぇっ、なんで！」

　ダリルである。やっとの思いでいつもの悪態をついが、すぐに次の言葉を失う。なにしろ僕は、学校指定の訓練用装備を身に着けて準備万ばん端たんだったからだ。

「ねえ、ちゃんと学校の許可取った？」

「ぐっ、いや、俺は！　……そ、そんなんじゃねぇ、ちょっと散歩に来ただけだ！　てめぇこそ、なんだその恰好はっ」

　ちゃっかり防具一式を身に着けておきながら、散歩もないものである。僕が呆あきれたようにため息をつくと、当然ながらダリルは逆切れした。

「答えろっ！　てめぇこそ、ここでなにを……って、な、なんだよ？」

　色めきだって怒ど鳴なっているダリルに構わず、僕はそのすぐ目の前まで近づいた。前まえ触ぶれもなく急に接近されて、ダリルは思わず押し出されるように後あと退ずさりした。

　ほとんど真下まで近づき、遥か上にあるダリルの顔を仰あおぎ見るようにして両手を上げると、その襟えり元もとに手を掛けた。

　ダリルからしたら、いきなり胸むな元もとを摑つかまれ、目にもとまらぬ速さでグイッとゼロ距きよ離りまで引き寄せられたのだ、それはもう目を白黒させている。つんのめるようにして前に屈かがみ込んだダリルの、その仰ぎよう天てんした顔を覗のぞき込んだ僕は、目の高さが釣り合ったところでニッコリと笑った。

「僕の名前はリュシアンだよ、いい加減覚えてね」

　僕が近づいたので、その頭上に乗っているチョビとも目が合ったらしい。ダリルの挙動がますますおかしくなった。たぶん、めっちゃ睨にらまれてるんだろうね。

　それにペシュも、どこかの家政婦のごとく僕の髪かみの隙すき間まから、片目だけでダリルを覗いているに違いない。

「お……おぅ、おうよ」

　従じゆう魔またちからも、そして僕からも圧力を受けて、ダリルは窮きゆう屈くつな屈んだ状態のまま、押し切られるように頷うなずいていた。

「それから、許可は僕が申請しておいた」

「えっ……!?　な、ん」

　予告もなく手を離はなされて、ダリルは反動でちょっと仰のけ反ぞってしまう。今日は、彼に対して提案もあったし、いろいろ確認したいこともあったので、そうそう主導権を渡すわけにはいかない。ダリルも、どうやら様子がいつもと違うことを感じているのか、なんだか気味悪そうに僕を見下ろしている。

「気になることがあってね、従魔探しに協力しようと思ってさ」

　思いがけないことを言われて、ダリルは口を開けたまま固まった。

「いや……は？　なんでだよ、てめぇがっ」

「リュシアンだってば……、まあいいや。なんで協力するかって？」

　もともとダリルが僕に絡からんだ理由は、新入生ですでに従魔持ちだったからだ。おそらく度たび重なる留年と、ままならない召しよう喚かんに苛いら立だち、羨うらやましさと悔くやしさでつい手が出てしまったのだろう。基本的に攻こう撃げき的な性格で、どこか排はい他た的なダリルは、この数年、他人を寄せ付けないように振ふる舞まっていた。そんな彼が、久々に自分から構い倒たおしていたのが、奇くしくも僕だったというわけだ。僕が適当にスルーするので、何となく負けた気になって余計に癪しやくに障さわるのかもしれない。

　ダリルは現在召喚魔Ⅱだが、すでに三回留年していた。

　意外なことにダリルはかなり勉強熱心で、知識や魔力操作においては文句なく優等生であり、事実、入学一年目はすべての科において成績上位を占しめていたらしい。

　当時の教養科Ⅰを担当した教師の話では、多少粗そ野やで喧けん嘩かっ早いところはあったが、仲の良い友人たちもいたという。勉強に、実習に、そして自由研究にとアクティブに、そして他人の何倍も努力して、それに見合うだけの結果を出していたというのだ。

　けれど彼に関するある噂うわさを聞く頃ころになると、事情は一変した。事実か憶おく測そくか、ダリルが獣じゆう人じんのハーフだという悪意に満ちた噂が流る布ふしたのである。

　噂が本当だとすると、彼の魔力量は異質だった。獣人の血が混ざると、ほとんど例外なく魔力を失うのが常なのだ。姿かたちは普ふ通つうの人間に見える。逆立ったような短い髪は、茶系で毛先にかけてこげ茶色、瞳ひとみの色は明るい金茶、これは獣人にもよくある色味だが、決して珍めずらしくはない。

「一番の理由は、興味かな？」

「興味だと？」

　短く簡潔に理由を言って、僕は方向転てん換かんして歩き出した。案の定、それに怒鳴り返したダリルだったが、置いて行かれそうになって慌あわてて後を追っかけてきた。

「うん、そう。それに、僕たちは魔法研究科の同じ班の仲間チームメイトでしょ。暴走しそうな仲間を、放っておくわけにいかないよ」

「べつに、仲間じゃねぇ……こんなのは一時的に組んでるだけだ」

「まあまあ、そこはいいんだよ。そんなことより、召喚の事だけど」

「な、なんだよ」

　ダリルは、仲間や友人という言葉に嫌けん悪お感を抱いだいているようだった。

　入学時、獣人の血のことは公表してなかったが、べつに隠かくしているわけではなかったらしく、親しい友人たちにはそれとなく話していたらしい。だが、その時は特に問題は起こらなかった。もとより獣人にだって入学資格はあるのだから。

　だが、一日にしてダリルを取り巻く環かん境きようは変わった。

　魔法を使う猿さるがいる──ある日、教室のボードにそう貼はり出された。

　卑いやしい獣けものは魔法を使うな、人の言葉を話すな、などと言いがかりも甚はなはだしい文書が送りつけられ、侮ぶ蔑べつを交えた流言がまことしやかに囁ささやかれ、面白おかしく飛び交ったのである。

　誰だれが始めたか、そんなことはどうでもよかった。

　怒いかりよりも、失望感が募つのっただろう。差別のない学校という謳うたい文もん句く。たとえ獣人混じりでも、努力さえすれば上を目指せると信じていたのだから。

　それが蓋ふたを開けてみれば、結局は貴族が威い張ばり散らし、魔力よりも家いえ柄がらによって評価が捻ねじ曲げられている。もちろん全部が全部そうではないが、積もり積もった小さな不満が膨れ上がり爆ばく発はつしたのだろう。

　ニーナを通じて、ダリルをよく知る上級生からそれらの事情を聞いた。一年目の終わり頃ごろには、もう友人たちとは距離を置き、一人でいることが多くなったのだという。ダリルは、魔法で上を目指すことのみ拘こだわるようになった。おそらく獣人混じりと馬ば鹿かにした奴やつらを、相手の土俵で、……魔法で、叩たたきのめすために。

「実はね、もともと獣人と魔ま獣じゆうは相あい性しようが良くないんだよ」

「は？　てめぇ……が、なんで」

　いきなり核かく心しんをついた僕の言葉に、ダリルが呻うめくように言葉を失った。

　ダリルが驚くのも無理はない。なにしろ例の噂は、上級生のほとんどには知れ渡わたっていたが、ここ二年ほどの新入生は知らないはずだったからだ。

　噂が流された直後、学園によりかなり強ごう引いんな火消しが行われた。

　事実無根だとして、これ以上の詮せん索さくを禁止したのだ。さらにダリルにも、そのことに関して質問されても、肯こう定ていせず無視するようにとの通達があったのだという。

　それは人道的対処に見えて、実のところは獣人を差別していることに他ならない。

　学園の理念として、身分種族を問わず門戸を開いているが、過去において獣人が在ざい籍せきしたことはほとんどなかった。もちろん獣人が入学してはいけないという規定はない。それでもその体質上、魔力がない者の入学は難しいと言わざるを得なかったのだ。昔から獣人の地位は低く、百年ほど前までは、そのほとんどは奴ど隷れいだった。そのこともあって人間やエルフには、どうしても獣人を差別する風潮があったのである。

　余談だが、獣人と一ひと纏まとめにされる亜人の中でも、鳥型、トカゲ型、人魚などは魔力に似た力があり、一いつ般ぱん的な獣人とは別格なのだという。もっとも彼らは独自の文化を築いており、あまり人の世界に介かい入にゆうしないらしいけれど。

「だからね、召喚の儀ぎがうまくいかないのはそのせいだと思うんだ」

「てめっ……、俺のせいだって言うのか？　てめぇも俺を……」

　この人、本当に人の話聞かないなあ。

「相性だってば！　あのね」

　王都で山ほど読み漁あさった書物の記き憶おくから、獣人に関する記述を思い返した。

　獣人の多くはもともと森で暮らしており、昔から魔獣や他の動物との縄なわ張ばり争いが絶えなかった。そのため、お互たがいを認識して無用な争いが起こらないように、平和的に距離を置くためのシステムが備わっていったのだという。

「フェロモンっていうか、匂においっていうか、そういうのが出てるらしいよ」

「匂いだと？」

　はっとして、ダリルは慌てて自分の匂いを嗅かいでいた。

「人間の血が入ると、ほとんど消えてしまうらしいけどね。ダリルって、獣人のハーフだっけ？」

「はぁ？　俺はハーフじゃねえ、故郷の一族が、もともと獣人の血を受け継ついでるだけだ」

　思ったよりずっと獣人の血は薄うすいようである。噂など、本当にあてにならないよね。

　僕は、おもむろにダリルの周りをぐるりと回った。

　ダリルは、不ふ愉ゆ快かいそうに眉まゆを顰ひそめている。

　僕の探るような態度が気に障さわったようだ。今となっては獣人イコール奴隷ではないけれど、それでも昔から受け継がれてきた記憶と、根底にある魔力至上主義により、今なお獣人蔑べつ視しはある。それもあって、ダリルは少し過か敏びんになっているみたいだ。

「なんだよ、何してんだ」

　噂の真しん偽ぎを確かめるために、僕はダリルのお尻しり辺りをポンポンと叩いた。

「……っな？　ホント何してんだ、てめぇはっ！」

　飛び上がるように、ダリルは方向転換して警けい戒かいするように僕を見た。それはもう、奇き異いな物でも見るように。失礼な、ちょっと確認しただけじゃないか。

「ちょっとしゃがんで？」

「は？　なんでだよ、冗じよう談だんじゃ……」

　ダリルは、バカバカしいとでも言いたげにソッポを向いたが、僕の頭上ではチョビがまるで抗こう議ぎするようにギチギチと顎あごを擦こすり合わせていた。腕うでを組んで、貧びん乏ぼうゆすりをしていたダリルが、やがてチッと舌打ちしてしぶしぶながら膝ひざを折った。チョビに対しては、どこか罪悪感があるのか、いささか立場が弱いようだ。

　加えてダリルは、従魔に非常に強い憧あこがれを持っている。もっとも、たぶんにしてそれが裏目に出てトラブルを起こしてしまうわけなんだけど。

　有り体ていに言えば、果てしなく面めん倒どうくさい性格なのだ。

　また、ペシュのような感覚器官の発達している種族は、もともと音に敏びん感かんで常に声が大きいダリルは苦手らしく、初対面からずっと僕の髪の陰かげに隠れたままだ。いるよね、動物大好きなのに嫌きらわれちゃう人って。

　中ちゆう腰ごしになったダリルの頭を覗き込むようにして、僕はそのまま逆立った髪に手を入れてモゾモゾ頭頂部辺りを探ってみる。

「何してんだよ？　もう、いいだろ」

「うん……、そうだね、それじゃ立って」

　なんなんだよ、と愚ぐ痴ちりながらダリルは膝の辺りを払はらっている。僕はというと、ちょっと考え込んでしまった。

「ちょっと聞いていい？」

「……なんだよ？」

　いい加減くたびれた様子のダリルは不ふ機き嫌げんそうだ。

「しっぽはある？」

　一いつ瞬しゆん、きょとんとして、そこでようやく僕の行動の意図を知ったのか、当然ながら怒り狂くるった。

「でたらめな噂を真に受けんじゃねえ、しっぽなんかあるか！」

　噂の中には、尻しつ尾ぽを隠しているだの、獣の耳を見たなんていう噂もあり、たとえ血が薄くとも身体的に特とく徴ちようが出ているなら、フェロモン説も有りかと思ったんだけどね。

　結局のところ、耳は人間と同じ位置にあり、頭部には何の痕こん跡せきもなかった。もちろんしっぽを仕し舞まってる風でもない。やはり、特徴的にはほとんど人間のようだ。

　うーん、召喚がうまくいかないことにやっぱりフェロモンは無関係なのかな？

　ダリルは魔力も十分にあるし、他には考えにくいのだけれど……。

　プリプリ怒おこって、前方を乱暴に進むダリルの後ろ姿にため息を吐つく。そろそろ学園の結界付近まで来ている。この辺は、本来なら雑魚ざこモンスターがウロウロしている場所だ。手始めに、手ごろな小型の魔獣とでも契けい約やくさせて、ダリルに自信をもってもらおうと思ったのに、魔物の一匹にすら出くわさないっておかしくない？

　こうなってくると、忌き避ひフェロモン説が濃のう厚こうと考えざるを得ない。ほら、大きな犬の匂いに小さな犬は怯おびえるって、あれね。

　周りに小物の気配はあるのだが、息を潜ひそめているような気がするんだよね。かといって、初しよっ端ぱなに自分と力の拮きつ抗こうする強い魔獣を相手に契約って危ないし。

　うーん、やっぱりあれしかないのな。一つ提案事じ項こうはあるんだけど、まだニーナ達にも話してないんだよね。もっとも、ダリルが乗ってくるかどうか……。

　僕は、足を止めた。

「今日は、ここまでにしよう」

「なんだと！　ここからだろうが。てめぇが怖おじ気けづいたってんなら……」

　まあね、ダリルが駄だ々だをこねるのはわかってたよ。

「そうじゃないよ。ほら、もう学校も始まっちゃうし、僕が貰もらった許可も、入口付近までなんだよね」

　なにしろ、学園二年目の生徒が貰った許可証である。ダリルと会えるかどうかもわからなかったので、それこそちょっと外出、といった程度の申しん請せいに過ぎない。

　それを聞いてダリルは口を噤つぐんだ。

　今でこそ、ちょっとやさぐれてしまったものの、根っこのところは入学当時から変わってないのだろう。変なところで真ま面じ目めなんだよ。現に、授業は残らず全部ちゃんと出席しているし、必要な勉強も怠おこたらない。

　不機嫌そうに舌打ちして、ダリルは無言で来た道を戻もどり始めた。

　僕は、ほっと胸を撫なで下ろしてその後に付いて行った。もちろん暴れたら、引き摺ずってでも連れて帰るつもりだったけど、そうならなくてよかった。

「ねえ、ダリル……」

　呼びかけてはみたものの、ダリルがその声に気が付いたのかどうか、敷しき詰つめられた落葉を蹴け散ちらしながら、後ろを気にする様子もなくひたすら歩いている。

「……ジョン、潜もぐる気はある？」

　僕の声は、枯かれ葉はを踏ふむ音に紛まぎれてしまう。それこそ聞こえたかどうか怪あやしいほどだったが、ダリルはものすごい勢いで振ふり向いた。

　先頭がいきなり止まったので、僕はダリルの腹辺りに顔面から衝しよう突とつした。

「痛っ！　ちょっ、急に止まんないでよ」

「今、なんてった？　ダンジョンっつったか！」

　なんだよ、聞こえてるんじゃないか。それにしても、思った以上に過か剰じような反応でびっくりだよ。これは早急にみんなに相談しないとね。なにしろ、こちらにとっても人数不足の課題があったしね。
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　新学期が始まって一週間を過ぎた頃ころ、僕達は再び街にやってきた。防具などの装備を新調するためと、例のフリーバッグを取りに行くためである。

「あら、遅おそかったわね。もうとっくに出来てるよ」

　髪かみを三さん角かく巾きんでまとめ、何やら分厚い革を膝に抱かかえて作業をしていたジョゼットさんは、僕達を見つけると、歓かん迎げいするように微笑ほほえんだ。

「自分で言うのもなんだけど、なかなかの出来よ。ベルトとナイフホルダーもお揃そろいの革で新調しておいたわ」

「ジョゼットさん、ありが……っわ、あの」

　お弟で子しさんから受け取ったベルトとカバンを、僕がお礼を言い終わるのも待たず、さっそくサイズを確認するように腰こしに巻いてくれた。立ったままの僕をくるっと一回転させて、ジョゼットさんは腰回りやナイフの位置なんかを調整してくれた。

「うん、大だい丈じよう夫ぶそうね！　どう、きつくない？」

「ぴったりです。それに機能的で使いやすそうだし、シンプルで格好いいですね」

　後ろ手でもアイテムを取り出しやすい位置で、カバンの蓋ふたはワンアクションで簡単に捲まくれる構造だ。もちろん魔ま法ほうのカバンなので、他人が手を突つっ込んだところで何も取ることは出来ない。また荷物が飛び出す心配もないので、巾きん着ちやくのように口を絞しぼる必要もなければ、チャックもいらないという優すぐれものだ。

「容量はね……、ここだけの話、ほぼ無限に近いわ。知られると面倒だから、あまり口外しないでね」

　ジョゼットさんは、声を抑おさえて耳打ちした。

「貴方あなたたちとは、これからもいい関係を築いていきたいもの。私も、秘密は守るわよ。これからも期待してるわ」

　そう言ってウインクしたジョゼットさんは、続いてニーナのマントのサイズ直しと、頼たのんでおいた毛皮の処理、紡つむいだ糸を見せてくれた。こちらも見事な出来で、毛皮の毛並みは白く艶つや々つやと輝かがやき、革地もしっかりと処理してある。糸は綺き麗れいに紡がれ、まるで絹のような手て触ざわりだった。

「素敵な手触りね、毛皮は防寒具に丁度いいわ。これだけあれば全員分作っても十分足りそうね。あ、でも前衛は戦せん闘とうの時かさばるから無理かしら」

「基本的には移動時の防寒具ですもの、気にしなくてもいいんじゃないかしら」

　大量の毛皮を前に、前衛組二人がデザインなどを相談している横で、僕は人数分の毛皮だけを取り分けて残りをフリーバッグに仕舞った。

「ジョゼットさん、防寒用マントの縫ほう製せいもこちらで頼んでもいいですか？」

「もちろんいいわよ。ええと、いち、に……、五人分でいいのね」

　僕は頷うなずいたが、周りの反応はちょっと違ちがった。エドガーは苦い顔をして、ニーナとアリスは何か言いたげにお互たがいの目を見交わした。

「あの話……、本気なのね、リュシアン」

「ニーナは反対？」

　今ここに居る人数は四人、でも僕が頼んだのは五人分。言わずもがな一人分多い。

　そのことについては、昨夜のうちに僕の考えを全員に伝えた。例外なく驚おどろき、なぜそうなった？　と、もれなく突っ込みたい様子だった。無理もない、彼らにとってはほとんど寝ね耳みみに水だったろうしね。

「反対と言うか、いつの間にそんな話になったのか不思議なのよ」

「そうよね、リュシアンなんかいつも絡からまれてたし」

　不思議そうに首を捻ひねるニーナに、アリスも加わる。

「まあ、そうなんだけどね」

　もっともらしい理由としては、僕達の戦闘スタイルに不足してる要素を補ってくれそうとか、単純にダリルの戦闘力が優れているというのもあるんだけど……。

「どちらにしても人数が足りないのも事実だしね。でも、みんなの同意が得られないなら、強ごう引いんに進める気はないから安心して」

　最終的にはダリルも交えて相談する必要があるしね。

　そしてジョゼットさんには、紡いでもらった糸でさらに布を織っておいてもらうように頼んだ。魔ま獣じゆうの毛で作った布は、火にも強く、多少の魔法レジストの効果もあるので、鎧よろいの下に着るアンダーや、ローブなどに重ちよう宝ほうするのだ。

「それじゃ、次は鍛か冶じ屋やに行こう」

　金属や魔獣の部位を使った武具は、鍛冶屋の領分である。前回は行けなかったが、いよいよパトリックさんが紹しよう介かいしてくれたもう一つの工こう房ぼう、鍛冶屋へと向かった。




　話は少し遡さかのぼる。数日前、僕とダリルは盛大に授業に遅ち刻こくした。

　ダリルに付き合って学園の森へ行った、その帰りのことだ。

　とにかくダリルが食い下がって会話が終わらなかった。いや本当に、あれほどダンジョンに食いつくとは思わなかった。

「おい、もう一度言ってみろっ！」

　後ろによろけて鼻を押さえた僕に、ダリルはこれっぽっちも容よう赦しやがない。両手で襟えり元もとを摑つかまれて、これでもかと引き寄せてきた。顔、近いからっ！

「だからね、ダンジョンだよ。僕たちは今年、ダンジョン実習に……」

「吹ふいてんじゃねぇぞ！　てめぇらみたいなペーペーに、ダンジョン実習の許可が下りるわけがねぇだろ！　いい加減なこと言ってんじゃねぇっ」

　話の途と中ちゆうで鼻に皺しわを寄せたダリルが、いきなり突き放はなすように手を離はなした。本当にもう、最後まで話聞こうよ。

　せっかちなこの性格が、トラブルメーカーたる所以ゆえんなんだろうけど。

「申請はちゃんと通ったよ。ちなみにメンバーは、ニーナ、アリス、エドガー、僕。ダンジョンパーティは五人以上が決まりなので、あと一人メンバーが加われば、いつでもすぐに出発の許可が出るよ」

「……ッ？　えっ、な、なんだと」

　ダリルはあれだね、必ひつ須す科目である教養科の度たび重なる留年と、普ふ段だんの素行の悪さで落とされちゃうんだろうね。あと友達がいないから、申し込み用紙にソロとかアホなこと書いてるんだろうな……。

「ダリルは、Ⅴ以上のクラスあるよね？　戦闘系ならⅣ以上」

　確認のために聞くと、ダリルは当然だと頷く。

「じゃあ問題ないよ。申請してみたら？」

「な、なんだよ、てめぇらの名前を書いていいってことかよ」

　パーティの責任者と、各個人が許可書を貰うための申請には、同行するメンバーの名前を書かないとならないが、これまでダリルは誰だれの名前も書かなかった。

「そうだね、ニーナたちには僕から言っておく」

「……ふん、あいつらがすんなり納得するかよ」

　少なくとも、ダリルからは断らないんだ。僕はてっきり「冗じよう談だんじゃねぇっ！」とか怒ど鳴なられるかと思ったけど、ちょっと意外だ。

　そうなると、いろいろ聞いておかなければならない。

　どうやら装備などは訓練用に毛が生えたくらいの物しか持っていないらしい。この先、一いつ緒しよにダンジョンを攻こう略りやくするなら、自分たちと装備レベルがかけ離れているのはいささか不味まずいだろう。

「近いうちに、ダンジョン用の装備を新調するから、ダリルも同行してもらうよ」

「……俺は、必要ねぇ。行くならてめぇらだけで行け」

　言うと思った。

　でもね、チームってそういうこと許されないからね。

「これは、絶対だよ。デモもストもない。一緒にダンジョンに潜りたいなら、これからは指示には従ってもらうことになる。もしできないなら……、この話はなしだ」

　ダリルは面おも白しろい人材だと思うけど、最終的に指示に従えないというなら、やはり同じパーティに入れるわけにはいかない。これは普ふ通つうの授業とは違う。相手は本物の迷めい宮きゆうであり、対するのはモンスターだ。大おお袈げ裟さでも何もなく、下手へたをすれば命を失うことすらある。

　反射的に口を開きかけたダリルは、すぐに不ふ機き嫌げんそうに黙だまり込んだ。僕の強きよう硬こうな態度にいささか驚いた様子ではあったが、すぐにふうっと息をついて頷いた。

「わかったよ。だけど、納得できねぇことには従う気はねえ」

　──俺は、奴ど隷れいじゃないからな。

　ポツリと漏もらした最後の台詞せりふに、思わず苦笑いが漏れる。今までの彼を取り巻く環かん境きようがそう言わせたのだろうが、まだまだ僕も信用されてないのかもしれない。

「自分の意見を持つなってことじゃないよ。ただ、安全に関する事じ項こうでは、僕も譲ゆずる気はないからね。従わなかったら抜ぬけてもらうことになるよ」

　煩うるさい奴やつだと思われても仕方がない。今まで関わりが少なかったから流せた事も、仲間の命が掛かかってくるとなればそうはいかないからね。

　厳きびしい口調で続けた僕に、意外なことにダリルは案外すんなり頷いた。さっき自分でも言ってたが、納得出来ることなら従うというのは本心なんだろう。

　ようやく学校の門が見えてきた。時間的に、すでに授業は始まっており、このあたりには誰もいなかった。やれやれ完全に遅刻だよ。

「じゃあ、もう一つ」

「な……、なんだよ」

　門をくぐる前に、僕はダリルの方へ向き直った。明らかに警けい戒かいしたダリルは、いささか仰のけ反ぞるようにして立ち止まる。

「いい加減、てめぇはやめて。僕の事も、みんなの事もちゃんと名前で呼んでね」




　金属を叩たたく音が、そこかしこから響ひびいてくる。

　僕らは紹介を受けた鍛冶の工房へ向かうために町に来た。この一帯は、鍛冶師の工房がいくつも隣りん接せつした場所だ。それにしても歩いても歩いてもなかなか辿たどりつかない。鍛冶屋エリアが終わっちゃうよ、と危き惧ぐした頃ころにようやく目的の場所に到とう着ちやくした。

　僕から見ても入り口が低いと感じた。エドガーやニーナは屈かがまないと確実に頭を打つに違いない。しかもボロ……いや、かなり年季が入っている。

　なるほど、パトリックさんが頭を抱かかえるわけだ。

　ここの主人の腕うでに惚ほれ込み、中央の店のすぐ横に新しい工房を用意したのだが、なぜだかこの場所を梃て子こでも動かなかったというのだ。

　全員入ったら崩くずれそう……。

　思わず忍しのび足になりながら、僕は工房の中に入っていった。使い込んだ火ひ床どこには真っ赤な灼しやく熱ねつの炎ほのおが踊おどり、その手前で小さな老人が一定のリズムで黙もく々もくと鉄を打っていた。

「すみません、パトリックさんの紹介で……」

　僕の声は、あっという間に鉄を打つ音にかき消された。

　気が付いているのかいないのか、どうやら作業を中断するつもりはないらしい。僕は何度かチャレンジしてから振ふり返って、ニーナ達に首を振った。工房の入口付近で、彼女たちは顔を見合わせて肩かたを竦すくめた。

「ひと段落するまで待つしかないようね」

　この様子では仕方がない。老人の周りを確認したが、弟で子しらしき人ひと影かげはない。ジョゼットさんの工房には何人も弟子がいて賑にぎやかだったのに。

　そんな時、不意に工房の外で何かが動くのを感じて、入口付近で屯たむろっているエドガーたちを押しのけて表へと出た。

「げ……っ？」

　僕が頭だけ外に出すと、壁かべに張り付くようにして中を覗のぞき込んでいた人物が、咄とつ嗟さに回れ右をした。もちろん僕は、素早く上着を摑んで引き戻もどす。何しろ、それはここで待ち合わせをしていたダリルだったのだ。なんでこんなところでコソコソと？

「いつからここに居たの？　入ってくればいいのに」

「いや、その。なあ……、おいっ、鍛冶屋はここじゃないとダメなのかよ？」

　逃にげられないと知るや、ダリルは僕に詰つめ寄った。ニーナたちと顔を合わせるのが気まずくて入ってこないのかと思ったけど、なんか違うっぽいな。

「え……？　そうだね、パトリックさんの紹介だし。なに、なんかマズイの？」

「ま、マズイいっていうか……」

「みんな中にいるよ、ほら説明するから中に入って」

「う……、いや、それは。おい、こら待てっ」

　なんだかよくわからないが、工房の前で揉もめていても仕方がない。強引にダリルの腕を摑んで、工房の中へ誘さそった。往おう生じよう際ぎわ悪く足を踏ふん張ばるダリルにちょっと手こずっていると、やがて工房の中から小人のような小さな影が姿を現した。

　ぼさぼさの茶系の髪かみに、眉まゆだか髭ひげだか顔中もじゃもじゃの容姿。身体からだに見合わぬ大きな腕と手のひら。足も筋肉質で短く、比ひ較かくするのもなんだけど、身長は子供の僕ほどしかない。

　ゴーグルを頭にずらし、おもむろにダリルを見上げた。その眼光は、まさに睨にらんだと言っても過言ではない。……ダリル何やらかしたの？

「誰かと思えば、家を飛び出したバカ息子むすこじゃねぇか。今いま更さら、どの面つら下げて帰ってきやがった！」
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　仲間にするにあたって、ダリルにはいろいろと話を聞いた。なにしろダンジョンへ潜もぐるメンバーだ。僕だって、ただの乱暴者を仲間になどしない。

　理由の一つは、モンスターを寄せない体質に興味を持ったから。これは獣じゆう人じんなら、誰でも多かれ少なかれ持っている能力だけど、この力をコントロールできるようになると、逆に引き寄せたりもできたりするらしい。他人にない能力を持っているのは、それだけで特とく殊しゆな才能になりうる。

　そしてもう一つ、魔ま法ほう科の実力者だという事。魔法使いの弱点である体力のなさ、身体強化のスキルや魔法の無属性を持っていないという欠点を、その獣人の血で克こく服ふくしているという特異さだ。なにしろ豊富な魔力を持ち、複数の属性魔法を操あやつれると同時に、人間離ばなれした頑がん丈じような身体を持っている。はっきり言ってチートである。

　ダリルはこう見えて、苦学生だ。

　出身は、モンフォールの魔ま境きようよりももっと奥の山さん岳がく地帯。

　貧しく小さな村が集まっただけの、雪の多い寂さびれた地域。人々は、細々と家か畜ちくを育て、瘦やせた土地を耕して暮らしているのだという。そして、その地域の住民の多くはまったく魔力を持っていないのだと話していた。

　理由はそう、ほぼ全員が獣人の血を引いていたからだ。もとより差別され、つまはじきにされてそんな奥地へと追いやられたのだ。

　でもそんな中、ごく稀まれに強い魔力を持つ子供が生まれることがある。理由としては魔力を持つ亜人の血が強く出るなど諸説あるが、はっきりとは解明されていないらしい。

　ダリルは幼い頃から魔力があったため、この村へ立ち寄った商人に預けられ、こうして学園都市へと来たらしい。

　ギルドへの登録が出来る十五才で冒ぼう険けん者となり、今では小さな依い頼らいをこなしつつ、ほぼ自力で生活しているという。学校の費用は、肩かた代がわりしてもらっているのでコツコツと返していると聞いた。

　──なんだけど……どういう事？

「飛び出したんじゃねぇよっ、寮りように入るっつったじゃねぇか！　それより、ジジィ！　なんでいつまでもこんなおんぼろ小屋にいるんだよ。新しいところはとっくに出来てんだろうがよ。だいたい弟子はともかく手伝いくらい雇やとえって、パトリックさんも……っ」

　呆あつ気けにとられる僕達の横をずんぐりむっくりの老人が通り抜けると、身体に似合わぬ大きなげんこつを振り上げ、有無を言わさずダリルの頭に叩き落とした。

「ッッ？　……痛いってぇっ、何しやがんだこのクソジジィ！」

　なにが始まったの？　えっ、親って、この人がダリルの父親？　いやいや、獣人の血は混じってはいるけど、人間のはずだよね？

　この職人さん、どう見てもドワーフなんだけど……。

「儂わしがなにも知らんとでも思ってんのか、てめぇも一枚嚙かんでやがんだろ！」

「はあ？　俺がなんだよ、なんもしてねぇよっ」

　会話はともかく一つわかったことがある。ダリルの口の悪さはこの老人譲りだということ……あ、手の早さもだね。

「なに吹ふき込まれたか知らねぇが、儂は施ほどこしを受けるつもりはねぇ！　てめぇも、ふざけた金を送って来やがって、何のつもりだ」

「施しって……、お抱えの職人に出資するのはべつにおかしな話じゃねえだろっ！　それに俺のは、留年した分を自分で稼かせいでるだけで……」

「それが舐なめくさってやがるって言うんだ。テメェ一人ぐれえ養えねぇ儂だとでも思ってんのか！」

「そうじゃねぇ……だけど借りっぱなしで、俺はっ」

　故郷の村で知り合いの商人に預けられたダリルは、その後、学園都市で大きく商いをしていたパトリックに譲られ、当時、彼が迎むかえたばかりの鍛か冶じ職人の老人へ丁でつ稚ち奉ぼう公こうに出されたというのだ。

　偏へん屈くつで、いくら言っても手伝いを雇わなかった老人に困り果てていたパトリックにはまさに渡わたりに船だった。当時、ダリルは五才になったばかりだったが、貧しい田舎いなかでは、子供も立派な働き手として飯めし炊たきから掃そう除じ洗せん濯たくなんでも出来るので、役に立つだろうと思ったのだろう。

　パトリックとしては、その交こう換かん条件として学費を出すつもりでいたのだが、老人はそれを断ってすべての費用を自ら捻ねん出しゆつし、ダリルを学校へやっていた。身内に入れた以上は、家族として当然だという考えだった。

　成長したダリルは、パトリックにその辺の事情を聞いたのかもしれない。もしかしたら学費や生活費のせいでこの工こう房ぼうが苦しいのかもと考えた。

　加えて学校でのゴタゴタに、教養科と魔法科召しよう喚かん魔まの度たび重なる留年。ダリルなりに何とかしなくては、と考えたのかもしれない。この家を飛び出し、パトリックの伝つ手てで学園の寮に入り、日夜冒険者として日銭を稼ぐようになったという。

「息子を育てるのに、貸し借りがあるか！　この、ばかもんが！」

　なんというかこれは、当初から手伝いの為ために預けられていたと自覚していたダリルと、最初からすべてを引き受けるつもりで迎え入れたこの老人の、双そう方ほうの食い違ちがいが生んだ意地の張り合いみたいなもの、って感じなんだね。

　この二人、属性かぶってない？　似た者同士っていうか……。

　素直じゃないこの二人では、話がいつまでも終わらない気がする。

「……あの、ちょっといいですか？」

「ん？　……なんだ、誰だれだ？　勝手に人の工房に入りおって」

　いや、ずっと居ました。

　この、前しか見えてない感じもなんか似てるよね。本当の親子でもここまで似るか、と言いたくなるような二人だ。

　ともかく僕が横合いから声をかけると、ドワーフの老人はようやくこちらに注意を向けた。初めて気が付いたという顔で、僕とその後ろでポカンとしている集団を怪け訝げんそうに見み渡わたしている。




「ふん、ダリルの友達か。はよ、それを言わんか」

　ここに至って、ようやく鍛冶職人との対面が叶かなった。僕らはやっと工房へ案内されたのである。

　作業場の床はコンクリの打ちっぱなし、一段上がったテーブルが置いてある場所は板の間だが、煤すす汚よごれて真っ黒である。ここがどうやら食しよく卓たくに使っているダイニング？　になるのかな。いや、どうやら客間も兼かねているらしい。

　ダリルを含ふくむ、エドガー、ニーナなど背せ丈たけのある者は、この工房の中ではいささか身体を縮める必要がある。ドワーフ仕様で天てん井じようが低い上に、軽めの道具類などがぶら下がっていたりもするのだ。もっとも若じやつ干かん二名は、頭を気にする必要は全くなかった。わざわざ言うまでもないだろうけど、僕とアリスである。

「そういえばパトリックの若造が、大事な客が行くとかなんとか言っておったな。儂は、客は自分で選ぶとあれほど言っておるのに、勝手なことをしくさって」

「そんなこと言ってるから閑かん古こ鳥どりなん……、ッだ、痛いてぇっ！」

　間かん髪はつ入れずドワーフのでかい拳げん骨こつが、ダリルの頭に炸さく裂れつした。咄嗟に文句を言いかけて立ち上がったダリルは、さらに天井からぶら下がったランプの魔道具に頭をぶつける羽目になる。この二人は、何というか揃そろうとコントみたいだね。

「あだっ！　ったく、あちこち天井が低いんだよっ」

　普ふ段だんは六人も座るようには出来てないテーブルに、僕らは無理やりぎゅうぎゅう詰づめに座っていた。むろん人数分の椅い子すなどないので、その辺にあった木箱や、道具箱などを代用している。とにかく狭せまい。

「だが……、まあ息子の友人というなら、話は聞こうか」

　彼の名はブロイ、種族は見てのとおりドワーフだ。

　元はドリスタンの城下町で鍛冶屋をやっていたが、ドワーフであることと、この性格が災わざわいして街にいられなくなったらしい。追い出される際、その腕うでを惜おしいと思ったパトリックにより、この地に呼ばれたということだ。

　ここでも度々問題を起こしてはいるが、何しろその腕の良さは折り紙付きなので、上位の冒険者がいくらでも金を積んで依頼にくるという。

　僕はさっそく依頼品の数々をブロイに相談することにした。この工房では、それほど大量の受注は出来ないかもしれないので、厳選していくつかをやってもらおうと考えた。

　まさか一人きりでやってる工房だとは思わなかったが仕方がない。必要な物を、とりあえず適当に書き並べてみた。

　ニーナの靴くつとアリスの大たい剣けん、あとは籠こ手てなどの防具。エドガーの剣とバックラー、加えてダリルの武器、鎧よろいなど。僕については重い装備は向いていないので、布と革で防具を作るつもりだった。

「あ、そうだった。ダリル、杖つえ見せて」

　突とつ然ぜんの僕の要求に、当然ダリルは胡う乱ろん気げな顔をしたものの、床ゆかに置いた例のパンパンに膨ふくらんだカバンから長なが物ものを引き抜ぬいた。

「う……ん、やっぱり鉄か。しかも曲がってるね、なに叩たたいたの？」

　限界まで使い込んである鉄のロッド。手入れはしているようだが、先の方がべこべこになっている。しかも何の付加能力もついていない。これでよく魔法科上位についていけるものだと、逆に感心してしまう。

「ブロイさん、叩けるロッドとかって作れます？」

「ふむ、そうなると頑丈な作りがいいな、メイスはどうだ。あれは、魔法使いの杖というより鈍どん器きに近いが、付加と材質によってはダリルにはもってこいなんじゃねぇか」

　戦せん闘とうスタイルがわかっているニーナ達の武具は決まっているが、新メンバーのダリルとなると情報が足りない。せっかく武具を新調するなら、ここは育ての親の意見もしっかり聞いて、使いやすいものを作りたい。

　杖の傷いたみ方から見ても、ダリルは打だ撃げきを併へい用ようしながら魔法を打つタイプのようである。魔法を放ちながら突とつ進しんしていく姿が目に浮うかぶようだった。魔法使いは通常、前衛を盾たてにして遠えん距きよ離りを保つものなんだけど……。

「なるほど、メイスね」

「て、てめぇらっ！　何を勝手に、俺はそんなん……」

　ダリルは、僕の持っていた杖を思わず奪うばい返していた。武器のスタイルがどうのというより、武器や防具を僕たちに新調してもらうということが気に入らないらしい。

　まあね、わからないでもないよ。育ての親ともそれで喧けん嘩かしてるし、……でもね、僕だって前にも言ったよ。

「……チョビ、遠えん慮りよしなくていいよ」

「は……？」

　次の瞬しゆん間かん、目にもとまらぬ速さで僕の頭からダリルに飛び移ったチョビが、ぎゅーうっとその頭を締しめつけた。親父パンチを二発も食らった頭部に、またもや衝しよう撃げきが走った。

「いっ？　あだだだだだっっ！」

　何しやがるっ！　と咄とつ嗟さに立ち上がったダリルは、またもや盛大にランプに頭をぶつけて再び座り込んだ。当然、チョビはすでに僕の頭に戻もどっている。

「てめぇはやめてって言ったでしょ」

「ぐっ、そこかよ！　いやっ、だから人の武器を……」

　口ごもるダリルに、僕はにっこり笑う。いやもう、人の悪い顔をしているのは自覚してるよ。だけど、やるなら全部いっぺんにだ。ここはスルーさせるつもりはない。

　なんだかエドガーは面おも白しろそうにやり取りを見ているし、ニーナとアリスは、ただの乱暴者だと思っていたダリルの知らなかった素す性じようや、意外な一面の数々を目まの当たりにして、ちょっと戸と惑まどっているようだ。

「リュ……、くそ、てめっ、おめぇだよ……リュ、シアン」

　絞しぼり出すようにようやく名前を呼んだダリルに、僕はもう笑うしかない。そんな血ち反へ吐どを吐はくように人の名前呼ばないでよ。

　そんなにやなの？　なんか地味にショックなんだけど。

「君の武器や防具を作るのは、僕達の為だよ」

「……な、なに？」

　仕切り直して、僕はダリルにそう宣言した。

　ダリルにしてみれば、僕たちに施しを受ける筋合いはないということなのだろう。だけど君、ちゃんとわかってるはずでしょ？　だって、さっき自分でブロイに説明してたじゃないか。お抱かかえの職人に出資するのは当たり前だって。

「前にも言ったよ、これはチームとして必要なことなんだ。君の装備が万全じゃないばかりに、魔ま物ものを倒たおせなかったり、怪け我がをして足手まといにでもなったら、そのしわ寄せはどこに来ると思う？」

「うっ！　ぐっ、でも」

　あと一押し。

「言っておくけど、それだけの働きはしてもらうし、戦力として、こちらに利があると思ったからこその投資だと思ってくれていいよ」

　要するにイーブンなんだと、とどめを刺さした。

　もちろん半分は、ダリルを納得させるためのリップサービスだが、壁もできる魔法使いの存在は、何気に助かるのも確かだ。後方にも前衛ばりのタンク職がいるのは、戦列が乱れたときなどに態勢を立て直しやすい。

　ううむ……とダリルが唸うなった。

　うん、落ちたかな。

　口八丁手八丁で世の中を渡わたって来た元サラリーマンに、口で勝てると思わないでね。

　さてダリルも納得したところで、改めて発注する品を厳選することにした。

「言っとくが、儂わしは付加能力をつけることは出来んが、いいんだな」

「大だい丈じよう夫ぶです、多少は僕ができます。それに、鉱石を錬れん金きんする際にもある程度の魔力錬金をしますので」

　書き出された武具を、一通り見ていたブロイさんは感心したように頷うなずいた。

「ほう、大したもんだ。どれ……」

　材料となる金属の塊インゴツトを、フリーバッグから取り出していくつか並べる。金属の錬金は僕とエドガーでやってきた。

「お前これ。確か……錬金術の授業は取ってなかったよな？」

「今年度から取るつもりだよ。この間、見学してきたって言ったでしょ」

　手分けして錬金してきた素材を見比べて、エドガーはどこか納得いかない様子だ。

「ああ、これは独学だよ。母様や、ロランにコツを教えてもらってたからね」

　素材錬金はともかく、エドガーは金属錬金には絶対の自信を持っていたらしく、それが悔くやしかったようだ。いや、始めて一年目なら大したものだと思うよ。僕の場合は、始めるのが早かっただけだよ。いい先生がいっぱいいたしね。

「こりゃ、二人とも大した腕だな。しかもミスリルだと？　子供が持ってくる素材じゃねぇぞ。うむう、こっちの錬金も悪くない、ちょっと粗あらはあるが」

　順番に見ていき、他の素材より小さめの塊にふと目を止めた。

「こりゃ驚おどろいた、アダマンタイトか。なんじゃ、お前らいったいこれをどこで……」

　顔を上げたブロイが、ふと何かを思い出したように首を振ふって、なにも言わずに再び材料を選別し始めた。なんだかんだ言って、ちゃんとパトリックの話は聞いてるんだね。素材についてアレコレと詮せん索さくしてこなかった。

　結局、アリスの大剣は鋼鉄製の完成品を購こう入にゆうした。ブロイが最近製作したものだが、一目ぼれだったらしい。エドガーは手持ちのミスリル製の杖があるので、あとは腰こしに差す細身の剣を選んでもらい、バックラーのみ持ち込みのミスリルにて新調することにした。

　ニーナは小型のナイフを一本、これは普ふ通つうの鉄製のものだ。もとより靴がメイン武器だったからね。そのブーツだが、革を主体に所々を補強する形にしたいというので、まずはジョゼットに追加で注文に行かなくてはならない。僕の装備も縫ほう製せいの仕事なので、布が出来る頃に顔を出すことになるだろう。

　これであとは食料や薬など、細々したものを揃えれば準備は完かん了りようする。

　いよいよ待ちに待ったダンジョンも目前だった。








第四章　ダンジョン攻こう略りやく編






　希望者のみが参加するダンジョン実習。元々は、そういう触ふれ込みだったが、最近ではほとんど秋の恒こう例れい行事と化していた。

　特に教養科も終しゆう盤ばんになると、本格的に何を中心に学んでいくか考えていく時期にくる。特に研究関係ではない科を選せん択たくしている者たちにとっては、自分に向いているもの、やりたいものを決定づける指針にもなるようだ。

　まだ二年目の僕にとってはそれほどテーマ性がないが、将来冒ぼう険けん者を目指すうえではもちろん有意義なイベントだ。切せつ羽ぱ詰つまった課題がないからこそ、ゴールや手て柄がらを急ぐことなく、それこそ重箱の隅すみをつつくように十二分に探たん索さくし尽つくしたい。

　今年度、生徒たちに提供される踏とう破は済みダンジョンは、学園の所有する森の、少し奥へ進んだ場所にあった。この辺りはすでに国有地だが、期間限定でダンジョンのみ学園に貸たい与よされた形である。

　中にある宝物、モンスター、素材などは基本的に狩かった者の所有となる。もちろん踏破済みということは、一通り狩り尽くされていることは言うまでもない。

　恒例になった秋のダンジョン開きは、春の学園祭ほどではないがちょっとしたお祭まつり騒さわぎで、学生冒険者の講演や説明会などは、初参加の学生はもちろん、まだ参加できない下級生にも人気の催もよおしである。

　ダンジョン許可証の授じゆ与よは、催しの最後の締めだ。

　先ほど、開会式という名のやたら長い挨あい拶さつが終わり、ようやくあちらこちらで先せん輩ぱいたちの展示会や、説明会、演説などが始まった。学生とはいえ、研究生レベルになると冒険者としてもＤ級や、一人前と言われるＣ級などという猛も者さもいる。

「ここのリーダーは、なんでもＣ級パーティと未踏破ダンジョンに潜もぐったらしいわよ」

　僕達も、さっそく見て回ることにした。アリスはパンフレットを片手に、興奮したように僕達の案内を買ってでた。こういうの好きそうだよね。

　ブースの学生はまさに演説中である。ベテラン冒険者たちのマッピング要員や、荷物持ちとして、結構大きなダンジョンに挑ちよう戦せんしたという話をしている。その時の戦利品などが、ブースに展示してあるようだ。

　ダンジョン開きのこういった催しは学園の外にも知られており、自分たちの売り込みにもなるため、すでにダンジョン実習に参加しなくなった上級生にも利益があり彼らによる、下級生たちへのアドバイスも熱が入る。

「自分たちのパーティで行ったんじゃないのね」

「戦利品……、なんだかショボイわ」

　ニーナとアリスは展示してある品々を見学しながら、辛しん辣らつな感想を述べている。

　ちょっと！　聞こえちゃうからあんまり大きな声で言わないで。先ほどからチラチラこちらを窺うかがう上級生が気になって仕方がない。もっとも、単に学園のお姫ひめ様さまを気にしているだけかもしれないけれど。

「あの時の戦利品を見ちゃうとな……、まあ仕方がないけど」

　エドガーも腕うで組ぐみをして首を振っている。気持ちはわかるけど、踏破済みのダンジョンの戦利品なんてもっとしょぼいからね。

「始めに言っておくけど、前回のアレは攻略じゃないからね」

　僕にとってあの強行軍は、強きよう烈れつな船ふな酔よい（仮）との戦いの記き憶おくだ。心底嫌いやそうな顔をしていたのか、ニーナ達はそれを察してなんだか苦笑いしている。

　そんな中、一いつ緒しよにいる僕達の会話に付いてこれず、ちょっと蚊か帳やの外になってしまったダリルが居い心地ごこち悪そうに辺りを見み渡わたしていた。こういう全体行事は久々だろうから、余計に落ち着かないのかもしれない。

　そんな時だった。

「ああ、臭くさいなぁ。何の臭においだ？」

　人混みに紛まぎれて、ちょっと耳障ざわりな甲かん高だかい男の声が聞こえてきた。

「おや、獣けもの臭いと思ったら……、人間様に混じって下等な獣じゆう人じんなんぞが紛まぎれ込んでるみたいだな」

　誰だれに向けられた言葉かすぐに見当がついた。そして何より、その声にちょっとだけ聞き覚えがあった。

　人混みに埋うもれるように、丸い顔がニヤけた表情でこちらを向いていた。背の低い、毬まりのように丸い身体からだ。短い手足はまるでソーセージのようだ。そう、見覚えのあるボディ……以前、僕もしっかり絡からまれたことがある。

　取り巻きも健在で、何気に増えている。ダンジョン攻略の為ために急きゆう遽きよ集めたのだろう。こう言ってはなんだけど、明らかに人望とは別のものでくっついているような印象である。

「おい！　おまえだ、獣人っ！　聞いているのか？　無視するな」

　取り巻きの一人が唾つばを飛ばして言うのに、ダリルは我関せずである。

　あれ、飛びかからないの？

　何度も問答無用で襟えり首くびを摑つかまれた身としてはなんだか意外である。振り向きもせず微び動どうだにしないダリルを、僕はちょっと感心したように仰あおぎ見ていた。

　そんな僕に気が付いたのか、ダリルは不ふ機き嫌げんそうに眉まゆ尻じりを上げてソッポを向いた。どうやら本当は相当イライラしているらしい。ボキボキと指を鳴らして、何度も手のひらと拳こぶしを打ち付けている。

「あいつは、どうしょうもねぇ……」

　どうも過去に手を上げて、停学を食らったことがあるらしい。なるほど、すでに手は出した後だったわけね。でもハンプティ・ダンプティは懲こりないらしく、同じことを何度も繰くり返すので、やっただけこちらが損をするということなのだろう。

「えーと、君は……、確かマンマルくん？　だったかな」

　反はん撃げきしてこない相手にさらに調子に乗って中傷を続ける少年に、僕は、さりげなく間に入って笑顔で話しかけた。

「無礼な！　僕の名前はキアランだ。マンマルは国の……っ？」

「ほう……、国か。それは私も知らなかったな」

　僕達の後ろから、長身のニーナとエドガーがゆったりと現れて、背の低いキアランの顔に影かげを作った。もう一人、アリスもその横から顔を出す。

　いつも一人きりでいるダリルの周りに人が居ることに驚いたのだろう、キアランはしばらく啞あ然ぜんとしてしまったが、その相手がニーナであると気が付くと、今度は一いつ瞬しゆんにして腰を抜ぬかしそうになっている。

「ひ、ひ、姫様。あっ、いや、ぼぼ、僕は」

　この人、懲りるってことを知らないのかな。前にも同じパターンでニーナにやり込められてたよね。そして、相変わらず逃にげ足が速い。取り巻きと、パーティの仲間を置き去りにして、あっという間に姿を消した。仲間たちは、リーダーの華か麗れいな撤てつ退たいに戸と惑まどいつつ、バラバラと後を追っていった。

　大だい丈じよう夫ぶかな、あのパーティ……。

「ったく、何がしたかったんだあのバカは」

　エドガーは、呆あきれたように丸い後ろ姿が人混みに紛れていくのを見送っている。

「ふん……」

　ダリルは小さく鼻を鳴らして腕を組んだ。

　こちらも、チームワークとしてはまだまだギクシャクしているものの、以前のような刺とげ々とげしい雰ふん囲い気きではなくなっていた。どちらにしても、変な騒ぎにならずに済んでよかった。

　僕としては、獣人云うん々ぬんの素す性じようは正しい知識としてなら隠かくす必要はないと思うけれど、キアランのように悪意を込めた軽率な風評を広めるのは避さけたかった。

　申し訳ないけど、ああいう手合いとはあまり関わり合いを持ちたくない。無用な騒ぎや諍いさかいを起こしかねないからね。

「明日の休養日からダンジョンに入れるけど、私たちはどうする？」

　ゴタゴタを振ふり切るように、ニーナが話題を戻もどした。

「そうだね、出来たら来週の休養日からの五日間を使いたいかな。今週は、たぶん混雑するだろうし、それにちょっと巻物を追加しておきたいんだ」

「わかったわ。じゃあ、今月は来週の攻略にしましょう。申しん請せいしておくわ」

　チームリーダーは、上級生でダンジョン実習の経験があるニーナだ。ダリルを除けば最年長だし、学年も一番上ということで全員一いつ致ちの決定だった。
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　ダンジョン開きから一週間、いよいよ今日からダンジョンに挑戦する。

　予定は、五日間。このダンジョンは、帰き還かんと、攻略階からの再スタートを可能にするワープ機能がある、いわゆる先人が残したダンジョンだ。

　ただ、後のちに成長したダンジョン階層には転移装置はないので、ワープ階層まで進まないとかなり前まで戻されてしまうので注意が必要だ。それらワープがある階層や、キャンプをするのに最適な空白地帯の場所などはマップ化されていて、生徒たちはその地図を参考に攻略していくことになるのだ。

　ダンジョンの入口には、見張りと許可証の確認をする雇やとわれ冒険者が数名交代で駐ちゆう在ざいしている。いざという時に、回復や戦せん闘とうをこなせるレベルの人材が、学園の手配で常に詰つめているのだ。さすがに安全管理はそれなりに整えてあるらしい。

「ワクワクするわね。リュシアン、地図お願いね」

　ニーナは許可証を提示しながら、僕の方を振り向いて声をかけた。

　マッパーは、基本的に後衛の仕事だ。人数が多いパーティでは、マッピング能力を持つ人材にマッパー兼けん荷物持ちをさせたりしているが、最低人数の僕たちのパーティにはそんな余よ裕ゆうはない。

「大丈夫だよ、昨日一通り目を通してきたから」

　今回予定しているのは、始めのワープ陣じんがある三階層への到とう着ちやくと、次のワープ陣の様子見である。調子がよさそうなら、そのまま次のワープ陣を目指すかもしれない。

　このダンジョンの最下層は、二十五階。かつて倒たおしたというダンジョンボスは、ツノドラゴンだったという話だ。

　どこかで聞いたことがあると思ったら、僕の腰こしベルトに装着されているヒップバッグの革になっちゃったアイツである。小規模とはいえ、ダンジョンボスを張れるほどの種族だったようだ。

　さて、攻こう略りやく予定の三階層までに出しゆつ没ぼつするモンスターは、主おもに虫系と、ネズミ、ウサギのような小型の動物型だ。そして厄やつ介かいモンスターは、三階層を越こえたあたりから稀まれに出没する不定形型モンスターのスライム系だろう。

　三階層くらいだと、不定形型の中でも最弱のジェリーと呼ばれる雑魚ざこくらいしか出ないけど、通常攻こう撃げきがあまり効かないから、ウチの前衛にとっては初めての難敵になる可能性がある。でも、これもいい経験になるんじゃないかな。

「じゃあ、予定通りに。前衛は私とアリス。真ん中にエドガー。後衛はリュシアンと、ダリルで行くわよ」

　ニーナの掛かけ声で、ついにダンジョン攻略が開始した。

　ところで、ダンジョンに生息するモンスターには二種類ある。フィールドにも存在するものと、ダンジョンにしかいないものだ。ダンジョンモンスター最大の特とく徴ちようは、基本的に逃げることがないという点だ。たとえレベル差があっても見つかったら襲おそってくるのだ。

　ダンジョンに入ってかれこれ三十分ほど歩いているが、ダリルのおかげで余計な雑魚モンスターは寄ってこないようだった。先ほどから行く手を阻はばむのは、ダンジョン特有のモンスターのみ。おそらく他のパーティに比べてエンカウントは半分以下だろう。

　これは僕の思おも惑わく通り。無む駄だな雑魚戦は体力を消しよう耗もうするだけで、得る物は少ないからね。おかげで僕達は、フィールドでは遭そう遇ぐうしないダンジョンモンスターを中心に、じっくりと攻略していくことが出来た。

　一階層に多いのは、灰色の毛を持つ耳の長い動物型モンスターのキックラビと、怒おこると丸まって転がってくる昆こん虫ちゆう型モンスター、キラーダンゴだ。

　大きさはそれぞれウサギが三十センチ、虫の方はなんと一メートルほどあるが、レベル的には弱いのでそれほど苦戦することなく、前衛の直接攻撃のみで討とう伐ばつ可能だった。もっぱらニーナとアリスの独どく壇だん場じようという訳だ。

　後衛である男三人組はというと、エドガーとダリルが補助系魔ま法ほうと回復系魔法を担当し、僕は大人しくマップを確認しつつ道案内をしていた。なにしろ巻物がないと魔法が使えないからね、特別な魔法を使うとかでなければ僕の出番はない。

「前回は、私達の出番がなかったからね。今回、リュシアンは寝ねててもいいわよ」

「そうそう、リュシアンの出番はないわよ」

　モンスターを倒しながら、ちょっとハイテンションになっているニーナ達は、軽口を言い合いながら仕し舞まいには僕を弄いじり始めた。
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「はいはい、頼たよりにしてますよ。あ、そこは右ね」

　あの謎なぞのダンジョンで、手も足も出なかったことがよっぽど悔くやしかったようだ。でも、ちゃんと前向いてね。

「なんだよ？　前回って」

「ああ、前にちょっと戦闘した時の話だよ。それよりもダリル、せっかくのチャンスなんだから周りをよく見てないとダメだよ」

「チャンス？　何のことだ」

「何言ってんの、何のためにダンジョンに誘さそったと思ってるのさ？」

　好き勝手に暴れている前衛二人に、ダリルは意外と器用に補助魔法を掛けている。攻撃専門ってわけじゃなかったんだね。

「従じゆう魔ま探しだよ。ダンジョンモンスターは基本逃げないから、たとえ忌き避ひフェロモン出してても平気だし、もしかしたら従魔契けい約やくもうまくいくかもしれないよ」

「え、……おお、なるほど」

　考えもしなかったのか、目からウロコって顔をしている。でも、すぐに考え直したようにぶんぶん首を振った。

「いや、だけどこの辺の雑魚じゃ、戦力にはならないだろうが」

「何事もお試しだよ。いきなり高レベルモンスターだと、失敗した時に大変だし」

　ううむ、と唸うなってダリルは前方に目を向けた。どうやら、ちょっとだけやる気になっているようだ。

「なんだ？　従魔になるモンスターを捕ほ獲かくするのか……って、おいニーナ、アリス、あんまり前に出るなって！」

　結界系防ぼう御ぎよ魔法を展開していたエドガーだったが、あんまりにもはしゃぎ過ぎの前衛に振り回されて、ついには厳きびしく注意を促うながした。どうやらニーナ達はちょっとハイになって前に突とつ出しゆつしすぎているようである。

「うん、だけどまずは前衛に追いつこうか。ダリル、アイテムの回収手伝って。エドガーは引き続き防御魔法と、前衛の応おう援えんを」

「了りよう解かい」

「お、おうっ、だが俺のカバンじゃ」

　確かにダリルの大きく膨ふくらんだバッグには、戦利品を入れる余裕がなさそうである。前から思っていたけど、いったい何がそんなに入ってるの？

「前がどんどん行っちゃうよ……。じゃ、とりあえずこれ使って」

　すかさずヒップバッグから、肩かた掛かけカバンを取り出した。前に使っていた母のおさがりのフリーバッグである。

「そのカバン、今はマスター指定してないから誰だれでも使えるよ。ちょっと急ぐから、その重そうな自分のバッグもそこに入れちゃってね。それで手の届く範はん囲いでいいから、落ちてる戦利品を拾ってどんどん放り込んで！」

「おう……、すげぇ便利だなコレ」

　いつも肩から掛けていた重いカバンが、跡あと形かたもなくするりとフリーバッグに収納されたことにダリルはびっくりして感かん嘆たんの声を上げている。

　実はそのカバン、僕がリメイクしたものだ。一度すべて解体して、裏地の女王蟻ありの羽根に補修と加工を施ほどこし、外革も新品に貼はりなおした。ダンジョンでの戦利品のシルバータイガーの皮を鞣なめして使ったので、灰色の渋しぶい肩掛けカバンに仕上がったと思う。

　内容量も二割増しくらいにはなっている。母から貰もらったものだし、ちゃんと直して大切に使わないとね。

　このパーティでフリーバッグを持っていないのはダリルだけだし、このカバンのリメイクでちょっと自信もついたので、もう一つ二つ新しくフリーバッグを作って、そのうちの一つを彼に渡わたそうかと思っている。素直に受け取るかどうかはわからないけど、ウチには荷物持ちはいないんだからそこは納得してもらうしかない。

　やがて一行は、一階層の中央辺りにある空白地帯までやってきた。

　ここまでに倒したのは、キックラビ、キラーダンゴ、小プチ鼠ラツトの三種。いずれもダンジョンモンスターで、なかでも小プチ鼠ラツトは進化で成長する特徴があり、わりと深層部まで出現する魔物である。色は灰色で、大きさは十五センチと小型だが、魔法を使い、毒の状態異常を与あたえる厄介な敵だ。

　戦利品は、ウサギの毛皮と食用の肉、虫の甲こう殻かく、薬の材料で虫の触しよつ角かく、複眼、鼠ねずみの毒どく袋ぶくろなどだ。エドガーとダリルの持つフリーバッグの容量は限られているので、中身を確認して大きなものは僕のバッグへと移し替かえた。

　さて、と。

　ニーナとアリスは、興奮冷めやらぬ様子で満足そうに武器を手入れしつつおしゃべりをしている。せっかく乗っているところに水を差すのも忍しのびないけれど。

「ニーナ、アリス、気持ちはわかるけど先行しすぎだよ。後ろもちゃんと確認して。それから、まだ実力差がある相手なんだから、余裕があるうちは素材を傷つけないように注意して倒してね」

　僕を含ふくめて後衛の三人は、直接の討伐にこそ参加しなかったが、援えん護ごに、回復に、ドロップ拾いにと大わらわだったのだ。後衛を守るのも前衛の役目、それをないがしろにしてモンスターを倒せばいいというものではないのだ。

「ごめんなさい。ちょっと調子に乗りすぎちゃった」

「私もごめん、ちゃんと後ろも見るよ」

　浮うかれていた自覚があったのか、ニーナは僕に呼び止められた時点で、ちょっとバツの悪い顔をした。それはアリスも同様だったようで二人してシュンと項うな垂だれてしまった。

「わかっているならいいんだ。初めてのダンジョンだしね、気分が高こう揚ようしちゃうのもわからないでもないからさ。ただ、ここから先、敵が強くなってくると、一いつ瞬しゆんの油断が取り返しのつかないことになるからね」

　若者を窘たしなめるようなおじさん臭くさい説教になってしまったが、何事も最初が肝かん心じんなので仕方がない。締しめるところは締めていかないと、たとえ踏とう破は済みダンジョンでも、それが実戦である以上、危険と隣となり合わせなのは自覚しないとならない。

　プチ反省会を終えると、ちょっと早いけれど昼食の準備を始めた。あらためて見回したところ、周りには誰もいなかった。どうやら朝出発したグループの中では、僕たちはドンケツらしい。他のパーティは二階層の空白地帯まで一気に進んでいったようだった。

　僕達は今回、休きゆう暇かも含めて五日間かけてゆっくり攻略するつもりなので、無理をするつもりはなかった。お昼ご飯も簡易食ではなく、寮りようの食堂で今朝作って来たサンドイッチを用意した。加えて簡易コンロでお湯を沸わかし、野菜のスープを作る。

「それなに？　火じゃないのにお湯が沸くの？」

　テーブルや椅い子すを用意していたアリスが、簡易コンロに興味を示した。これは記き憶おくにある電気コンロをイメージして作ったものだ。

「魔石がいくつか手に入ったから、ちょっと作ってみたんだ。ここの魔ま法ほう陣じんがそのまま熱を伝えて、置いたものを温める。火はついてないけど、触さわったら火傷やけどするから気を付けて」

「本当に器用ねえ……」

　興味津々のアリスの横で、ニーナがしみじみ呟つぶやいた。

　まだまだ燃費が悪くて改良の余地ありで、それこそ小さな鍋なべやヤカンくらいしか置けないんだけど……そんなに感心されると言い出し辛づらいね。まあ、アルコールランプぐらいの火力はあるよ、たぶん。

　それぞれの仕事を分担している様子を見て、ダリルは借りもののカバンの中から数体のキックラビを取り出して、おもむろに解体を始めた。

「……解体、出来るんだな」

「はあ？　これくらい誰だって出来るだろうが。フリーバッグなら時間経過もトロいし、いつでも使えるように処理しておけば、飯の準備だって楽じゃねぇか」

　覗のぞき込んでくるエドガーを、ダリルはハエでも払はらうような仕草で嫌いやそうに追おい払った。相変わらず態度は悪いが、案外気が利きくというか、思った以上にマメだよね。

　なにより、プロ並みに解体がうまい。

　そういえばブロイのところでは家事一いつ般ぱんもソツなくやってたんだっけ。意外にも、なんでも出来ちゃう系男子だったんだね。

　ニワトリに似た鳥肉でだしを取ったスープが完成すると、揃そろって昼食となった。

　メインはサンドイッチである。この世界にも、ピタパンのように、薄うすい皮のようなもので野菜や肉を挟はさんだ料理はあって、パンに何かを挟んだり載のせたりはよくするらしい。

「リュシアンの料理ってちょっと変わってるわよね、異国風というか」

「うん、でも凄すごく美味おいしい」

　ある意味異国だから、正解。

　僕は、チョビの分と自分の分を皿に貰もらって、ニーナに笑って見せる。

「でも、なんかこう、もっとガバッと食くいたいけどな」

　エドガーはサンドイッチを二つまとめて口に入れている。

　ダリルは、見慣れない食べ物に初めは尻しり込ごみしていたが、どうやら口にあったようでバクバクとエドガーと競うようにして食べていた。

　そこそこ喜んでもらえてよかったよ。ここ二日ほどかけて、シチューや、おにぎり、パンケーキなど、すぐに食べられるものを非常食として持ってきた。もちろん、乾かんパンや干ほし飯いいなどの携けい帯たい食もだ。けれど、嬉うれしい誤算で、ダリルが獲え物ものを解体できるようなので、ある程度は自給自足が出来そうである。

　チョビをテーブルに降ろしてサンドイッチを渡すと、前足で押さえて食べ始めた。基本的には草食なのだが、結構なんでも食べるんだよね。最初はお腹を壊こわさないかと心配もしたが、ぜんぜん大丈夫のようだ。

　そして、ペシュにはフルーツ。今日は、マスカットのような大きな粒つぶの葡ぶ萄どうである。一粒が、小さな蜜み柑かんくらいあって、これが甘くて美味しいのだ。ちょこっとだけ皮を剝むいて与えると、ちゃんと自分で持って頰ほお張ばっていた。

　そこでようやく自分の分のサンドイッチを取って、すこし冷めたスープを口にする。

「今日の目標は、やっぱり二階層の空白地帯か？」

　エドガーの問いに、サンドイッチを頰張りながら頷うなずいた。

「そうだね、できたら夜のキャンプ地は、モンスターが出現しない場所がいいよね」

　一階層のモンスターはそれほどレア種もいないし、素材も値ね崩くずれしてるものが多い。ここを拠きよ点てんに狩かってもあまり実入りはないので、初日ではあるが一気に中間地点まで行こうと提案したのだ。

　二階層の空白地帯は三階層への階段付近なので、ここからはちょっと長なが丁ちよう場ばになるけれど、ここよりかなり広い場所なので、たとえ先客がいたとしても場所は取れるだろう。先週、休暇の二日を下見に使ったパーティは、おそらく一気に三階層へ向かっただろうし、キャンプ地も分散してると思うしね。

　チョビに追加のサンドイッチを与える頃ころになると、ペシュがマスカットを食べ終えて果か汁じゆうに濡ぬれた前ぜん肢しをペロペロ舐なめていた。

「もう一個食べる？」

　そう聞くと、ペシュは小さく首を振ふって、羽を広げてチチッとひと声鳴いた。ペシュの要求に気が付いて僕は小さなコウモリをテーブルから掬すくい上げた。

「……そっか、ずっとサーチさせてたからか」

　ペシュは周囲探たん索さくのスキルを持っている。一階層ではそれほど危険はないが、レベル上げの為ためにずっと発動させていたのだ。言うまでもないがスキルを使えば魔ま力りよくを消費する。

　まだレベルが低いから、魔力量も少ないしね。

　魔物のレベルアップは単純だ。スキルを使ったり魔法を使ったり、もちろん戦せん闘とうによってもレベルは上がる。ただし、基本的に野生の魔物のレベルは一いつ生しよう涯がいで十も上がればいい方なのだ。強い魔物は、生まれた時から強いスキルを持っているし、使える魔法も始めから強大だ。すべての生命は、元始記憶層アカシツクレコードに則のつとって決まった特性や、強さ、弱点、寿じゆ命みようを維い持じしているというわけだ。余談だが、人のレベルアップや特性などはその限りではないと言われている。人という種族が、神の気まぐれによって後から放り込まれた存在だから、というのが定説なんだけど本当かどうかわからない。

　ただし、基本となる元始記憶層アカシツクレコードは絶対だがそこから外れる事象がある。

　それが従魔契約だ。従魔契約という特とく殊しゆな条件下でのみ、魔物はその同じ種族の魔物を著いちじるしく超こえることが可能となる。魔物……、特に知能の高い魔族などが、人と契約したり召しよう喚かんされたりする最大の理由はその一点である。

　まあ、ウンチクはこのくらいにして……、ペシュがお待ちかねなので、僕は食べていたサンドイッチを皿へと戻もどした。

　いつものように「はい」とペシュに人差し指を向けると、まん丸の青い瞳ひとみをくりくりっとさせて、短い足で飛び跳はねるように一目散に飛びついた。

　鍵かぎ爪づめがついた前肢で僕の指を抱かかえ持ってから、かぷっと嚙かみつく。

　なんとなくぼんやりその様子を見ていると、ふと正面に座っているニーナの執しつ拗ような視線を感じた。

「なんだか……イケナイものを見てる気分ね」

「えっ？　そ、そうなの、なんで？」

　知らない間に注目されていたらしく、僕はびっくりして顔を上げた。ニーナはおろか、アリスにエドガー、ダリルまで微び妙みような顔でこちらを見ている。

「あ、そ……そうか、食事中だもんね、ごめん向こうで」

　考えてみたら、吸血シーンってグロイ？　のかな。ちょっとデリカシーなかったよね、配はい慮りよのなさに反省して背中を向ける。

「……隠かくれてやられるのは、もっと癪しやくに障さわるわね」

「いや、えっ……、なんで？　癪に障るの？　グロイとかじゃなくて」

　ニーナとアリスは、苦笑いで顔を見合わせている。小声で「グロイっていうか、ちょっと……ね」とか呟いてたけど、それ以上は聞いても答えてくれなかった。

　異界の生物とされている幻げん獣じゆうは、もともと魔力消費が尋じん常じようではなく、また魔力回復が著しく遅おそいため常に魔力不足となる。もっとも幻獣が住む世界では、大気に魔力が充じゆう実じつしていると考えられており、そこにいる限り幻獣は魔力に不自由はしないのではないかとの仮説があるわけだけど。

　そのため、幻獣と呼ばれる異界の魔獣や魔族は、こちらの世界に居る限り常に魔力不足が課題となるのだ。

　もっとも、こちらの魔獣の中にも魔力燃費が悪い種類はいる。そういう魔獣はわりと従魔になりやすい傾けい向こうがある。安定した魔力を手に入れられるという、魔獣の方にもメリットがあるからである。

　ペシュは種族的な理由で吸血でしか魔力を補給できないけれど、普通はチョビみたいに契けい約やくでリンクされて、近くにさえいれば吸収されるようだけど。

「だから大丈夫だよ、ダリル」

「べ、別にビビッてねぇし、そんなん平気だしっ！」

「ダリルは血の気け多いから、丁度いいんじゃないの？」

　ペシュの食事中、ただ注目されているのも居い心地ごこちが悪かったので、ちょっとだけ従魔や魔獣について話していたのだが、ダリルがあまりにも前のめりで聞いていたので、アリスがさっそく揶揄からかうように茶々を入れた。

「なんだとっ！」

　案の定、瞬間湯沸かし器のダリルは椅子を蹴け倒たおす勢いで立ち上がったが、そこへ軽けい微びな金属音がどこからか聞こえてきた。僕は、咄とつ嗟さに手を上げてみんなの注意を引き、無言のまま唇くちびるに人差し指を立てた。

　一瞬で静まり返った空間に、確かに聞こえてくる金属音。

　激しく打ち合うような音ではなく、小走りしているようなリズムで、携けい帯たいしている剣けんと鎧よろいが触ふれあうような、そんな規則的な音である。

「誰だれかが、こちらに走って来てる？」

「そうだね、戦闘音じゃなさそうだけど……」

　ニーナが声をひそめて様子を窺うかがうのに、僕も耳をそばだてる。

　エドガーとダリルは静かに立ち上がり、それぞれの武器を手に取った。ここは空白地帯でモンスターは入っては来ない。おまけに今このダンジョンを攻こう略りやくしているのは、学園の　生徒のみ。それでも、万が一にも何かがあるかもしれないということだ。

　不名めい誉よな事例だけど、生徒同士で強ごう奪だつや盗ぬすみがまったくなかったわけではない。

　もっとも、わざわざ一階層まで戻って来て、遅おくれているパーティの戦利品を盗む奇き特とくな人はあんまりいないと思うけど。

　金属音はだんだん近づき、そしてそれが複数なのがわかった。結構な人数だ。

　はじめに、ひょこっと現れたのは一人の少年。ちょっと警けい戒かいしつつ、頭だけを通路から覗かせて僕らを見つけると、意外そうな声を上げた。

「……あれ？　まだ一階層に人が居たんだね」

　相手は、ぐるりと僕らを見み渡わたしてあからさまにホッと息をついた。テーブルに食事を広げて吞のん気きにお茶している光景を見れば、気が抜ぬけても仕方がないだろう。それを言うなら、僕達だって気が抜けたんだけどね。

　彼はすぐに後ろを振り返り「大だい丈じよう夫ぶだよ、どんどん入って」と指示を出している。すると、あれよあれよという間に狭せまい空間はいっぱいになってしまった。

　仕方がないのでランチを打ち切り、僕達は早急に片づけにかかった。人数からすると、二組のパーティの合同チームといったところかな。

「すまないね、急がせてしまって」

　先ほどの少年が、慌あわただしく片付け始めたこちらに気が付いて頭を下げる。どうやら一番年長のようだし、彼がリーダーだろう。

「いいですよ、丁度食事も終わったところです。ところで、どうかされたんですか？」

　わざわざ合同チームまで組んで、たった一日で引き返してくるなんてことはないだろうと思って聞いたが、なんと今回の攻略を諦あきらめて引き返してきたと答えた。事情を聞いていいものか口ごもっていると、その理由を向こうから打ち明けてきた。

「ジェリーが現れたんだ」

　ジェリーというのは、スライムの下級種だ。いわゆる雑魚ざこだが、不定形モンスター特有の長所があり面めん倒どうくさいモンスターでもある。

「ジェリーというと、三階層で？」

「いや、二階層辺りで何故か頻ひん繁ぱんにエンカウントしてね」

　どうやら前回二階層の空白地帯までは攻略を終えていて、今回はそこを拠点に素材集めと、三階層への挑ちよう戦せんをしようと考えていたらしい。ところが、三階層で稀まれに見かけるジェリーと二階層で何度も遭そう遇ぐうし戦闘になったらしい。

「うちは近接と回復職は充実しているんだけど、魔ま法ほう攻こう撃げきできる人材が少なくてね」

　眉まゆ尻じりを下げた情けない顔で、少年は苦笑いして後方を振り向いた。そこには二人の魔法職らしき少女が地べたにペタリと座り込んで俯うつむいていた。

　なるほど、度たび重なるジェリーとの戦闘で、魔法使いが息切れを起こしたというのが撤てつ退たいの理由かな。もともと今回のダンジョンは、動物型が多いゴリゴリの武ぶ闘とう派は向きとの前評判があり、ジェリーのような魔法が有効のモンスターは少数だと言われてたしね。

　魔力切れで気分が悪いのか、立ち上がれないでいる少女たちに、僕は体力と魔力を徐じよ々じよに回復するオリジナルの薬を手て渡わたした。こちらもダンジョン攻略に来ている以上、あまり大おお盤ばん振ぶる舞まいはできないが、この薬は試供品も含ふくめていっぱいあるから構わないだろう。

　というか、魔力をガリガリ失う感覚は本当に辛つらいからね。

「ところで、君たちは五人パーティかい？」

　魔法使いの少女たちに続いて、リーダーの少年が薬のお礼を言って、ちょっと気がかりそうに確認した。僕達が頷くと、少し迷いつつも心配そうに言葉を続けた。

「君たちが強いのは知っているけど……」

　学園の有名人の姫ひめ様さま含ふくめ、僕やエドガー、アリスもそれなりに成績上位者として知られているし、まあ、ダリルもいろいろと有名なので、しっかり顔バレしているようだ。

「なぜか魔獣がやたら活性化していて、襲おそってくる数も多いし、魔物の分布が変わっていて地図があまり役に立たなくなっている」

　薬の助けもあり、二人の少女が徐々に回復してくると、彼らのパーティがそろそろ出発の用意を始めていた。

「十分気を付けて……、くれぐれも無理はするなよ」

　別れ際ぎわ、少年は年長者らしく下級生の僕達に注意を促うながした。

「情報ありがとうございました、気を付けます」

「こちらこそ、薬をありがとう。頑がん張ばって」

　引き上げるパーティを見送って、僕達は少しだけ作戦会議をした。

　円えん陣じんを組むように座り込んで、先ほどの情報を整理した。とりあえず、引き上げてきたのは今のところ一組だけ。今日出発したグループを含め、それより前に潜もぐっているパーティもまだ奥にいるはずだ。モンスターの分布図に変化はあるようだが、それほど深刻ではないということでいいのかな？　彼らは、たまたまジェリーに対する準備が不十分だったということなのかもしれない。

　結論として、無理はしないけれど、行けるところまでは行こうということになった。準備はこれでもかというほどしてきたのだ。無茶をするつもりはないが、ダンジョンに挑戦しにきたのだから、多少の危険は覚かく悟ごの上なのだ。




「やだ、またネズミだわ」

　ニーナが辟へき易えきしたように呟つぶやいた。二階層への階段付近まで来たが、先ほどから連続してエンカウントするのは、小プチ鼠ラツトのグループであった。だいたい五匹ひき以上で襲ってくる。

「エドガーが、キュアを覚えてくれていて助かったわね。毒どく消けしがいくらあっても足りないところだったわ」

「そうだね。でも、できるだけ重ちよう複ふくして受けないで」

　毒、猛もう毒どくまでならエドガーの魔法で回復できるが、さらに症しよう状じようが重なって呪のろい状態になると「体力回復困難」に変化してしまう。毒で衰すい弱じやくしていく状態に加え、ヒールなどの回復が効きにくくなるのだ。魔法や薬で満足な回復が出来ない状態では、小さな攻撃でも下手へたをすれば致ち命めい傷しようになるのだから厄やつ介かい極きわまりない。

　そして呪じゆ毒どくは、毒消しの特級以上か、万ばん能のう薬やくでもないと完全回復できない。ちなみに魔法ならキュアの上位、ハイキュアの熟練度を上げることで完治が可能だが、残念ながらエドガーはまだハイキュアを覚えたばかりで呪毒の治ち療りようは出来なかった。

　唯ゆい一いつ治せるとすれば、僕が持っている薬だけど、傷薬と違ちがい毒消しの特級はなかなかに貴重なのだ。もちろん巻物ならハイキュアを使うことは可能だが、あれは光と水の複合属性の上に、複数枚の魔法陣じんが必要なので非常に燃費が悪い。

　ということで、毒を受けたら素早く回復！　がモットーであった。強制的なネズミとの連戦が続き、今やエドガーはキュアをかけるマシーンと化している。

「ちょっと……、多すぎない？」

「だね、なんだか様子が変」

　大剣の薙なぎ払はらいと、下段の蹴けり攻撃でネズミを蹴け散ちらす前衛が、さすがに疲つかれてきていることが、後衛にも伝わってくる。ニーナとアリスが泣き言を漏もらすってことは、かなり事態は深刻だ。これは空白地帯への後退も視野に入れたほうがいいかな、と僕が真しん剣けんに考え始めた頃ころ、それは起こった。

　足の裏に、微び弱じやくな振しん動どうが伝わってきたのだ。

「……揺ゆれてない？」

「そうか？　俺はなにも」

　僕の問いかけに、ダリルが首を傾かしげつつ振ふり向いた。

　ノータイムでキュアとヒールを唱え続けているエドガーは、それどころではなかったらしく黙もく々もくと詠えい唱しようを繰くり返していた。

「ニーナ、アリス、その先が階段だよ、でも気を付けて……何か来る」

　二人は一いつ瞬しゆんだけこちらを見たが、すぐに何かに気が付いたように前方に視線を戻もどした。

「……っっ!?」

「な、なにこれっ！」

　ニーナとアリスの驚おどろきの声に、僕達も急いで追いかけて、それを見た。

　エドガーとダリルの「うわっ」とか「げっ」とかいう声に、僕はというとあまりの光景に言葉を失ってしまった。

　通路を抜けて、拓ひらけた場所へと入ったそこは──。

　一面すべてが灰色の海だった。しかも、よく見るとうぞうぞと小さな塊かたまりが動いている。それはキックラビと小プチ鼠ラツトの大群であった。一つの部屋すべてが小さな生き物で埋うめ尽つくされている。その一匹一匹の鳴き声が重なり合って、辺りは耳を塞ふさぎたくなるような超ちよう音おん波ぱばりの不快音が絶え間なく響ひびいている。

　さっきの振動はこのモンスター集団のせい？

　ともかく、階段は広場の向かいの端はじっこだ。この鼠ねずみの海を乗り越こえないと下へ降りることは出来ない。けれど、モンスターの群れはのんびりと攻略法を模も索さくする時間を与あたえてはくれなかった。ざわっ！　ざわっ！　とモンスターの集団の背中が一いつ斉せいに揺れたと思った瞬間、どうっと地鳴りのような揺れと共にそれは濁だく流りゆうとなって押し寄せてきた。

「まずいっ！　下がれ、一斉に戦せん闘とう状態になったら危険だ。キュアだって間に合わない」

　咄とつ嗟さに、チョビに魔法を使わせるか迷った。前方一面、すべてはモンスターである。今なら味方を巻き込むことはない。

　普ふ段だんチョビを使わないのは、戦闘に於おいて条件が難しいということもあったが、なにより魔法やスキルが反則級だということもある。それこそチョビの力を出したら、授業もへったくれもない。もちろん従じゆう魔まの力は主人の実力のうちとされるので、別にインチキでもなければズルでもないのだが、いわば学園内での勝手な縛しばりのようなものだった。

　だが、命の危険があるとなれば話は別だ。

「チョビッ！　前方モンスターに向けて、火か炎えん放……」

　チョビに指示しようとしたその時、ヒュッと首筋に小さな風が舞った。

「……っえ？　な、なに」

　ペシュがチチチッ！　と鳴いて、いきなり飛び出していったのだ。そういえば周囲探たん索さくをさせたままだった。何かを感じ取ったのか？

　ペシュに気を取られ、チョビに指示を出すのが遅れた。

　はっ！　と気が付いた時には、目の前にはすでに灰色の波が迫せまっていた。

「しっ、しまっ……!?」

　僕の前に、すかさずニーナとアリスが立ちはだかる。

　しっかり臨戦態勢に入ったニーナが、手にはナイフ、そしてメイン武器のブーツを踏ふみしめ、アリスも大たい剣けんを構えて戦闘モード。後方は、エドガーが素早くパーティ全体に風の防ぼう御ぎよ壁へきを展開し、ダリルも土魔法で前衛の前に障害となる壁かべを立てた。

　次の瞬間、パーティは灰色の集団に吞のみこまれたが、覚悟していた衝しよう撃げきはいつまで経たっても襲ってこなかった。

　魔物の集団は、何を思ったのか僕達の前で二つに分かれ、まるで灰色の濁流のごとく脇わき目めもふらずに通り過ぎていったのだ。

「え？　え……、なに？」
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「通り過ぎちゃっ……た？」

　ニーナとアリスは、思わず呆ぼう然ぜんとモンスターが消えた方向を振り返った。

「……ちょ、ちょっと待って、ペシュ！　どこいくの」

　もちろん全員が混乱の坩堝るつぼだったが、僕はそれどころではなかった。ペシュの様子がさっきからおかしい。なんだか落ち着きがないし、何かを訴うつたえているみたいだ。くるくると僕の頭上を飛んで、サッと方向転てん換かんして飛んで行ってしまった。

　先ほどまでモンスターが大挙していた場所、その広場の中央へと。

「リュシアン？　一人で行くな、危ないだろ」

　僕が後を追おうとすると、エドガーに腕うでを摑つかまれて引き戻された。

「あ、うん。ごめん、でもペシュが……」

　広場の中央辺りで小さく旋せん回かいしているペシュの下には、鉱石やモンスターのドロップ品に混じって小さな白いものが落ちていた。

「ああ、あれか。白い……なんだろ、毛皮？　なにかのドロップかな」

「どうだろう、そうかな？」

　僕が指差す先を、エドガーが目を細めて確認していると、みんなが興きよう味み津しん々しんで集まって来た。あっ、そういえばさっきはニーナ達に助けられたね。

「ニーナ、アリス、さっきはありがとう。助かったよ」

「ふふ、なによ、前衛が前に出るのは当然だわ」

「そうそう、リュシアンは私たちの後ろだよ、隊列は乱さないでね」

　本当に、ダンジョンの一階層だからといって、油断をしちゃダメってことだね。その原因になったペシュだけど、相変わらず同じところを飛んでいる。しばらく様子を見ていたが、どうやらモンスターや罠わななどの発動はなさそうだ。

「僕が、様子を見に行くよ」

　こうして見ていても仕方がないからね、ペシュも気になるし。

「いや、俺が……」

「待てッ！　俺が行く」

　すると、エドガーの声にかぶせるようにしてダリルが大声を上げた。その視線は、ペシュの方に釘くぎ付づけになっている。

「ずいぶん小せぇが、あれは……」

　なにやらブツブツと言いながら、ダリルはズンズンと歩いて行ってしまった。

　思わず呆あつ気けに取られてしまったが、さすがに一人で行かせるのは不安なので、僕もその後を慌あわてて追いかけた。

　けれどその時、後方からアリスの息を吞のむような悲鳴が聞こえた。

「や、やだっ……噓うそでしょ。みんな、あれ見て！」

　初めは階段が濡ぬれているのかと思った。にゅるんとした粘ねん液えき状のものがペタン、ペタンと音を立てながら段差を登ってきたのである。

「そんな、なぜ一階層にジェリーが？」

「いや、そんな悠ゆう長ちようなことを言ってる場合じゃなさそうだぞ。団体様だ」

　にゅるん、ぺたん、にゅるん、ぺたん。にゅるん……ぺたん。

　プルプルボディの赤い寒天状のそれが、次々と階段を登ってくる。

　エドガーは前衛を後ろに下げて、手に持っていたエストックを腰こしベルトに差し、フリーバッグからミスリルの杖つえを取り出した。

「ここは俺たちの出番だな。……って、おい！　ダリル何やってんだ、早くこっちに来い」

「……喚わめくんじゃねえよ、うるせぇなっ！　わかってんよ」

　しゃがみこんで何やらやっていたダリルは、エドガーの呼びかけに面めん倒どうくさそうに怒ど鳴なり返して立ち上がった。

「今行くっ！」

　その様子を、すぐ後ろにいた僕はしっかり見ていた。ダリルが、両手で大事そうに掬すくい上げたそれを、アンダーと鎧よろいの隙すき間まの小さな巾きん着ちやく袋ぶくろにそっと仕し舞まったのを……。

　フリーバッグから新調したばかりのメイスを取り出し、ダリルはすぐにエドガーと合流してジェリーに向かい合った。うん、取りあえずは目の前の戦闘だね。僕も巻物を取り出して、いつでも参加できるように準備した。

　複数体のジェリーと、休む間もなく連続してエンカウントした。

　数は多かったが、エドガーとダリルの強力な魔ま法ほうであっという間に蹴散らし、正直なところ僕の出番はなかった。もともとダリルの実力は魔法科の中でもダントツなのだ。本来なら踏とう破は済みダンジョンに初挑ちよう戦せん、というレベルではないのだ。

「何とかなったわね。それにしても、本当に打だ撃げきが効きにくいのね」

「たぶん私の攻こう撃げき、半分も入ってないわ」

　魔法をすり抜ぬけてきたジェリーを、ニーナとアリスで処理していたのだが、もし武器を新調してなかったらヤバかったと本ほん音ねが漏れた。

「ところでダリル、さっきは何やってたんだ？」

　エドガーの問いに、ダリルは眉まゆをピクッと跳はね上げた。あえてムスッとした表情をしたままだったが、その瞳ひとみには隠かくしきれない喜き色しよくが浮うかんでいる。

「……こいつを、ちょっとな」

　ダリルは後衛だけど、同時にタンクも兼かねており防具として盾たてを持っている。普段はたすき状のベルトを使って背中に背負っているが、それを手て馴なれた仕草で取り外し、その陰かげに隠れていた巾着袋を取り出した。

　どうやらダリルの貴重品が入っている巾着袋のようだ。今回は、フリーバッグを渡わたしたので荷物に余よ裕ゆうがあるが、普段はあのパンパンのカバン一つである。貴重品など入れようものなら、間ま違ちがいなくどこかへやってしまうだろう。

　厚手の革で出来ているちょっと大きめの巾着袋、その少し開いた口から、やがてヒョコッと白いものが顔を出した。

「……わっ、なんだ？　ソレ」

「ええ、なになに！　どうしたの？」

「わああ、可愛い」

　すぐさまニーナたちが駆かけ寄ってきた。

　白い生き物は、少し警けい戒かいするように辺りを見回したが、すぐに巾着袋から飛び出すと、あっという間にダリルの腕を伝い、服をよじ登って肩かたに乗った。

「……小プチ鼠ラツトだね。うん、ちゃんと待機状態だよ」

　いわゆる「仲間になりたそうにこちらを見ている」状態だ。僕の場合はなんだかわからないうちに従魔になってしまったが、普ふ通つうは契けい約やくを交わす必要がある。

「契約するよね？」

「お、……いや、でもコイツ弱そうだし」

　勢いで頷うなずきそうになって、ダリルは必死の形ぎよう相そうでそれを押しとどめた。そんな嬉うれしそうな顔をしておいて、なにを今いま更さら二の足踏んでるのさ。

「この子、小プチ鼠ラツトなの？　だって、色が違うわよ」

「みたいだね、でも鑑かん定ていでは小プチ鼠ラツトに間違いないよ」

　標準よりかなり小さく一いつ匹ぴきだけ色違いの白い子ネズミ。

　どうやらダリルの初めての従魔候補は、集団に置いてけぼりにされてしまった仲間外れの、ちょっと訳アリの個体のようである。

「ちっさいねー、可愛い」

「まだ子供なのかしら。普通より、一回り以上小さいわ」

　ダリルを囲んで、その肩にちょこんと乗る小プチ鼠ラツトをみんなで覗のぞき込んでいた。

　通常、小プチ鼠ラツトはキックラビより少し小さい二十センチほどだ。それに比べると、この個体は十センチほどしかなかった。色も灰色ではなく真っ白である。

　おそらく小さな体格と、色が違うことで仲間につまはじきにされていたのだろう。そして先ほどのパニック状態で、一斉に移動した集団にもみくちゃにされ、潰つぶされて失神していたところをダリルに拾われたのだ。

　ペシュは、いち早くこの小プチ鼠ラツトのＳＯＳに気が付いたのだろう。魔力消費の大きな魔ま獣じゆうは従魔になりやすいと言ったが、こうした孤こ立りつした存在や、脆ぜい弱じやくな個体もまた、積極的に召しよう喚かんに応じたり、従魔契けい約やくを望む傾けい向こうがある。

　もっとも、そういう従魔はたいして強くならないことも多く、召喚した主人もテイマーの道を断念するきっかけになったりして、必ずしもいいことばかりではない。

「従魔は可愛いとか関係ねぇだろ……ちっ、雑魚じゃねーか」

　ニーナ達が「可愛い」を連発して触さわろうとするのを煩うるさそうに避さけて、ダリルは肩に乗る子ネズミにちょっと不ふ機き嫌げんそうに悪態をついた。

「あれ、そうなの？　いいよ、ダリルがいらないなら、僕が契約を」

「ばっ……、ち、違っ！　いらねぇなんて言ってねぇだろ！」

　ダリルは慌てて僕の手を払はらいのけ、小プチ鼠ラツトを手の中へと仕舞いこんだ。

「それじゃ、契約はすぐにした方がいいよ」

　思わず笑いが込み上げそうになったが、そこはぐっと堪こらえて軽く流した。下手へたにつついてつむじでも曲げられたら、またひと騒そう動どうだからね。

　待機状態の魔物との契約はとても簡単である。もっとも一いつ般ぱん的なのは、名前をつけることにより契約が締てい結けつされるというものだ。

　とはいえ、名前などつけなくてもお互たがいの魔力が繫つながれば、それで契約がなされたということになる。どちらかが拒きよ否ひすれば魔力のリンクは不可能だからだ。

「まあ、ともかく名前も考えてあげてね」

　余計なことは言わずに、そうアドバイスをするにとどめた。

　だってもう、これ以上はなにを言う必要もないと思うからね。さっきから小プチ鼠ラツトがやたら嬉しそうに肩の上を飛び跳ねているし、ダリルの表情は無理に仏ぶつ頂ちよう面づらをしているせいか、すごく怖こわい顔になっている。その形相に女性陣じんが引くほどに……。

　なにしろ今まで何をやっても従魔を得られなかったのだ。本当のところ、その喜びは一ひと入しおだろう。天あまの邪じや鬼くは、ホント面倒くさいよね。

「素直じゃないんだから……」

「何か言ったか？」

　凄すごんでくるダリルをやり過ごして、僕は、気を取り直してペシュにサーチを再開してもらうことにした。

　ジェリーもあれから階段を登ってこないので、とにかく先に進まなければならない。先行組が誰だれも帰ってこない以上、たいして損失のない自分たちが引き返すという選せん択たくはなかった。

「とりあえず二階層へ降りて、それからだね」

　従魔の名付けにしても安全地帯でゆっくり考えたほうがいいし、運よく先行組と合流できたら話が聞けるかもしれない。いろいろあって時間もかなりロスしたし、まずは探たん索さくよりもまっすぐに今夜のキャンプ地へと急ぐ方がいいだろう。

　そう結論を出して、パーティは二階層へと降りて行った。

　一階層であれほど苦労したのだから、二階層はもっとモンスターで溢あふれかえっているかもしれないと危き惧ぐしていたのだが……。

「なによ、二階層ガラガラじゃない。どうなっているの」

「……でも待って、奥の方で物音がするわ。これって戦せん闘とう音じゃない？」

　たまに出現してくるジェリーを、エドガー達の魔法で潰しながら順調に進んでいたが、ふとアリスが耳を澄すましてそう警戒を促うながした。

　確かに聞こえる。この先の小部屋の中からだろうか。

　僕たちは、少しだけ様子を見ることにした。なかなか戦闘が終わらないけれど、ここへはみんな、モンスターを倒たおして素材やドロップを取得しに来ているのだ。余計な手出しは、場合によってトラブルの原因になることもある。獲え物ものを取った取らないという奴やつだ。

　けれど、それも十五分が経過する頃になるとちょっと心配になってくる。

「苦戦、してる？」

「うーん、どうかな……連続エンカウントが、即そくピンチとも限らないからな」

　エドガーが腕うでを組んで首を傾かしげた。ちょっと判断が難しい状態に、全員が額を突つき合わせて悩なやましそうに唸うなった。

　さらに五分が経過した。

　もしもの場合、そろそろ致ち命めい傷しようになりかねない時間だ。

　エンカウントに巻き込まれない場所から合図を送れば、もし救きゆう援えんが欲しければそれなりの反応をするだろう。僕は、そう判断して全員の同意を得た。

　通路の道中にぽっかり開いた空くう洞どうがあり、そこから潜もぐるようにして小部屋に入るようだ。地図によると、鉄鉱石の採さい掘くつとキックラビなどの動物系素材の採取が可能、とある。

　部屋に入ると、そこでは八人パーティがモンスターに囲まれる形で戦っていた。ニーナくらいの年ねん齢れいの集団だから、学園三、四年目といったところかな。ざっと見、盾職二人、剣けん士し四人、回復一人、魔法使い一人の編成のようだ。もっとも剣を持っていてもエドガーのように魔法を使う可能性もあるけど、彼らは物理系パーティに思えた。

　このダンジョンが、物理系有利という前評判だったので無理もないが、何ともマズイことに彼らを囲んでいるのはジェリーの大群だった。

「どうりでな、戦闘が終わらないわけだ」

「連続エンカウントじゃなくて、どんどん仲間を呼ばれてたのね」

　エドガーとニーナはそう言って、僕の方を見た。

　とりあえずなんとか戦線を保てている様子なので、一応の確認を取るために声を掛かけようと少しだけ前に出た。すると、今まさにジェリーに体当たりされて尻しりもちをついた盾の女の子が、こちらに気が付いて「あっ！」と声を上げた。

「たっ……た、助けてっ」

　少女が叫さけぶのと、陣じん形けいが崩くずれた隙すきを狙ねらって寒天状の赤いプルプルがダイブしたのは同時だった。咄とつ嗟さに飛び出した僕は、ベルトに装着した小さなポケットから投とう擲てき用のナイフを引き抜き、無属性の魔力を乗せて空中のジェリーに向けて投げた。

　核かくがあるど真ん中に命中し、ジェリーの身体からだはひしゃげて慣性の法則のままに壁かべに縫ぬい付けられた。

　そこで盾の少女以外も、僕達に気が付き一斉にこちらを振ふり向いた。

「もしよろしければ、こちらで倒しても構いませんか？」

　いつからこの状態だったのか、彼女たちは声も出ないほどヘトヘトだったらしく、ただひたすら必死に何度も頷いた。

「ニーナ、アリス、彼女たちをこちらに誘ゆう導どうしつつ前に出て、ダリルもサイドの盾役よろしく。エドガーはジェリーを押し込むように魔ま法ほうで弾だん幕まくを」

　ペシュとチョビに後ろを警戒させつつ、モンスターに囲まれていたパーティを素早く救い出し、エドガーとダリルの攻こう撃げきで確実にジェリーの数を減らした。

　こればっかりは本当に相あい性しようの問題なんだよね。なにしろ大剣や巨きよ大だいメイス、剣士と、たぶん物理攻撃なら僕らを上回っているパーティが、エドガーの杖つえの一ひと振ふりで一いつ掃そうされてしまうモンスターに手こずるんだから。

「大だい丈じよう夫ぶそう、かな？　巻物は必要なさそうだね」

　ニーナとアリスを盾に、エドガーとダリルが魔法で無む双そうしている後方で、僕はというと救い出したパーティの護衛をしつつ、打ち漏もらしのジェリーをチクチク攻撃していた。

　物理、マジで効率悪いよ。ミスリルナイフでさえ倒すのに一苦労。さっき壁に縫い付けた奴も、いつの間にかどこかへ消えて壁かべ際ぎわにナイフが落ちている。核に刺ささったかに思われたあの状態でもこの有様だ。

　魔法が使えるなら超ちよう雑魚ざこなのに、物理専門には本当にたちが悪い。

「ありがとう、助かったわ。私はこのパーティのリーダーでカミラよ」

　なんとか戦闘が終わると、一人の少女が歩いてきた。

　すらりと背の高い、いかにも動きが機き敏びんそうな少女だった。なんだか、宝たから塚づかの男役みたいなカッコいい、それに綺き麗れいな子だった。腰こしに差しているのは細身の剣、それと変わったバックラーをしている。何だろう、小型の弓？　その後ろには、ずらりと控ひかえるように女の子たちが並んだ。どうやら、全員女の子のパーティのようである。

　華はなやかなパーティだよね、ちょっと見とれちゃったのは内ない緒しよだ。

「怪け我がはなかったですか？　僕は……」

「私はニーナよ、無事でなにより。この先、またジェリーが出るかもしれないから、このまま安全地帯まで一緒に行きましょう」

　僕がパーティに指示をしていたのに気が付いていたのだろう、まっさきにこちらに握あく手しゆを求めてきたカミラさんの前に、ニーナが華か麗れいに割り込んだ。

「え……？　あ、失礼しました。姫ひめ様さまのパーティでしたか」

　すぐさま改めてお辞じ儀ぎをしたカミラさんを押しとどめて「紹しよう介かいはまたあとで、今はとにかく急ぎましょう」と言い置いて、ニーナはさっさと踵きびすを返した。

　さすがの貫かん禄ろく。いや、まあ実際ニーナがリーダーだしね。

　咄とつ嗟さのこととはいえ、僕もちょっとでしゃばり過ぎたかな。こういう時は、やっぱりリーダーが前に出ないと格好がつかないよね。反省、反省。

　僕は、宙に浮ういたまま行き場を失くした手を見ていたが、いきなりそれをニーナに取られて、手を繫いだ状態で列の先頭まで連れていかれた。

　なんだかわからないニーナの行動に振り回されつつ、僕は、仕方がなく前衛のニーナやアリス、それからニヤニヤしているエドガーに挟はさまれて、目的地である二階層の空白地帯を目指すことになった。




　到とう着ちやくした二階層の空白地帯には、すでにキャンプの支し度たくを済ませたグループが二つあった。他にもう一組いたらしいが、そのパーティは一気に三階層まで降りると言って、すでに出発したらしい。

　驚おどろいたことに、朝一番で一気にここまで来たパーティは、ジェリーの大群や小プチ鼠ラツトのパニックは知らないと言った。一階層を通り抜ぬけて二階層で狩かりをしたパーティも、ジェリーの出現には驚いたけど、それほど異変を感じることはなかったらしい。

　後発だった僕達が、たまたま何らかの理由でパニックを起こした小プチ鼠ラツトに出くわしてしまっただけだったのかな？

「でも、あのジェリーの数は尋じん常じようとは思えないけど」

　一緒に情報収集をしていたカミラさんが、二つのパーティから話を聞いた後、考え込むように腕を組んだ。とりあえず、今日はこれ以上の探索は無理のようだし、他の二組のようにキャンプの準備をした方がよさそうである。

　聞いたところによると、三階層のワープ地点からの出発だった上級生のパーティも何組かあったらしく、もし下で出会うことがあればもっと詳くわしい話も聞けるだろう。

「では、改めて」

　その段になって、カミラさんはかしこまって僕達に向き合った。

「さっきは本当にありがとう。あのままジェリーに囲まれてたら危なかったわ。私たちは、武ぶ闘とう科で知り合った仲間内で結成されたチームよ。たまたま回復魔法と攻こう撃げき魔法が使える子がいたから、ダンジョンパーティを組んでこの実習に参加したの」

　魔法が使えると言っても、やはりメインである物理攻撃の方が得意だったらしく、あれほどの大量の敵に囲まれては手も足も出なかったようだ。このダンジョンの前評判は、レベルも高くなく物理が有利とされていたのだから、必ずしも油断が過ぎたというわけではないだろう。実力でいえば、彼女たちはニーナやアリスにも引けを取らないほどの成績だっていうしね。

「無事でよかったです。僕たちは、今日はここでキャンプをしてまだ下を目指すつもりですが、カミラさんたちは引き返すんですか？」

「……正直、ジェリーの大群がまた現れたらと思うと、やはりそうしたほうがいいかもしれないわね。でも、この階にはワープ陣がないし……」

　要するに、引き返すことが、もう容易じゃないってことだ。カミラさんの横には、先ほどの戦闘そのままに汚よごれた装備を付けた少女たちが、僕達の話の行方ゆくえを気にしている。八はつ方ぽう塞ふさがりで、途と方ほうに暮れているのだろう。

　すでにエドガーやダリル、アリスはキャンプの用意を始めていた。ニーナは、僕の横に立っていたが、今回は口を挟む気はないらしい。カミラさんと相談を始めた時も、ニーナにそれとなく話を振ったが、結局こうして僕が話をしてるし……さっきのあれは、本当になんだったんだろうか。

「それでは、三階層のワープ陣までご一緒しましょうか」

　皆みなの了りよう承しようを得てからになりますが、と前置きして僕はカミラさんに提案した。確認するようにニーナを仰あおぐと、すぐに頷うなずいてアリスたちの元へ報告に向かった。どうやら反対ではないらしい。彼女たちの戦力はかなりのものだし、しばらくの間共同戦線を組んでもこちらに損はないしね。

　それに打算的でもあるが、これは飽あくまで授業の一いつ環かんなので、こういう援えん助じよ、救助などはしっかり成績に繫つながるポイントなのだ。

「……三階層。あっ、そうか。でも、ご迷めい惑わくでは？」

　先に進むという選せん択たくはちょっと思いつかなかったのか、彼女も初めはびっくりしたようだったが、ほぼ丸々二階層分を自分たちだけで引き返すよりは、強力な魔法が使える僕たちと一緒に三階層のワープ陣まで進む方が、まだ現実的だと考え直したようだ。

　ようやく見えた打開策に、カミラさんは「よろしく……」と頷きかけて、ちょっとだけ逡しゆん巡じゆんするように、ちらりとニーナの方へ視線を移した。

　アリス達と話をしていたニーナは、それに気が付くとニッコリ笑った。

「私たちは明日の朝一番に出発するから、そちらでも十分に相談して、もし同行すると決めたのなら間に合うように準備してちょうだい」

　やっぱり、なんだかカミラさんに厳きびしいニーナだった。




「なんだか、地図と全然違ちがうわね」

　予定通り、翌日の朝早くに地下の三階層まで降りてきた。

「おかしいなあ……」

　地図を見ながら、僕はちゃんと指示していたつもりだったが、これまでに数回に亘わたって行き止まりに阻はばまれてしまった。

「ここも、本当は部屋の扉とびらがあるはずよね？」

　アリスも腰に手を当て、困こん惑わくしたように首を振っている。

「うん、それにそろそろ中心部に着いてもいいと思うんだけど」

　行き止まりや不確定な部屋を迂う回かいしながら、ペシュにもサーチを駆く使しさせ、危険な罠わなのみ確実に回かい避ひしてきたが、そろそろ本格的におかしいと思い始めていた。

「モンスターも相変わらずジェリーが多いな」

　ここまでのエンカウントはジェリーと昆こん虫ちゆう型だけだった。本来、三階層辺りで遭そう遇ぐうするのは二階層に続いて小プチ鼠ラツトのような低レベルの動物型モンスターなのだ。ジェリーは、いわゆるレアモンスター扱あつかいだ。単体で出会う分には、避さけて通れるとのことだったので、不定形モンスターの対策をしてこないパーティも多かったはずである。

「ワープ陣、どこいっちゃったの？」

　そして問題はコレ。不安そうに呟つぶやくアリスの気持もわかる。僕たちは、かれこれ数時間に亘ってひたすらワープ陣を探し続けている。本来、三階層といえば脱だつ出しゆつ可能なワープ陣があるはずなのだから。

「おっ……、あっちに拓ひらけた場所があるじゃねーか、あそこなんじゃねえ？」

　そろそろ痺しびれを切らしたダリルが前衛近くまで飛び出して前方を指差した。何時間も盾を構えて移動していたストレスが一気に噴ふき出したのか、曲がり角からチラリと見える大きな部屋へ走り出した。

「あ、こらっ、勝手にいかないでよ」

「ダリル、待って！　ワープの部屋には扉があるんだ、そこは違うってば」

　迷いに迷って、イライラが臨界点に達したダリルを、ニーナが引き留め、僕も慌あわてて注意を促うながしたが、暴走列車はそう簡単に止まらない。ダリルを追いかけるようにパーティは少し駆かけ足になり、後方のエドガー達はほとんど走る羽目になった。

「おい、急にどうしたんだよ」

　大所帯になったパーティの後方にいたエドガーは、状じよう況きようもわからないままようやく前列組に追い着いて、ちょっと不満そうに文句を言った。

「キラーアントだ……っ」

「なに、なんだって？　キラーアントって、あれか。確か地下型ダンジョンならどの階層にも出るっていう……」

　僕の呟つぶやきに、エドガーはようやく、全員の視線が前方に釘くぎ付づけになっていることに気が付き、その先を辿たどって同じように絶句してしまった。

　拓けたその場所、恐おそらく階層の中央辺りだろうか、その空間にはかなりの大きさの広場があった。そして部屋の中にはモンスターがうようよと歩き回っていたのだ。

　キラーダンゴがゴロゴロと転がり、ムカデのような足のいっぱい生えた長い虫が這はいまわり、故郷の森にもいたキラービーが飛び回っていた。そして、強きよう靭じんな顎あごと硬かたい甲こう殻かくを持つ厄やつ介かいなダンジョンモンスター、キラーアントが徘はい徊かいしている。

　とにかく数が半はん端ぱない。昆虫系モンスターが隙すき間まなくカサカサと蠢うごめいている。

「いやぁ……、気持ち悪い」

「う、私もこれだけいるとダメ」

「……」

　ニーナが腕うでをさすって身み震ぶるいし、アリスが心持ち青い顔で首を振ふり、カミラさんに至っては絶句してしまった。

「ダンゴやビーはともかく、この数のキラーアントは洒落しやれにならねぇな」

　一気に頭が冷えたのか、ダリルは壁かべ際ぎわに身を潜ひそめて慎しん重ちような態度を見せている。まったくもう、ごまかしてもダメだからね。あとでたっぷり反省してもらわないとだね。

　それはともかく、まだモンスターには気付かれてはいないが、いざ戦せん闘とうになれば乱戦になる可能性がある。見たところジェリーはいないので、カミラさん達も戦力に数えてもいいはずだが、うじゃうじゃの虫に少し引き気味なのでちょっと不安だ。

　ダンジョンの深層部にも出しゆつ没ぼつするせいで、雑魚ざこモンスターのイメージがあるキラーアントだが、浅い階層あたりではかなりの強敵だろう。もともと低階層では出会う確率も低く、複数で遭遇することもないので、レベルが足りなければ逃にげるのがセオリーだ。

　だけど、この部屋には大量に湧わいているので回り込まれる可能性が高い。

　どこかに迂回ルートがあるなら、こんなところは避けるべきなんだろうけど、さんざん迷った挙句、ようやくたどり着いたのがこのルートだったのだ。おそらく必ず通らないとならない部屋の一つなのだろう。

「難易度むちゃくちゃだよ」

　初心者ダンジョンの三階層レベルの強制イベントとしては、この数の討とう伐ばつはかなり厳しいと感じる。そこへ持ってきてキラーアントの団体様である。

「ニーナ、アリス、盾たて役お願い」

「了りよう解かい」

　とはいえ、ここで泣き言を言っても始まらない。引き返す選択肢しもないわけではなかったが、もともと最下層まで潜もぐるつもりでダンジョン攻こう略りやくを開始したのだ。数こそ馬ば鹿かみたいに多いが、キラーアントの他は大したことのない敵なのだ。

　ここは、もちろんゴーだ。

　火力が勝負になるので、今回ばかりは僕もいくつかの巻物をしっかり準備して、エドガーとダリルは詠えい唱しようを開始した。

　戦闘開始と共に、魔ま法ほう使つかいが一気にたたみかけるように攻こう撃げきを叩たたき込んだ。先手必勝、こちらの最大火力で相手の数の有利を崩くずしにかかる作戦だ。続いて、逃げるモンスターはそのまま逃がし、向かってくるものだけを前衛が直接攻撃で沈しずめていった。

「カミラ、そっち行ったわ。ビー、二匹ひきよろしく」

「了解です！　行くわよみんな」

　ニーナたちの脇わきをすり抜ぬけたキラービーが二匹、中央で前衛の打ち漏もらしを担当しているカミラさんたちを上空から襲おそった。集団なら怖こわいキラービーも、二匹くらいならなんてことはないだろう。

　最初の全体攻撃以降、僕はみんなの援えん護ごに回っていた。虫系は、とかく毒攻撃が多いのでキュアの巻物と薬を持って、走り回っていたのだ。エドガーは、ここでは攻撃魔法を頑がん張ばってほしいからね。

　ふと全体を見み渡わたすと、カミラさんのところの動きの鈍にぶさが気になった。アリスにいくつかの薬くすり瓶びんを手て渡わたすと、僕はすぐに場所を移動した。

　カミラさんチームの下級生の戦闘能力が著いちじるしく低下している。どうやら前方でニーナたちが戦っているキラーアントのあまりの大きさと攻撃力に怯ひるんでいるようだ。

　キラーアントはダンジョンモンスターなので、たぶん下級生の少女たちには初めての遭遇だっただろう。しかも、このくらいの浅いダンジョンだと、下手へたをすると最下層まで出会わず仕じ舞まいということさえある。

「きゃっ……！」

「アン？　くっ……魔法で援護して、誰だれかアンを起こして、早くっ」

　へっぴり腰ごしで剣けんを構えていた金きん髪ぱつツインテールの少女が、身体からだを振ったキラービーの胴どう体たいに殴おう打だされて尻しりもちをついてしまった。慌てたカミラさんが、思わず対たい峙じしていたビーに背中を向けて指示を出している。ちょっと待って、気持ちはわかるけど危ないからちゃんと前向いて！

「カミラさんそっちに集中して！　こっちは任せて」

　そう声を掛かけつつ、僕は、アンさんに突とつ進しんしようとしていたキラービーに初級火魔法を浴びせた。怯んだビーが後あと退ずさると、すぐにツインテールの彼女の手を取って、引き上げるようにして立ち上がらせる。

　すると大剣を持った少女が、僕から引き継ついでキラービーと切り結び、魔法を使える後衛が援護を開始した。冷静になれば、ちゃんと連れん携けいも取れるようである。アンさんも、すぐに安全な場所まで退さがることが出来た。

　ちょっと心配だったカミラさんも、キラービーにとどめを刺さしている。

　その後、新たに襲い掛かって来たムカデモドキとの戦闘に入ったが、僕はそのまま彼女たちを援護することにした。ニーナやアリスたちには強力な攻撃魔法を使うエドガーやダリルが付いているし、今回はゲストパーティの安全を確保するという役割があったからだ。

　この戦闘をカミラさんたちも了りよう承しようしたとはいえ、ここまで連れてきた責任はある。いざというときの援護は最初から考こう慮りよしていたのだ。

「キラーアントは、ニーナ達に任せておけば大だい丈じよう夫ぶ！　こっちは漏もれてきたのだけ確実に潰つぶしてね」

　その掛け声に、明らかに彼女たちはホッと息をついた。カミラさんも、どうやら本来の落ち着きを取り戻もどし、サブウェポンのバックラーに内蔵されている片手弓を駆使して、効率よくキラービーを仕留めていった。

　最前線では、ニーナとアリスが奮ふん闘とうしていた。

　遠目に見ても、かなりの張り切りぶりだ。たぶんジェリー戦では歯がゆい思いをしていたのだろう、それを発散するような戦いだった。さっきカミラさんたちに言った台詞せりふじゃないけど、本当に頼たのもしいことこの上ないよね。

　自分の身長と変わらない巨きよ大だいな大剣を軽々と操あやつって、大きなキラーアントの下段から硬い顎を斬きり上げ、その勢いのまま横に薙なぎ払はらうアリス。バカンッ！　と軽快な音がしてキラーアントの足が飛び、その場にいた数匹が一気に横よこ倒だおしになった。

　待ってましたとばかりに今度はニーナだ。バランスを崩してジタバタ暴れるキラーアントの群れに飛び込んで、戦闘用ブーツに包まれたすらりと長い足で、鋼鉄のように硬い頭をあっという間に弾はじき飛ばし、そのまま空中で身体を捻ひねり、倒れたモンスターを足場にして次々と他の個体も倒していった。うん、心配いらない……。

　モンスターハウスを抜け、一行は通路に出てきた。

　ドロップアイテムや素材の回収を手っ取り早く済ませ、さっさと屍し々し累るい々るいの広間を退散してきたのだ。何しろ、いつまたうじゃうじゃと湧わいて出るかもしれない。

　するとそんな彼らの前に、さほど進むこともなく下り階段が現れた。

「これって、四階層への階段なのかな？」

「どうなんだろう？　あんな広間もなかったはずだし、もともと三階層の階段は階層のコーナーあたりなんだよね……あっ！」

　足を止めたアリスがそう質問したが、役に立たない地図を広げた僕は、もはや途と方ほうに暮れるしかない。けれど、そこでふと気が付いた。

「あっ……ってなんだよ」

「マッピングだよ」

　聞き返してきたエドガーに簡潔に答えると、ニーナが両手を叩いた。

「ああ……、本当だ。リュシアンってば、マッピングできるじゃないの」

　そうだよ、なんで今の今まで気が付かなかったんだ。地図が最初からあるという状況のせいで、こんな当たり前のことをすっかり忘れていた。

　マッピングのスキルを使えば、ここがどこなのか、どういう構造なのかということもわかるはずだ。ここのマップぐらいならおそらく初級で十分だろう。

　さっそく僕は、真っ白な魔法紙をカバンから取り出した。丸めてない平たい紙が、明らかに口の小さなカバンからにょっきり出てくるさまは、相変わらず不思議でならない。どこかの猫ねこ型ロボットのポケットのようだ。

　スキル、マッピング。あぶり出しのように墨すみ色の魔法陣が描えがかれ、僕が触ふれると白く空中に展開された。

　カミラたちは、口を開けてそのさまをポカンと見ていた。実際には、さっきの戦闘中にも何度か披ひ露ろうしたはずだけど、のんびり観察してる余よ裕ゆうがなかったからね。

　僕の魔法陣は、結構いろいろ言われているが、その信しん頼らい度は都市伝説くらいの噂うわさでしかない。こうして実物を見る機会があまりないせいもあるけれど。

「あれ……？」

　地図を書こうとペンを取り出して準備していたが、そこで僕の手が止まった。

「どうかしたの？　リュシアン」

「……見えない」

　まさかの、マッピング不発、再び？

　いやいや、あの時の状じよう況きようとはぜんぜん違ちがうから。だって、ここは素す性じようが明らかな踏とう破は済みのダンジョンなんだよ。

「ええっ、ここって確かそんなにレベル高くないよね？」

　驚おどろいたように、アリスは学園が配布したパンフレットを広げて確認している。

　マッピングが発動しない理由はいくつかある。

　一つは使用者のレベル、または魔力が足りない。これはまあレベル関係ないし、魔力は満タンだから問題ない。そして、対象に対して魔法陣自体のレベルが足りない。これもたぶん違うだろう。何しろ踏破済みダンジョンで、アリスも見ているが、学園配布の取説には二十五階層の初心者ダンジョンと明記してある。

　では、何か……？

　真っ白な地図に、役に立たなくなった地図、そして先ほど通って来た異様に難易度が高いモンスターハウス。

　その時──、僕の中でふいに何かが閃ひらめいた。








第五章　ダンジョン脱だつ出しゆつ編






「……成長中の階層？」

「そう、成長しているダンジョンの、今まさに生成中の領域にいると、一時的にマッピングが機能しない、と聞いたことがある」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやいたニーナに、僕は頷うなずいた。

「え、え……、じゃ、なに？　ここ、今成長してるの？」

「そうなるね」

　下り階段の前に、とりあえずの安全を確保しつつ車座になって、僕達は臨時の作戦会議を開いた。見張りにはジェリーに対応できるダリルを出し、カミラさんチームから前衛二人が護衛についている。

「ということは、ここは三階層ではないってことなのね」

「ワープ陣じんもないし、間ま違ちがいないと思います」

　僕が断言すると、カミラさんは困こん惑わくしたように黙だまり込んだ。

「こんなことになってすみません。お約束通り、なんとかしてワープ陣までお送りします」

「いいえ、そんな。謝られるようなことではありません。こちらも了承したことですし、協力していきましょう」

　何階層分成長したのか、ダンジョンのどの部分が成長しているのか、今確認するのは難しい。例えば最上位のマッピングを使えば、もしかしたら既き存そんの階層までサーチが届いて、どの辺りかという事だけでもわかるかもしれない。けれど、消費する巻物や魔力の事を考えるといちいち気軽に使える代しろ物ものでもない。

　いざというときに巻物が足りなくなったら洒落しやれにもならない。

　ダンジョンの成長がいつまで続くか、どれほどの規模で変化するかわからないが、さっきまでの様子からすると、今のところ急に倒せないほどの強力なモンスターが湧わいてくることはないと思われた。

　ダンジョンの成長は、だいたい新たなボスの登場が原因だが、こうなってみると、小プチ鼠ラツトやキックラビの大移動、ジェリーの大量発生にも納得がいく。ボスの種族によって、これら種族間の力関係、勢力図が変わってしまうからだ。

　とはいえ、多少の混乱こそあったが決して攻こう略りやくできないレベルじゃないだろう。

「どのくらい成長しているかわからないけれど、皆みなさえよければ予定通り旧三階層を目指そうと思うんだ」

　要はこのまま下るということだ。

　うまくすれば、すぐ下の階がそうだという可能性だってある。

　ニーナやアリス、エドガーに異存はなかった。従じゆう魔まも手に入れて、ノリノリのダリルも引き返すという考えはないだろう。そしてカミラさんも、僕の提案に否いなやはなかった。

　引き返すことが出来ない以上、先に進むしかないのだから、揉もめる理由もなかった。僕たちは数分で結論を出し、下り階段を降りていくことになったのである。

「ワープ陣はともかく、空白地帯が見つかるといいわね」

「そうだね、みんなそろそろお腹も空いてきただろうし……」

　いざとなれば携けい帯たい食での昼食になるが、ギリギリまで探してみようということになった。ダンジョン探たん索さくの醍だい醐ご味みは、本来なら未知の領域を探索することだが、初めからそのつもりで来ているならまだしも、地図もあって計画通りに攻略しよう、という予定だったのだから皆の戸と惑まどいも理解できる。

　ダンジョンが成長していて先行きがわからないこの状況では、一度ゆっくり休きゆう憩けいをとって息を整えたいところだ。

　順番に階段を降りようという時になって、ペシュがまた何かを察知した。

「どうしたの、……ペシュ、来た道がどうかした？」

　しきりに先ほど歩いてきた道を差して、前ぜん肢しをパタパタさせて何かを伝えるようにくるくると旋せん回かいした。

　チョビまでもが頭の上で額を擦こすりつけてくるので、間違いなく何かがあるんだろう。仲がいいとは言えない彼らが、こぞって訴うつたえるのだから確認しないわけにはいかないね。

「どうも、誰だれかいるみたいだ。確認してきた方がいいかもしれない。何も知らないパーティだったら、きっと戸惑ってると思うしね」

　余計なお世話かもしれないけど、今現在、状況がわかっている生徒は少数だろう。知らなかったせいで、事故でも起こったら後味が悪いからね。

「僕と……、誰か二人くらい付いてきて」

　モンスターだったらすぐに引き返す、そして生徒が迷っていたら合流してここまで帰ってくる。と、簡単な作戦を決めた。同行するのは、モンスターや不測の事態に対応できる遠近両方の攻こう撃げきが可能なカミラさんと、魔法と回復要員のエドガー。そして、薬やいざというときの火力という役割の僕が加わって、三人が行くことになった。

　残されるニーナ達は不満そうだったが、こちらにも相応の戦せん闘とう力を残しておく必要があるので仕方がない。それにあくまで偵てい察さつで、そんなに広こう範はん囲いを探索するつもりはない。

　ペシュが何を感じたかはわからないけれど、かなり遠くの事なら深追いはしないと約束した。

「じゃ、行ってくる。すぐに戻もどるつもりだし、何かあったらペシュを飛ばすから」

　ダリルの従魔の小プチ鼠ラツトも、ペシュほどではないが探査や気配探知などのスキルを持っているので、周囲の警けい戒かいなどをするように頼たのんでおいた。

　少し歩くと、すぐに例の昆こん虫ちゆうわんさかルームに到とう着ちやくした。

　先ほどまでの戦闘が噓うそのように、今は物音ひとつなく静まり返っている。拾い残しのドロップ品などが、そこかしこに転がっていた。この様子だと、どうやらまだ新たなモンスターは湧わいてないらしい。

　すると広間の向こうの通路から人の声が聞こえてきた。

「ここって、例のモンスターがめちゃくちゃいたところだよな……」

「の、はずだけど、スゴイ静かになってる。誰か……、通ったのかしら」

　押し殺したような元気のない声がざわざわと聞こえ、やがて数人が部屋を窺うかがうような気配がした。

　どうやら僕達と同じ、学園の生徒に間違いはないらしい。それでも一応の警戒をして、すぐには部屋には入らず通路側から大きな声で呼びかけた。

「モンスターはいないので、今のうちに通り抜けてください！」

　向こうの声が、一時的にピタッと静まった。

　ちょっとだけ迷っているのがわかる。

　けれど、すぐに数人が一斉に走る足音が、こちらに向かってきた。警戒する気持ちはあったかもしれないが、おそらく藁わらにも縋すがる気持ちだったのだろう。

　なぜなら、ようやく姿を現した彼らは走る姿もヨレヨレのうえ、まるで埃ほこりを被かぶったように煤すすぼけて、その顔は疲つかれ果てていたのだから。

　改めて彼らを確認すると、先日空白地帯で知り合ったパーティではなかった。そうなると、三階層まで一気に行くと言って、二階層の空白地帯を素通りしたチームかな。

「助かったよ……地図は役に立たないし、道に迷った挙句、どこもかしこもモンスターの巣そう窟くつで、なんとか交代で休憩を取って、少しずつ探索と移動を繰くり返してたんだ」

　地べたに座り込んでしまったのは、先頭を走っていた少年である。おそらく人一倍気を張っていたのだろう、このパーティのリーダーかもしれない。

　カバンから水すい筒とうを出して渡すと、彼は一気にあおって飲んだ。口元を袖そでで拭ぬぐいながら、なにコレ美味おいしい！　と思わず声を上げている。

　飲み水は全てエドガーが生成した魔ま水すいだから、普ふ通つうの水よりはかなり美味しいし、それ自体に体力回復の効果もある。ということで、メンバー全員に回して飲んでもらった。

「あのっ、モンスターの部屋を抜ぬけたということは、貴方あなたたちはワープ陣じんを見つけられたんですか？」

　一息ついたメンバーのうち、最年少と思おぼしき少年がおずおずと尋たずねた。たぶん僕が一番年が近いと思ったのか、しっかり顔はこちらを向いている。

　無理もない、見る人によってはエドガーはなんか大きくてコワいし、カミラさんはめっちゃデキるお姉さんという感じで近寄り難がたい印象だからね。でも言っとくけど、僕とエドガーは三才しか違わないんだからね。

　ともかく、彼らは戻ろうにも二階層への階段がわからなくなり、さりとてワープ陣も見つけられず、あのモンスターハウスも越こえられず、ひたすらこの階層をぐるぐると回っていたらしい。昨日のお昼くらいからというから、ほとんど丸一日だね。

「残念ながらここは三階層じゃないので、ワープ陣はないと思うよ」

「え……、でも。あれ？　どういう」

　リーダーの少年は、ボロボロになってしまった地図を広げて、僕と、その地図とを交こう互ごに確認し、戸惑ったように口を噤つぐんだ。意味は分からなくても、まだ地じ獄ごくの探索が続くということだけは理解したようだ。

　彼らにも先ほど行きついた結論を、簡単に説明した。

　リーダーだと目星をつけた少年は、やはりこのパーティのリーダーだったらしく、気き丈じようにも責任者として現状を把は握あくしようと必死である。あまりにしゃちほこばったその様子に、それこそ気を抜いたら倒たおれてしまわないかと心配になる。

「とりあえず仲間が下り階段付近にいるから、合流しましょう」

「えっ……、下へ降りるのですか？」

「上に戻っても、そこが二階層だとは限りません。先ほども話しましたが、ここは成長している可能性がありますので」

　どちらに行こうが成長途と中ちゆうの階層が割り込んだリスクはある。それなら下る方が、すぐにワープ陣にたどり着ける可能性がある。仮に登って運よく二階層だったとしても、更さらに登った階が成長していれば、またそこを越こえて一階層を目指さなくてはならない。二階層分を越えるリスクの方が高いと考えたのだ。

　その後、無事に合流地点で仲間たちと落ち合って、二つのパーティを加えた混合チームとなった僕達は、慎しん重ちように下の階層へと降りて行ったのである。




　悪いことは重なるもので、残念ながらそこは三階層ではなかった。

　もちろん皆の落らく胆たんは計り知れなかったが、ペシュと小プチ鼠ラツトのファインプレイでそれから数分後、休憩可能な空白地帯を見つけた。

　モンスターが侵しん入にゆうできない安全区域。ここまでトラブルに次ぐトラブルだったが、これでようやくゆっくりと態勢を立て直すことが出来そうだ。

　先ほど合流したパーティは、もともと三階層のワープ陣までを二日間の短期で予定していたらしく、食料も水も使い果たしてしまったらしい。聞くところによると、昨日残り少ない食料をモンスターの気を逸そらすために投げつけたらしく、本当にすっからかんだったようだ。どうりで水を貪むさぼるように飲んでいたはずだ。

　リーダーは十六才の少年で、カイと言った。男子三人女子四人の、いずれも王都での幼おさな馴な染じみとのことだった。

　まずは空腹を満たすために食事にしようとしたが、予想外の大所帯になってしまったので用意してきた料理では数が足りなかった。けれど、幸いこちらには嫌いやというほど狩かったキックラビの肉が大量にある。ダリルがしっかり捌さばいておいてくれていたので、その処理した肉で簡単なスープを作ることにした。

　それと、あらかじめ用意してきた握にぎり飯めしを振ふる舞まった。

　正直なところ魔ま物ものの肉にはちょっと抵てい抗こうがあったが、動物型のモンスターなどは普通に食べられているし、ものによってはかなり高価なものもあるらしい。キックラビの肉は、例えるならば高級な牛肉と同じくらいの価値だ。ウサギとはいえ、やはりそこはダンジョン産なので少し高価なのだろう。

　ダリルの下処理が完かん璧ぺきだったようで、肉は柔やわらかく臭くさみは一切なかった。野菜はブロッコリーのような淡たん白ぱくな味わいだけど、ウサギ肉が濃のう厚こうなので良く合っている。

「美味しいわ、まさかダンジョンで温かい食事ができるなんて」

「キックラビって美味しいんだな」

　感想は上々のようである。

　今回も簡易コンロは大活かつ躍やくだ。二つ並べて大鍋を火にかけ、持ってきた根菜などの野菜をぶち込んでポトフのような、塩で味を整えたさっぱり味のスープを作ったのだ。ここでは、凝こった煮に込こみ料理は無理だけど、このウサギの肉はシチューでも作ったら美味しいだろうと楽しみな食材だ。

　食事を終えたダリルは、またもや新たに狩った獲え物ものを黙もく々もくと解体し、器用に素材の分別を始めた。子ネズミもその周りをうろちょろしたり、ご主人であるダリルの身体からだを登ったり下りたりと忙せわしない。

「なんだかダリルの印象が変わるわね。まあ、相変わらず愛想は悪いけど」

「だねー、ダリルがお父さんで、リュシアンがお母さんみたい」

　ニーナ達はなんだか勝手なことを言っている。

　この二人にはここから出たら料理の下処理くらいは出来るように鍛きたえてやろう。余計なことを言ってる暇ひまがないくらいに、みっちりと！

　そしてダリルには解体を教えてもらおう。素材剝はぎも上手じようずだしね。

「エドガー、ちょっと水くれ」

　ぶっきらぼうにダリルがエドガーを呼んだ。どうやら解体に使った道具を洗いたいようである。魔水で洗うのはなんだか贅ぜい沢たくな気がするが、なにせ食べ物を扱あつかう道具だ。清潔な水で洗わなければならない。

　今は、解体をすべてダリルに任せているので、エドガーも文句ひとつ言わず素直に従った。

「ところでソイツ、名前決めたのか？」

　エドガーはダリルの手元に水を注ぎながら、ふと小プチ鼠ラツトを見た。

　中ちゆう腰ごしで刃は物ものやまな板を洗っていたダリルは、膝ひざの上にちょこんと座っている小プチ鼠ラツトに視線を落とす。

「いや……、なんか」

　言葉を濁にごすのも無理はない。いろいろありすぎてそれどころではなかったのだろう。別にここで決めちゃうこともないけれど、従魔との絆きずなは名付けることでも深まるから早くつけるに越したことはない。

「……白とか、雪とか？」

　アリスが、顎あごを人差し指で支えるようにして上を向いて一つ二つ例を挙げたのを、さっそくエドガーが笑いながら茶化した。

「ネーミングセンスがリュシアン並だな」

　人を引き合いに出すのやめてね、傷つくから。

　そしてダリルは、驚おどろいたように目をぱちぱちと瞬またたいて、ちょっとムキになって「シロとかぜってーねえっ！」と、力の限り否定していた。

　たぶんちょっと図星だったのだろう。

　ともかく従魔の命名は、主人であるダリルの仕事なので任せるしかない。

　当の本人は、弄いじられ耐たい性せいが低いためか、ちょっと不ふ機き嫌げんそうに道具をカバンに詰つめ込んでいる。なるほど、例のパンパンのカバンは、解体道具や簡易の食器など、いわゆるキャンプ用品が詰まっていたんだね。

　今まで一人でギルドの仕事を熟こなしていたのだから、それらサバイバル準備はいつもしているのだろう。

　お腹がいっぱいになったところで、それぞれ食後の休きゆう憩けいを取りつつ、軽い作戦会議をした。これからどうするか……むろん先に進むより仕方がないのだが、カイが率いるパーティは何しろ物資が足りなさすぎる。食料も、武器も、キャンプ用品もないない尽づくしである。何より昨日の夜を徹てつしてのサバイバルが、ちょっとトラウマになっている子もいるようだ。

　希望者のみで探たん索さくに出ることも考えたが、ここは今現在も成長を続けているだろうダンジョンである。最悪、戻もどってこれなくなる可能性があり、そうなると戦力の足りない状態で孤こ立りつしてしまう危険性があった。

　それら不安要素を上げて、やはり全員で動いた方がよいとの結論になった。

「前衛としんがりにこちらの戦力を出しますが、基本的には自分の身は自分で守ってください」

　厳しいことも、あえて言わなくてはならない。なにしろここに居るのは、全員ダンジョンに潜もぐると決意して準備してきたはずの生徒たちなのだ。そこは甘えてばかりでは困るということだ。

　思わず息を吞のんだカイたちだが、それでも自分たちだけで放り出されるよりはずっとマシだと考えたのか、神しん妙みような顔で何度も頷うなずいていた。もちろん、カミラさん達にも異存はなさそうである。

「じゃあ私たちが先頭ね」

「うん、お願い。僕は中央で、ペシュの力も借りて全体を見てるよ。モンスターと出会ったら、下手へたに逃にげないで確実に潰つぶしていこう」

　ニーナは「了りよう解かい！」と、相変わらずいい返事で、アリスも大たい剣けんをぶんぶん振り回してウォーミングアップに余念がない。頼たのもしい限りである。

　この人数で逃げても回り込まれるし、隊列が乱れて却かえって危ない。それなら数の利を活かして、エンカウントしたら諦あきらめて、全部倒していこうということになった。

　先ほどはああ言ったが、カイたちの戦力や体力が著いちじるしく消しよう耗もうしているのは承知していたので、できるだけ彼らに危険が及およばないように腐ふ心しんするつもりではあった。

　カミラさんパーティにも前衛を何人か出してもらって、弓使いの彼女には中央を、あと魔ま法ほうが使える二人を後方へ配置した。回復魔法が使える少女がいるので、エドガーが攻こう撃げきに専念できるのは大きい。

　そうして準備を整えると、僕たちは謎なぞの階層の探索を開始した。

　まずは下り階段を探すことが第一目標である。エンカウントするのはいずれも虫系、たまにジェリーが加わった。成長中の階層で見るのはこのパターンが多いような気がした。

　そして、出会い頭がしらのエンカウントを確実に処理していき、そろそろ階段があってもいいんじゃないかと思い始めた頃ころ──、天てん井じようが、ブルンと大きく動いた。

　いや、動いたのは天井ではなく……

　それは、まるで空のようなスカイブルーの色を持つ、ジェリーの上位種スライムの集団だった。

　ジェリーと同様、スライムにも直接攻撃はあまり効かない。ただし、斬撃系と突き攻撃は少し効くので戦い方次第である。大剣と蹴けり攻撃は打だ撃げき系なので、残念ながらニーナとアリスは今回もあまり有効打はない。

　ニーナは少しなら攻撃魔法も使えるが、魔力の消費を控ひかえたかったので今回はナイフに持ち替かえての攻撃だ。アリスは、魔法使いたちの壁かべ役である。

　天井から水すい滴てきのようにポタポタ落ちてくるスライム。

　今や床ゆかは水たまりのような状態になっていた。スライムの攻撃は、打撃とマヒや毒といった状態異常。張り付かれると厄やつ介かいなモンスターである。

　カミラの弓、あとは前衛の盾たて越ごしに魔法使いが攻撃するという形で薙なぎ払はらっていった。

　炎ほのお系なら、ほぼ一発で蒸発する。

　弱点を突けば、そこは低レベルモンスターなので簡単に倒たおせた。

　初めて見るモンスターにちょっと戸と惑まどいもしたけれど、こちらも人数が多い分、タレントが豊富で大体の状じよう況きようには対応が出来そうである。カミラさんやカイチームも少し自信を取り戻した様子だった。

「あ、ほら、あそこに階段があるよ」

　スライムの海を越えた頃、通路の先にぽっかりと穴のような下り口が見えた。部屋の中ではなく、通路の行き止まりという、ちょっとわかり辛づらい場所に下り階段があった。

「今度こそ三階層ならいいね」

「だな」

　それほど期待した様子もなくアリスが言うのに、エドガーもお決まりの返事をして穴の中を覗のぞき込んだ。他の面々も、半ば諦めムードである。階段が見つかった今、次の目標はワープ陣じんなどではなく、休憩ができる空白地帯の探索だと自然に了解していた。

「じゃ、いつも通り……」

「待って、ニーナ」

　新たな階に降りるときは、だいたい前衛であるニーナが先陣を切るのだが、それを今回に限り僕が止めた。

「大だい丈じよう夫ぶとは思うんだけど、ここまで来てどうもスライム系が多い気がするんだよね。もしかしたら、新しいボスは不定形型の可能性があると思う」

　今の段階では何とも言えないが、新しいダンジョンボスの存在はもはや否定できないだろう。もっとも、昆こん虫ちゆう型も多いのでそっちの可能性も考えられるけど、その新ボスのレベル次第ではこの先、強力なモンスターが現れないとは言い切れないのだ。

　要は、階段を降りた途と端たん、強制エンカウントでスライムより強いモンスターに囲まれる危険性を危き惧ぐしたのだ。

　もちろんニーナは強いけれど、相あい性しようが悪ければ無用な手傷を負うかもしれない。まだまだ長なが丁ちよう場ばになるかもしれないのだ、ここは安全策を取ろうというわけである。

「……オレか？」

「うん、お願い」

　ダリルなら盾たてもできるし、いざとなれば捕つかまる前に魔法で吹ふっ飛ばせる。

　そして何より、従魔を使って索さく敵てきもできる。ということで、ダリルから順に下へと降りることになった。

　案の定、降りたところに数匹ひきのスライムがいたが、おそらく先ほど天井に張り付いていた集団のうちの数匹が、ここまで落ちてきたようだった。あっという間にダリルによって一いつ掃そうされた。

　続いてエドガーと僕、カミラさんが降りて、あたりの警けい戒かいをしながら全員が降りるのを待った。

「降りてすぐモンスターハウスとかじゃなくてよかった」

　孤立していた時に、不ふ眠みん不ふ休きゆうでモンスターに囲まれていたのがよほど怖こわかったのか、カイは心底ほっとしたように周りを見み渡わたした。

「そうだね、少なくともこの部屋にモンスターの気配はなさそうだよ」

　ペシュの様子を確認して、僕は安心させるように笑った。

　空白地帯ではないので油断はできないけれど、とりあえず隊列を整えて、さっそく探索を続けることにした。慎しん重ちようなほどの足取りで進んでいったが、遭そう遇ぐうするモンスターは雑魚ざこばかりで、どうやら取り越し苦労になりそうだった。

　そして数分後、中央にいたカミラさんがニーナと僕の元へと走って来た。

「どうしたの？」

「ここの地形に覚えがあるの、もしかしてここって……」

　すべてを聞かないうちに、僕はカバンから一枚の紙を取り出した。

　もう役には立たないからと、くしゃくしゃにして突つっ込んだ、それはこのダンジョンの地図だった。

　慌あわてふためいて地図を広げると、一いつ斉せいに全員が集まってくる。

　周りを警戒しているダリルたちは、持ち場を離はなれはしなかったが気になって仕方がない様子だった。

「……さ、三階層だ」

「えっ、ほんと？　三階層って、あのワープ陣のある？」

　思わず呟つぶやいた僕に、食い気味に身を乗り出してきたのはカイである。その表情には、言いしれない歓かん喜きの笑みが浮うかんでいた。

「うん、まだ確定はできないけど、ここまでの道のりは一いつ致ちしてる」

「じゃあ地図通りいけば、ワープ陣にたどり着けるのね」

　覗き込んできたのはニーナだ。

　襲おそってくるモンスターは、ダンジョンの成長のせいか地図の情報とは違ちがっているが、道の形状、部屋の有無などは三階層のマップの通りだった。

「途と中ちゆうに空白地帯もあるけど、ここは一気にワープ陣まで行こうと思う……いいかな？」

　各パーティのリーダーであるニーナ、カミラさん、カイに聞くと、もちろん！　と元気のいい返事が返って来る。当然だよね、道がわかっているなら、休憩を取るよりさっさと脱だつ出しゆつできた方がいい。

　皆みなの足取りも心なしか軽くなっていた。

　途中、キラーダンゴの上位種であるブラッドキャタピーというめちゃくちゃ硬かたい装そう甲こうを持つモンスターが行く手を阻はばんだが、魔法で転がされてあっという間にどてっ腹をニーナに踏ふまれて撃げき沈ちんしていた。攻撃が思うように通らないスライムに、よっぽどストレスが溜たまっていたのか、なんだかちょっと容よう赦しやがない。

　順調に攻こう略りやくを進め、僕達はついにワープ陣がある部屋の前に着いた。

　パンフレットには、この部屋にモンスターが入り込むことはまずない、とあるが、一応は慎重に扉とびらを押し開ける。部屋の内部が見えると同時に、いきなり武器を構えるような金属音がしたので、前衛は素早く戦せん闘とう態勢に入った。

　そして、刹せつ那なに交こう錯さくしたお互たがいの双そう眸ぼうは、すぐに気の抜ぬけたような、驚おどろいたような瞬またたきに変わっていた。

「……え？　あれ」

「えと、……誰だれ？」

　ワープ陣の傍そばには、すでに一組のパーティがいた。

　構えた武器を下ろしながら、ちょっと狼狽うろたえたように様子を窺うかがっている。何しろこちらは大所帯である、向こうは少し気け圧おされたように身を固くしていた。

　そんな中、構えを解いてニーナが一歩進み出る。

「驚かせてしまったようね、ごめんなさい」

　にこやかに笑って、軽く会え釈しやくをした。後ろに控えているみんなも、それに合わせて武器を下ろしていく。

　向こうもホッとして、それぞれ武器を収めた。

「こ、これは姫ひめ様さま……でしたか、失礼しました」

　彼らは、明らかに年長で、見た目では大人に見える背格好の青年だった。パーティの平均年ねん齢れいは、おそらく十八才前後だろう。

　聞けば、ここへはダンジョンの攻略ではなく、地図や、モンスター分布などを定期的に更こう新しんするため、調査や測量をしに来たのだという。そうなると彼らは冒ぼう険けん者で、それは依い頼らいクエストということになる。すなわち、ダンジョンの所有者……、地方貴族だったり、管理を任されている管理局が、冒険者ギルドにそういう依頼をするのだ。

　今回の場合、ダンジョンに潜もぐれるのが学園の学生のみなので、ちょっと割のいい依頼だったようである。彼らは、卒業間近の学生兼けん冒険者で、未踏とう破はダンジョンにも挑ちよう戦せんしたことがあるパーティであった。

「先週、ダンジョンが開放されたので、さっそく調査に入ったんですが……」

　ほとほと困り果てたという表情で、彼らはため息交じりで口を開いた。当然というか、彼らもありとあらゆるトラブルに巻き込まれたようである。

　三階層から入って、次のワープ陣のある七階層を目指していたらしいが、地図はぜんぜんあてにならないし、見たことがないモンスターに襲われたりして、仕方がなく途中で引き返してきたらしい。

　降りたのは二階層分だったのに、引き返す時は更さらに数回多く階段を登ったという。

「お気付きかもしれませんが、このダンジョンは成長しているようです」

「やはり……っ！　おかしいと思ったんだ」

　ともかく、ワープ陣まで戻もどれてよかったという会話になり、順番に帰ろうという段で、その先せん輩ぱいチームがしきりにダンジョンの奥を気にしていた。

「どうかしましたか？」

「う……ん、この辺で僕たち以外に出会いませんでしたか？」

「いえ、出会ったパーティは行動を共にしている彼らだけで……」

　ニーナは後ろにずらりと控える同行しているパーティに目配せをする。どう見ても十代前半の彼らをぐるりと見回して、青年は小さく首を振ふった。

　そろそろワープ待ちの面々が、痺しびれを切らしてソワソワしている様子に、振り払うようにして「引き留めてすみません」と彼は、ニーナにワープ陣を使うように促うながした。

「……なにか気にかかることでも？」

　僕は、たまらず彼に尋たずねた。ニーナが代表として話していたので、いままで会話に参加してなかったが、さすがに黙だまっていられなくなった。

「いや、……いいんだ。君たちはまだダンジョン初挑戦だろう？　ここは今何が起こるかわからない。全員、一刻も早くここから出るんだ」

　ニーナの陰からひょっこり現れた僕に、彼はちょっとだけ驚いた顔をしたが、すぐにニーナと話す時とは違う、ちょっと砕くだけた口調で気き遣づかうように苦笑した。そこには言ってもどうにもならないという諦あきらめのようなものが滲にじみ出ていた。

「……わかりました」

　ニコリと笑みを浮かべると、聞き分けよく頷うなずいてくるりと踵きびすを返した。背中にニーナの視線を感じたが、今はとりあえず無視した。

　僕の余計なお節せつ介かいは、それこそ折り紙付きだ。たぶん、ウチのメンバーたちは全員了りよう解かいしているだろう。ニーナはもちろん、アリス、エドガー、ダリルはやれやれという表情になっている。

　気を取り直すように咳せきばらいをして「では」と、ニーナは青年に向き直った。

「こちらから先に脱出させてもらってよろしいですね？」

「ああ、構いません。僕たちは最後で大丈夫ですから」

　頷いた青年は、思い出したように一通の手紙を懐ふところから取り出した。

「念のため、一番最初にワープを使う方にこれを持たせてください。ここで起こっているだろう事象や、変化後の地図で確認したところだけ修正したものです」

「失礼ですが、ご自分で持って行かれたほうが？」

　青年は首を振って、ダンジョンの変化の影えい響きようで万が一ワープ陣じんに支障が出たりして全員が使えない可能性を示し唆さして、強ごう引いんにニーナに手紙を握にぎらせた。確かに今まででもダンジョンの成長のせいで壊こわれたワープ陣がなかったわけではない。けれど見たところ、旧三階層はほとんど変化がなく、ワープ陣周辺も影響を受けている様子はなかった。

　とはいえ、ニーナはそれ以上は追及せずに受け取った。

「じゃあ、順番にワープ陣を使っていきましょう」

　ワープ陣の前には一列に並んだ生徒たちが緊きん張ちようした面おも持もちで整列していた。ワープ陣はその大きさによって人数制限がある。おそらくレベルのようなものがあるのだろう。三階層のワープ陣はいささか小さく、大人なら二人が限界くらいの大きさだった。

　最初はカイのパーティである。ニーナが、頼たのまれた手紙をカイに手て渡わたした。

「なんだかすみません。女の子のパーティよりも先に……」

「気にしないで、私たちもすぐに続くんだもの」

「そういう事。じゃ、その手紙頼んだわよ」

　恐きよう縮しゆくするカイに、カミラさんとニーナが背中を押すように微笑ほほえんだ。

　ようやく意を決したように、カイがワープ陣に飛び込んだ。一番最初というのも危険が伴ともなうため、ここはカイが立候補したのである。そして数分後、二人目、三人目と続き、カミラさんもワープ陣の向こう側へ消えた。

　僕たちを除いて、全員が無事に陣の向こう側へと送られた。

「さてっと……」

　陣に飛び込む後こう輩はいたちを、心ここにあらずといった風に見つめていた青年の前に、僕は立った。彼が目を合わせるのを待って「それで、どなたとはぐれたんですか？」と、ごく何でもないことのように聞いた。




　青年の名は、フランツといった。

　そこそこ屈くつ強きようと評していい体格をしている。見た目に反して物もの腰ごしは柔やわらかく、言こと葉ば遣づかいは丁てい寧ねいだ。もっとも相手が自国の王女だから、ということもあるのかもしれない。

　数年前、同級生で結成した八人パーティのリーダーらしい。

　そして今現在ここに居るのは、七人だ。そう、一人足りないのだ。

　なんとも間の悪いことに、ちょうど階層が成長するジャストタイミングで彼らは階段を降りていたという。下の階層に前衛の一人が足を置いた途と端たん、それは起こった。

　まるで画面が切り替かわるように、後ろから降りてきたメンバーは追加されてしまった階層に降り立ったのだ。前を歩いていた仲間を、どこかに置き去りにして……。

　その時の状じよう況きようをフランツさんは、身み震ぶるいをして語った。

　確かにそれは恐おそろしいだろう。後続のメンバーにしてみれば、いきなり前を歩く仲間がかき消えたのだから。

　訳もわからずフランツさんたちは消えた仲間を探し回り、そうしているうちに、その階層がおかしいことにマッパーが気が付いて、僕と同じ結論にならざるを得なかった。

　彼らもいろいろ試したようだ。

　試しにもう一階層降りてみたりもした。むろん、そこには見知らぬ風景が横たわっているだけで、疲ひ労ろうだけが積み重なっていく。

　どれだけの階層が割り込んだのかわからないし、時おり出現するモンスターはここのダンジョンに出るはずのないものばかり。

　彼らの戦闘レベルは決して低いものではなく、学生とはいえ冒険者ランクはＣを獲かく得とくしていた。そんな彼らでさえ、仲間を探すのを諦めてこうしてワープ陣まで戻って来たのだ。

「なるほどね……」

　僕がそう呟つぶやくと、途端にフランツさんの顔に複雑そうな笑みが浮うかんだ。

　あっ、これは「こんな子供に何を真ま面じ目めに話してるんだ」的な、自じ嘲ちようの笑みだね。人を見かけで判断してほしくないな。

「すまない、君にこんなことを愚ぐ痴ちっても仕方なかったね。君も、……そして、どうか姫様も、構わず脱だつ出しゆつしてください。先ほどの手紙でも救助はお願いしてますので……」

「……救助は手こずると思うよ」

　そんなフランツさんに、僕はちょっと容よう赦しやなく断じた。

「以前ここを攻こう略りやくした冒険者は、すでに他所よそへ移動してこの辺りには居ないし……」

　このダンジョンを効率よく捜そう査さするための、ショートカットが出来る人材が見つからない可能性がある、とまず指し摘てきした。

　迷めい宮きゆう攻略をしている冒険者たちは、次々に拠きよ点てんを移し新しいダンジョンを攻略していくので、踏破済みダンジョン周辺にいつまでも滞たい在ざいしていることはない。

　あとは定期的に調査している調査員なら、ワープ陣のマーカーを持っているが、今回の依頼を受けた調査員は、今ここにいるフランツさんのパーティだ。

　ちなみにフランツさんの話によると、もう一組、これは攻略組だが、先行しているパーティもいるという。ということは、彼らの行方ゆくえも分からないことになる。

　ともかく、今現在ここのワープを使える人材が、都合よくダンジョン付近にいるとも思えないのである。もちろん先ほど脱出したカミラさんやカイなら三階層から入れるけれど、戦力や、捜そう索さくとしての能力を考えると力不足と言わざるを得ない。

　地道に一階層から、文字通り迷宮になってしまったダンジョンを順に降りてくるか、ここのマーカーを持っている冒険者を手当たり次第に探すしか手がなく、それがいつになるか正直わからないというわけだ。

「いや、でも……」

「大だい丈じよう夫ぶ、無計画に探し回ろうというわけではありませんので」

　肩かたにちょこんと乗る、小さな黒の彼女レデイを僕は指で撫なでた。

「従じゆう魔まを飛ばしてみます」




　ペシュの特性は、探たん索さく、気配察知、警けい戒かいなどである。

　入室で罠わなが発動されるモンスターハウスさえスルーできるし、今回のダンジョンでの地道なレベル上げで更にミラージュのスキルを覚えた。

　隠おん密みつに分類されるスキルで、幻げん影えいを見せることもあれば、それを使って姿が消えたように見せることもできる。もともと気配を消すことができるペシュには、うってつけのスキルと言えよう。

　しかもペシュの魔力供給は吸血なので、お腹いっぱいまで補ほ充じゆうすることにより、しばらく主人から離はなれても問題はなく、偵てい察さつにも向いている。

　ということで、こんな場所ではあるけれどペシュはお食事タイムである。今度はちゃんと気を使って、壁かべ側を向いてからちょっとだけ襟えり元もとを緩ゆるめた。

「えっ、指じゃないの？」

　目立たないように後ろ向いたのに、なんでガッツリ覗のぞき込んでるんだよ。

　ニーナは、前に回り込んで襟元から中に入り込んだペシュを、なんとか捉とらえようと下から上からと探している。肩にかかる髪かみの陰かげに隠かくれて見えづらいけれど、ペシュはその首筋にくっついていた。

「さすがに指じゃ、効率悪いからね。普ふ段だんはいいんだけど」

　スキルを使いながら、単独で遠出させるにはマックスまで補給させないと心配だ。初めて遭そう遇ぐうしたあの時以来、もしかしたらまた人型になってしまわないかと、あまり満タンまで魔力を与あたえたことはなかったが今回は仕方がない。

　いや別にいいんだよ、人型になっても。でもなんか、ウチの従魔はちょっと迂う闊かつなところがあるから、戻れなくなっちゃった……とか絶対ありそうで。

　そんなわけでニーナに気を取られていたが、わりと他の面々にも注目を浴びていた。たぶん吸血モンスターが珍めずらしいのだろう。もちろん血を好むモンスターはいるけど、吸血によって魔力を得ることができるのは、魔族の一部の種族だけらしい。

　いわゆる吸きゆう血けつ鬼きは、現在に至っては物語や絵本の住人だ。ただし存在していた痕こん跡せきはいろいろ残されていて、歴史書には何百年も前に滅ほろんだとか、そうではなく眠ねむりについたのだとか、その末路は定かではないようだ。

「ペシュが人型じゃなくて良かったわね、姫ひめ様さま」

　横から現れたアリスが、おどけるように広げた両手で目を覆おおいつつ、ニーナを肘ひじでつついた。それ、隠してないよね？　指の間から、しっかりこっち見てるし。

「そ、そんなの……まあ、そうね」

　咄とつ嗟さに言い返そうとして、ニーナはすぐに諦めたようにため息を吐ついた。そして、アリスを引き連れて後ろへ下がった。

　ようやくニーナの視線から解放されてホッとしたが、まだ背中には相変わらず複数の視線を感じる。なんなの、そんなに珍しいの？

　場所？　場所がダメだったか。そうか、もしかして首ってあれだよね、襲おそわれてるみたいに見えるとか？　僕にとっては可愛いペシュでも、余所様から見れば立派なモンスターだからね。でも、他に効率良い所あるかな？

　手首、腕うでの内側とか？　……何か、献けん血けつみたいだね。

　ともかくペシュの魔力の補充が済んだので、さっそく探索の準備に入った。

「えと……、じゃあフランツさん。その方の特とく徴ちようを教えてください」

　彼は頷うなずいて詳しよう細さいを話し始めた。

　不明の生徒の名はエイミ、赤毛の女の子だという。長ちよう剣けん、小型の金属の盾たて、厚手の革かわ鎧よろいといった装備。フリーバッグは持っておらず、はぐれた当時、小さなポーチにほんの少しの携けい帯たい食と水しか持っていなかったそうだ。

　話を聞きながら、ペシュの首に薄うすい紙を丸めたメモをぶら下げた。

　もちろん、よっぽどのことがない限りペシュを接せつ触しよくさせる気はなかった。何しろ従魔と野生のモンスターの見分けは、主人が近くにいなければ難しい。攻こう撃げきでもされたら、目も当てられない。

　あくまでペシュの役目は目標を見つけることだ。

「ペシュと僕は、ある程度ならお互たがいの位置がわかります」

　迷路の全体図を知る必要はない。ペシュの通った道を、そのまま辿たどって行けばいいのである。「ただし」と、僕は一つ付け加えた。

「僕の判断で、これ以上は無理だと思ったらペシュを戻もどします」

　タイムリミットは一日。それ以上は、先に地上に出たカミラさん達も騒さわぎ始めるだろう。

　おそらく地上では、報告を受けた学園側がすでに何らかのアクションを起こしているに違ちがいない。エイミさんだけじゃなく、他にもいくつかのパーティがダンジョン内で迷子になっている可能性がある。

　最終的には、それら学園側が手配した捜索チームに任せることになるだろう。

「……わ、わかったよ」

　もちろんその顔は納得していなかった。たった一人、満足な食料も水もない彼女の状態を考えると、確かに捜索隊を待っていては間に合わないかもしれない。

　けれど、捜索の手段がない彼は頷くしかなかったのである。

「大丈夫、ペシュの得た情報はこちらにも伝わります。通った道だけですが、簡単な地図も製作できると思いますので、それを見て後を追いましょう」

　僕がそう言ってから、数時間が経過した。

　ここはワープ陣じんから少し引き返した旧三階層の空白地帯。

　ペシュから情報を受け取り簡単な地図を書いている間、みんなで食事と休きゆう憩けいを取ることにしたのだ。人数も減ったので、さっきは出せなかった特製シチューを振ふる舞まった。自じ慢まんではないが、学園の畑で初収しゆう穫かくした食材が入っている結構な自信作だ。

　主食はなんの調理もしていない普ふ通つうのパン。それでもダンジョンで食べるにしては、十分にしっかりした食事である。

「えーと……、こんなことしてていいのかな？」

　フランツさんと仲間たちは、目の前に提供された食事に戸と惑まどった。

　しかし、身体からだは正直だ。食べ物を視覚に捕とらえた途と端たん、一いつ斉せいに彼らのお腹が鳴りだしたのである。エイミさんの事は心配だろうけれど、なにしろ丸一日近く食べていなかったようなのでそこは仕方がない。

　赤面してしまった面々に、ニーナが促うながすように声を掛かけた。

「今は焦あせっても仕方がないわ。いいから食べて」

　そう促されて、ようやく手を付けた。

　食べ始めると、そこは育ち盛りの若者たちである。よっぽど美味おいしかったのか、それこそがつがつと一いつ瞬しゆんで食べてしまった。

　気ばかり焦っても仕方がないからね。腹ごしらえだって立派な準備だよ。

　僕もこうして、ちょっと行ぎよう儀ぎが悪いけれど地図を書きつつパンを齧かじっている。

　自動書記のように淀よどみなく手が動くのは、これが一種のスキルだからだ。従魔とのコンタクトによるトレース。少なくとも、僕に地図を書く才能があるわけではない。

　ニーナや、アリス、エドガーも、彼らと一いつ緒しよにテーブルにつき、食事を始めた。ちなみにダリルは、地面に直接座って従魔と一緒に食べている。

「目で見るみたいに見えるの？」

「……ずっとじゃないけど、こう映像が切り取られたみたいな感じで……、目というより頭に浮うかぶ感じかな？」

　手に持っていたパンを口に詰つめ込んで、僕はニーナにそう答えた。感覚的にはカーナビに近いかな。ちゃんと、周りは見えてるんだけど、目で追えるみたいな……うーん、表現が難しいけど。

　少なくとも、ある程度の地図が出来ないと出発はできない。フランツさんたちが焦るのはわかるけど、行き当たりばったりで二重遭そう難なんでもしたら大変である。帰き還かんの切り札、ワープ陣から無む闇やみに離れるわけにはいかない。

　地図を書く僕の周りに、いつの間にか食事を終えたニーナとアリスが寄って来たので、ちょっとだけ手を止めて「ごめんね」と小さく謝った。

　何を言われたのかわからなかったのか、二人はきょとんとして首を捻ひねった。パンを頰ほお張ばっていたエドガーもこちらに視線を向ける。

「ダンジョンに残るって、勝手に決めちゃって」

「え、やだ。そんなのいいわよ。ここで見捨てるのもなんだか気持ち悪いしね」

　本当なら地上に戻って助けを呼ぶのが正解だとは思うし、これが通常のダンジョンなら僕だって迷いなくそうしただろう。ただ、ここは現在も成長を続けており、誰だれが入っても迷子になる可能性がある未知の迷路だ。下手へたをすれば、ミイラ取りがミイラになる危険を孕はらんでいるのだ。

　もちろん、自分なら大丈夫などと驕おごっているわけではない。

　誰にも話していなかったが、僕には他の誰にもない一発逆転のファクターがあった。

　まだ試作の段階だし、成功するとは限らない。出来れば使いたくないので、ギリギリの状態になるまで使う気はなかった。

　たぶん知られれば、間違いなく面めん倒どうなことになる予感がするし。

「……あ、誰かいる」

　と、ここでペシュの視界に人ひと影かげが映った。

　一人ではない、複数人いるようである。そして、そこが空白地帯であることもわかった。

　ここから二階層、下に降りた場所だ。

　ペシュは天てん井じように張り付いて、気配を消しながら彼らに近づいていった。男が七人、女が四人……、その中の一人がエイミさんの特徴に一いつ致ちするように見える。

　それにしても、これは。

　彼らは、どう見ても和気あいあいという雰ふん囲い気きには見えなかった。




「ッ……！」

　突とつ然ぜん、視界が激しく揺ゆれた。

　まるで床ゆかに転がり落ちたカメラの映像を見ているようだ。頭を振り回されるような感覚に、思わずテーブルに手を付いた。

「リュシアン!?」

「攻撃された！　ペシュ、ペシュッ!?　ダメだ……感覚的には、攻撃は当たってはないと思うけど」

「だっ、大だい丈じよう夫ぶ？」

「僕なら大丈夫。いきなり回線が切れて驚おどろいただけ……ただ、ペシュが」

　思わず立ち上がったニーナに、平気だからと手のひらを向けた。隣となりに座っていたアリスも心配そうにこちらを窺うかがい、エドガーやダリルまで立ち上がっている。

　落としたペンが地面をコロコロ転がって行ったが、チョビが慌あわてて追いかけてパクリと口にくわえて持ってきてくれた。思わず笑みがこぼれて、そのザリザリの頭を撫なでてやる。

　──あそこは空白地帯だった。

　空白地帯には基本的に野生のモンスターは入れない。入れるとしたら、結界を無効にする特とく殊しゆなモンスターか、契けい約やく従じゆう魔まくらいである。

　当然、誰かの契約従魔だとわかりそうなものだ。

　カイのチームのように、連日モンスターから逃にげ回り極限状態になって反射的に反応しただけとも考えられたが、僕は少し胸むな騒さわぎがした。

「とにかく、すぐに準備して向かおう」

　離はなれてはいても、従魔のステータスは主人である僕には把は握あくできる。まだ回線は切れたままだけど、ダメージを受けた様子はない。おそらく攻撃を受けたショックで、スキルが解除されただけだろう。

　問題は、あの少女だ。

　もちろんあれがエイミさんではない可能性もある。何しろ、ペシュを通した視界はくっきりはっきり視みえるわけではないのだ。もしかしたら、たまたま似たような人物がいるパーティだったという可能性もある。

　出発の準備が整う頃ころ、ようやくペシュからの通信が復活した。

　突然視えたのは、先ほどの少女がパーティの面々と言い争っている姿だった。どうやらペシュは、その彼女の手に乗っているようである。

　あの時見たエイミさんっぽい女の子だ。

　微かすかに聞こえる声に、注意を傾かたむけた。まだペシュのレベルでは、音声はほとんど聞こえてこない。けれど、どうやら彼女がエイミさんであることは間違いなさそうだ。

　それと同時に、だんだんと雲行きが怪あやしくなっているのも手に取るようにわかる。数で勝まさるパーティのメンバーたちが、エイミさんを拘こう束そくしようと近づいてきたのだ。

　やがて、ペシュを抱かかえた彼女はくるっと踵きびすを返し、空白地帯を飛び出した。

　そこでようやく気が付いた。その手には、ペシュに持たせた小さなメモが握にぎりしめられていることを。

「……エイミさんは、ペシュの持っているメモに気が付いたみたいだ」

　彼女はこちらにまっすぐ向かっている。通路の詳細がわかっているペシュの先導により、パーティからは距きよ離りが取れている様子である。相手も、下手に追って迷うことを恐おそれたのか、それほど執しつ拗ように追ってくる様子はなかった。

「よかった……じゃ、無事なんだね？」

「はい、今はペシュもこちらと合流するべくエイミさんを案内しています。おそらく次の階層で合流できるでしょう」

　フランツさんたちは、それを聞いて一様に胸むねを撫で下ろしている。

「それで、そのパーティも一緒にいるの？」

　ニーナの問いかけに、首を振る。

　トラブルの件を今話しても仕方がないし、フランツさん達の心労も増すばかりだろう。とにかく、急いで合流するのが先決である。

「それじゃあ行くよ、僕の後に、遅おくれないように付いて来て。モンスターは基本的に倒たおすけど無理はしないでね」

　ペシュの通った道筋を辿たどり、地図を片手にダンジョンを歩き始めた。罠わなや、モンスターハウスを確実に避さけて、最短ルートで進んでいく。

　彼らはたぶん、誰よりも早く三階層のワープ陣までたどり着き、そこからさらに次のワープ陣を目指していたパーティだろう。もちろん実力も十分にあり、そして油断もあったに違ちがいない。彼らからすれば、ここは格下のダンジョンだったはずだし、攻こう略りやくよりも一番での最下層への到とう着ちやくが目的だったかもしれない。

　ところが、ダンジョンの突然の変化という事態に見み舞まわれ、彼らはパニックを起こした。冷静に行動することができなかったのだ。落ち着いてさえいれば、レベル的には対処できないほどの難易度ではないのだから。

　引き返しはしたものの、下手に動き回って消しよう耗もうしたせいで旧三階層に戻もどる前に身動きが取れなくなり、おそらく装備や食料、消耗品、何もかもが不足した状態で立ち往おう生じようを余よ儀ぎなくされてしまったのだろう。どこまで続くか知れない迷めい宮きゆうを探たん索さくする気力を失った彼らが、たどり着いた空白地帯で途と方ほうに暮れていたところに、運悪くエイミさんが飛び込んだ。

　彼女にしてみれば、これで助かったと思いきや逆にピンチに陥おちいったのだから泣きたくなったに違いない。

　ペシュの送ってきた情報からそんな状じよう況きようが垣かい間ま見みえてきた。
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　たった一人で、地図が全く役に立たない未知のダンジョンに放り出された。

　ついさっきまで、みんなと一緒だったのに……。

　エイミが振ふり返った時、既すでにそこには誰もいなかった。

　慌てて階段を登ってみたが、先ほど降りてきた場所でさえなかった。

　パニックを起こして皆みなの名を呼んだが、わらわらとスライムが寄って来てしまい、慌てて踵を返して階段を降りた。

　しばらく呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしていたが、再び忍しのび寄って来たスライムに追われるようにして、その場を後にするしかなかった。まるで野の良ら猫ねこに追い立てられて自分の家に帰れなくなった猫のように。

　がむしゃらに走り、休める空白地帯を探したが、罠らしき通路や、囲まれる危険があるモンスターハウスを避けているうちに、またしても下り階段に到とう達たつしていた。

　こうして罠やモンスターに追おい詰められる形で、エイミの望むと望まざるとに拘かかわらず、かなりの階層を降りてきてしまった。

　そうして、ようやくたどり着いた空白地帯。そこにはなんと先客がいた。

　学園の生徒だ！　ここまで孤こ独どくに苛さいなまれ、たった一人でモンスターを躱かわしながら文字通り命からがら逃げてきたのだ。思わずホッと胸を撫で下ろしたのも無理はない。

　けれど次の瞬しゆん間かん、彼女の表情はあまりの驚きに啞あ然ぜんとなった。

　ほんの少し持っていた食料と水をいきなり奪うばわれたのだ。こちらが一人と知るや、彼らはいきなり態度を変えたのである。もちろん抗こう議ぎをしたが、こともあろうに他にも持っていないかとさらに詰め寄って来たのだ。呆あきれるより、恐きよう怖ふが先に立った。

　なぜなら、ここは学園の迷宮。もちろんモンスターは本物だし、絶対に死なない、怪け我がをしないといった甘えはない。でも、普ふ通つうのダンジョンとは違う。事故があれば、学園側は即そく座ざに手を回し、出来うる限りの手を尽くして生徒を救出するだろう。

（なのに、こんな短たん慮りよなことをする理由は何？）

　これでは助かったとしても、強ごう奪だつの罪は免まぬかれない。エイミが生きている限り。

　疲つかれ切っていたこともあり、思わず足を縺もつれさせてしまった。エイミから奪った食料を咀そ嚼しやくしながら、その少年は覆おおいかぶさって来た。手が、腰こしのポシェットに伸のびる。

　その時──、それはどこからともなく飛んできた。

　真っ黒な、コウモリである。

「なっ……！　モンスターだと」

　さっきまで威い勢せいが良かった少年は、途と端たんに逃げ腰ごしになって慌てて仲間にモンスターを攻こう撃げきさせた。パタパタと頭上を飛ぶ小さなモンスターに、パーティメンバーは怪け訝げんそうな顔をしつつも命令通りに攻撃を開始した。

　エイミは、はっとして彼らを止めた。ここは空白地帯、野生のモンスターがいるはずはないのだ。いくら学生とはいえ、あまりにお粗そ末まつな行動だ。

「まっ、待って！　やめて、その子はっ」

　そのお粗末なリーダーに、やがてメンバーの一人が駆かけ寄ってモンスターを指さし何やら助言したが、パニックを起こしている彼は聞く耳を持たなかった。彼らの態度から、その少年がリーダーなのは間違いないが、どう見ても的確な指示を出しているとは思えない。怒ど鳴なり散らしているだけのような印象を受けた。

　ヒラヒラと攻撃を避けるモンスターに、こちらを攻撃してくる様子はない。エイミはこのコウモリが誰だれかの従魔だと確信した。

　よく見ると、その首にはなにかぶら下げている。

　パーティの意識がモンスターに引き寄せられている隙すきに、エイミはしっかり態勢を立て直すことができた。

「こっちよ、おいでっ！」

　従魔がいるということは、近くに主人がいるということだ。そう、これは救助の手て掛がかりなのだ。彼らにもなんとか説明して、とも思ったが、助かるとなれば逆にエイミは微び妙みような存在になり得る。浅せん慮りよな行動に対する自じ業ごう自得だが、だからこそ危険だと思った。

　モンスターは一直線にエイミの元へと飛んできた。

　すでに彼らの手の届かないところまで離れていたエイミは、そのまま空白地帯を飛び出すことに成功した。走りながら、コウモリが持っていたメモを広げる。そこには簡潔に「コウモリを追え」とだけある。

　後方で何やら揉もめるような声がして、数人が追いかけてきた。エイミはメモを握りしめて力の限り走った。スイスイ道案内をするコウモリに導かれて、エイミは迷うことなく走ることが出来た。気が付くと、追つい跡せき者はいなくなっていた。迷うことを恐れたのか、エイミを見失ったのか、しばらく後ろを確認していたが完全に撒まいたようである。

　もう一度メモを見る。

　几き帳ちよう面めんそうな、綺き麗れいな文字で書かれた短い文章。

（どっちが信用できるかなんて、考えるまでもないわ）

　エイミは、コウモリに「よろしくね」と声をかけると再び走り出した。
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　噂うわさのエイミさんと、数時間後ようやく合流できた。

　ペシュの先導のおかげで、ほとんどモンスターと出会わずに済んだようである。仲間たちとの再会を喜び合っている彼らを横目に、僕は大活かつ躍やくだったペシュを大いに労ねぎらった。

　フリーバッグから大きな桃ももを取り出して与あたえると、ペシュはいつものようにビタッと張り付いて果肉に頭を突つっ込み啄ついばんでいる。うんうん、可愛い。

「ペシュ、本当にお疲れ様」

　思う存分従じゆう魔まを愛めでていると、フランツさんが彼女を連れてやって来た。

「本当にありがとうございました。君たちが居なかったら、どうなっていたことか」

「いいえ、困った時はお互たがいさまです。無事に再会できてよかったですね」

　丁てい寧ねいなお礼を述べて頭を下げるフランツに、両手の手のひらに大きな桃を載のせたままの恰かつ好こうではあったが、僕もぺこりと会え釈しやくした。

　肝かん心じんのエイミさんは、なんだか「あれ？」って顔してるけど、どうやらその視線の先はニーナだったので、姫ひめ様さまに先に挨あい拶さつしなくて平気なの？　的な感じかな。

　フランツさんもそれに気が付いて、今回の救出の立たて役やく者しやだった従魔の主人なのだと、改めて僕を紹しよう介かいしてくれた。

「えっ、君が？　……あの従魔の、メモの？」

　つい口を突いて出た、疑わし気げなちょっと胡う乱ろんな口調に、フランツさんがいささか慌あわてて止めに入る。

「わっ、ばか。彼はあのリュシアン・オービニュ、様だよ」

「は……ええっ!?　例の、魔ま法ほう陣じんの？　うそっ、だってこんなちっちゃい……っむぐ！」

　今度は本格的に押さえ込まれて、彼女はフランツさんの下でジタバタしている。どうやら思ったことを全部口に出してしまうタイプのようだ。

　彼女は前衛も出来るが、実のところ魔力もそこそこあり、初級の回復魔法や攻こう撃げき魔法も使えるらしい。魔法研究家としても造ぞう詣けいは深く、変な魔法陣を発表したり、飛び出す魔法陣を使うという下級生に興味深々だったと、フランツさんに聞いた。

　相変わらず、おかしな噂が流れてるね。いや、その通りなんだけど。

　ただ、クラスや年ねん齢れいにこれだけ差があると、共同授業でも一いつ緒しよにならないので、僕の容姿までは知らなかったようだ。穴が開くほど見られてるけど……今。

　あ、マズイ。チョビがだんだん貧びん乏ぼうゆすり始めた。

　エイミさんの横で、フランツさんもちょっと落ち着きがない。

　学園では身分は不問だが、彼らくらいの年齢になって卒業が見えてくると、先々の事を考えて気にせざるを得なくなる。今回の借りも合わせて、ニーナや僕たちの機き嫌げんは損そこねたくないと考えるのは無理もないだろう。余計なお世話かもしれないが、僕はフランツさんのちょっと後退気味の生え際ぎわが心配になった。

「す、すみません。エ、エイミは魔法陣にすごく興味を持ってて、それでついっ」

　彼女を押さえ込んだままで、フランツさんは慌てて弁解を始めた。

　学園側には認められなかったが、どうやら学生の中には僕の瓢ひよう簞たん型魔法陣を評価している者も少なくなかったらしい。上級生の中には、なんとか写生できないかと研究テーマにしている者もいたというから驚おどろきだ。知らなかった。

　そして驚いたことにエイミさんもその一人だったのだ。ちょっと噂が独り歩きしている感もあるが、要するに僕を（というかリュシアン・オービニュ作の魔法陣を）リスペクトしていたのである。

　あ、察した。ちょっと指針にしてた相手が、僕みたいなちんまい子供だったことに、ショックを受けてるとか、そんな感じかな？　……僕も、ショックだけど。

「……いえ、気にしてませんよ」

　こういう時、無意識に出てしまうのは営業スマイルだ。いつ何時、どんな精神状態でも発動できるスーパーサラリーマンの必殺技だ。

　そして、足の裏にまたしても軽い振しん動どうが伝わってきた。

「あ……、まずいな」

　どうやら再びダンジョンに変化が起こったらしい。どこに階層が加わったかわからないが、この分だとこのダンジョンはかなりの成長を遂とげることになりそうだ。そうなってくると、この辺のフロアーでも手ごわい敵が出てこないとも限らない。

「とにかく、ワープ陣じんまで戻もどった方がいいかも」

「そうね、私たちが先頭で行くわ」

　ペシュのサーチで僕の書いた地図を確認して、ニーナとアリスは不安そうに「変化してなければいいけど」と呟つぶやいた。

　隊列を整えている最中に、僕はちょっと気になって例のパーティのことを、エイミさんに聞いてみた。ペシュの回線が切れたせいで、彼らの姿をあまり見られなかったからだ。

　彼女は戸と惑まどったように、フランツさんやニーナをぐるっと見た。答えていいか、確認するような仕草だった。

　彼らのしたことは許されないし、間ま違ちがいなく犯罪行こう為いだ。エイミさんは被ひ害がい者で、それを許せないと考えても仕方がないし、自業自得だと思っても無理はない。

　ただ、許すとか許さないとかとは別次元の話で、誰しも命が関われば魔がさすことがあるかもしれないということだ。

　なにしろエイミさんの少ない食料を盗ぬすんだくらいだ。よっぽど切せつ羽ぱ詰つまっていたのかもしれない。周りの面々も、やがて少し同情的になっていったが、彼らの特とく徴ちようを一つ聞いた時点でニーナの機嫌が目に見えて悪くなった。

「なんですって!?」

「あー、なるほど。あれか」

　エドガーとダリルは急激に興味をなくし、アリスもピンと来たようにちょっと微妙な顔になった。みんなのテンションがわかりやすく下がったのだった。




「リーダー……というか、一番威い張ばっていた男はキアランと呼ばれていたわ」

　エイミさんは茶系のごく短い天パだったと補足したが、僕達にはすでに承知の上だった。丸々として背が低く、なんだか偉えらそうな人物だと聞いた時点で。

　エイミさんの微び々びたる食料を奪うばった小悪党は、あのキアランが引き連れていたパーティだったのだ。

　そこそこ手て練だれの年とし嵩かさな青年が何人かいたそうなので、彼らの手を借りて深い階層までたどり着いたが、このダンジョントラブルのせいで動けなくなってしまったようだ。

　しかも奪った食料を、すべてキアランが懐ふところに入れようとして、ちょっと揉めていたというから呆あきれたものである。これから本格的に食料が無くなり、危機感が募つのれば果たしてどうなっていくか、ちょっと不安ではあった。

「リュシアン、ここは一度退たい却きやくしたほうがいいと思うわ」

　もちろんニーナは意地悪で言っているのではない。これは当然の判断だ。

　何しろ僕たちは、今現在二パーティ分の命を預かっているのだ。

　しかも、相手は何かにつけて不愉快極きわまりないキアランであり、エイミさんを襲おそった犯人グループでもある。命を懸かけても助けに行くぞ！　という気き概がいに繫つながらないのも頷うなずける。

「エイミさん、彼らがいるのはここから三階層下だったね」

　そう僕が切り出すと、ニーナが戸惑ったように声を上げた。

「リュシアン！」

「待って、ニーナ。わかってるよ」

　後ろに手を回した僕は、ヒップバッグをベルトから外した。

　なにしろこれは大物だからね。変な風に取り出して破損でもしたら大変だ。そうして慎しん重ちように取り出したそれは、一見したところただの丸めた紙だった。

「え……？　巻物、でもそれ」

　思わず声を上げたニーナを始め、その周りで見守っていた面々は、バッグからいつまでも伸のびあがっていく巻物に目を奪われて首を仰のけ反ぞらせる。

「なんなの、それ。魔法の巻物じゃないの？」

　隣となりにいたエドガーに、紙の端はしを持たせて僕はそれを少しだけ広げて見せた。

　全部ではないが、墨すみ色の大きな魔法陣が少しだけ垣かい間ま見みえた。その瞬しゆん間かん、エイミさんが飛ぶような速さで駆かけ寄り、その魔法陣を凝ぎよう視しした。

「えっ、うっそ……、こっこっ、こっ、これっ」

　ニワトリみたいになりながら、エイミさんは震ふるえる手で、紙に触ふれようとして慌てて手を引っ込めた。たぶん、無む闇やみに触さわって発動したら大変だと思ったのだろう。

「大だい丈じよう夫ぶ、エイミさんが触っても発動はしないから」

「あっ、そうか。君……いえっ、貴方あなたの魔法陣は他人には反応しないんだったわね。でも、これっ……これって！」

　興奮冷めやらぬ彼女は、魔法陣に寄れない代わりに僕の肩かたを摑つかんで、これでもかと詰つめ寄った。

「う、うん、たぶんご想像の通り。これはワープの魔法陣だよ」

　エイミさんは、やっぱり！　と歓かん喜きに満ちた顔になり、その直後「いやいや待ってよ」と慌てて首を振ふった。

「ないないっ！　ありえないでしょ、だってワープの魔法陣は、巻物化はもちろん、写生での再現は出来ないって言われてるのよ！」

「そっ、そんなことないよ」

　顔がくっつくほど詰め寄る彼女に、仰け反りすぎて背中がヤバイことになっている僕は、それでもきっぱり出来ると答えた。

「それは、リュシアンのスキルが？」

　ニーナはそう聞きながら、エイミさんの手をやんわりと摑んだ。アリスも加わって、僕はようやく解放された。背骨がいっちゃうかと思った。オタクの熱意コワい。

　猫ねこの子でもつまむように、フランツさんにとっ摑まってしまった彼女は、それでも魔法陣から目を逸そらせない様子だ。

「もちろん巻物に写せたのはスキルのおかげには違いないんだけど……、たぶん、ある一定の条件を満たす人なら誰だれでも書けるんだよ」

　意味を摑み損そこねたような……、あるいは滑すべったような変な間の後、再びエイミさんが有りえないと首を振った。

「ワープの魔法陣研究はそれこそ国を挙げての研究だよ。写生の最高レベルの人達が呼ばれて……、それでも」

「うん、そうだね」

　大きすぎて不安定な巻物を、僕は慎重にフリーバッグに戻した。エイミさんが名残なごり惜おしそうに身を乗り出していたが、万が一破損でもしたら、いくら僕でも泣いちゃうからね。少なくとも、それくらいは大変な代物だ。

「だからさ、レベルが足りないんだよ」

「………え？」

　何百年も前には存在したとされる写生レベル伝説級、さらにその上、神話級。はたまたそれ以上の使い手さえいた時代もあったという。そんな時代に描かれたワープなどの転移系の魔ま法ほう陣じん。

　転移魔法は特とく殊しゆで、なぜか呪じゆ文もんだけでは完成することはなく、必ず魔法陣に起こす必要があった。よって呪文が主流の現在においては、忘れられた魔法の一つなのだ。

　結果的に転移の魔法陣はその後なんの改かい訂ていも進化もしていない。そのため言語も古く、ますます研究者泣かせの魔法陣になった。それでも写生は、必要レベルさえ到とう達たつしていれば実は可能なのだ。しかし、そのレベルこそが一番の難関だったというわけだ。

　そのことに気が付いたのは、オリジナル魔法陣のことがあったからなのだが……、今は関係がないので説明は控ひかえた。今言いたいのは、要するにワープの魔法陣がいつでもどこでも一回限りではあるけれど使えるということだ。

「これはリターン型の魔法陣。登録した出発地点に戻るものだよ。大丈夫、ちゃんとダンジョンに入る前にマーカーを入れたから」

「一回……」

　ワープの魔法陣が描かれている地面には、魔ま導どう器きなどにも使われるレア金属による永続化の処理が施ほどこされている。けれど巻物による魔法陣は、他の魔法の巻物と同じで一回使えば終わりだ。この魔法の性質上、一度展開すれば数分間は起動しているが、時間が経たてば消えてしまう代物なのだ。

　これ一枚しかないし、できたら使いたくなかったんだけどね。

　これを作るための特殊な大きさの魔法紙を作るのにもかなり苦労したし、念写の際にも思った以上に膨ぼう大だいな魔ま力りよくが消費されて驚おどろいたのだ。なにしろ消費した魔力を回復するのに丸一日かかったし、ましてや念写する時間も数分を要した。

　スキル発動時に無防備になる弱点の事を考えると、ダンジョンでポンポン量産できるものではないのだ。

「……わかったわ、私はオッケーよ」

　ニーナやアリスは了りよう承しようして、ダリルはひどく面めん倒どうくさそうにため息をついた。オッケーってことかな。あ、……どっちでもいいって感じだね。

「正直、自じ業ごう自じ得とくな気もするが、……別にいいぜ」

　エドガーも、やれやれと肩を竦すくめている。

　こちらの安全と天てん秤びんにかければ、それはもちろん言わずもがなではあるが、いざというときの脱だつ出しゆつ経路が確保されているというのなら、あと半日くらいは探たん索さくに費やしても構わないといった感じだ。

　この救出にしたところで、今回の件をうやむやにしない為ためという意味合いも強い。遭そう難なんしていくらも経過していない段階で、協力を求めるならまだしも有無を言わさず他人の物を強ごう奪だつするなど、よほど反省してもらわないと困る。

　説教癖へきのついたおっさんのような余計なお節せつ介かいかもしれないが、それが自分に出来ることならやってしまうのが、ある意味僕の悪い癖くせである。こればかりは、前世から持ち込んだものなので根が深い。

　世話焼き癖ぐせというか、もともと中間管理職だったあの頃ころから上司の面倒ごとから部下の失敗なども背負い込み、やたら仕事を増やし抱かかえ込んでいたものである。それでも最後にはなまじ何とかなってしまったので無理をしていたという自覚はなかったが。

「ねえねえ、そのパーティが件くだんの空白地帯にいなかったら？」

「……その時は、脱出しよう。それ以上は探索しない」

　アリスの問いかけに、僕はきっぱり答えた。

　さすがに仲間の命を巻き込んでまで行方ゆくえを捜さがして、なにがなんでも連れて帰るほどの義理はない。無情にも思えるけれど、線引きだけはしておかないとキリがないからね。

　それを聞いて、今度こそ全員が納得したようだ。

「ありがとう、みんな。それじゃあフランツさんたちは、ペシュを案内に付けますので、三階層まで戻もどってワープで地上へ……」

「ええ!?　ち、ちょっと待ってよ」

「……なにか？　エイミさん」

「何かじゃないわよ！　私も一いつ緒しよにいくわ」

　それまで呆ぼう然ぜんと成り行きを見守っていたフランツさんは、そこではっと気が付いて彼女の言こと葉ば尻じりに続く。

「あの、僕達でお役に立つなら……」

「お気持ちはありがたいのですが、大人数になると却かえって身動きが取り辛づらいので先に脱出して頂けると助かります」

「そ、そうですか、それなら仕方がありません。こちらは助けられた身ですので」

　無理は言いません、と続けるフランツさんに、思いっきりかぶせるようにしてエイミさんが口を挟はさんだ。

「盾たて役でもなんでもやるから、お願い！」

「エイミ？　どうしたんだ、一体」

「だって、あの魔法陣が展開するところ見たいんだもんっ」

　意気込みはわかるけれど、僕としてはここで部外者を混ぜたくなかった。皆みなを納得させるためにワープの魔法陣の話をしたけれど、本当ならあまり公表したくない。

　たぶん、他の誰にも写生が不可能な転移魔法を、僕だけが使えるとなればどうなるかわからないからだ。けれど、実際に使うところを見られさえしなければ、最終的になんとでもごまかしようはある。

「大丈夫です、僕達は帰りますから、お気になさらず」

　エイミさんの腕うでが、フランツさんによって抓つまみあげられている。彼女は、涙なみだ目めになりながらも、ときどき僕を指差しては何か訴うつたえているが……後は、フランツさんに任せよう。

　これで準備は整った。

　彼らを見送ったら、さっそく出発だ。

　──けれど、ここで予想外の事が起こった。いきなり正体不明の集団が、扉とびらを吹ふき飛ばすかのような勢いで飛び込んで来たのだ。

　それだけではない、その後方には大量のキラーアントの群れ。何事っ!?

「やったぜ、ワープ陣じんだ！　助かった」

　かなり年長の印象なので間ま違ちがいなく上級生だろう。

　あっけにとられる僕らに目もくれず、彼らはワープ陣へ一直線に向かった。先客である僕らになんの挨あい拶さつもなく、ましてや引き連れてきたモンスターの処理もせず、そのままワープ陣に飛び込むつもりなのだ。

　これは明らかなモンスターのなすりつけ、ゲームでいうところのＭＰＫだ。

「ちょっと待ったっ！　てめぇらっ、どういうつもりだよ」

　手の早いダリルが、その中の一人の首根っこを摑んで引き戻した。

　うん、今回ばかりはよくやった！　モンスターを押し付け、あまつさえ横入りとはマナー違い反はんもいいところだ。

　そんな一瞬の足止めの隙すきに、ニーナとアリスは素早くワープ陣の前に回り込み、続いてフランツさんパーティのマッチョな前衛組がズラリと彼らの前に立ちはだかった。

「うっ！　な、なんだお前らっ、明らかな進路妨ぼう害がいだぞ。モンスターからの逃とう亡ぼう時はいかなる阻そ害がいもしてはならない、って知らないのかよ」

　いやいや、何言ってんの？　その前にＭＰＫでしょ、これは。

　しかも、その中の一人には見覚えがあった。視界は狭せまかったけど、ペシュを攻こう撃げきしてた人物だからよく覚えてる。じゃあ、この人達ってキアランの……？

　こちらの人数が多いとはいえ、なにしろ部屋の半分を占しめるほどのキラーアントの群れを、魔ま法ほう使つかい組がなんとか押し返している状態だ。もともとキラーアントは魔法にも強いし、これだけの大群ともなれば倒たおすのも容易ではない。そのうえで、ワープ陣を使えないように前衛組で塞ふさぎながら、動きを封ふうじるように包囲しないといけないのだ。

　これじゃ落ち着いて話も出来ないよね。

「ダリル、エドガー、それからそちらの魔法使いの皆さん、そのままキラーアントを押しつつ、僕の後ろまで下がってくれますか」

　あんまりこういうハッタリは好きじゃないんだけどね。

「チョビ、キラーアントをターゲット。遠えん慮りよはいらないよ」

　手のひらに乗せたチョビが「いいの？」と顔を上げる。僕はニッコリと笑って、ぐっと親指を立てて「ゴー」とウインク。最近、ペシュに押され気味だったチョビは、大いに張り切った。

　それは、驚くほど静かな戦いだった。

　一瞬だけ、耳に気圧の変化のような違い和わ感かんがあった。たったそれだけだ。

　──直後、ゴトッと真っ黒なボーリングの玉のようなものが、地面に落っこちたのだ。

「……え？」

「なん、なにが？」

　前衛組にどかそうと嚙かみついていた男たちは、異変を感じて振ふり向いた。そこには不気味なほどの静けさが横たわっている。さっきまで部屋の半分を覆おおい尽つくしてた大量のキラーアントが、なぜか忽こつ然ぜんと姿を消していたからだ。

「お、オレ……は、見ていた。あいつが、あの小こ僧ぞうがなんか従魔に命令したら、キラーアントの周りに変な半円ができて、あっという間に……っ」

　ちょっと気の弱そうな木製の杖つえを持った男は、チョビと僕、そして最後に、黒光りしている球体にゆっくり視線を落とした。

　さすがに全員が、しんっと静まり返った。

　なにしろ先ほどまで数十匹ぴきといたキラーアントが、一瞬のうちに紙くずのように丸められたのだから。

「キラーアントＭＰＫのことはもういいよ、まあるく収まったからね」

　満面の笑みでそう言ったら、なぜかニーナやアリスまでちょっと引いた。そしてマッチョさん、剣けん落としました。……いや、これ演出だからね。

「それより貴方あなたたちには聞きたいことがある」

「な、なんだよ。ワープ陣のことか？　悪かったよ、おっ、俺たちも焦あせってたんだ。ちゃんと順番は守る、お前らが行ってからでいいから」

　一見相手を立てるような台詞せりふだが、すべてが上から目線だ。そして論点がずれている。わかってて誤ご魔ま化かそうとしてるなら頭がかなりお花畑だよね。

「……そんな話、してないよ」

　そう、本題はそこじゃない。「エイミさん」と小さく声を掛かけると、後衛パーティに紛まぎれていた彼女が、ずいっと前に出る。

　男たちは、そこへきてようやく自分たちの置かれた立場を理解したのである。




　彼らには部屋のコーナーに移動してもらった。逃亡を防ぐためと、ワープ陣に近づかせないようにするためだ。

「あれは俺たちのせいじゃない。彼女を襲おそったのはアイツだし、コウモリを攻撃しろって言ったのもそうだ。俺は、ちゃんと誰だれかの従じゆう魔まだからと注意……を」

　僕は、無言で首を振った。

　悪いけど言い訳聞いてるヒマないからね。その辺の事情は、ペシュを通してあらまし程度なら直接見てるから、今いま更さらである。

「で？　……キアランはどうしたの」

「っ！　……そ、それは」

　このパーティがここに来た時には、すでに姿がなかった。だいたいの想像はつくが、本人から直接聞いておかなければならなかった。

「さっきからなんなんだ！　てめぇは関係ねぇだろうが。だいたい口の利きき方がなってねえぞ、下級生の分際でっ！」

　いかにも血の気けの多そうな男が割り込んで来た。

「関係ない？　僕の家族を傷つけておいて、何を言ってるの」

「はっ？　家族だと。ああ、そのコウモリのことかよ。バカバカしい、たかが従魔じゃねえか。いいか、ここはダンジョンだ。何があるかわからねえ。そうさリーダ─、こいつらやっちまいましょうよ」

「やめろバカ、よく見ろ。姫ひめ様さまがいる……。もし事がバレたら、契けい約やく違い反はんどころの騒さわぎじじゃすまないぞ」

「だから言ってるんっすよ。ダンジョンでは何が起こるかわからないってな！」

　この人バカなの？

「剣を抜ぬいたら敵だと認定する。こちらは正当防衛だし、武器の押収も略りやく奪だつにはならない。そうですよね、フランツさん」

「その通りです」

「やってみろ！　こんな乱戦じゃ、その怪かい物ぶつ従魔も使えねぇだろっ！」

　あ、思ったより冷静。たぶん向こうは、正当性を主張する僕達が、安易に致ち命めい傷しようを与あたえるとは思ってないし、とにかくワープ陣で逃にげようって算段かもしれない。

　正直な話、逃げられてしまえば証しよう拠こもないし、クエストの契約違反はともかく、このゴタゴタに関してはこちらの証言だけじゃあやふやにされる可能性がある。

　さっきまで制止していたリーダー格まで剣を抜いた。ここまで来たら仕方がないといったところか。相手は七人、こちらは倍近くいるけど、何しろフランツさんたちはかなりくたびれてるからね。向かってくる相手なら何とかなるけど、たぶんやつらは真っ先にワープ陣からの逃亡を図はかるだろう。

「前衛、それからエイミ、ワープ陣を囲め！」

　即そく座ざにフランツさんの指示が飛ぶ。さすが、フランツさん。どうやら男たちの挑ちよう発はつに乗らず、本当の意図を見み抜ぬいている。

「ちっ！　だが、かえって好都合だぜ！　ルーキーどもは、ちょっと脅おどせばビビッて道を開けるからな！」

　さっきの切れやすそうな男が、マッチョがいなくなった囲みの一角に斬きり込んで来た。そう、僕達の方へだ。

「舐なめないでよ！」

「リュシアン、これってＯＫ？」

　アリスが大たい剣けんを抜いて、さっそくプッツン剣士と切り結んだ。その横で、ニーナはナイフをクルッと持ち替かえて、片足を上げている。正当防衛、いける？　ってことだろう。

　気は進まないけど仕方がない。僕は指でＯＫを作ってから、短たん剣けんを二本腰こしベルトから抜き放はなった。この場合、僕も前衛かな。

　その後ろには、ダリル、エドガーを先頭に、魔法使いが並んだ。

「支し援えん魔法よろしく、火力控ひかえて」

　武器の無力化が最優先だ。

　相手を傷つけすぎると、今度はこっちが割を食う可能性がある。理り不ふ尽じんだけど、逃亡目的だったという主張が認められると、逆に過か剰じよう防衛になっちゃうからね。

　向こうの構成は、やはり前衛重視のようだった。やっぱり立ち往おう生じようした理由は魔法使い不足だったのだろう。回復役は二人、一人は攻こう撃げき魔法も使えるようだ。

「結構、やるわね」

　ちょっとだけアリスの泣き言が入る。実際、相手はかなり強かった。僕も、基本は躱かわして一いち撃げき、というスタイルなので、ガッツリ切り結ぶのは苦手である。

「ちっ、コイツらっ、本当にうっとうしい！」

　それはリーダーを始め、あまり積極的に向かってこなかった数人を無力化して、戦せん闘とうが沈ちん静せい化してきた、ちょっと気が抜けた瞬しゆん間かんだった。

　プッツン男がニーナの足技を躱かわし、ナイフを弾はじいた。ほんの数秒、囲みに綻ほころびができたその時、一人の男がワープ陣へと走っていった。

　実際、この時点で逃げてもすでに意味はなかっただろう。けれど、その男は完全にパニックに陥おちいっていた。チョビの攻撃に腰こしを抜かしていた、例の気の弱そうな回復職の男だ。そして、運が悪いことになんの防ぼう御ぎよもせずマッチョ軍団に突つっ込んでいったのだ。

「まっ、待って！　もう」

　指示が遅おくれた。もう逃がしても構わない、と言いたかったが間に合わなかった。




「……す、すみません。まさか素手で突っ込んで来るとは思わなくて」

　後衛なので、魔法力上じよう昇しよう効果優先の紙装備だ。しかもこちらの攻撃の当たった場所が悪かった。咄とつ嗟さに顔を庇かばって腕うでを上げたせいで、ほとんど腕が千ち切ぎれかけていた。

「さっきからヒールとハイヒールを掛けているが」

　エドガーは、まだ回復魔法の熟練度が足りない。フランツさんのチームの回復職もハイヒールがせいぜいだ。悪いことに、どうやら一番の回復賢けん者じやは当の怪け我が人らしい。

「意識があれば、何とか自分でいけるんだろうけど……」

　拘こう束そくされたリーダーが、沈ちん痛つうな面おも持もちで首を振った。

「なあっ、なんとかしろよ！　エクストラヒール使えるやつ居ねぇのかよ！　てめぇら使えねぇな、くそが！」

　そして一番こいつがうるさい。例のプッツン男、今は芋いも虫むし状態になっている。

「なに偉えらそうに言ってるんだよ、大体てめぇら自じ業ごう自じ得とくだろうが」

「ワープ陣じんで送るにしても、少し回復させないとね」

　拘束された一団にダリルが嚙みついているのを横目で見ながら、僕はカバンの中から一本の薬くすり瓶びんを取り出した。

「て、てめっ、それただの傷薬じゃねーかよ。舐めてんのか」

　外野は無視して、赤い液体を男の口に流し込んだ。

「……お、おお？　うわ、噓うそでしょ！」

　思わず声を上げたのはエイミだ。

　今まで千切れかけていた腕が、噓のようにみるみる回復していく。ビデオの逆再生を見ているように、腱けんが繫つながり、血管が繫がり、筋肉が編み込まれるように修復していく。そして最後に皮ひ膚ふが覆いかぶさった。

「な、なんだよコレ。なにした、てめぇっ!?」

「だから傷薬だよ。見てたでしょ？」

「そんなわけあるか、傷薬って……そんなっばかな!?」

　騒いでいるのはこの男だけだったが、全員が同じ気持ちだったようだ。めちゃくちゃ注目を浴びている。

「ただし、神話級だけどね」




「絶対に空白地帯を動かない、救助が来るのを待つ、と言ったんだ」

　リーダー格の体格のいい男が、そう話を切り出した。

　メンバー全員がリーダーの周りに集まり、どこか小さくなっていた。もう文句なしの完全降参状態だ。怪我をした彼も意識を取り戻もどし、ほとんど回復している。

　彼らの泳ぐ視線の先は、明らかに不ふ機き嫌げんそうに腕を組んで彼らを睥へい睨げいしているニーナである。改めて、自分たちの行く末が心配になったのだろう。

　彼らの言い分はこうだ。

　キアラン以外全員が、まだ動けるうちに通過してきたワープ陣まで戻った方がいいと判断し、仲間内で散々話し合い、もちろんキアランを説得する努力もした。装備の摩ま耗もうのことや、なにより食料や水が致ち命めい的てきに残り少ない危機的状じよう況きようも話した。確かにダンジョンは異常事態だったが、彼らのレベルなら十分ワープ陣まで戻れると考えたらしい。

「確かに金は貰もらっていたけど、あいつと心しん中じゆうするつもりはないからな」

　予想は出来たが、やっぱりキアランを空白地帯に置き去りにしてきたらしい。

「でっ、でもよ、俺らはちゃんとついて来いって言ったんだぜ。それでも残ったんだから、それはてめぇの判断だったんだろうよ」

　リーダーに追従するように、仲間の一人が言い訳がましく口を開くと、それに続いて、彼らはそれまで溜たまっていた不満をここぞとばかりに並べ立てていた。

　さらには呆あきれたことに、大金を積まれて言う事を聞いていただけで仲間なんかではないと開き直った。

「それだけ聞ければ十分よ。それ以上は、外へ出てから然しかるべき場所で、然るべく証言して頂ちよう戴だい」

　僕とニーナ、フランツさん以外は、すでに先ほどの戦闘の後片付けをしている。アリスたちは、この先の事を予想して出発の準備をしていた。

「貴方あなたたちは……、冒ぼう険けん者ですよね？」

「え？　……あ、ああ」

　おそらく彼らは、ニーナが続けて何かしら言うのだろうと身構えていたが、僕が話し始めたので驚おどろいたように慌あわてて目線を下げた。

「金銭で雇やとわれていたのなら尚なお更さら、最後まで面めん倒どうを見るべきだと思うけどね」

「……」

　冒険者として依い頼らいを受けたのだとしたら、それを途と中ちゆうで放り出すことはこれからの信しん頼らいをも失くすことになる。サラリーマンだってそれくらい知ってるからね。

　もちろん、自分の命と引き換かえにしろとまでは言わない。本来は、そこまで求められてしまうのが冒険者ではあるけれど、現在学生で、これが授業の一いつ環かんであることを踏ふまえると、そこまで求めるのも過か酷こくだろう。

　けれど、今回はどう見てもそこまで切せつ羽ぱ詰つまった状況ではなかった。

「まあいいや、ここからは貴方たちの問題だからね」

　どちらにしても彼らには、これから反省する時間をたっぷり与えられるだろう。

　話は終わった、と僕がその場を離はなれると、すがるような彼らの視線は自然とニーナへ集中した。けれど、犯罪行こう為いばかりか己の責任さえも放ほう棄きした彼らに慈じ悲ひを与えるつもりはないらしく、無言のままくるっと踵きびすを返した。




「それでは申し訳ありませんが、彼らのことよろしくお願いします」

「わかりました、お気をつけて」

　フランツさんに、ぐるぐる巻きにされた男たちを任せると、僕達はさっそく最後の仕上げのために出発した。

　彼らには、ここで知り得た魔ま法ほう陣じんの事など、もろもろ口外しないようにとお願いした。僕の魔法陣の噂うわさは、それこそ都市伝説程度にぼかされているくらいが都合いいのだ。

「おとなしく空白地帯でじっとしていてくれると助かるけど」

「そうね」

　僕達が向かっているのはもちろんキアランの救出のためだ。ダリルなどは放っておけと言って憚はばからないが、僕だってただのお人よしだけで助けようと言っているのではない。

　ニーナの立場も多少は絡からんで来るからだ。

　学園では全員が等しく学生だが、ニーナはこの国の王女で、キアランはその国で微び妙みような立場の自治区の長の息子むすこである。

　知らなければそれで済むのかも知れないけれど、わかってて見捨てたとなれば、いや、見捨てたと見み做なされれば、彼が助かっても助からなくても、ひどく面倒なことに巻き込まれる可能性がある。

　マンマルは面倒かつ問題の多い自治区で、ドリスタンにとっても頭の痛い問題が山積みの地区だ。何かと言ってはトラブルを起こし、そっちが先に攻撃しただの、こちらの人間をないがしろにしただのと、いちいちいちゃもんを付けては、お詫わびだ、金だ、と喚わめき散らして要求してくる。

　ひと昔前なら、武力で黙だまらせていたかもしれないけれど、ドリスタンは国として良い意味でも悪い意味でも成熟しきっていて、その過程でいろいろな権利を認め、自ら、または他者を「守る」法律によってがんじがらめになっていた。

　今回の事も、本来なら生じることのない責任をおっかぶせて、マンマル自治区が大おお騒さわぎにすることは目に見えていた。彼らにとって真実などどうでもいいのだ。

　王国の姫ひめが、自国の民たみを見殺しにしたと騒さわぎ立てることによって、何らかの利益を得たいだけなのだから。大国のドリスタンにとっては、尾おにたかるハエ程度のイザコザかもしれないが、面倒なことには変わりがない。

　今回のミッションは、あえて言うならニーナの足元の石ころを蹴け躓つまずく前に拾い上げるお仕事なのである。

　さて、問題の坊ぼつちゃんはというと。

　ちゃんと空白地帯でじっとしていた。文字通り、体育座りでうずくまって、えぐえぐと泣いている。

　僕達の顔を見るなり、体てい裁さいも何もかもをかなぐり捨てて縋すがりついてきた。真っ先に飛びつかれた僕は、涙なみだやら鼻水やらを盛大に擦こすりつけられた。これまで節約してきた巻物を、大おお盤ばん振ぶる舞まいしてウオッシャーをかけたことは言うまでもない。

　今回の事は、甘やかされて育った彼にはいい薬になっただろう。懲こりるかどうかはともかく、無事に学園に帰った暁あかつきにはこってりお仕置きも待っている。

　そして一行は、キアランの目の届かないところで転移の魔法陣を展開し、全員が無事に地上へと脱だつ出しゆつを果たしたのである。

　ある程度の想像はしていたが、ダンジョン入り口周辺は上を下への大騒ぎだった。ダンジョンで知り合ったカミラさんやカイのパーティも居て、僕達を見つけると一いつ斉せいに集まって来た。心配していたらしく、あっという間にもみくちゃにされてしまった。

　その後、医い療りようチームに引き取られ、それぞれ怪我や体調のチェックをされ、なんだかんだと寮りようへの強制送そう還かんの措置を受けた。

　一日の休養のあと、教師たちやダンジョンの管理を任されている貴族などに囲まれて、ちょっとした事情聴ちよう取しゆのようなことをされ、やっと解放された時にはこれまでの騒そう動どうはある程度収まっていたのである。

　ちなみに僕達は、教師陣にちょっとだけお説教をされた。

　遭そう難なんしたパーティの援えん護ご、救出をしたことは尊いが、自分たちの帰き還かんを優先せず、勝手に捜そう索さくをしたことは必ずしも正しいことではないと𠮟しかられたのだ。これについては覚かく悟ごの上だったので、甘んじて反省文のレポート提出の罰ばつを受けた。

　後から聞いたが、今回の事で一ひと組くみのパーティ十一人の行方ゆくえ不明者が出たらしい。

　やっぱりまだ残留者がいたようだ。行方不明者の捜索は、すでにベテラン冒険者たちによって開始されたようだが、まだ問題のダンジョンは成長を続けており、捜索は困難を極きわめているとのことだった。無事でいることを祈いのるばかりである。








エピローグ






　魔ま法ほう研究科、魔法陣じんの研究チーム、僕と、ニーナ、ダリルはテーブルを囲んでいつものように生活魔法の魔法陣の一枚化を進めていた。最近では上級生チームを交えず、僕らだけでこうして研究をしていることも増えた。

「で、その子の名前決めたの？」

　ダリルの胸ポケットから、小さな白い子ネズミが顔を出していた。

　あのダンジョン騒そう動どうから約一週間、ようやく学園内は平常に戻もどりつつある。あれから何度かダリルとも会話したが、とにかくずっとバタバタと忙いそがしく、従じゆう魔まの名前の事を聞くのを忘れていたのだ。

「お、おう、まあな」

「あら、そうなの？　聞きたいわ」

　魔法陣を前に頭を悩なやませていたニーナは、ぱっと顔を輝かがやかせてダリルを見た。みんなの注目を浴びて、子ネズミはぴゅっとポケットに潜もぐり込む。

「ノル」

　ダリルが名前を呼ぶと、ヒゲをピクピクと震ふるわせながらポケットから愛らしい顔を覗のぞかせた。思わずニーナが両手をワキワキさせている。これが僕のポケットなら、たぶん即そく座ざに飛びついていただろう。ダリルには、まだ遠えん慮りよがあるようである。

「へえ、可愛い名前だね」

　大陸の北の言語で、雪の結けつ晶しようとかそんな意味だった気がする。そういえば、ダリルの故郷は北の僻へき地ちだって言ってたっけ。

「そうだ、少し鑑かん定ていしてあげようか？」

　さっそく鑑定の巻物を取り出すと、魔法陣を展開させた。




　ＬＶ２（幼生）　　小プチ鼠ラツト（２／５）

　毒（猛もう毒どく　呪じゆ毒どく）、腐ふ食しよく、かみつく、頰ほお袋ぶくろ、暗視

　解げ毒どく（中）　周囲警けい戒かい　探たん索さく　気配察知　逃にげ足

　ダリルの従魔




「頰袋って何かしら？」

「さあ、こういう特技って単に特性のようなものも含ふくまれていたりするから、普ふ通つうに餌えさをため込めるってことかもしれないよ」

[image: ]

　要点だけかいつまんでメモに書き写したものを見て、ニーナは興味深そうにいろいろ聞いてきた。そんな中、ダリルはメモを指差し一つだけ聞いてきた。

「この種族のとこ、カッコはなんだ？」

「ああ、これね。下の方に注ちゆう釈しやくがあって、どうやら進化までのカウントダウンみたいだよ」

　それを聞いたダリルはちょっと嬉うれしそうだった。小プチ鼠ラツトはどちらかと言えば戦せん闘とう向きではないが、それでも毒や腐食攻こう撃げきは何気に有効だし、探索や隠おん密みつ系は悪いスキルではない。初めての従魔としては御おんの字の結果だろう。

　あれほど楽しみにしていたダンジョン実習は、今回の騒動で中ちゆう途とではあるが修しゆう了りようとなってしまった。参加者には平等な単位と、加えて持ち帰った戦利品、成した功績などが考こう慮りよされて、更さらに成績に加味されることになった。

　いろいろ残念なことも多かったが、それでも得たものは確かにある。ダリルの従魔然しかり、僕の転移魔法然り、仲間たちの成長然り。

　例の行方ゆくえ不明のパーティも、冒ぼう険けん者たちの必死の捜索の甲か斐いあって無事に発見されたようだ。今回は、ダンジョン実習が始まったばかりで、序じよ盤ばんの攻こう略りやくだったことが不幸中の幸いだったのだろう。

　そしてあのダンジョンは、この先、成長を終えれば未踏とう破はのダンジョンとしてにわかに活気づくことになる。学園都市の下町も、ダンジョン近きん隣りんの宿しゆく場ば町としてますます人で溢あふれかえるに違ちがいない。

　それらを受け入れるための準備として、町の整備や、宿屋、装備を扱あつかう店てん舗ぽなどを増やすなどの措そ置ちが必要で、アリスの話によると、学園都市や付近の商人ギルドはすでに大わらわなのだという。

　ちなみにダンジョンの所有権は国に戻され、今は立ち入り禁止になっている。







　大変だったけれど、ダンジョンの成長という珍めずらしい現場に立ち会った誼よしみもあり、冒険者となった暁には是ぜ非ひあのダンジョンを攻略したいと思った。








あとがき






　気が付くと、いつの間にかちょっとだけ日が暮れるのが遅おそくなり、ちょっとだけ春の訪れを感じる今日この頃ごろ、皆みな様さまはいかがお過ごしでしょうか。

　こんにちは、るうです。

　こうして二巻をお届けできてとても嬉うれしく思います。

　今回は、基本的にダンジョンづくしの巻です。とはいっても、まだまだ学生の授業としてのダンジョンではありますが、当然ながら一ひと筋すじ縄なわでは終わりません。いろいろなトラブルに巻き込まれたり、自分から突つっ込こんでいったりと、いつもながらドタバタしてます。

　リュシアンやエドガーの身辺にも変化があり、まだ完全にではありませんが一応の決着が着くことになります。そして、新しい仲間と従じゆう魔まの加入があり、アリスやダリルの家族のことなどにも少し触ふれることになりました。できたら、そのうちニーナのこともじっくり語れたらいいなと思ってます。

　次回からの展開は、少しだけ学園でのお話はお休みになる予定です。夏の休きゆう暇かの大冒ぼう険けん、というかまたまた巻き込まれ体質が発動して、とんでもない事件に足を突っ込むことになります。ちょこっとだけ色々な謎なぞが明かされ、新たな伏ふく線せんが増える（笑）みたいな感じですね。

　また、ニューフェイスがたくさん出て、重要人物も何人か登場します。そして成り行きとはいえ、ついにあの職業に就つくことになります！　未来への第一歩、というほどではありませんが、少しずつ前進を続けていくことになりそうです。




　今回も素敵なイラストを描かいてくださったオウカ先生、お忙いそがしい中、いつもありがとうございます。

　最後になりましたが、この本を手に取ってくださった全ての皆様、ご指導くださる担当様、この本に携たずさわってくださった関係者様に、心より御お礼れいを申し上げます。

　では、次回もまたお会いできることをお祈いのりして。





二〇一九年　　春めいた日差しがこぼれる午後　二月吉きち日じつ
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ご落らく胤いん王おう子じは異い世せ界かいを楽たのしむと決きめた！２
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